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●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
近
刊

ア

レ
キ

シ

ス

・
カ

レ

（廓糊却∽
釧昨
一八〇〇円）

ル
著
　
桜
沢
如

一
訳

●
近
代
文
明
は
、
想
像
力
と
知
性
と
勇
気
に

満
ち
た
人
物
を
造
る
こ
と
は
で
き
な

い
よ
う

で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
国
に
お
い
て
、

政
治

・
経
済
・社
会
の
指
導
者
階
級
の
間
で
、

知
性
と
モ
ラ
ル
の
程
度
が
低
下
し
て
い
る
。

●
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
大

い
に
新
聞
に
影
響

さ
れ
る
。
…
…
た
と
え
ば
、
白

い
パ
ン
の
ほ

う
が
黒
い
パ
ン
よ
り
も
良

い
と
大
衆
に
信
じ

さ
せ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
、
粉
が
ま
す
ま

す
完
全
に
ふ
る
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も

っ

と
も
大
切
な
成
分
が
除
か
れ
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ
で
粉
は
長
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

パ
ン
は
楽
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
製
粉

会
社
や
パ
ン
屋
の
収
人
は
増
し
た
。
し
か
し

消
費
者
は
、
知
ら
ず
に
悪

い
食
物
を
食
わ
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
パ
ン
を
主
食
物
と
す
る
、

あ
ら
ゆ
る
国
の
人
間
は
退
化
し
衰
退
す
る
。

●
理
論
家
の
頭
の
中
で
作
ら
れ
る
政
治
組
織

は
紙
の
お
城
に
過
ぎ
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
大
革

命
の
主
義
や
、

マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
夢

は
実
際
の
人
間
に
は
縁
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

●
人
間
は
す
べ
て
の
も
の
の
尺
度
で
あ
る
ベ

き
だ

っ
た
。
し
か
る
に
、
人
間
は
今
自
分
が

作

っ
た
世
界
で
は
ま

っ
た
く
の
異
国
人
で
あ

る
。
人
間
が
真
に
自
分
を
知
ら
な
か

っ
た
た

め
に
、
こ
の
世
界
を
人
間
自
身
の
た
め
に
向

く
よ
う
に
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
物
質
の
科
学
が
生
物

の
科
学
を
ぐ

っ
と
追

い
抜

い
て
発
達
し
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
人
間
の
歴
史
の
も

っ
と
も

悲
惨
な
出
来
事
の

一
つ
で
あ
る
。
人
間
を
知

ら
な
い
人
間
の
頭
で
作
り
出
し
た
こ
の
世
界

は
、
人
間
の
体
力
に
も
精
神
に
も
適
し
な
い

も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
ま

っ
た
く
い
け
な

い
。
こ
ん
な
陛
界
で
は
わ
れ
わ
れ
は
非
常
に

不
幸
せ
で
あ
る
。
道
徳
的
に
も
精
神
的
に
も

退
化
す
る

一
方
で
あ
る
。
工
業
文
明
が
も

っ

と
も
発
達
し
た
国
家
や
社
会
が
必
ず
き
ま

っ

て
ま
ず
衰
え
て
ゆ
く
で
は
な
い
か
！

●
反
対
に
棲
処
や
食
物
の
数
や
質
を
変
え
る

か
わ
り
に
、
何
代
も
こ
れ
ら
の
動
物
に

一
週

に
二
日
ず

つ
断
食
さ
せ
て
み
る
と
、
寿
命
が

い
ち
じ
る
し
く
増
す
の
で
あ
る
。
…
…
し
た

が

っ
て
ま
た
、
人
間
の
寿
命
も
、
類
似
の
方

法
を
適
用
す
れ
ば
延
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
と

結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
近
刊

（運糊
却蜘
卸附七五〇円）

桜

沢

如

著

'"fr.'

"lri ;

I

ク
奪
■
ラ
■

●
し
か
し
世
の
人
々
は
ま
だ
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
よ
く
し
ら
な
か

っ
た
。

イ
ツ
デ
モ
新
し
い
星
は
、
人
の
知
ら
ぬ
間
に

高
く
の
ぼ

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め

か
ら
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
星
は
、
ヤ
ミ
の

（人
工
の
）
星
で
あ
る
。

●
ま
こ
と
に
、
世
の
つ
ね
の
カ
ナ
シ
ミ
と
い

う
も
の
は
、
肉
体
的
、
利
己
的
に
、
自
分
の

力
な
さ
、
よ
わ
さ
、
は
か
な
さ
を
教
え
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
絶
対
の
ヨ
ロ
コ
ビ
、
無
限
の

自
由
、
天
国
の
大
き
さ
に
た

い
す
る
心
の
目

を
ひ
ら
く
カ
ギ
で
あ
り
、
ク
ル
シ
ミ
と
い
う

の
は
人
間
の
生
活
や
、
社
会

の
セ
マ
サ
、
ク

ラ
サ
、
ハ
カ
ナ
サ
を
教
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

神
の
世
界
、
無
限
の
広
さ
に
た
い
す
る
心
の

目
を
ひ
ら
く
カ
ギ
な
の
で
あ
る
。
カ
ナ
シ
ミ

と
ク
ル
シ
ミ
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
カ
ナ
シ

ミ
と
ク
ル
シ
ミ
に
体
ア
タ
リ
を
す
る
勇
気
の

あ
る
も
の
に
の
み
、
か
ぎ
り
な
き
ヨ
ロ
コ
ビ

と
、
絶
対
に
亡
び
な
い
タ
ノ
シ
ミ
は
与
え
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
を
ク
ラ
ラ
と
ロ
バ
ー
ト
は

身
を
も

っ
て
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。

●
二
人
の
恋
人
は
父
と
師
の
目
を
ぬ
す
ん
で

ン
■

よ

り

ハ
カ
ナ
イ
逢
う
セ
を
楽
し
む
身
に
な
る
。
ヴ

ィ
ー
ク
が
旅
行
に
で
る
と
す
ぐ
ロ
バ
ー
ト
は

あ
い
に
来
た
。
せ
き
と
め
れ
ば
、
せ
き
と
め

る
ほ
ど
つ
の
る
の
が
恋
の
弁
証
法
で
あ
る
。

つ
の
れ
ば

つ
の
る
ほ
ど
ア
イ
タ
サ
、
シ
タ
ワ

シ
サ
を
さ
ま
た
げ
る
モ
ノ
が
わ
い
て
く
る
の

も
恋
の
弁
証
法
で
あ
る
。

●
恋
は
人
を
カ
シ
ヨ
ク
す
る
。

●
こ
の
悲
し
い
う
つ
く
し
い

『真
実
な
る
女

性
』

（原
田
光
子
著
）
に
つ
い
て
、
私
の
話

し
た
い
こ
と
は
、
第

一
、
こ
れ
が

コ
ノ
マ
マ

人
生
の
弁
証
法
読
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
が
Ｐ
Ｕ
世
界
観
の
講
義
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
ス
バ
ラ
シ
イ
本
の

一
つ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
私
は
原
田

光
子
サ
ン
が
話
し
て
い
ら
れ
な
い
こ
と
、
ク

ラ
ラ
も
、
…
―
タ
レ
も
語

っ
て
い
な
い
こ
と

を
話
し
た
い
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
イ
カ

ニ
シ
テ
、
何
が
ク
ラ
ラ
を
か
く
も
リ
ッ
パ
ナ

人
に
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
芸

術
家
を
作
り
上
げ
る
ヒ
ミ
ツ
で
あ
る
。

●
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
な
い
人
は
自
由
と
平
和
を

地
に
来
た
ら
し
め
る
人
で
あ
る
。



■ 3月 24日 (土 )～25日 (日 )、 玄米食養入門講座を

開きます。本誌 1月 号に 2月 24日 -25日 と発表 し

ましたが、 3月 24日 ～25日 に訂正 します。詳細は

別頁を御覧下 さい。内容豊富な入門講座です。

■ 3月 31日 (土 )2時～ 6時。有機農業の梁瀬義亮

先生の講演会 『食と農と医』があります。

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

　

晰
¨
費
誠
界
ヘ

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…

…

４

一
家
を
健
康
に
す
る
料
理
の
工
夫
／
大
森
一
慧
…
…
１０

欧
州
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
（２
）／
石
川
友
子
…
…
１７

Ｐ
Ｕ
医
学
の

一
私
見
／
高
瀬
公
洋
…
…
２０

″気
″
と
は
何
か
？

ホ
ジ
キ
ン
教
授
の
学
説
／
桜
沢
如

一
…
…
２２

世
界

へ
の

『
Ｐ
Ｕ
の
証
明
』
／
高
瀬
公
洋
…
…
２６

生
命
と
医
学
の
８
大
原
理
変
革

（２
）／
千
島
喜
久
男
…
…
３４

血
球
の
可
逆
的
分
化
説
。
パ
ク
テ
リ
ア
の
自
然
発
生
説

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

・
マ
ク

ロ
ビ

オ

テ

ィ

ッ
ク
会

議

・…

‥
４２

大
会
決
議
資
料

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
／
菊
池
富
美
雄
…
…
４８

生
存

↑
バ
イ
バ
と

へ
の
行
進
／
大
友
映
男
…
…
５０

あ
る
報
告
（３
）／
橋
本
政
憲
…
…
５２

食
養
基
本
料
理
（２
）／
桜
沢
里
真
…
…
５７

滋
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
！

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
３
一３

【”
●
ｏ
『”
ヨ
〓
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　
〓
，
】８
５

Ｈ■
９
，
３
５

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
・あ
８
品
３
　
０
７

３
■
，

（ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ベ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も

の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
『
】３

罵̈

Ｃ
●
お
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

ｏ
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
弄
「テ
ィ
ツ
タ
‘
…
・
ヨ
”
ｏ
「０
げ
δ
ｌ

〓
捏
共

フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
３
８
σ
一９
】８
、形

容
詞
は

３
８
８
げ
一０
一お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

。
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。
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痴
れ
Ｌ
３
藝
掛
渉
「
渉
夢
掛
掛
甍
警
「

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス

「
一̈
一喘
一螂
一怖
一事
事
藝
ホ
小
痴
「
一̈
掛
痴
痴
鰤
弥
警
魯
痴
掛
痴
藝
渉
螂

.y

▲実習指導中の桜沢里真先生

●
‐２
月
１０
日
と
１７
日
の
２
回
、
特
別
料
理
講

習
で
、
桜
沢
里
真
先
生
の

『正
食
お
せ
ち
料

理
』
の
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

１０
日
の
メ
ニ
ュ
ー

（ヵ
ソ
コ
内
は
材
料
）

雑
煮

（餅
、
里
芋
、
大
根
、
人
参
、
二
つ

葉
、
庄
内
ぶ
、
小
松
菜
、
柚
子
皮
）

熱
ふ
ろ
ふ
き

（大
蕪
、
ひ
し
お
み
そ
、
ご

ま
バ
タ
ー
、
出
し
汁
、
酒
）

ピ
ー
ナ
ツ
豆
腐

（ピ
ー
ナ
ツ
、葛
、
瞥
油
、

出
し
汁
、
生
姜
）

擬
製
豆
腐

（豆
腐
、
人
参
、
椎
茸
、
隠
元
）

こ
ん
に
ゃ
く
煮
付
↑
」
ん
に
ゃ
く
、
醤
油
、

出
し
汁
、
油
）

蓮
根
い
ん
ろ
う

（蓮
根
、
み
そ
、
ね
ぎ
。

ね
ぎ
み
そ
に
し
て
蓮
根
に
詰
め
た
も
の
）

花
人
参

（人
参
、
大
和
芋
）

小
松
菜
く
る
み
和
え

（小
松
菜
、
く
る
み
、

出
し
汁
）

り
ん
ご
寄
せ

（り
ん
ご
、寒
天
、
み
か
ん
）

な
ま
す
ロ
ー
ル

（大
根
、
人
参
、
柿
）

‐７
日
の
メ
ニ
ュ
ー

玄
米
赤
飯

（
も
ち
米
、
小
豆
）

シ
チ
ュ
ー
雑
煮

（
餅
、
玉
ね
ぎ
、
人
参
、

コ
ー
フ
ー
、
地
粉
、

ロ
ー
リ
エ
）

け
ん
ち
ん
豆
腐

（
豆
腐
、
人
参
、
き
く
ら

げ
、
隠
元
）

き
ん
と
ん

（南
瓜
、
さ

つ
ま
芋
、
栗
）

高
野
サ
ン
ド

（高
野
豆
腐
、
人
参
、
小
松

菜
、
地
粉
、
の
り
）

黒
豆
煮
付

大
和
芋
菊
花

（大
和
芋
、
人
参
、
柚
子
）

里
芋
含
め
煮

（
里
芋
、
ご
ま
バ
タ
ー
）

菊
水
巻

（
み
か
ん
、
大
根
、
小
松
菜
）

こ
っ
て
り
し
た
も
の
、
あ

っ
さ
り
し
た
も

の
、
ま
た
、
シ
チ
ュ
ー
の
雑
煮
な
ど
、
工
夫

し
た
も
の
も
と
り
ま
ぜ
、
参
加
者
も

『
こ
れ

で
正
月
は
も
う
大
文
夫
』
と
自
信
を

つ
け
た

よ
う
で
し
た
。

●
‐２
月
１２
日
、
リ
マ
・ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ

ー
の
試
作
会

（修
了
式
）
が
、
昼
と
夕
方
の

２
回
、
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
で
通
算
２２
回
目
で
す
。

合
計
５３
名
の
生
徒
の
方
が
、
前
の
晩
か
ら
、

ま
た
当
日
早
朝
か
ら
作

っ
た
料
理
を
持
参
し
、

師
範
の
桜
沢
里
真
先
生
、
浮
津
宏
子
先
生
の

講
評
を
受
け
ま
し
た
。

お
正
月
の
近
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
餅
を
使

っ
た
料
理
、
き
ん
と
ん
、
な
ま
す
、
黒
豆
煮

付
、
擬
製
豆
腐
な
ど
が
か
な
り
出
さ
れ
、
ま

た
、
基
本
料
理
の
ゴ

マ
塩
、
金
平
、
鉄
華
み

そ
、
し
ぐ
れ
み
そ
、
ヒ
ジ
キ
蓮
根
な
ど
も
多

く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
を
桜
沢
、
浮
津
両
先
生

が
試
食
し
、
講
評
し
ま
し
た
が
、
全
体
的
に

一
定
し
た
力
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

出
席
者

一
同
、
他
の
人
の
料
理
を
少
し
ず

つ
味
わ
い
、
最
後
に
桜
沢
里
真
先
生
か
ら
、

修
了
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

料
理
教
室
修
了
式
と
い
う
こ
と
で
、
み
な

さ
ん
に
、
講
習
を
受
け
た
感
想
、
批
判
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
て
い
ね
い
に
料
理

を
作
る
こ
と
を
覚
え
た
。
も
の
を
大
切
に
扱

う
心
を
料
理
を
通
し
て
学
ん
だ
、
技
術
だ
け

で
は
な
く
、
心
、
愛
情
を
も

っ
て
作
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
た
な
ど
、
あ
る
い
は
、
初
め
て

食
べ
た
が
、
少
し
物
足
り
な

い
感
じ
が
し
た
、

材
料
の
野
菜
や
料
理
の
効
用
の
説
明
を
し
て

ほ
し
か

っ
た
、
日
本
の
郷
上
料
理
を
も

っ
と

と
り
あ
げ
て
は
し
い
、
な
ど
の
感
想

・
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
初

。
中

・
上
級
、
師
範

コ
ー
ス
を

修
了
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

初
級
―
―
古
市
弘
美
、
田
村
澄
子
、
浜
中

清
子
、
花
井
良
平
、
小
泉
美
恵
子
、
人
沢
久

枝
、
川
畑
仁と
寿
恵ぇ
、
志
賀
¨
跡
子
、
田
村
無

子
、
辻
克
子
、
吉
田
久
二
、
根
本
太
子
、
斎

藤
喜
久
子
、
小
川
泉
。

中
級
―
―
竹
下
薫
代ょ
、
林
ル
三み
子二
ヽ
菅
浦

た
い
子
、
田
中
美
重
子
、
浅
野
栖
子
、
佐
久

間
十
三
江
、
関
根
弘
子
、
蓮
見
き
ぬ
子
、
若

本
豊
子
。

上
級
―
―
八
木
美
詠
子
、
新
井
基
子
、
田

中
美
重
子
、
堀
込
泉
、
松
宮
美
奈
子
、
大
石

則
子
、
篠
原
や
す
江
、
寺
崎
乃
里
絵
、
原
レ

イ
コ
、
石
河
里
枝
子
。

▲ 試作会に出品 したみなさん (夜の部 )

-4-



師
範
―
―
森
山
恵ぇ
瀞
香か
、
林
線
子二
ヽ
小
澤

籐
嘉
里り
、
勝
又
初
枝
、
曽
我
鶴
、
田
村
沖
江
、

後
藤
ふ
じ
子
、
福
田
タ
カ
。

●
‐２
月
２３
日
、
昭
和
５３
年
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
年
末
記
念
講
演
と
忘
年
会
が
イ
ン
タ

ー
マ
ッ
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
桜
沢
里
真
先
生
、
山
本
昇
さ

ん
、柴
田
靖
彦
さ
ん
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
か

つ
て
の
Ｍ
Ｉ
、
Ｃ
Ｉ
の
研
究

生
で
Ｇ
Ｏ
の
弟
子
。
山
本
さ
ん
は
、
先
生
の

原
子
転
換
の
研
究
に
た
ず
さ
わ

っ
た

一
人
で

す
が
、
今
は
二
人
と
も
自
然
塩
普
及
協
会

の

仕
事
に
専
心
し
て
い
ま
す
。

桜
沢
里
真
先
生
か
ら
、
５３
年
の
締
め
く
く

り
と
し
て
、
試
験
管
ベ
ビ
ー
な
ど
を
ど
う
判

断
す
る
か
な
ど
の
話
や
、
食
養
の
心
構
え
と

し
て
普
段
か
ら
身
体
を
き
ち
っ
と
し
て
い
て
、

常
に
判
断
力
を
磨
い
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
、

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

山
本
さ
ん

（
Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
＝
オ
ー
ル
）は
、

お
母
さ
ん
が
玄
米
食
を
し
て
い
た
関
係
で
、

学
生
の
時
、
Ｇ
Ｏ
に
会

い
、
し
ば
ら
く
教
育

を
受
け
た
が
、
そ
の
後
は
Ｇ
Ｏ
か
ら
離
れ
て

生
活
し
て
き
た
。
そ
し
て
２０
年
目
の
昭
和
３７

年
、
Ｇ
Ｏ
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
り
、
原
子
転

換
の
話
が
あ
り

『
ひ
と

つ
、
自
分
の
人
生
を

か
け
て
み
よ
う
か
」
と
い
う
気
持
で
、
原
転

に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

原
子
転
換
の
研
究
は
、
た
と
え
ば
、
卵
の

自
身
と
黄
身
に
、
ほ
と
ん
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
ヒ
ヨ
コ
に
は
ち
ゃ
ん

と
骨
が
出
来
、
羽
根
に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
が
あ

っ
て
、
卵
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
計
算
が
合

わ
な
い
。
い
っ
た
い
、
ど
こ
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
を
作

っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
生
命

体
が
カ
ル
シ
ウ
ム
を
作

っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
、
そ
う
い
う
こ
と
の
研
究
を
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

誰
で
も
が
出
来
る
実
験
と
し
て
山
本
さ
ん

は
、
フ
ラ
ス
コ
に
水
を
入
れ
、
ワ
タ
な
ど
を

敷
き
、
発
芽
し
や
す
い
種
を
置
き
、
そ
こ
で

ガ
ラ
ス
の
ふ
ち
を
溶
か
し
て
封
を
す
る
、
と

い
う
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
状
態
だ
と
、
内
と
外
と
の
間
に
空
気

の
流
通
は
起
り
得
な
い
の
だ
が
、
芽
が
出
る

と
目
方
が
ふ
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
、

光
が

モ
ノ
に
な

っ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
発
想

を
す
る
、
つ
ま
り
、

千
不
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
、
生
命
体
が
何
か
、
自
分
に
必
要
な
も
の

を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
だ
、
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
無
双
原
理
に
お
け
る
、
対
立
と
相

補
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、
実
証
主
義

の
現
代
科
学
は
、
実
証
さ
れ
な

い
も
の
は
な

い
と
す
る
盲
点
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
科
学
の
ワ
ク
の
外
か
ら
み
た
ら
、
い
く
ら

で
も
批
判
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
に
現
代
科

学
と

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
対
立
す
る
の

で
な
く
、
両
者
を
と
り
囲
む
大
き
な
ワ
ク
の

中
で
の
役
割
を
位
置
づ
け
れ
ば
、
相
補
性
が

生
ま
れ
て
く
る
し
、
対
立
を
相
補
に
す
る
に

は
、
こ
れ
し
か
方
法
が
な

い
、
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

柴
田
さ
ん

（
Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム
＝
ト
ー
マ
）
は
、

直
接
Ｃ
Ｏ
の
き
び
し
い
訓
練
を
受
け
た
最
後

の
弟
子
で
、
Ｇ
０
７‐
才
の
時
に
会

っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
大
学
で
む
ず
か
し
い
本
を

読
ん
だ
り
し
て
い
た
が
、
何
か
お
か
し
い
と

^ut+ft

螂
熱
磐
藝
渉
掛
静
「
「
鰤
瑯
螂
渉
藝
「

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

ニ

ュ
ー

ス

痴
¨
小
痴
鰤
り
小
藝
痴
「
一痴
渉
掛
怖
一渉
「
「
¨
弔
弔
手
小
事
掛
螂
¨

▲保科角次郎さん (右 )の三味線の名伴奏

歌って踊る牛尾盛保先生 (左 )

▲柴 田靖彦氏

▲ アクションを入れて歌う節盛姉妹
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▲ さすがプロ/

歌手あがた森魚さん

暗
中
模
索
し
て
い
て
、
陰
気
な
状
態

に
い
た

が
、
日
本
Ｃ
Ｉ
に
入

っ
て
、
早
起
き
す
る
こ

と
、
御
飯
を
よ
く
か
む
こ
と
、
掃
除
を
す
る

こ
と
、
約
束
を
守
る
こ
と
な
ど
、
ご
く
初
歩

的
な
、
生
理
的
な
こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
人
生
が
明
る
く
、
前
向
き
に
な
る
と

い

う
喜
び
を
知

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

当
時
Ｃ
Ｏ
は
住
ま
い
が
何
回
か
変

っ
た
が
、

ど
こ
で
も
壁
を
ふ
い
た
り
、
階
段
を
掃
除
し

た
り
と
、
朝
は
早
く
か
ら
仕
囀
を
し
、
ヒ
マ

が
あ

っ
た
ら
掃
除
、
と

い
う
生
活
を
し
て
い

た
と

い
う
こ
と
で
す
．

自
分
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
を
し
て
、

養
生
法
を
は
ぐ
く
ん
だ
日
本
人
に
恥
じ
な

い

一
人

に
私
自
身
も
な

っ
て
い
き
た

い
、
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

●
６
時
か
ら
は
ハ
ー
テ
ィ
に
移
り
、
根
村
和

さ
ん
の
音
頭
で
、
自
然
酒
で
乾
杯
．
日
本
Ｃ

Ｉ
ス
タ
ッ
フ
、
料
理
教
室
の
み
な
さ
ん
が
作

っ
た
、
お
む
す
び
、
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
、
キ

ン
ピ
ラ
な
ど

に
舌

つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
三
一味
線
片
手
に

世
界
漫
遊
の
保
科
角
次
郎
さ
ん
、

ア
メ
リ
カ

の
ジ
ム

・
ウ
デ
ス
キ
ー
さ
ん
の
ギ
タ
ー
、
あ

が
た
森
魚
と
駒
沢
宏
季
両
君

の
コ
ン
ビ
演
奏

と
歌
な
ど
、
占

い
日
、
黒

い
日
、
老

い
も
若

き
も
入
り
混

っ
て
、
民
謡

に
、
ゴ
ー
ゴ
ー
に
、

ま
た
炭
坑
節
を
踊

っ
た
り
と
、
ま
る
で
サ
タ

デ
ー

・
ナ
イ
ト

・
フ
ィ
ー
バ

ｌ
ｃ

福
引
き
に
は
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ

ン
か
ら

褥
油
や
お
菓
ｒ
、
リ

マ
化
粧
品
か
ら
石
け
ん

と
シ
ャ
ン
プ
ー
、
日
本
Ｃ
Ｉ
か
ら
民
芸
品
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
皆
で
輪
を
組
み
、
Ｐ
Ｕ
歌
、
『別

れ
の
ウ
タ
」
と

『苦
な
じ
み
』
を
歌

っ
て
、

散
会
し
ま
し
た
。

新
春
の
ス
キ
ー
健
康
学
園
が
、
長
野
県
野
沢
　
　
　
小
豆
入
り
御
飯
の
朝
食
の
あ
と
は
初
す
べ

ス
キ
ー
場
の
民
宿

『
ふ
る
さ
と
」
で
開
か
れ
　
　
り
。
野
沢
ス
キ
ー
学
校
の
指
導
員
と
コ
ー
チ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
佐
藤
さ
ん
の
指
導
で
ス
キ
ー
講
習
。
参
加

講
師
の
人
森
英
桜
先
生
、牛
尾
盛
保
先
生
、　
　
者
の
山
県
林
吉
さ
ん
に
も
、
初
心
者
の
指
導

ス
キ
ー
コ
ー
チ
の
佐
藤
勝
彦
さ
ん
な
ど
、
ス
　
　
を
手
伝

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

タ
ッ
フ
を
含
め
て
総
勢
４７
名
で
、
ス
キ
ー
講
　
　
　
今
年
は
雪
が
少
な
く
、
ス
キ
ー
が
出
来
る

習
、
奥
深
い
食
養
の
講
義
、
餅

つ
き
、
親
睦
　
　
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
す
が
、
４
日
ま

パ
ー
テ
ィ
に
と
、
頭
も
身
体
も
タ
ッ
プ
リ
満
　
　
で
に
は
ほ
と
ん
ど
の
ゲ
レ
ン
デ
で
、
ス
キ
ー

足
の
４
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
が
で
き
る
ほ
ど
に
積

っ
て
お
り
、
ま
た
快
晴

貸
切
リ
バ
ス
の
参
加
者
は
３
日
午
後
１０
時
　
　
に
恵
ま
れ
、
時
間
い
っ
ぱ

い
ス
キ
ー
が
楽
し

半
、
日
本
Ｃ
Ｉ
を
出
発
。
道
路
の
混
雑
も
な
　
　
め
ま
し
た
。

く
、
翌
日
午
後
６
時
に
は
現
地
に
到
着
。
さ
　
　
　
宿
に
帰
れ
ば
、
料
理
班
心
づ
く
し
の
、
朝
食

す
が
に
夜
行
バ
ス
で
疲
れ
た
の
か
、
朝
食
ま
　
　
の
残
り
の
小
豆
玄
米
で
作

っ
た
ス
ー
プ
に
、
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ス
キ
ー
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
だ
よ
う
。

２
日
目
か
ら
は
、
初
級
者
も
少
し
自
信
が

つ
い
た
と
見
え
、
リ
フ
ト
で
上
ま
で
行
き
、

お
ぼ

つ
か
な
い
格
好
に
な
り
な
が
ら
も
、
滑

降
に
挑
戦
。
子
供
た
ち
も

ソ
リ
を
持

っ
て
リ

フ
ト
に
乗
り
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
滑
り
お
り
て
い
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
待
ち
か
ね
た
モ
チ
つ
き
。
九

の
ま
ま
の
玄
米
で
は
モ
チ
に
な
り
に
く
い
の

で
、
２
分
ほ
ど
掲
い
た
も
の
に
し
て
、
３
升

ず

つ
を
２
日
、
男
子
総
が
か
り
で
つ
き
上
げ
、

か
ら
み
も
ち
、
き
な
こ
も
ち
、
あ
ん
こ
も
ち

を
、
今
度
は
女
性
の
手
伝

い
で
作
り
、
夕
食

に
頂
き
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
雨
が
パ
ラ
つ
き
始

め
、
翌
日
の
ス
キ
ー
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

土
地
の
人
の

「温
泉
の
湯
が
自
く
濁

っ
て
い

る
か
ら
、
明
日
は
雪
が
降
り
ま
す
よ
』
の
予

言
通
り
、
夜
半
に
少
し
つ
も

っ
て
、
３
日
目

の
自
由
ス
キ
ー
に
は
、
遠
く
ま
で
滑
り
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
義
は
朝
と
夜
の
１
日
２
回
で
、
大
森
先

生
の

『砂
糖
の
研
究
』
、
「冬
を
元
気
に
す
ご

す
法
』
、
「性
格
の
研
究
』
の
講
義
と
、
質
疑

応
答
。
最
終
日
は
牛
尾
先
生
の

『食
と
性
』

の
講
義
。

「砂
糖
の
研
究
』
の
講
義
が
あ

っ
た
せ
い
か
、

自
己
紹
介
の
時
、
「動
物
性
の
も
の
は
食
べ
な

い
が
、
甘

い
も
の
に
つ
い
手
が
出
ま
す
』
と

い
う
人
が
何
人
か
い
て
、
大
森
先
生
も

ニ
ガ

笑

い
。
講
義
に
も
熱
が
入

っ
た
よ
う
で
す
。

砂
糖
が
内
臓
下
垂
、
骨
、
日
の
病
気
、
脳
軟

化
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
、
砂
糖
の
輸
入

量
に
比
例
し
て
病
気
が
増
え
て
い
る
事
実
、

砂
糖
の
入
っ
て
い
な
い
子
は
自
活
心
が
強
い
、

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

『冬
を
元
気
に
過
ご
す
法
』
で
は
、
寒
さ
を

防
ぐ
に
は
寒
さ
を
よ
け
る
の
で
な
く
、
寒
さ

に
向
か

っ
て
い
く
こ
と
、粗
食
で
少
食
（常
に

満
腹
だ
と
、
自
律
神
経
は
陰
性
の
交
感
神
経

に
傾
く
）、
体
を
動
か
し
、
水
分
は
少
な
く
、

油
料
理
、
煮
込
ん
だ
体
を
あ
た
た
め
る
料
理

に
し
、
部
屋
は
あ
ま
り
あ
た
た
め
ず
、
時
々

は
寒

い
所

へ
出
る
こ
と
、
な
ど
の
話
。

『性

格
の
研
究
』
で
は
、
生
ま
れ

つ
き
持

っ
て
い

る
業
と
も
言
え
る
性
格
は
、　
一
代
や
二
代
で

変
わ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
実
感
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
な
り
に
、
正
食
で

輝
い
た
も
の
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

牛
尾
先
生
か
ら
は
、
男
子
、
女
子
の
性
成

長
と
そ
の
生
理
に
つ
い
て
、
命
の
モ
ト
が
食

（環
境
全
体
）
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
話
が
あ

り
、
「勉
強
し
て
も
、
文
字
の
奴
隷
に
な
る
な
。

よ
く
か
み
し
め
よ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

６
日
の
夜
は
親
睦
パ
ー
テ
ィ
で
、
ゲ
ー
ム

に
興
じ
、
負
け
た
グ
ル
ー
プ
は
バ

ツ
と
し
て

▲ 空はまっ青、雪はまっ白、スキーは楽しノ

▲ 大森英桜先生

〈
献

一
月
四
日
朝

夕
食

一
月
五
日
朝

夕
食

一
月
六
日
朝

夕
食

一
月
七
日
朝

弁
当

立
〉

小
豆
入
り
ご
飯
　
み
そ
汁

大
根
葉
と
油
揚
の
煮
び
た
し

野
沢
菜
漬
　
た
く
わ
ん

玄
米
ご
飯
　
野
菜
油
炒
め

コ
ー
フ
ー
カ
ツ
　
キ
ャ
ベ
ツ

煮
込
み
う
ど
ん

玄
米
ご
飯
　
み
そ
汁

ひ
じ
き
蓮
根
　
梅
び
し
お

野
菜
の
組
合
せ
　
野
沢
菜
漬

た
く
わ
ん

か
ら
み
モ
チ

も
り
そ
ば
　
蓮
根
い
ん
ろ
う

コ
ー
フ
ー
焼
肉
　
な
ま
す

野
沢
菜
漬
　
た
く
わ
ん

玄
米
コ
ー
リ
ャ
ン
入
ご
飯

み
そ
汁
　
野
菜
チ
ャ
ウ
ダ
ー

炒
り
付
コ
ン
ニ
ャ
ク
　
梅
千

野
沢
菜
漬
　
た
く
わ
ん

玄
米
五
日
ご
飯
　
煮
物

煮
込
み
う
ど
ん
　
野
沢
菜
漬

う
な
ぎ
も
ど
き
　
た
く
わ
ん

小
豆
カ
ポ
チ
ャ
　
リ
ン
ゴ

玄
米
ご
飯
　
み
そ
汁
　
梅
千

南
瓜
と
人
参
の
吉
野
煮

野
沢
菜
漬
　
た
く
わ
ん

玄
米
ご
飯
　
梅
千

た
く
わ
ん
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歌
を
歌

っ
た
り
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ

せ
、
お
や

つ
の
小
豆
南
瓜

に
舌

つ
づ
み
。

一
日

一
回
は
お
茶
の
時
に
砂
糖
の
も
の
が

止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人
、
こ
の
健
康
学
園

を
機
会
に
ま
じ
め
に
玄
米
食
べ
ま
す
と
い
う

人
、
人
前
で
あ
が
る
性
格
を
治
し
た
い
と
い

う
人
、
玄
米
は
食
べ
て
い
た
が
、
正
食
を
知

る
ま
で
は

「本
物
の
カ
ツ

（
コ
ー
フ
ー
カ
ツ

で
な

い
本
物
の
動
物
性
の
カ
ツ
ど
も
時
々
は

食
べ
て
い
た
と
い
う
人
、
初
め
て
登
山
に
挑

戦
し
、
３
日
間
、
断
食
に
近
い
状
態
で
登

っ

て
、
他
の
人
を
お
ど
ろ
か
せ
た
と
い
う
人
。

子
供
の
学
校
の
最
終
日
に
、
ク
ラ
ス
の
全
員

に
玄
米
む
す
び
を
持

っ
て
行

っ
て
食
べ
て
も

ら
い
、
学
校
か
ら
も
、
幾
人
か
の
親
か
ら
も

喜
ば
れ
た
と
い
う
人
、
現
代
栄
養
学
を
信
じ

て
、
ぞ
う
り
の
よ
う
な
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
て

い
た
と
い
う
人
な
ど
、
初
心
者
、
ベ
テ
ラ
ン

こ
も
ご
も
、
和
気
あ

い
あ
い
と
、
し
か
も
充

実
し
た
４
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
小
栗
健
嗣
）

〈
子
供
班
よ
り
〉

４
人
の
子
供
た
ち

（
小
学
低
学
年
３
人
、

幼
稚
園
１
人
）
と
、
絵
や
作
文
を
書

い
た
り
、

ト
ラ
ン
プ
、
ま
た
、
ギ
タ
ー
を
弾

い
て
あ
げ

た
り
の
４
日
で
し
た
が
、
子
供
の
食
生
活
、

教
育
な
ど
の
問
題

の
重
要
性
を

つ
く
づ
く
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
の
、大
人
に
対
す
る
国
の
き
き
方
や
、

小
言
の
受
け
流
し
方
な
ど
、
テ
レ
ビ
の
登
場

人
物
と
同
じ
で
し
た
。
大
人
の
社
会
や
文
化

が
尊
敬
す
る
に
足
る
よ
う
な
も
の
で
な

い
と

感
じ
て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
言
う
こ
と
を

聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。

子
供
は
大
人
の
言
葉
と
行
動
を
同
時
に
見

る
の
で
、
子
供
を
叱
る
時
は
、
自
分
の
行
動

に
も
気
を

つ
け
な

い
と
、
三
度
と
言
う
こ
と

を
聞
い
て
く
れ
な
く
な
り
ま
す
。

子
供
係
を
し
て
い
た
の
で
講
義
は

一
度
も

聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
が
私
の

先
生
に
な

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
（駒
沢
宏
季
）

1979奪
たシ

▲ 大人も子供もまじって、風船吹き競争 (パーティにて,
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:米1食に新しい視点と

アメリカが『麦の国』なら、
日本は『こめの国』。
こめを素材にして
日本人とその文化
についての固定観念
をくつがえす新しい
発見にみちた問題

誤解 と偏 見 を斬 る一 国立栄養研究所 岩尾裕之

日本 と世界の ライス料理 作 り方・
食 べ方。おに ぎりから本場 トル コの

鰈鸞譴轟縦1・あ
・
な秀糖F謀辱単易お

本格的ライス・ クッキングガイ ド。

こめ文化とわたしち
● こめ文化言式論―稲作以前 /「 シ鰊
ロー ド」 とスパ イスロー ド/天皇制
の秘密 ●政治 メディアとしての こ
め 古代一中世 /近代/戦後 ●玄
米正食の思想― 阿部―理 ●福岡正
信 インタヴューーー億総五反百姓の

すすめ ●栄養学者が こめに対 す る

提起の一冊 .ノ

澄 への本鰤̈』
自
分
の
性
格
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
探
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

″不
確
実
性
の
時
代
″
に
生
き
る
現
代
人
に
と
っ
て
不
可
欠
の

″自

分
を
知
る
こ
と
″。
そ
の
た
め
に
役
立
つ
具
体
的
な
手
引
き
を
、
適
性

テ
ス
ト
、
心
理
テ
ス
ト
か
ら
、
占
星
術
、
易
、
タ
ロ
ッ
ト
に
至
る
ま

で
満
載
。

自
分
が
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

性
格
を
手
が
か
り
に
し
て
、
現
代
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
る

好
評
書
。

″心
の
中
へ
の
旅
″
の
ガ
イ
ド

・
ブ
ツ
ク
。

ま
す
ま
す
高
度
に
発
展
す
る
現
代
医
学
。
し
か
し
、
そ
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
し
て
の
発
展
に
落
し
穴
は
な
い
か
。

ビ
タ
ミ
ン
剤
や
科
学
的
治
療
に
対
す
る
、
無
条
件
な
信
頼
は
も
は
や
、

危
険
で
さ
え
あ
る
。

か
ら
だ
に
関
心
の
あ
る
人
、
か
ら
だ
に
不
調
を
感
じ
て
い
る
人
、
東

洋
体
育
道
に
関
心
の
あ
る
人
は
必
読
の
本
。

か
ら
だ
と
の
対
話
を
通
し
て
、
自
分
を
知
る
こ
と
。
そ
し
て
生
き
て

い
る
自
然
の
環
の

一
部
と
し
て
の
人
間
を
探
る
新
し
い
身
体
論
と
し

て
注
目
の

一
冊
ｃ

ユング「人間のタイプ」

自己診断カタログ

性格はどうしてあるのか

・……宮本忠雄 ●河野洋平
にとって

｀
父
″
とは何か・・…

渋谷重た ●からだが性格

を変えてゆく・……竹内紋購

●

`じ

罪の類型と性格……福

島章 ●ドロンプ・アウ ト

する若もののタイプ……

野恒―・/ほか

●からだと,卜 ′ドの大探検
‐ |   .・ :…野口二千三
●東洋体育道とは何か ?

… 津オサ喬
●ヨーガと私…… lL沢方邦

●月経から宇奮ヘ

……野ロペコ

●歯解・呼吸法……岡島治大

●まちがいだらけの現代食
生活批判……岩尾裕之
●特集・健康法カタログ
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「
一
家
を
健
康
に
す
る
料
理
の
工
夫
」
な
ん

て
い
う
テ
ー
マ
で
す
と
、
手
品
師
で
も
出
て

き
て
、
フ
ァ
ッ
と
や

っ
た
ら
み
ん
な
健
康
に

な

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
講
義
が
聞
け
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
、
期
待
し
て
い
る
方
も
多
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
要
は
、
食
養
の
原
則
に

基
づ

い
て
食
養
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

こ
で
も
う

一
度
、
皆
さ
ん
と
ご

一
緒
に
基
本

的
な
こ
と
を
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
食
物
療
法
と
食
養
法
と
を
区
別

し
て
ら

っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？

「食
物
療

法
」
と
い
う
の
は
、
病
気
の
症
状
に
合
わ
せ

て
料
理
し
て
行
く
方
法
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら

「食
養
法
」
と
い
う
の
は
、
健
康
で
自
由
で

幸
せ
に
な
る
た
め
の
生
活
信
条
で
、
何
々
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
規
則

で
は
な
い
わ
け
で
す
。

悩
ん
で
ら

っ
し
ゃ
る
方
の
お
話
を
う
か
が

っ
て
い
る
と
、
食
物
療
法
と
食
養
法
と
を
混

同
し
て
い
る
場
合
が
多
い
ん
で
す
よ
。
そ
し

て
、
食
養
は
窮
屈
だ
窮
屈
だ
と
お

っ
し
や
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
食
養
と
は
そ
ん
な
に
窮
屈
な

も
の
で
は
な
く
て
、
食
養
の
法
則
に
し
た
が

っ
て
、
皆
さ
ん
自
身
が
材
料
を
選
択
し
、
調

理
し
て
、
で
き
た
料
理
を
ご
自
身
が
選
択
し

て
召
し
上
が
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

き
ま

っ
た
も
の
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

桜
沢
先
生
の
本
で
、
判
断
力
の
七
段
階
な

ど
勉
強
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
は
ど

の
程
度
の
人
間
、
ど
の
程
度
の
人
生
を
生
き

よ
う
か
と
い
う
目
的
を
ま
ず
決
め
て
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
自
分
は
ど
の
程
度
の
食
養
を
す

べ
き
か
を
、
皆
さ
ん
自
身
で
考
え
て
決
め
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

最
高
の
本
当
の
自
由
を
求
め
る
の
な
ら
、

そ
れ
を
全
う
す
る
食
事
を
続
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
し
、
自
分
は
い
い
加
減
な
人
生
で
い

い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
の
食

事
を
選
べ
ば

い
い
だ
け
で
、
全
て
そ
の
人
の

自
由
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
責
任
は
皆
さ
ん

自
身
に
か
か

っ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
ご
自
身

で
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

要
は
、
皆
さ
ん
の
自
由
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
料
理
も
、
法
則
に
し
た
が

っ
て
、
そ
．の

範
囲
の
中
で
自
由
に
楽
し
く
作

っ
て
よ
ろ
し

い
の
で
す
。

い
か
に
素
晴
ら
し
い
食
事
で
も
、
食
べ
る

人
が

い
い
加
減
だ

っ
た
ら
、
何
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
し

っ
か
り
し
た
考
え
を
持

っ
て
食
べ

て
い
た
だ
か
な
い
と
、
食
事
の
効
果
は
現
わ

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
、
よ
く
頭
に
入
れ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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●
身

土

不

二

そ
の
土
地
、
そ
の
季
節
に
で
き
た
物
を
摂

る
こ
と
＝
身
土
不
二
と
い
う
こ
と
が
食
物
療

法
で
も
食
養
法
で
も
原
則
で
す
。
現
在
で
は
、

ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
な
ど

一
年
中
売

っ
て
い

ま
す
し
、
外
来
品
も
入

っ
て
来
て
い
ま
す
。

ま

っ
た
く
季
節
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。

季
節
は
ず
れ
の
物
は
、
味
が
違
う
と
同
じ

よ
う
に
栄
養
価
も
違

い
ま
す
。
ま
た
、
作
ら

れ
る
過
程
に
お
い
て
、
太
陽
光
線
な
ど
あ
ら

ゆ
る
自
然
の
条
件
が
違

い
ま
す
。
そ
う
い
う

大
自
然
に
さ
か
ら

っ
た
も
の
を
摂
る
と
い
う

こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
理
を
も
み
だ
す
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
そ
の
土
地
で
古
く
か
ら
長
く

作
ら
れ
て
い
る
穀
物
を
ｔ
食
に
し
、
副
産
物

を
副
食
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

●
材
料
を
厳
選
す
る

食
物
療
法
で
病
人
の
食
品
を
選
択
す
る
場

合
は
、
内
地
産
の
物
で
、
し
か
も
厳
選
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
数
あ
る
自
然
食
品
店
で

売

っ
て
い
る
も
の
の
な
か
に
は
、
産
地
な
ど

あ
て
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
病
人

の
場
合
は
、
特
に
慎
重
に
選
択
し
て
、
し

っ

か
り
し
た
も
の
を
手
に
入
れ
る
注
意
が
必
要

で
す
。

●
主
食

水
田
う
る
ち
の
玄
米
を
主
食
と
し
ま
す
。

今
は
圧
力
釜
の
良

い
の
が
出
ま
わ

っ
て
い
ま

す
か
ら
、
工
夫
し
て
炊
け
ば
、
お
い
し
く
炊

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
固
く
も
、
軟
ら
か
く

も
、
あ
る
い
は
お
カ
ユ
に
す
る
と
か
、
い
ろ

い
ろ
家
族
の
体
質
と
好
み
に
合
わ
せ
て
調
理

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
か
ら
、
ど
う
し
て
も
玄
米
を
食
べ
に

く
い
、
と
い
う
方
は
、
三
分
づ
き
、
五
分
づ

き
、
あ
る
い
は
全
米
、
と
い
う
方
法
も
あ
り

ま
す
。
全
米
と
い
う
の
は
、
米
を

つ
い
て
、

そ
の
つ
い
た
ヌ
カ
を
取
り
去
ら
ず
に
、
い
っ

し
ょ
に
炊
く
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ヌ
カ
は
、

す
ぐ
酸
化
が
始
ま
り
ま
す
か
ら
、
長
く
お
い

て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

三
分
づ
き
、
五
分
づ
き
と
い
う
の
は
、
食

べ
や
す
い
こ
と
は
、
食
べ
や
す
い
の
で
す
が
、

玄
米
と
い
う
、

一
物
全
体
の
、
生
命
の
あ
る
、

食
べ
物
か
ら
見
れ
ば
、
多
少
、
不
完
全
な
食

物
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
副

食
を
玄
米
よ
り
も
多
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
し
ぜ
ん
、
動
物
性
も
少
々
入

れ
な
け
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
や
す
く
、

食
養
が

つ
づ
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
く
ま
で
も
、

一
時
的
な
食
べ
方
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
副
食

季
節
の
野
菜
、
野
草
、
山
菜
、
海
草
な
ど

を
調
理
し
て
、
主
食
の
三
分
の

一
く
ら
い
摂

る
の
が
原
則
で
す
。

「新
食
養
療
法
』
に
は
、
時
と
場
合

に
よ

っ

て
、
副
食
の
三
分
の

一
の
動
物
性
を
摂

っ
て

も
よ
ろ
し
い
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
か
な
ら

ず
し
も
、
純
正
菜
食
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
食
物
療
法
に
お
い
て
は
、
身

上
不
二
を
お
か
す
も
の
や
、魚
、
鳥
、
牛
肉
、

卵
、
乳
製
品
、
果
物
、
菓
子
、
そ
の
他

一
切

の
禁
忌
品
は
絶
対
に
摂
ら
な
い
こ
と
と
い
う

項
目
が
入

っ
て
お
り
ま
す
。
病
気
を
治
す
過

程
で
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
摂

っ
て
は
い
け

な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
食
養
法
で
嗜
好
品
′

と
し
て
な
ら
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判

断
力
は
弱

っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
承
知

で
、
嗜
好
品
と
し
て
摂
る
わ
け
で
す
。
さ
き

ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
何
を
摂
る
か
は

皆
さ
ん
の
自
由
で
す
。
こ
う
し
な
け
れ
ば

い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
ご
自
分

で
決
め
て
行
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
調
理

健
康
な
人
は
、
食
養
法
で
許
さ
れ
て
い
る

範
囲
で
自
由
に
調
理
し
て
い
い
の
で
す
。
た

だ
し
、
食
物
療
法
、
病
人
の
場
合
は
、
症
状

に
合
わ
せ
た
調
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。塩
、
油
を
主
体
に
し
て
調
味
す
る
の
が
原

則
で
す
。
食
養
法
で
は
、
桜
沢
里
真
先
生
が

指
導
さ
れ
て
い
る
味
付
け
を
基
本
に
し
て
、

好
み
に
応
じ
て
加
減
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
食
物
療
法
の
場
合
は
、

症
状
に
合
わ
せ
て
、
通
常
よ
り
ぐ

っ
と
か
ら

く
し
た
り
、
う
す
く
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の

へ
ん
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
、
原
理
原
則
の

一

辺
倒
で
は
な
く
、
柔
軟
に
や

っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
食
養
の
料
理
で
は
、

●
甘
皮
を
む
か
な

い

●
ゆ
で
こ
ぼ
し
を
し
な

い

と
い
う
こ
と
も
原
則
で
す
。

（大
自
然
の
調

和
を
み
だ
さ
な

い
よ
う
に
、　
一
物
全
体
で
頂

く
た
め
―
―
編
集
部
注
）

●
腹
六
分
目
と
八
分
目
●

食

べ
る
量
で
す
が
、
「新
食
養
療
法
』

の
中

に
、
主
食
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
と
で
て
き

ま
す
。
副
食
は
さ
ら
に
そ
の
三
分

の

一
で
す

か
ら
、
非
常
に
少
な

い
量
で
す
ね
。
百
二
十
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回
以
上
噛
ん
で
、
腹
六
―
七
分
目
と
い
う
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
。
食
養
法
で
も
、
や
は
り
よ

く
噛
ん
で
、
腹
八
分
目
く
ら
い
。
健
康
な
人

で
も
常
に
お
腹
い
っ
ぱ

い
食

べ
て
い
た
の
で

は
、
健
康
を
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
よ
く
噛
む

同
じ
腹
六
分
目
で
も
八
分
目
で
も
、
噛
み

方
が
少
な
け
れ
ば
、
よ
く
噛
ん
だ
時
よ
り
も

ず

っ
と
多
く
の
量
を
食
べ
て
し
ま

い
ま
す
。

よ
い
食
べ
物
で
も
食
べ
す
ぎ
て
は
何
も
な

り
ま
せ
ん
か
ら
、
消
化
吸
収
の
面
か
ら
だ
け

で
は
な
く
、
量
を
制
限
す
る
意
味
で
も
、
よ

く
噛
む
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

病
人
の
場
合
は
、
特
に
気
を

つ
け
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
最
低
百
二
十
回
、
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
よ
い
の
で
す
。
今
、
Ｃ
Ｉ
で
は
二
百

回
を
す
す
め
て
い
ま
す
ね
。
二
百
回
も
噛
ん

で
い
た
だ
く
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
副
食
は
い

り
ま
せ
ん
。

副
食
を
多
く
食
べ
よ
う
と
す
る
と
、
気
が

あ
せ
り
、
ゆ

っ
く
り
噛
む
こ
と
が
む
ず
か
し

い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
充
分
に
噛
ま
な
い
で

主
食
を
丸
の
み
に
し
て
副
食
を
余
分
に
食
べ

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
炭
水
化
物
を
消
化
す
る
プ
チ
ア
リ

ン
は
唾
液
の
中
だ
け
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
の
中
で
よ
く
そ
し
ゃ
く
し
て
か
ら
胃
に
送

ら
な
い
と
、
完
全
に
消
化
吸
収
さ
れ
な

い
わ

け
で
す
。
荒
噛
み
だ
と
消
化
酵
素
が
少
な
い

の
で
、
野
菜
の
中
の
消
化
酵
素
を
必
要
と
し

ま
す
。
そ
れ
で
、副
食
物
を
多
く
摂

っ
て
し
ま

う
と
い
う
悪
循
環
が
生
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

ざ

っ
と
で
す
が
基
本
的
な
こ
と
を
お
話
し

し
て
み
ま
し
た
。
食
養
法
と
食
物
療
法
の
通

則
の
違

い
を
よ
く
頭
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
、

こ
ん
が
ら
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
通
則
を
よ
く
ふ
ま
え
て
い
れ
ば
、

食
養
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
難

し
い
こ
と
で
は
な
く
て
「
皆
さ
ん
方
が
家
庭

の
中
で
や

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
ま
ま
で
よ

ろ
し

い
ん
で
す
。
特
別
な
手
品
師
が
や
る
よ

う
な

こ
と
で
は
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
私
も
普

通
の
主
婦

に
す
ぎ
な

い
ん
で
す
。

家
族
を
幸
せ
に
し
よ
う
、
健
康

に
し
よ
う

と

い
う
愛
情
が
あ
れ
ば
、
こ
の
子
に
は
こ
う

し
て
あ
げ
よ
う
、
お
年
寄
り
に
は
こ
う
し
よ

う
、
ご
Ｌ
人
に
は
こ
う
だ
と

い
う
ふ
う
に
、

お
の
ず
か
ら
工
夫
し
て
自
然
に
出

て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し

て
い
た
だ

き
た

い
と
思

い
ま
す
。

し
て
い
て
も
、
中
庸
に
近
い
わ
け
で
す
よ
。

４
つ
の
タ
イ
プ
は
、
あ
く
ま
で
も
極
端
な

状

態
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
を

よ
く
わ
き
ま
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

中
庸

の
人
の
食
事
は
、
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
食
養
法
の
料
理
法
で
よ
ろ
し
い
で
す
。

●
体
質
に
合
わ
せ
て
食
事
を
変
え
る

そ
れ
ぞ
れ
の
体
質
を
、
朝
昼
晩
、
季
節
、

人
間
の

一
生
な
ど
に
た
と
え
る
と
、
陰
性
の

肥
大
は
朝
、
春
、
青
少
年
期
、
陽
性
の
肥
大

は
昼
、
夏
、
幼
児
期
、
陽
性
の
萎
縮
は
夕
、

秋
、
壮
年
期
、
陰
性
の
萎
縮
は
夜
、
冬
、
老

年
期
と
な
り
ま
す
。

朝
食
と
昼
食
と
夕
食
、
暑
い
時
の
食
事
と

寒

い
時
の
食
事
、
若
者
の
食
事
と
年
寄
り
の

食
事
が
違
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
質
に

合
わ
せ
た
食
事
も
全
部
違

い
ま
す
。

●
体
質

は
ど

ん
ど

ん
変

わ

る

片
寄
っ
た
体
質
を
正
す
た
め
の
極
端
な
食

事
を
続
け
て
い
ま
す
と
、
か
な
ら
ず
体
質
が

か
わ
っ
て
き
ま
す
。
状
態
に
合
わ
せ
て
食
事

を
変
え
て
、
中
庸
に
持
っ
て
く
る
よ
う
に
で

そ
こ
で
、
食
養
法
と
食
物
療
法
の
原
則
、

通
則
を
ふ
ま
え
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
体
質

別
の
食
事
、
調
理
法
に
入
り
た
い
と
思
い
ま

す
。図
に
書

い
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
大
き
く

分
け
て
、
陽
性

の
肥
大
と
萎
縮

、
陰
性
の
肥

大
と
萎
縮
の
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

体
質
が
片
寄
っ
て
、
体
の
調
子
の
悪
い
人
は
、

た
い
て
い
こ
の
４
つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
あ

て
は
ま
り
ま
す
。
調
和
の
と
れ
た
健
康
な
人

は
、
ま
ん
中
の
中
庸
の
タ
イ
プ
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
、
体
質
別
に
合
わ
せ
た
食
事
を
し
て
、

中
庸
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
献
立
は
中
庸
の
人
を
基
準
に

家
族
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
体
質
の
人

が

い
る
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
中
庸
の
人
を
基

準
に
し
て
食
事
の
献
立
を
た
て
ま
す
。
ｒ
家

族
の
中
で
、
健
康
で
な

い
人

っ
て
そ
ん
な
に

た
く
さ
ん
い
ま
せ
ん
ね
。
だ
か
ら
中
庸
の
人

に
合
わ
せ
た
食
事
な
ら
ば
、
そ
れ
か
ら
は
み

出
し
て
い
る
人
の
分
だ
け
、
調
理
法
や
味

つ

け
を
変
え
て
や
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。

こ
う
い
う
表
を
見
て
、
自
分
が
４
つ
の
う

ち
の
ど
れ
か
に
入

っ
て
い
る
と
思

っ
て
、
極
‘

端
な
食
事
を
や
る
方
が

い
る
ん
で
す
が
、今
、

健
康
で
あ
る
人
な
ら
ば
、
少
々
調
子
を
く
ず
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(血がうすい) (血が濃い)

（ふ
く
ら
む
）

朝 ・ 春

青少年期 主食はフツウ

‖1食 は少なく

塩気を強く

湯茶を少なく

(陰性の肥大)

●
断
食
は
向
か
な
い

短
期
的
に

水分多く

断  食
生ヤサイ,果物
塩気少なく

夏

期
・
児

昼

幼

スープ (穀物でもヤサイでも)

陽も陰も共に食べすぎ,飲みすぎ
(陽性の肥大)

主食少なく

ヤサイ多く

湯茶適量

華

（ち
ぢ
ま
る
）

(陰 も陽も共にない)

(陰性の萎縮)

主食を多く

副食を陽性に,少なく
飲み物は陽性に,少なく

●体を温める
●
断
食
は
向
か
な

い

各

期
。
年

夜

老

(陽性の萎縮 )

『
轍
れ

‐‐
‐‐‐ユ た
食ノレ体
¨
］
一
］
』
」
¨
鰤
一
』
一
端
琳
。
Ｋ
。　

・ 秋

軸

夕

壮

主食は軟かく

塩気は少なく

野菜は適量に

水分はフツウ

温かいものをとる

●体を温める

き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
ず

っ
と

同
じ
食
事
を
続
け
る
方
が
多

い
ん
で
す
よ
。

そ
し
て
、
中
庸
に
転
向
し
て
い
く
べ
き
も
の

が
、
他
の
片
寄

っ
た
体
質
に
移
行
し
て
い
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
陽
性
の

肥
大
の
人
は
、
だ
ん
だ
ん
締
ま

っ
て
き
て
陽

性
の
萎
縮
に
、
陰
性
の
肥
大
の
人
は
陰
性
の

萎
縮
に
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。

何
年
か
前
に
受
け
た
指
導
を
今
も
そ
の
ま

ま
や

っ
て
ら

っ
し
ゃ
る
方
が

い
る
ん
で
す
。

病
気
の
指
導
を
受
け
た
場
合
、
食
箋
を
続
け

る
の
は
、
せ
い
ぜ

い
一
週
間
か
十
日
く
ら
い

で
す
。
そ
し
て
、
体
質
が
ど
ん
ど
ん
変
わ

っ

て
き
ま
す
か
ら
、
食
事
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て

ど
ん
ど
ん
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

は
な
は
だ
し
い
話
で
す
が
、
桜
沢
先
生
に

ご
指
導

い
た
だ

い
て
、
そ
れ
を
二
十
年
以
上

も
続
け
て
い
る
方
が

い
ま
し
た
。
体
質
が
ま

っ
た
く
変
わ

っ
て
し
ま

っ
て
、
体
が
固
く
締

ま

っ
て
コ
チ
コ
チ
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
食
養

で
治
そ
う
と
し
て
も
、
ち
ょ
っ
と
や
そ

つ
と

で
は
治
せ
ま
せ
ん
。
あ
ん
が

い
、
こ
う
い
う

方
が
多
い
の
で
す
。

常
に
体
質
は
変
わ

っ
て
行
く
と
い
う
こ
と

を
頭
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

わ
か
ら
な
く
な

っ
た
ら
、
真
ん
中
の
中
庸
の

食
事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
中
庸

の
食
事
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
ん
な
に
過
ち
は

な
い
し
、
大
き
く
は
ず
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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大
食
、
大
飲
で
陰
性
も
陽
性
も
た
く
さ
ん

入

っ
て
い
て
、
体
が
パ
チ
ン
パ
チ
ン
に
な

っ

て
い
る
タ
イ
プ
で
す
。

●
血
が
濃
い
の
で
、
短
期
的
に
水
分
を
多
く

摂

っ
て
も

い
い
し
、
断
食
も
い
い
で
す
ね
。

●
入
浴
も
自
由
で
す
。

●
湯
茶
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
み
た
い

だ
け
飲
ん
で
け

っ
こ
う
で
す
。

●
主
食
は
、

比
較
的
少
な
く
て
い
い
で
す
。

圧
力
を
あ
ま
り
使
わ
な
く
て
い
い
で
す
ね
。

普
通
の
釜
や
鍋
で
炊
い
た
、
あ

っ
さ
り
し
た

御
飯
が
合

い
ま
す
。

玄
米
御
飯
が
食
べ
た
く
な
い
場
合
は
、
玄

米
ク
リ
‥
ム
や
ス
ー
プ
を
、　
一
時
的
に
主
食

代
わ
り
に
食
べ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

か
な
ら
ず
し
も
玄
米
で
な
く
て
も
い
い
で

す
。
麦
、
ラ
イ
麦
、
大
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

大
豆
な
ど
を
、
好
み
に
応
じ
て
、
ご
飯
に
ま

ぜ
た
り
、
パ
ン
や
め
ん
類
に
し
て
食
べ
ま
す
。

●
副
食
は

主
食
の
何
分
の

一
で
な
け
れ
ば

い
け
な

い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
、

欲
し
い
だ
け
摂

っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
料
理
法
は

あ

っ
さ
り
し
た
炒
め
物
、
お
ひ
た
し
、
野

菜
サ
ラ
ダ
の
よ
う
な
生
に
近

い
料
理
、
野
菜

ス
ー
プ
も
け

っ
こ
う
で
す
。

●
野
菜
の
切
り
方
は
、

や
た
ら
に
細
か
く
切
ら
な

い
で
、
大
き
く

大
ざ

っ
ぱ
で
い
い
で
す
。

食
養
の
料
理
と
い
う
の
は
、
野
菜
の
中
の

カ
リ
ウ
ム
を
な
る
べ
く
多
く
外

へ
出
し
て
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
中
ま
で
し
み
込
ま
せ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
野
菜
を
細
か
く

切
り
、
調
理
に
も
時
間
を
長
く
か
け
ま
す
。

こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
過

剰
で
す
か
ら
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム

も
必
要
と
し
ま
す
。
基
本
食
の
副
食
は
少
量

に
し
て
、
荒
く
切

っ
て
料
理
し
た
野
菜
を
好

き
な
だ
け
添
え
て
食
べ
て
い
い
の
で
す
。

総
体
的
に
あ

っ
さ
り
し
た
も
の
が
よ
く
、

●
塩
気
も
油
も
た
く
さ
ん
は
い
り
ま
せ
ん
。

●
料
理
の
時
間
も
短
く
て
よ
ろ
し
い
で
す
。

●
ゴ

マ
塩
は

ほ
し
く
な
け
れ
ば
い
り
ま
せ
ん
。
も
し
使

う
と
す
れ
ば
、
９
（
ゴ

マ
）対
１
（塩
）く
ら
い

の
う
す
い
も
の
。
無
理
に
黒
ゴ

マ
で
な
く
て
、

自
ゴ
マ
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。

●
鉄
火
味
噌
な
ど
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

摂
る
な
ら
ば
、
ム
ソ
ー
ふ
り
か
け
な
ど
が

い
い
で
す
ね
。

間
―
―
ム
ソ
ー
ふ
り
か
け

っ
て
何
で
す
か
？

答
―
―

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
』
に

出
て
い
る

″ご
ま
ム
ソ
ー
″
の
こ
と
で
す
。

ゴ
マ
を
よ
く
炒

っ
て
す
り
、
同
量
の
味
晴
を

入
れ
て
よ
く
す
り
ま
ぜ
て
作

っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
く
ら
い
軽

い
も
の
で
い
い
の
で
す
。
鉄

火
味
暗
の
よ
う
に
時
間
を
か
け
た
物
を
食
べ

た
ら
、
こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
陽
性
で
す
か
ら
、

熱
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

●
酸
味
の
あ
る
料
理
も
合

い
ま
す
か
ら
、
良

質
の
酢
な
ど
も
適
宜
使

っ
て
よ
ろ
し
い
で
す
。

●
食
養
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
野
菜
、
ナ
ス
や

じ
ゃ
が
芋
な
ど
適
宜
摂

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

里
芋
、
八
つ
頭
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
自
菜
、
も
や
し
、
き
ゅ
う
り
、
冬
瓜
な

ど
の
よ
う
に
普
段
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な

い
も

の
も
、
料
理
の
中
に
入
れ
て
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
。
豆
腐
や
椎
茸
も

い
い
で
す
ね
。
漬
け

物
も
浅
漬
け
を
ど
ん
ど
ん
摂

っ
て
い
い
で
す
。

要
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い
ん
で
す
か
ら
。

●
昆
布
と
椎
茸
で
と
っ
た
出
し
も
い
い
で
す
。

●
果
物
で
は
、
り
ん
ご
、
み
か
ん
、

い
ち
ご
、

レ
モ
ン
な
ど
摂

っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
体
質
の
人
は
、
通
常

食
養
で
は
あ
ま
り
す
す
め
な
い
も
の
が
た
く

さ
ん
料
理
に
入

っ
て
き
ま
す
。
む
し
ろ
、
あ

る
時
期
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
十
分
に
摂

ら
な

い
と
体
質
が
中
庸
に
な
ら
な

い
ん
で
す

ね
。し
か
し
、
極
端
な
も
の
を
思

い
っ
き
り
摂

る
の
は
、
治
病
と
し
て
、
食
箋
と
し
て
摂
る

場
合
で
す
か
ら
、
や
は
り
、
先
輩
や
指
導
者

の
指
導
を
受
け
て
や

っ
た
方
が

い
い
と
思
い

ま
す
。
し

っ
か
り
し
た
考
え
の
な

い
ま
ま
に
、

個
人
で
勝
手
に
思
い
こ
ん
で
や
る
と
失
敗
し

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
砂
糖
の
入

っ
た
お
菓
子
や
飲
み

物
、
果
物
な
ど
が
た
く
さ
ん
入

っ
て
、
体
が

ゆ
る
ん
で
ふ
く
れ
て
い
る
タ
イ
プ
で
す
。

食
養
の
基
本
料
理
が
合

い
ま
す
。

●
主
食
は
、

玄
米
。
五
穀
、
雑
穀
す
べ
て
い
い
で
す
。

圧
力
を
使

っ
て
炊
き
ま
す
。
お
に
ぎ
り
に
し

て
い
た
だ
く
と
よ
ろ
し
い
で
す
。
雑
穀
の
粉

を
用
い
た
粉
食
も
い
い
で
す
ね
。

●
副
食
は
、

な
る
べ
く
少
な
く
。
主
食
の
三
分
の

一
以

下
。
●
湯
茶
も
、
な
る
べ
く
少
な
く
。

●
料
理
法
は
、
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炒
め
煮
と
か
、
水
気
の
少
な
い
料
理
が
合

い
ま
す
。
あ
た
た
か
い
物
を
摂
る
よ
う
に
し

ま
す
。

●
野
菜
の
切
り
方
は
普
通
に
。

●
料
理
の
時
間
は
長
く
。

●
塩
気
や
油
気
は
強
く
。

野
菜
の
中
の
陰
性
分
を
よ
り
蒸
発
さ
せ
て
、

陽
性
分
を
吸
収
さ
せ
る
方
法
が

い
い
わ
け
で

す
ね
。

●
ゴ

マ
塩
は
、
７
対
３
の
も
の
を
多
く
。

正
食
を
長
く
し
て
い
る
人
に
、　
一
番
多

い

タ
イ
プ
で
す
。
食
養
の
普
通
食
の
範
囲
の
中

で
、　
一
番
幅
の
広
い
食
事
が
摂
れ
ま
す
。

●
主
食
は
、
や
わ
ら
か
い
も
の
。

●
副
食
は
、

基
本
食
の
お
か
ず
は
、
主
食
の
四
分
の

一
。

そ
の
ほ
か
に
、
あ

っ
さ
り
し
た
野
菜
な
ど
を

つ
け
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

病
人
の
場
合
、
基
本
食
の
お
か
ず
だ
け
で

す
か
ら
、
陰
性
な
人
が
塩
気
を
多
く
摂
る
た

め
に
、
主
食
の
三
分
の

一
と
、
こ
の
タ
イ
プ

よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

陽
性
で
あ
ま
り
塩
気
を
必
要
と
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
基
本
食
の
副

食
は
逆
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
か

●
鉄
火
味
噌
も
使
い
ま
す
。

●
こ
の
タ
イ
プ
に
は
、
胃
カ
イ
ヨ
ウ
、
蓄
膿

症
、
脳
軟
化
な
ど
に
な
る
人
が
多
く
、
か
な

り
陰
性
な
タ
イ
プ
で
す
か
ら
、時
に
応
じ
て
、

ウ
ニ
の
塩
辛
や
鯉
こ
く
な
ど
の
動
物
性
を
食

箋
と
し
て
用
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
入
浴
は
い
い
の
で
す
が
、
血
が
う
す
い
の

で
、
入
浴
の
前
か
後
に
、
醤
番
か
梅
生
番
を

摂
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
断
食
は
む
き
ま
せ
ん
。

●
料
理
の
時
間
も
あ
ま
り
長
く
な
く
、
普
通

で
い
い
で
す
。

●
野
菜
の
切
り
方
も
普
通
で
す
。

●
塩
気
や
油
気
は
、
お
い
し
い
と
思
う
程
度
。

だ
か
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
塩
気
を
強
く
し

こ
の
タ
イ
プ
の
人
に
は
、
陰
性
も
陽
性
も

い
れ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

体
が
萎
縮
し
て
し
ま

っ
て

い
る
の
で
、
ど
ち

ら
も
入
れ
に
く
い
ん
で
す
。
塩
気
も
油
気
も

十
分
摂
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
あ

ま
り
強
く
す
る
と
、
反
応
を
お
こ
し
て
し
ま

う
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
料
理
の
仕
方
を
工
夫
し
て
、

上
手
に
体
に
摂
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
タ
イ
プ
に
は
、
病
人
用
の
食
箋
料
理

が
適
合
し
ま
す
。

●
主
食
は
、

玄
米
を
お
か
ゆ
や
ク
リ
ー
ム
に
す
る
と
か

し
て
工
夫
を
し
ま
す
。

お
か
ゆ
を
作
る
場
合
、
圧
力
を
使
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
時
間
を
か
け
て
、
て
い
ね
い

に
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

圧
力
を
か
け
て
作
り
ま
す
と
、
塩
気
が
う

ま
く
玄
米
の
細
胞
の
中
に
入

っ
て
い
か
な
い

た
り
、
う
す
く
し
た
り
し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
本
人
の
好
み

の
味

つ
け
を
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
入
浴
は
自
由
で
す
。

わ
り
に
、
あ

っ
さ
り
し
た
も
の
を

つ
け
て
い

い
わ
け
で
す
。

●
湯
茶
は
普
通
に
。

●
料
理
法
は
、

あ
た
た
か
い
物
を
摂
る
よ
う
に
し
ま
す
。

揚
げ
物
な
ど
も
い
い
で
す
ね
。
切
り
干
し
大

根
、
千
ぴ
ょ
う
の
よ
う
に
、　
一
度
乾
し
た
も

の
を
、
う
す
味
で
煮
た
も
の
、
ふ
ろ
ふ
き
大

根
、
う
ま
煮
の
よ
う
な
も
の
が
合

い
ま
す
。

●
ゴ

マ
塩
は
、
８
対
２
く
ら
い
の
も
の
。

●
し
ぐ
れ
味
噌
が
合
い
ま
す
。
鉄
火
味
嗜
と

作
り
方
は
同
じ
で
す
が
、
鉄
火
味
噌
の
よ
う

に
パ
ラ
パ
ラ
に
炒
り
上
げ
て
し
ま
わ
な

い
で
、

短
時
間
で
仕
上
げ
、
水
分
の
た
く
さ
ん
残

っ

て
い
る
も
の
で
す
。

ん
で
す
。
圧
力
を
か
け
な

い
で
煮
る
と
、
時

間
は
た
く
さ
ん
か
か
り
ま
す
が
、
ゆ

っ
く
り

と
十
分
に
塩
気
が
玄
米
の
中
に
入

っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
味
も
と
て
も
ま
ろ
や
か
で
、

圧
力
を
か
け
て
作

っ
た
も
の
よ
り
も
、
塩
気

を
じ
か
に
感
じ
ま
せ
ん
。
こ
の
タ
イ
プ
に
は
、

塩
気
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
き
た
い
の
で
す

か
ら
、
じ

っ
く
り
調
理
し
て
、
塩
気
を
な
じ

ま
せ
る
よ
う
に
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

症
状
が
極
端
に
悪

い
状
態
で
な
け
れ
ば
、

適
当
に
圧
力
を
使

っ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

●
副
食
は
、

Ｌ
食
の
三
分
の

一
か
ら
ま

っ
た
く
な
し
。

主
食
だ
け
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。

●
湯
茶
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
制
限
し
ま
す
。

●
料
理
法
は
、

手
間
ひ
ま
か
け
て
入
念
に
し
ま
す
。
や
わ

ら
か
く
、
あ
た
た
か
い
も
の
を
摂
る
よ
う
に

し
ま
す
。

●
野
菜
の
切
り
方
は
、
非
常
に
細
か
く
。
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野
菜
の
中
に
陰
性
が
残
ら
な

い
よ
う
に
、

十
分
外

へ
出
し
て
し
ま
う
よ
う
に
、
て
い
ね

い
に
気
を
配

っ
て
切
り
ま
す
。

●
料
理
も
長
く
時
間
を
か
け
て
作
り
ま
す
。

●
塩
気
も
油
気
も
強
く
し
ま
す
。

●
ゴ

マ
塩
は
、
７
対
３
を
多
く
摂
り
ま
す
。

特
に
、
こ
の
タ
イ
プ
の
人
の
ゴ

マ
塩
は
気

を
使

っ
て
作

っ
て
く
だ
さ
い
。
体
の
中
に
上

手
に
塩
気
が
入
る
よ
う
、
細
か
く
細
か
く
す

っ
て
く
だ
さ
い
。

●
鉄
火
味
噌
は
い
い
で
す
ね
。

●
入
浴
は
厳
禁
。

●
断
食
も
ダ

メ
で
す
。

×
　
　
　
　
　
×

た
い
へ
ん
簡
単
に
説
明
し
て
し
ま

い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
要
は
、
体
質
に
合
わ
せ
て
、

臨
機
応
変
に
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
作

っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
料
理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
皆
さ
ん

が
考
え
て
い
る
ほ
ど
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
玄
米
を
食
べ
て
二
十
数
年
に
な
る
ん

で
す
が
、
今
ま
で
、
正
式
に
桜
沢
里
真
先
生

の
料
理
講
習
を
受
け
て
勉
強
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
主
人
の
意
向
な

ん
で
す
が
、
人
の
ま
ね
を
す
る
の
で
は
な
く

て
、
自
分
で
勉
強
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
、
自

分
な
り
に
や

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
は

っ
き
り
正
式
な
も
の
を

つ

か
ん
で
い
な
か

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
（昨
年

の
）
１０
月
か
ら
、
日
本
Ｃ
Ｉ
で
行
わ
れ
て
い
る

料
理
教
室
の

一
年
生
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

桜
沢
先
生
は
、
い
ろ
い
ろ
な
芸
術
の
中
で

料
理
は

一
番
素
晴
ら
し
い
芸
術
だ
と
お

っ
し

ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
も
、
実
際
に
、
桜

沢
里
真
先
生
や
吉
成
先
生
が
講
習
な
さ
る
料

理
を
勉
強
し
て
い
て
、
こ
れ
以
上
の
芸
術
が

あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

皆
さ
ん
方
は
、
こ
の
お
料
理
を
料
理
教
室

や
健
康
学
園
で
勉
強
し
て
帰
り
、
家
で
召
し

あ
が

っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
素
晴
ら
し

い
食
養
家
な
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ほ
ん

と
う
に
健
康
で
、
幸
せ
で
、
自
由
な
方
も
た
く

さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
で
な

い
人
も
こ
れ
ま
た
、
た
く
さ
ん
い
る
の
は
ど

う
い
う
訳
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

料
理
を
す
る
の
に
、
そ
の
心
を
学
ば
な
い

で
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
ば
か
り
勉
強
し
て
い
た
ら
、

そ
れ
は

一
つ
の
形
で
あ

っ
て
、
本
当
の
も
の

で
は
な
い
の
で
す
ね
。

料
理
が

ヘ
タ
で
も
、
一
生
け
ん
め
い
な
心
、

愛
情
が
あ

っ
た
ら
、
効
果
が
出
て
く
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

作
る
側
ば
か
り
で
な
く
、
食
べ
る
側
に
も

問
題
は
あ
り
ま
す
ね
。
今
日
は
男
性
の
方
も

た
く
さ
ん
み
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ご
家
庭

で
奥
様
の
作

っ
た
お
料
理
を
召
し
上
が

っ
て

ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
出
さ
れ
た
料
理

を
、
あ
あ
、
今
日
は
こ
ん
な
も
ん
か
と
い
う

程
度
で
食
べ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
奥
様

が
心
を
こ
め
て
作

っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
食
べ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
か
で
、
す
ご

く
違
う
と
思
い
ま
す
。

料
理
を

い
た
だ
く
時
、作

っ
て
く
れ
た
人
、

材
料
を
運
ん
で
く
れ
た
あ
ら
ゆ
る
機
関
に
た

ず
さ
わ
る
人
々
に
、
生
産
し
て
く
れ
た
人
々

に
感
謝
し
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
食
べ

物
を
創
り
出
し
て
く
れ
た
大
地
と
か
太
陽
と

か
ま
で
に
感
謝
し
て
食
べ
て
ら

っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
？
　
ど
う
で
し
ょ
う
？

い
た
だ
く
前
に
、
た
だ
手
を
合
わ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
自
分
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
す
べ
て
に
感
謝
す
る
気
持
に
な

っ
た
ら
、

い
っ
さ
い
の
病
気
や
不
幸
な
ど
、
な
く
な

っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
数
年
前
、
大
病
を
や
り
ま
し
た
。
主

人
が

一
杯
の
玄
米
ク
リ
ー
ム
を
作

っ
て
、
枕

元
へ
も

っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

私
は
病
人
の
た
め
に
料
理
は
作
り
ま
し
た
が
、

自
分
の
た
め
に
作

っ
て
も
ら

っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
、
そ
の

一
杯
の
玄
米
ク
リ
ー
ム
を

作

っ
て
も
ら

っ
た
時
、
胸
が

い
っ
ぱ

い
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
、
病
気
の
時
は
特
に
陰
性
に

な

っ
て
る
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、
と
め
ど
も

な
く
涙
が
出
て
、
食
べ
ら
れ
な
か

っ
た
ん
で

す
。
私
の
よ
う
な
罪
深
い
人
間
が
、
こ
ん
な

に
手
を
か
け
て
作

っ
て
も
ら

っ
た
も
の
を
食

べ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
ま
し
た
。

玄
米
ク
リ
ー
ム
は
こ
う
し
て
作
る
も
ん
だ
、

病
気
に
な

っ
た
ら
、
食
べ
る
の
が
当
り
前
だ

と
思

っ
て
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
　
こ
う
い
う
こ
と
を

た
い
せ
つ
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

の
で
す
。

自
分
が
や

っ
て
き
た
罪
の
深
き
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
与
え
ら
れ
た
幸
せ
、
そ
ん
な

罪
な
人
間
が
、
最
高
の
物
を
食
べ
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
有
難
さ
が
、
ほ
ん
と
う
に
身
に
し

み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
の
人
生
は
少
し
変

わ
り
ま
し
た
。
百
八
十
度
変
わ

っ
た
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
が
あ

っ
て
か
ら
、

よ
う
や
く
私
は
皆
さ
ん
の
前
に
顔
を
出
さ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主
人
も

そ
れ
を
許
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
く
ら
い
業
が
深
く
て
、
と
て
も
皆
様

の
前
に
出
る
だ
け
の
資
格
が
な
か

っ
た
ん
で
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す
。
で
も
大
病
を
し
て
、
あ
る
程
度
の
悪
い

も
の
を
出
し
て
、
や

っ
と
、
皆
様
の
お
仲
間

入
り
が
さ
し
て
い
た
だ
け
る
人
間
に
な
れ
た

よ
う
で
す
。

私
の
よ
う
に
業
の
深
い
人
間
が
、
正
食
の

お
か
げ
で
、
こ
う
し
て
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に

お
話
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う

に
有
難

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

べ
つ
に
私
が
偉
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
正

食
と
い
う
も
の
に
縁
が
あ

っ
て
、
二
十
何
年

間
、
主
人
に
し
か
ら
れ
な
が
ら
や

っ
て
き
た

成
果
が
こ
う
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

体
質
別
に
料
理
を
す
る
こ
と
は
、
た
し
か

に
大
事
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。
で
も
、　
一
家

を
幸
せ
に
す
る
の
は
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で

は
で
き
な
い
ん
で
す
。

正
食
に
か
な

っ
て
い
れ
ば
、
や
た
ら
に
神

経
質
に
な
ら
な
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
副

食
を
と
る
に
し
て
も
、
主
食
の
三
分
の

一
以

下
で
す
。
そ
れ
以
外
は
主
食
で
す
。
主
食
の

摂
り
方
に
、
そ
れ
ほ
ど
陰
陽
の
差
が
あ
り
ま

し
ょ
う
か
？

と
に
か
く
正
食
を
し
て
、
玄
米
を
主
食
に

し
て
十
分
と
る
こ
と
、
そ
れ
を
十
分
噛
む
こ

と
、
感
謝
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
こ
れ
だ
け

で
、
正
食
は
半
分
以
上
Ｏ
Ｋ
じ
ゃ
な

い
で
し

ょ
う
か
。

（大
森

一
慧
先
生
の

″大
病
″
に
つ
い
て
は

本
誌
価
号

『霊
と
の
対
決
』
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
）
　

　

（文
責
＝
曽
我
部

一
美
子
）

ヨーロッパのマクロビオティック(2)

一一 GOの まいた種

石 川 友 子 (有機農業研究会会員 )

＞

リ
マ
エ
場

(1)
1リ

マ
エ
場
の
こ
と

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
で
も
い
い
、

自
然
食
品
店
ら
し
い
も
の
に
出
会

い
次
第
、

飛
び
こ
ん
で
み
る
。
す
る
と
そ
こ
に
は
、
時

に
よ
そ
の
メ
ー
カ
ー
の
も
の
は
な
く
と
も
、

た
い
て
い
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
と
印
刷
さ
れ
た
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
製
品
は
見
出
せ
る
は
ず
で
あ

る
。
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
と
は
桜
沢
里
真
先
生
の
名
前

を
拝
借
し
た
も
の
で
、
リ
マ
の
名
は
今
や
、

生
産
地
の
ベ
ル
ギ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
な
健
康
食
、
お
よ
び
有

機
農
業
生
産
者

へ
の
影
響
、
大
な
る
も
の
が

あ
る
。
リ
マ
エ
場
は
ガ
ン
市
の
郊
外
、
南
方
８
キ

ロ
ほ
ど
離
れ
た
村
に

一
九
五
七
年
、
ピ

エ
ー

ル
と
ポ
ー
ル

・
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ル
ト
兄
弟
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
、　
一
九
六
八
年
に
新
工
場
の

増
設
が
あ
り
、
順
調
に
発
展
し
て
き
た
。

現
在
の
従
業
員
数
は
約
５０
名
。
書
類
や
伝

票
整
理
に
あ
た
る
事
務
関
係
に
は
、
若

い
女

性
の
姿
が
、
ま
た
、
パ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
の
加
工
と
い
つ
た
製
造
関
係
に
は
、
い
か

に
も
年
季
を
積
ん
で
ま
す
、
と
い
っ
た
感
じ

の
年
輩
者
が
多
い
。
工
場
は
周
囲
の

一
般
住

宅
と
も
し

っ
く
り
融
け
こ
ん
で
い
る
。

機
械
化
の
程
度
は
、
た
と
え
ば
パ
ン
な
ら
、

酵
母
、
パ
ン
種
作
り
か
ら
、
計
量
く
ら
い
ま

で
が
機
械
化
で
、
そ
の
あ
と
、
常
温
で
二
次
発

酵
し
終

っ
た
も
の
を
焼
き
釜
に
入
れ
た
り
、

一ｒ

:止‐二L」

-17-



焼
き
具
合
を
み
た
り
す
る
の
は
す
べ
て
、
人

の
手
作
業
。
職
人
と
し
て
の
勘
に
頼

っ
て
い

２つ
。マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
主
な
穀
物
、
米

麦
類
の
種
分
け
、
製
粉
、
袋
詰
め
な
ど
は
完

全
に
機
械
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
製
粉

す
る
の
に
わ
ざ
わ
ざ
石
の
大
臼
を
特
注
し
て

い
る
あ
た
り
が
、
ち
ょ
っ
と
他
の
並
み
の
工

場
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

ま
た
、
パ
ン
を
焼
く
燃
料
と
し
て
、

マ
キ

を
使
用
し
て
い
る
点
も
特
筆
も
の
。
石
油
に

く
ら
べ
れ
ば
、
量
の
確
保
に
苦
労
は
す
る
が
、

焼
き
上
が
り
の
風
味
、
お
い
し
さ
と
な
る
と
、

石
油
の
比
で
は
な

い
か
ら
と
い
う
。

機
械
化
も
す
る
べ
き
所
は
す
る
が
、
手
作

り
の
良
さ
も
残
す
。
そ
の
へ
ん
に
こ
の
会
社

と
し
て
の
心
配
り
を
感
じ
る
。

食
品
の
製
造
に
要
す
る
作
業
場
と
倉
庫
、

事
務
所
の
他
に
、
製
品
の
質
を
検
査
す
る
た

め
の
化
学
研
究
室
も
備
え
て
い
る
。
そ
れ
も
、

契
約
し
て
い
る
有
機
農
家
の
生
産
物
が
本
物

か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
の
分
析
が
目
的
で
、

専
門
家
を
職
員
と
し
て
雇

っ
て
い
る
。

案
内
を
し
て
く
れ
た
ピ
ー
タ
ー

・
ト
ワ
イ

ン
さ
ん
の
話
で
は
、
リ
マ
の
現
在
の
契
約
有

機
農
家
数
は
、
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
だ
け

で
百
二
十
軒
ほ
ど
。
そ
れ
以
外

に
も
、
イ
タ

リ
ア
、
南

ア
フ
リ
カ
な
ど
、
暖
か
い
国
に
は

米
作
ル
ー
ト
も
開
拓
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
農
家
は
あ
ま
り
に
も
広
範
囲
に
わ

く

ピ
ー
タ
ー
と
石
臼

た

っ
て
い
る
た
め
、
夏
の
バ
カ
ン
ス
シ
ー
ズ

ン
で
も
、
経
営
者
の
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ル
ト
兄
弟

だ
け
で
な
く
、
ピ
ー
タ
ー
ら

一
部
の
者
は
バ

カ
ン
ス
を
返
上
し
、
契
約
農
家
を

い
く

つ
か

の
コ
ー
ス
に
わ
け
、
手
分
け
し
て
見
て
ま
わ

る
。
い
わ
ば
、
視
察
旅
行
に
な

っ
て
し
ま
う

レ
し
い
，ヽ
。

一
般
の
会
社
組
織
な
ら
、
公
私
混
同
だ
と

そ
ん
な
命
令
に
従
わ
な

い
は
ず
だ
し
、
ま
し

て
権
利
意
識
の
強
い
と
い
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
が
、
よ
く
そ
れ
ほ
ど
不
満
顔
も
せ
ず
働

い
て
い
る
も
の
と
不
思
議
に
思

っ
た
が
、
ピ

ー
タ
ー
に
関
し
て
は
、
彼
の
生
い
立
ち
を
聞

い
て
納
得
し
た
。

彼
は
ま
だ
２５
才
と
い
う
の
に
、
玄
米
菜
食

の
キ
ャ
リ
ア
は
す
で
に
２０
年
。
そ
れ
と
い
う

の
も
、
彼
の
父
親
が
２０
年
前
に
桜
沢
先
生
に

会

っ
て
お
り
、
以
来
、
Ｇ
Ｏ
の
信
奉
者
と
し

て
、　
一
家
の
生
活
を
ガ
ラ
リ
と

マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
に
変
え
て
し
ま

っ
た
。

５
才
の
時
か
ら
玄
米

っ
子
と
し
て
育
て
ら

れ
て
き
た
ピ
ー
タ
ー
は
、
金
髪
、
青

い
日
、

色
自
の
肌
な
ど
、
な
り
こ
そ
西
欧
人
で
は
あ

っ
て
も
、
舌
の
感
性
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
人
そ
の
も
の
。
そ
の
何
よ

り
も
の
証
明
は
、
数
年
前
、
兵
役
の
義
務
で

入
隊
し
た
時
の
こ
と
。　
一
年
間
の
人
隊
中
、

最
も

つ
ら
か

っ
た
の
は
兵
隊
用
の
食
事

の
ま

ず
さ
だ

っ
た
と
い
う
。

「肉
、
ハ
ム
、
卵
、
牛
乳
の
毎
日
。
″
ウ
エ
ー
″

だ

っ
た
』

リ
マ
製
品
は
穀
物
、
豆
類
な
ど
の
原
料
か

ら
、
み
そ
、
醤
油

（
タ
マ
リ
と
い
う
名
で
売

ら
れ
て
い
る
）
な
ど
の
調
味
料
、
そ
れ
に
最

近
は
ひ
じ
き
、
梅
千
な
ど
も
扱

っ
て
い
る
。

そ
の
品
質
保
持
に
関
し
て
、
う
そ
い
つ
わ
り

の
な
い
も
の
を
、
と
の
努
力
が
う
か
が
わ
れ

る
数
少
な
い
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
う

は
い
っ
て
も
、
ま
だ
問
題
は
あ
る
。

一
一、
三
年
前
、
あ
る
日
本
人
業
者
か
ら
、
天

然
醸
造
と
い
わ
れ
て
買

い
つ
け
た
醤
油
が
、

実
は
水
増
し
の
う
え
、
防
腐
剤
や
着
色
料
の

入

っ
た
、
真

っ
赤
な
に
せ
も
の
で
あ

っ
た
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
現
在
輸
入
し
て
い
る
、

み
そ
、
梅
千
な
ど
も
、
天
然
醸
造
だ
、
有
機

農
産
物
だ
、
と
い
わ
れ
て
購
入
し
、
そ
の
よ

う
に
宣
伝
し
て
販
売
し
て
い
る
と
い
う
点
が

私
に
は
気
に
な
る
。

彼
ら
に
は
、
買
い
つ
け
る
前
に
現
地

へ
飛

び
、
彼
ら
自
身
の
日
で
た
し
か
め
る
手
段
は
、

今
の
と
こ
ろ
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
と
日
本
。
そ

れ
は
確
か
に
遠
く
、
お
互

い
に
心
の
通
い
合

い
を
求
め
る
に
は
、
あ
ま
り
に
困
難
な
距
離

と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
場
合
、
腹
が
立

つ
思
い
が
す
る
の
は
、
に
せ
も
の
と
知
ら
ず

に
買

い
つ
け
て
し
ま
う
リ
マ
エ
場
に
対
し
て

よ
り
も
、
に
せ
も
の
を
本
物
と
し
て
売
り
つ

け
る
者
の
存
在
。
し
か
も
そ
れ
が
日
本
人
だ

と
い
う
点
で
あ
る
。

Ｇ
Ｏ
を
先
達
と
す
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
運
動
の
お
蔭
で
、
み
そ
、
讐
油
と
い
っ
た
、

今
の
と
こ
ろ
、
日
本
だ
け
に
し
か
な
い
も
の

を
、
他
国
に
送
る
だ
け
で
ボ
ロ
稼
ぎ
が
出
来

る
よ
う
に
な

っ
た
、
そ
の
商
売
の
う
ま
み
だ

け
に
目
が
く
ら
ん
で
い
る
貿
易
業
者
が
多

い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
の
知

っ
て
い
る
範
囲
内
の
こ
と
だ
が
、

み
そ
、
普
油
、
梅
千
に
し
て
か
ら
、
本
当
の
有

機
農
産
物
で
作
ら
れ
た
も
の
な
ど
、
こ
の
日

本
国
内
で
す
ら
、
ま
だ
ご
く
ご
く
ゎ
ず
か
に

す
ぎ
ず
、
ま
し
て
や
外
国

へ
輸
出
す
る
だ
け

の
量
な
ど
、
絶
対
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
、
あ

り
は
し
な
い
、
と
声
を
大
に
し
て
叫
び
た

い
。

リ
マ
エ
場
と
日
本
の
貿
易
業
者
と
…
…
…

そ
の
関
係
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
訪
間
で

あ

っ
た
。

リ
マ
エ
場
の
真
向
か
い
に
は
、
三
階
建
て

の
農
家
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
も

つ
コ

ミ
ュ
ー
ン
が
あ
る
。
現
在
、
大
入
１５
人
、
子
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供
６
人
が
住
ん
で
い
る
が
、
空
室
が
あ
れ
ば

人
を
泊
め
、
食
事
も
で
き
る
。
そ
れ
も
彼
ら

が
作

っ
た
有
機
農
産
物

に
よ
る
最
上
質
の
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
食
事
は
玄
米
、
な
い

し
は
手
製
の
パ
ン
で
、
菜
食
の
み
。

一
階
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な

っ
て
い
て
、
リ

マ
エ
場
の
従
業
員
た
ち
も
食
べ
に
く
る
だ
け

で
な
く
、
ラ」
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
こ
と
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
と
見
え
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
見
学
に
来
が
て
ら
、
食
べ
て

帰
る
人
も
多
い
と
の
こ
と
。

長
期
在
住
者
で
５
年
。
そ
の
他
は
２
年
か

ら
３
年
組
。
最
高
３０
人
く
ら
い
ま
で
収
容
で

き
る
と
の
こ
と
。

こ
こ
へ
行
く
に
は
、
ガ
ン
駅
前
か
ら
バ
ス

の

∪
国
】Ｚ
Ｎ
国

一行
き
に
乗
り
、
　
工
ｏ
ｏ
円

ｒ
＞
『
Ｈｚ

下
車
。
徒
歩
３
分
。

鯰

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

の

マ

ク

ロ
ビ

オ

テ

ィ

ッ

ク

・

セ

ン

タ

ー

パ
リ
在
住
の
沖

ヨ
ガ
講
師
、
た
ま
き
み
ず

え
嬢
か
ら

「誰
が
代
表
者
、
と
い
っ
た
こ
と

も
な
く
、
ま
た
誰
も
が
同

一
労
働
同

一
賃
金

制
」
と
聞
い
て
い
た
の
が
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

市
内
に
あ
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
だ

っ
た
。

駅
か
ら
徒
歩
で
２０
分
ほ
ど
。
同
じ
よ
う
な

三
階
か
ら
五
階
建
て
の
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
路

地
。
彼
等
が
借
り
て
い
る
の
も
三
階
建
て
。

一
階
が
自
然
食
品
店
。
一
一階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
。

三
階
が
住
居
。

一
棟
お
い
た
所
に
も
、　
一
階
が
毛
糸
や
綿

の
生
地
、
手
作
り
の
壷
や
室
内
装
飾
品
等
を

売
る
店
、
三
階
に
糸
紡
ぎ
や
紡
織
を
教
え
る

教
室
の
あ
る
部
屋
を
借
り
て
い
る
。

さ
ら
に
別
の
場
所
に
借
り
て
い
る
倉
庫
も

含
め
、
借
家
料
は
な
ん
と
月
に
約
７
万
円
。

「ま
あ
、
そ
ん
な
に
高
く
は
な
い
。
だ
か
ら

僕
た
ち
も
や

っ
て
い
け
る
ん
で
す
よ
」

自
分
は
決
し
て
、
ボ
ス
で
も
何
で
も
な

い

…
…
と
、
や
は
り
私
に
そ
う
断
わ
り
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
の

一
人
、
ジ
ョ
ー
ジ
ぼ
説
明
し
て

く
れ
た
。

「賃
金
に
関
し
て
は
、
し
か
し
今
後
は
少
し

変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」

つ
ま
り
、
す
で
に
結
婚
し
て
夫
婦
ぐ
る
み

で
住
み
込
み
、
運
動
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
者

達
と
、
通
い
で
そ
う
し
て
い
る
者
た
ち
と
で

は
決
し
て
同

一
労
働
で
は
な
く
な
る
。
ジ
ョ

ー
ジ
自
身
の
体
験
で
は
、
彼
の
妻
と
い
え
ど

も
朝
は
誰
よ
り
も
早
く
起
き
、
閉
店
後
も
戸

じ
ま
り
を
確
認
し
た
り
な
ど
、
朝
か
ら
晩
ま

で
働
い
て
い
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
ん
な
わ
け
で
今
後
も
充
実
し
た
グ
ル
ー

プ
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
賃
金
格
差

を

つ
け
る
よ
う
、
む
し
ろ
通
い
組
か
ら
ジ
ョ

ー
ジ
達
住
み
込
み
組
に
対
し
て
提
案
が
な
さ

れ
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
よ
う
に
彼
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
良
さ
は
、

良
く
も
悪
く
も
、
す
べ
て
問
題
を
全
体
の
も

の
と
し
て
話
し
合

い
を
行
な
う
と
こ
ろ
に
あ

る
。
そ
れ
も
決
し
て
妥
協
を
許
さ
ず
、
全
員

が
納
得
の
ゆ
く
ま
で
、
徹
底
的
に
話
し
合
う
。

そ
う
す
る
こ
と
が
互

い
の
理
解
を
深
め
、
運

動
の
前
進
、
ひ
い
て
は
経
営
の
安
定
に
も

つ

な
が
る
と
、
彼
ら
は
信
じ
て
い
る
ら
し
い
。

そ
ん
な
彼
ら
で
あ
る
が
ゅ
え
に
、誰
に
何
を

尋
ね
た
と
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
答
え
が
得

ら
れ
る
。
彼
ら
自
身
の
目
的
、
将
来
の
設
計
、

現
実
の
運
営
に

一
人

一
人
が
明
る
い
。
彼
ら

の
表
情
の
明
る
さ
も
そ
の
せ
い
な
の
だ
ろ
う
。

五
年
前
、
仲
間
の

一
人
、

エ
デ
ィ

・
バ
ル

ク
が
こ
こ
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
で
、
た

っ

た

一
人
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
レ
ス
ト

ラ
ン
を
始
め
た
の
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
結
成
の

き

っ
か
け
。
三
年
前
、
現
在
の
場
所
に
移
り
、

仲
間
も
２５
人
に
増
え
た
。

そ
の
間
、
エ
デ
ィ
は
奥
さ
ん
と
共
に

一
年

半
ほ
ど
、
日
本

ヘ
ヨ
ガ
や
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
修
業
に
出
か
け
た
り
も
し
て
い
る
。

今
後
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
内
の
空
部
屋
を
畳

敷
き
に
改
造
し
、
指
圧
教
室
を
開
い
た
り
、

図
書
館
を
作
る
計
画
と
の
こ
と
ｃ

エ
デ
ィ
に
し
ろ
、ジ

ョ
ー
ジ
に
し
ろ
、全
員

が
ま
だ
二
十
代
。
グ
ル
ー
プ
結
成
か
ら
Ｈ
が

浅

い
だ
け
に
若
々
し
さ
と
活
気
に
あ
ふ
れ
、

清
々
し
い
好
印
象
ば
か
り
が
残

っ
た
け
れ
ど

本
当
の
勝
負
は
こ
れ
か
ら
の
長
い
年
月
を
ど

う
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
ｃ

私
自
身
の
生
き
ざ
ま
も
含
め
て
、
い
つ
か

ま
た
折
り
あ
ら
ば
、
彼
ら
の
そ
の
後
を
レ
ポ

ー
ト
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
清
々
し
き
の
持

続
を
願
い
な
が
ら
ｃ
　

　

　

　

（
お
わ
り
）

▲ アン トワープのマクロビオティック・

センター入り口
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Ｐ
Ｕ
医
学

の

一
私
見

『気
』
と
は
何
か
？
―
―

こ
の
た
び
、
Ｐ
Ｕ
の
皆
様
に
、
ホ
ン
の
少
し
ば
か
り
面
白

い
お
話
を
、
お
伝
え
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
は
無
用

Ｐ
Ｕ
の
間
で
は
、
ド
ク
タ
ー
は
無
用
の
長
物
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｕ
が
広
ま
り
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
世
界
全

体
に
さ
え
、
ド
ク
タ
ー
は
不
用
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
ほ
と

ん
ど
の
病
気
が
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
事
足
り
る
か
ら

で
す
。
　
↑
す
」
で
チ
ョ
ッ
ト
、
ド
ク
タ
ー
の
存
在
意
義
を
探

す
と
し
た
ら
、
大
き
な
外
傷
く
ら
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

，
・

た
だ
し
、
小
生
は
内
科
医
な
の
で
、
残
念
な
が
ら
、
こ

れ
と
も
無
関
係
で
す
）

大
森
先
生
の
話
で
も
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
医
学
が
て

こ
ず
り
、
あ
る
い
は
不
治
と
思
わ
れ
る
疾
患
を
、
Ｐ
Ｕ
で
、

い
と
も
鮮
や
か
に
治
し
て
お
ら
れ
る
。
ド
ク
タ
ー
た
る
も
の
、

全
く
自
分
の
や

っ
て
い
る
こ
と
が
、
無
性
に
い
や
に
な

っ
て

高

瀬

公

洋

く
る
は
ず
で
す
。
Ｐ
Ｕ
が
ほ
と
ん
ど
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
で
あ

る
こ
と
は
、
私
も
十
数
年
前
、
Ｇ
Ｏ
に
お
目
に
か
か
り
入
門

し
て
以
来
、
先
刻
承
知
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
ひ
と
昔
も
前
、
現
代
医
学
で
最
も
回
復
の
難
し

い
ガ
ン
ば
か
り
を
相
手
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
結
果
は
惨
た
ん
た
る
も
の
で
し
た
。
小
生
の

Ｐ
Ｕ
の
体
得
が
不
十
分
な
の
か
、
取
り
扱

っ
た
ガ
ン
が
、
ほ

と
ん
ど
末
期
の
も
の
だ

っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
両

方
の
せ
い
だ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ほ
と
ん
ど
の
ガ
ン
患
者
を
救
う
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
か

ら
で
す
。
玄
米
を
食
べ
さ
せ
、
梅
生
番
を
の
ま
せ
、
生
姜
温

湿
布
の
あ
と
芋
パ
ス
タ
ー
を
貼

っ
て
も
、
な
か
な
か
治
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
う
、
Ｐ
Ｕ
の
ド
ク
タ
ー
を
や

っ
て
い
る
の

が
、
い
や
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｕ
を
知

っ
た
か
ら
に
は
、
現
代
医
学
を
避
華
す
る
気
に

は
な
れ
な

い
。
さ
り
と
て
、
そ
の
他
の
病
気
な
ら
治
る
の
が

当
り
前
だ
か
ら
、
い
や
し
く
も
、
Ｐ
Ｕ
の
ド
ク
タ
ー
た
る
も

の
、
ま
こ
と
し
や
か
に
、　
一
般
の
病
気
を
取
り
扱
う
の
は
、

こ
れ
ま
た
気
が
ひ
け
る
。
し
た
が

っ
て
、
Ｐ
Ｕ
の
ド
ク
タ
ー

と
し
て
は
、
相
手
に
と

っ
て
不
足
が
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、

ガ
ン
以
外

に
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ガ
ン
が
、
ろ

く
に
治
せ
な
い
の
な
ら
、
こ
れ
は
丸
坊
主
く
ら
い
で
は
す
み

ま
せ
ん
。
現
代
医
学
を
や
る
の
も
気
が
進
ま
な
い
な
ら
、
Ｐ

Ｕ
の
ド
ク
タ
ー
も
失
格
、
こ
れ
で
は
ド
ク
タ
ー
を
廃
業
す
る

よ
り
他
に
進
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
「静
搾
感
よ
、
今
日
は
！
」
で

し
た
。
そ
し
て
、
椒
土〓重
来
を
期
し
て
、
椿
秘
を
あ
と
に
し

て
、
栃
木
の
地
方
へ
転
出
、
再
起
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
次

第
で
す
。

そ
れ
よ
り
、
十
年
近
い
年
月
が
た

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
代
の
開
業
医
と
い
う
も
の
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か

か
わ
ら
ず
、
保
険
に
し
ば
ら
れ
ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、

眼
を

つ
ぶ

っ
て
現
代
医
学
を
主
と
し
た
診
療
に
あ
た
り
な
が

ら
、　
一
方
で
は
Ｐ
Ｕ
を
生
か
す
治
療
法
を
考
え
続
け
て
来
ま

し
た
。

お
お
む
ね
、
今
の
医
学
は
、
Ｐ
Ｕ
と
は
対
立
し
や
す
い
も

の
で
す
。
Ｐ
Ｕ
の
効
果
を
打
ち
消
し
た
り
、
時
に
は
逆
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
真
の
医
学
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
？
　
全
く
副
作
用
の
な
い
、
あ
と
に
何
ら
の
障
害

も
残
さ
ぬ
、
本
当
に
正
し
い
治
療
と
は
？
　
・…
‥
そ
れ
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
？
―
―
と
考
え
ま
し
た
。

答
え
は
、
食
養
生
法
と
い
う
、
日
か
ら
正
し
い
食
物
を
入

れ
た
り
、
体
外
よ
り
、
正
し
い
処
置
を
お
こ
な
う
と
い
う
、

Ｐ
Ｕ
の
第

一
の
医
学
の
他
に
、
そ
し
て
、
中
国
医
学
の
漢
方

の
螢
穀
や
ハ
リ
治
療
等
も
、
陰
陽
論
に
立
脚
し
て
応
用
す
る

限
り
、
大
目
に
見
て
Ｐ
Ｕ
的
医
学

（
Ｐ
Ｕ
の
第
二
の
医
学
）

と
見
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
他
に
Ｐ
Ｕ
の
第
二
の
医
学
が
あ
る
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と
し
た
ら
―
―
そ
れ
は
、
食
養
生
法
に
よ
る
治
療
を
妨
害
す

る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
促
進
さ
せ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、

食
養
生
法
を
単
独
に
お
こ
な
う
場
合
よ
り
も
、
な
お
い
っ
そ

う
治
癒
を
う
な
が
す
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

逆
説
的
に
言
い
換
え
る
と
、
Ｐ
Ｕ
の
第
二
の
医
学
に
よ
る

治
療
を
、
食
養
生
法
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
促
進
さ
せ
る
と
い

う
よ
う
な
、
共
に
完
全
に
相
補
的
、
協
調
的
な
も
の
で
あ
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
Ｐ
Ｕ
の
ド
ク
タ
ー
な
ら
、
Ｐ
Ｕ
人
ら
し
い

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
努
力
が
要
求
さ

れ
て
来
ま
す
。

私
は
こ
こ
で
、
や
は
り
中
国
医
学

（東
洋
医
学
と
い
う
言

葉
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
適
切
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
西
洋
人
か
ら
見
る
と
、
き
わ
め
て
広
範
囲
に
考

え
ら
れ
、
イ
ン
ド
や
、
か
な
り
広
い
地
域
の
未
開
地
の
治
療

法
も
含
ま
れ
て
来
る
の
で
す
）
の
ハ
リ
治
療
―
Ｉ
Ｃ
Ｏ
御
存

命
中
、
後
藤
光
男
先
生
よ
り
勧
誘
さ
れ
て
勉
強
を
始
め
た
ハ

リ
治
療
に
活
路
を
見
出
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
全
く
安
全

で
確
実
な
効
果
を
も
た
ら
す
ハ
リ
治
療
を
現
代
医
学
風
に
応

用
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。

そ
の
出
発
と
な
る
も
の
は
、
　
ｒ
ご

と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
荘
子
は
、
人
間
の
生
死
は

「気
」
の
集
散
の
結
果
で

あ
り
、
天
下
を
通
じ
て

「気
」
の
み
―
―
と
言

っ
て
い
る
ほ

ど
、
重
要
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
元
気
、
正
気
、
英
気
、

浩
然
の
気
、
″病
気
は
気
か
ら
″
の
気
、
果
て
は

″狂
気
の
沙

汰
″
の
気
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
　
涅
♂

が
生
体
の

生
命
現
象
に
最
も
重
要
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
は
、
疑
い
の

な
い
事
実
で
す
。

し
か
ら
ば
、
「気
と
は
何
ぞ
や
？
」
―
―
中
国
医
学
で
は
、

ッ
ボ

（
叙
史
）
を
結
ぶ
線
を
経‐‐
線
と
い
い
、
そ
の
経
絡
を
、

「気
」
が
走

っ
て
お
り
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
そ
の

「気
」

が
停
滞
す
る
と
、
気
が
止
ま
る
＝
＝
止
ま

っ
た
気
＝
＝
止
ん

だ
気
＝
＝
病
ん
だ
気
＝
＝
病
気
が
生
ず
る
、
と
言
い
ま
す
。

経
絡
は
、
正
し
く
、
血
液
循
環
、
神
経
作
用
、
リ
ン
パ
流
・、

筋
肉
の
活
動
、
内
臓
諸
器
官
等
、
生
体
の
生
命
活
動
を
締
楡

す
る
最
上
位
に
君
臨
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
生
命
現

象
を
支
配
す
る
高
度
の
働
き
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の

「気
」
と
は
、
電
気
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、　
一
種

の
千
不
ル
ギ
ー
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
完
全
な
解
明
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
病
気
の
発
生
が
、
「気
」
が
停
滞
し
た
り
、
「気
」

が
乏
し
く
な
る
た
め
に
起
こ
る
と
し
た
ら
、
そ
の

「気
」
の

本
体
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
病
気
を
正
し
く
、
か
つ
手

っ
取

り
早
く
治
す
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
な
ぜ
な
ら
、

「気
」
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
病
気
が
生
じ
る
な
ら
、
そ

の

「気
」
を
、
不
足
し
て
い
る
場
所
に
補
充
す
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
…
…
。

苦
節
十
年
―
―
と
言
え
ば
、
少
々
大
げ
さ
で
す
が
、
日
常

の
、
気
が
進
ま
な

い
開
業
医
の
生
活
の
か
た
わ
ら
、
工
夫
を

重
ね
る
う
ち
、
　
Ｆ
ご

と
い
う
も
の
が
何
で
あ
る
か
―
―
よ

う
や
く
見
当
が

つ
き
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
、
外
国
の
医
学

誌
に
寄
稿
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
気
」
の
本
体
に
つ
い
て
の
考
察

そ
も
そ
も
、
中
国
医
学
の
鍼
術
は
、

「経
絡
」
の
存
在
を

無
視
し
て
は
成
り
立
た
な

い
。
し
か
し
、
現
在
な
お
、

「経

絡
」
と
い
う
も
の
の
本
体
、
す
な
わ
ち
、
存
在
と
実
態
は
科

学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
解
明
を
試
み
る

も
の
に
、
お
お
よ
そ

「神
経
学
説
」
、

「筋
学
説
」
、

「結

締
織
学
説
」
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

私
自
身
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
神
経
と
血
管
も
含
み
、

か
つ
血
管
以
外
の
体
液
通
路
を
含
む
結
締
織
が
、
そ
の
本
体

で
あ
る
と
す
る
学
説
を
支
持
し
た
い
。
そ
れ
は
、
神
経
刺
激

の
伝
導
速
度
が
、
数
十
Ｌ
（メ
ー
ト
ル
・
セ
コ
ン
ど
と
い
う
の

に
対
し
て
、
ハ
リ
の
ヒ
ビ
キ
は
一―
数
十
Ｌ
（セ
ン
チ
・
セ

コ
ン
ド
）
の
範
囲
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
リ
ン
パ
流
の
速
さ
に

類
似
し
て
い
る
。
〔
ハ
リ
の
ヒ
ビ
キ
の
ほ
う
が
、
神
経
の
伝
導

よ
り
も
、
か
な
り
遅
い
、
と
い
う
こ
と
―
―
編
注
〕

そ
こ
で
、

（
一
）
実
際
に

「経
絡
」
が
存
在
し
、
そ
こ
を
流
れ
る
も
の

が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
正
常
な
生
理
的
状
態
に

お
い
て
、
細
胞
内
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
物
質
で
は
な
く
、

細
胞
外
に
多
い
物
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
国
の
ホ
ジ

キ
ン
教
授
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、　
一
般
に
、
正
常
な
状
態
の

細
胞
に
お
い
て
は
、
細
胞
膜
を
境
と
し
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

・

イ
オ
ン

（
以
下
、
ｚ
”
＋
と
す
る
）
が
、
カ
リ
ウ
ム

・
イ
オ
ン

（
【
＋
）
よ
り
も
、
圧
倒
的
に
多
く
、
細
胞
外
に
保
た
れ
て
い

る
こ
と
。
（第

一
表
）

（
二
）
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
と
放
出
に
あ
た
り
、
そ

・

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
物
質
は
、
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン

酸

（
Ａ
Ｔ
Ｐ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
高

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
リ
ン
酸

化
合
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
活
動
に
よ

っ
て
消
費
さ
れ
、
ア

デ
ノ
シ
ン
ニ
リ
ン
酸

（
Ａ
Ｄ
Ｐ
）
と
無
機
リ
ン
酸

（
「
』
）

に
分
解
さ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
、
そ
の
逆
の
反
応
が
お
こ
る

が
、
こ
の
さ
い
、
Ｚ
”
＋
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

＞
↓
”
侮
階
降
Ｆ
∪
「
＋
「
・

（三
）
細
胞
の
糖
や
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
能
動
輸
送

（物
理
化

学
的
に
拡
散
現
象
な
ど
で
説
明
の
つ
か
な
い
、
濃
度
勾
配
に
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さ
か
ら

っ
て
物
質
が
運
ば
れ
る
よ
う
な
現
象
を
言
い
、
こ
れ

を
厳
密
に
定
義
す
る
と
、
イ
オ
ン
が
細
胞
膜
を
通
過
す
る
時

に
、
細
胞
膜
を
介
し
て
、
千
不
ル
ギ
ー
消
費
を
と
も
な

っ
て
、

電
気
化
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
低

い
と
こ
ろ
か
ら
、
高

い
と

こ
ろ
に
移
動
す
る
場
合
で
あ
る
）
が
、
Ｚ
”
＋
・
バ
＋
＞
弓
り
易
ｏ

（Ｚ
，
＋
な
ど
、
陽
イ
オ
ン
の
能
動
輸
送
に
際
し
て
必
要
と
な

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
分
解
す
る
酵
素
の
こ
と
）
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
る
Ｚ
”
十
の
電
気
化
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
勾

配

（簡
単
に
言
え
ば
電
位
差
）
に
由
来
す
る
。

（
四
）
神
経
線
維
に
お
い
て
、
刺
激
に
よ

っ
て
遊
離
し
た
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
、
細
胞
膜
の
蛋
白
質
と
結
合
す
る
結
果
、

細
胞
膜
の
透
過
性
が
高
ま
り
、
細
胞
外

に
存
す
る
Ｚ
”
＋
が
神

経
線
維
の
中
に
入
り
込
み
、
動
作
電
流
を
生
じ
さ
せ
る
。

（五
）
心
筋
の
細
胞
で
も
、
細
胞
内
の

パ
＋
の
濃
度
は
、
細

胞
外
に
比
し
て
、
２５
２
３０
倍
も
高
い
。
こ
れ
に
反
し
、
ｚ
”
＋

濃
度
は
逆
に
細
胞
内

に
低

い
。
心
筋
の
活
動
電
位
に
対
し
て

も
、
ｚ
”
＋
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
Ｚ
”
十
の
細
胞

内
流
人
に
よ
り
、
活
動
電
流
が
発
生
す
る
。

等
々
、
生
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換

（当
然
、
こ
れ
は
、

生
体
の
異
常
な
い
し
正
常
と
、
病
気
な
い
し
健
康
に
大
き
い

影
響
を
お
よ
ぼ
す
が
）
に
果
た
す
ｚ
”
＋
の
役
割
は
、
き
わ
め

て
重
要
で
あ
り
、
以
上
の
諸
点
よ
り
、
ｚ
”
＋
こ
そ
、
生
体
に

と
り
異
質
の
も
の
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
親
近
性
を
有
す
る
、

体
内

に
受
け
入
れ
や
す
い
、
否
、
む
し
ろ
生
体
に
不
可
欠
の

も
の
で
あ
り
、
経
絡
を
流
れ
て
い
る
も
の
は
当
然
、
Ｚ
”
＋
の

ほ
か
の
、
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
追
究
し
、
そ
れ
を
裏
づ

け
る
実
験
を
お
こ
な

っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
結
果
、
ｚ
，
＋
と
推

定
す
る
に
十
分
な
成
績
を
得
た
の
で
あ
る

。

Ｎ
イ
オ
ン
を
注
射
す
る

す
な
わ
ち
、

「気
」
―
―
そ
れ
は
Ｚ
”
＋
に
他
な
ら
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
結
論
を
基
礎
と
し
て
、
治
療
面
に
も
応

用
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
考
え
は
、
面
白

い
ほ

ど
、
的
中
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
効
果
を
最
も
顕
著
に
、

か
つ
素
早
く
確
認
す
る
た
め
の
症
状
と
し
て
は
、
疼
痛
が
最

も
適
当
と
考
え
ら
れ
、各
種
の
イ
タ
ミ
に
対
し
て
応
用
し
た
。

そ
の
結
果
、
疼
痛
の
局
所
に
適
用
し
た
り
、
も
し
く
は
ツ

【第一表〕 綱胞内外液のNa+、 K十の組成

動物

ヒ

組 織 (mEq/Kg)

卜
 |1 罪血県

143.0
10.0

5.0

105.0

イ
150.5
24.8

5.3

96.0

ラッ ト
145,0
26.6

6.2

101.4

清

肉

一
漿

肉

|■1

一埼
ザ
一苺
´
教
一嬌
，
学
議

（パ
リ
、　
一
九
五
六

・
七

・
八
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ

一
一
五

一
信
）

京
都
業
大
大
学
院
で
博
士
論
文
作
製
中
の
実
秀

〔
小
牧
久

時
氏
〕
の
速
報
に
よ
る
と
、
ケ
ン
プ
リ

ッ
ジ
の
ホ
ジ
キ
ン
教

授
は
ス
バ
ラ
シ
イ
革
命
的
な
パ
＼
Ｚ
”
学
説
を
発
表
し
た
由
。

そ
の
大
要
―
―

（
一
）
神
経
細
胞
の
静
止
電
位
は
ド
ン
ナ

ン
の
膜
平
衡
に
よ
る
細
胞
内
外
の
Ｋ
イ
オ
ン
濃
度
差
に
基
き
、

活
動
電
位
は
、
ｚ
・
イ
オ
ン
の
侵
入
と
Ｋ
イ
オ
ン
の
排
出
に
も

と
づ
く
。
こ
れ
は
膜
電
流
の
測
定

（
８
紹

）
と
、
放
射
性
同

位
元
素

ｚ
，
Ｎ
、
パ
も
の
イ
オ
ン
移
動
量
の
測
定
か
ら
結
論
さ

れ
る
。
Ｈ
教
授
は
こ
れ
ら
の
実
験
事
実
を
基
に
、
神
経
膜
を

横
切
る
電
流
も
数
式
的
に
扱
い
、
フ」
の
微
分
方
程
式
を
と
き
、

伝
導
す
る
活
動
電
位

（こ
れ
が
神
経
興
奮
伝
導
の
正
体
！
）

の
経
過
を
見
事
に
説
明
し
た
。

（二
）
サ
ラ
ニ
、
細
胞
内
に
入

っ
た

Ｚ
，
イ
オ
ン
の
排
出
、

排
出
さ
れ
た
Ｋ
イ
オ
ン
の
吸
収
が
新
陳
代
謝
に
よ
る
モ
ノ
と

考
え
、
各
種
の
代
謝
阻
害
剤
を
用
い
て
ソ
レ
を
見
事
に
証
明

し
た
。
貧
湯
ハ

Ｈ鵠
い
）

以
上
の
研
究
で
、
人
間
活
動
の

一
切
の
根
本
機
構
で
あ
る

自
律
神
経
の
秘
密
が

バ
＼
２
●
の
均
衡

に
よ
る
モ
ノ
で
あ
る

コ
ト
が
明
ら
か
に
な

っ
た
以
上
、
今
後
、
生
理
学
し
た
が

っ

て
医
学
に
大
革
命
が
起
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｈ
教
授
と
は
別
に
他
の
生
理
学
者
、
生
化
学
者
の
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ボ
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
イ
タ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
瞬
時

に
消
失
を
見
る
に
い
た

っ
た
。
こ
れ
を
、
と
く
に
著
効
を
認

め
た
腰
痛
の
治
療
で
は
、
三
百
例
中
、
全
治

一
九
二
、
有
効

五
、
不
明

一
、
無
効

一

（
こ
の
症
例
は
、
胃
ガ
ン
の
骨
転
移

と
い
う
二
次
的
な
腰
痛
で
あ

っ
た
）
で
あ
り
、
全
治
例

一
九

二
を
、
全
治
ま
で
に
要
し
た
治
療
回
数
よ
り
観
察
す
る
と
、

お
よ
そ
二
回
の
治
療
で
６０
％
が
、
五
回
以
内
に
７５
％
が
全
治

を
見
、
さ
ら
に
継
続
治
療
に
よ
り
、
％
％
が
全
治
し
、
イ
タ

ミ
の
原
因
が
、
ガ
ン
に
よ
る
無
効
例
と
、
経
過
の
不
明
例
を

の
ぞ
き
、
有
効
例
を
含
め
れ
ば
９９
％
の
効
果
を
認
め
た
。

（
ち
な
み
に
、　
一
流
の
ハ
リ
の
大
家
の
発
表
に
よ
る
全
治
率

は
７４
％
、
現
代
医
学
の
治
療
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
５０
％
で
ぁ
る
）

有
効
例
の
五
例
に
つ
い
て
も
、
イ
タ
ミ
は

一
時
完
全
に
消

失
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
相
当
の
日
時
経
過
後
に
再
発
し
、
そ

の
つ
ど
、
治
療
を
受
け
に
来
る
状
態
の
も
の
で
あ
り
、
本
人

が
正
し
い
養
生
を
守
り
、
か

つ
、
よ
り
積
極
的
に
連
続
し
て

治
療
を
お
こ
な
え
ば
、
全
治
を
見
る
症
例
で
あ
ろ
う
と
考
え

２り
。全
治
例
の
中
に
は
、重
い
権
敵
概
ヘ
ル
ニ
ア
に
て
五
年
前
、

手
術
を
受
け
、
そ
の
後
も
時
折
り
、
イ
タ
ミ
を
訴
え
て
い
た

が
、
最
近
と
み
に
増
悪
し
、
ニ
カ
月
間
、
専
門
の
整
形
外
科

病
院
に
入
院
し
、
食
事
と
ト
イ
レ
以
外
は
四
六
時
中
、
載
弘

を
さ
れ
、
そ
の
間
、
週
に

一
回
、
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
療
法

（
こ
れ
は
、
現
在
、
腰
痛
に
対
し
て
繁
用
さ
れ
て
い
る
治
療

法
で
、
使
用
す
る
薬
剤
は
、
局
所
麻
酔
剤
で
あ
り
、
過
敏
症

の
人
に
は
、
シ
ョ
ッ
ク
を
お
こ
す
危
険
が
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
薬
剤
を
注
入
す
る
部
位
が
、
硬
膜
と
い
う
壁
を

一
つ
駐

て
た
そ
の
先
が
常
館
と
い
う
恐
る
べ
き
部
位
の
た
め
、
手
技

も
難
し
く
、
か
つ
、
施
術
後
、　
一
時
間
以
上
、
大
事
を
と
る

医
師
に
あ
っ
て
は
、
三
時
間
も
絶
対
安
静
を
命
ず
る
と
い
う

苛
酷
な
方
法
で
、
プ
ロ
ッ
ク
療
法
後
の
マ
ヒ
、
頭
痛
な
ど
副

作
用
の
発
生
の
不
安
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
）
を
お
こ
な

っ

て
、
い
っ
た
ん
軽
快
を
見
て
退
院
、
そ
の
後

一
カ
月
経
過
し

て
再
発
し
、
専
門
医
よ
り
再
手
術
の
必
要
を
宣
告
さ
れ
た
重

い
患
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
立

つ
こ
と
や
、
歩
行
の
不
能
な

ギ

ッ
ク
リ
腰
の
よ
う
な
も
の
で
も
、　
一
―
二
回
で
治
癒
を
見

る
。
な
お
、
そ
の
手
技
も
、
ハ
リ
治
療
に
比
し
、
簡
単
、
か

つ
短
時
間

（
一
回
３
分
以
内
）
で
充
分
で
あ
る
。

理
想
の
治
療
法

こ
こ
で
、
理
想
的
な
治
療
法
と
し
て
の
条
件
を
考
え
て
み

卜
す
，
。

１

∽
Ｌ
ｏ
一ヽ

　

（
絶
対
に
安
全
で
あ
る
こ
と
）

２

∽
●
３
●

　

（確
実
な
効
果
を
あ
ら
わ
す
こ
と
）

３

∽
０
８
“

　

（治
療
に
要
す
る
時
間
と
、
治
癒
ま
で
の

時
間
が
短

い
こ
と
）

４

９
ヨ
も
”０
，

　

（
手
技
そ
の
も
の
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
）

最
良
の
治
療
法
は
、
こ
の
四
条
件
を
充
た
す
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
鍼
術
は
、
①
お
よ
び
②
の
条
件
は
満
足
す

る
が
、
③
お
よ
び
④
に
は
、
不
満
が
残
る
。
そ
れ
は
、
治
療

に
は
３０
分
な

い
し

一
時
間
く
ら
い
を
要
し
、
ま
た
、
治
療
師

と
し
て
立

つ
に
は
、
一二
年
間
の
鍼
灸
学
校
教
育
を
受
け
て
も
、

た
だ
ち
に
効
果
的
な
応
用
が
で
き
る
ほ
ど
、
ハ
リ
の
理
論
お

よ
び
手
技
と
も
に
簡
単
で
は
な

い
。

（た
だ
し
、
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
、
最
も
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
経
絡
治
療
の
場

合
で
あ

っ
て
、
後
藤
先
生
ら
の
石
坂
流
鍼
術
の
手
技
は
、
き

わ
め
て
簡
明
で
、
誰
で
も
た
だ
ち
に
親
し
み
や
す
い
方
法
で

あ
る
。
ま
た
、
私
は
決
し
て
ハ
リ
治
療
を
否
定
す
る
も
の
で

研
究
が
、
ｚ
，
と
パ
の
比
の
破
れ
に
よ

っ
て
ワ
ゴ
ト
ニ
イ
や
シ

ン
パ
テ
ィ
コ
ト
ニ
イ
が
起
り
、
す
べ
て
の
病
気
が
生
れ
る
の

だ
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
こ
れ
も
医
学
革
命
に
拍
車
を

か
け
る
モ
ノ
だ
。

ト
コ
ロ
ガ
こ
れ
ら
の
十
数
年
に
わ
た
る
研
究
の
結
論
を
私

は
二
十
年
前
に
仏
版

『
無
双
原
理
』
で
発
表
し
て
い
る
の
だ

し
、
左
玄
先
生
は
七
十
年
前
に
先
見
し
て
い
ら
れ
た
。
さ
ら

に
四
千
年
前
に
中
国
の
実
用
弁
証
法
は
ソ
レ
を
予
言
し
て
い

た
―
　
仏
版
の

『
無
双
原
理
』
は
、
日
本
文
の
よ
リ
ハ
ル
カ

ニ
詳
し
く

＾
＼
ｚ
”
函
数
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、

日
本
訳
に
当
り
、
私
は
読
者
層
を
考
え
て
大

い
に
省
略
し
た
。

三
十
年
前
に
私
の
か
い
た
こ
の
本
は
今
か
ら
見
る
と
幼
稚
な

モ
ノ
で
、
私
と
し
て
は
恥
し
い
モ
ノ
だ
が
、
独
仏
三
千
人
の

医
師
が
虎
の
子
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
る
。
全
欧

州
で
今
、
仏
教
研
究
、
コ
ト
ニ
禅
研
究
家
が
沢
山
で
て
い
る

が
、
そ
の
中
心
の
仏
国
仏
教
協
会
で
は
こ
の
本
を
大
い
に
珍

重
し
、
仏
教
学
徒
に
必
読
を
す
す
め
て
い
る
コ
ト
を
私
は
数

日
前
に
聞
い
た
。

私
は

パ
＼
ｚ
，
説
を
Ｈ
教
授
の
如
く
生
理
学
的
に
生
物
学

的
に
詳
論
し
よ
う
と
思

っ
た
が
、
資
金
が
な
い
の
と
、
Ｍ
Ｉ

の
基
礎
確
立
、
青
年
の
海
外
進
出
の
資
金
や
組
織
の
た
め
に

時
間
と
資
金
を
と
ら
れ
る
の
と
、
パ
リ
の
世
界
政
府
運
動
に

資
金
を
送
る
の
と
、
ソ
レ
ヨ
リ
も

っ
と
大
き
な
仕
事
―
―
即

ち
Ｐ
Ｕ
の
医
学
的
、
化
学
的
、
物
理
的
展
開
か
ら
、
美
学
的
、

哲
学
的
、
文
化
的
表
現
の
完
成
の
た
め
に
努
力
す
る
コ
ト
に

忙
し
か
っ
た
。

幸

い
に
も
、
私
の
研
究
は
Ｈ
教
授
の
研
究
に
三
十
年
先
立

っ
て
い
る
パ
カ
リ
で
な
く
、
ｚ
”
、
パ
の
対
立
の
み
で
な
く
、

ア
ラ
ユ
ル
原
素
の
▽
△
対
立
相
補
性
を
ア
ラ
ユ
ル
疾
病
の
治

療
法
に
ま
で
完
成
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
無
限
の
自
由
と
永
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は
な
い
。
熟
練
し
た
治
療
を
受
け
る
時
、
心
地
よ
く
眠
気
を

も
よ
お
す
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で
あ
り
、

ハ
リ
治
療
の
気
持

の
爽
快
さ
は
、
ハ
リ
独
特
の
も
の
で
、
他
の
治
療
で
は
求
め

ら
れ
な

い
。

た
だ
、
現
代
の
多
忙
な
ド
ク
タ
ー
に
は
、
正
し
い
治
療
と

わ
か

っ
て
い
て
も
、
鍼
術
を
勉
強
す
る
時
間
も
乏
し
け
れ
ば
、

一
方
、
鍼
術
を
心
得
た
ド
ク
タ
ー
で
も
、
す
べ
て
の
患
者
に

ハ
リ
治
療
を
お
こ
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
）

私
の
手
技
は
、
局
所
に
Ｚ
，
＋
を
注
射
に
よ
り
適
用
す
る
方

法
で
あ
る
。
注
射
と
い
え
ば
、
た
だ
ち
に
ヒ
ン
シ
ュ
ク
さ
れ

る
方
も
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
注
射
を
ア
タ
マ
か
ら
罪
悪

視
し
、
否
定
す
る
の
は
、
本
来
、
思
慮
深
い
Ｐ
Ｕ
人
ら
し
く

な
い
の
で
は
？

も
ち
ろ
ん
、
現
代
医
学
の
薬
剤
を
注
射
す
る
の
は
、
こ
れ

は
、
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。
厚
生
省
の
認
可
し
て
い
る
薬
剤

の
中
に
は
、
高
分
子
の
た
め
に
、
生
体
に
と
り
、
抗
原
と
な

り
得
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
た
め
抗
原
抗
体
反
応
を
お
こ
す

可
能
性
も
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
、
時
に
は
恐
る
べ
き
シ
ョ

ッ
ク
さ
え
起
こ
し
か
ね
な

い
も
の
も
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
横
道
に
そ
れ
る
が
、
参
考
ま
で
に
、
或
る
県
の

医
師
会
が
、
注
射
に
よ
る
副
作
用
を
調
査
し
た
結
果
を
示
そ

ぅ
。
ま
ず
、
８０
％
も
の
医
師
が
副
作
用
を
経
験
し
て
お
り
、

そ
の
種
類
と
し
て
は
、
薬
疹
１９
％
、
恐
ふ
‐７
％
、
血
管
痛
１３

％
、
腫
張
ｎ
％
、
嘔
吐
ｎ
％
で
あ
り
、
ま
た
、
最
も
恐
ろ
し

い
副
作
用
で
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
は
３８
％
と
い
う
、
三
分
の

一
以

上
も
の
医
師
た
ち
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
シ
ョ
ッ
ク
を
お
こ
し
た
薬
物
と
し
て
は
、
ペ

ニ

シ
リ
ン
な
ど
の
抗
生
物
質
が
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
塩
酸

プ

ロ
カ
イ
ン
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
、
イ
ル
ガ
ピ
リ
ン
な
ど
の
鎮

痛
剤
に
よ
る
も
の
が
、
な
お
３０
％
も
占
め
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
副
作
用
が
報
告
せ
ら
れ
、
い
つ
、

治
療
に
際
し
て
恐
る
べ
き
シ
ョ
ッ
ク
に
遭
遇
す
る
や
も
知
れ

な
い
薬
物
を
、
あ
え
て
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
、

ま
る
で
散
濯
を
踏
む
よ
う
な
危
険
と
隣
り
合
せ
の
、
撫
れ
む

べ
き
現
代
の
医
師
た
ち
の
不
幸
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

話
題
を
元
に
も
ど
そ
う
。

遠
の
平
和
と
絶
対
の
正
義
の
カ
ギ
ま
で
生
物
学
的
、
生
理
学

的
、
論
理
学
的
に
発
見
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
私
の
悲
嘆
は
大
き
い
。
モ
ー
私
は
滞
欧
五

カ
月
で
多
く
の
有
望
な
Ｐ
Ｕ
学
徒
を
発
見
し
て
い
る
。
カ
レ

ラ
は
あ
の
映
画

『
み
ど
り
の
時
代
』

（ク
ロ
ー
ニ
ン
自
伝
、

δ^
３
８

が́
１
■
）
で
見
る
青
年
た
ち
の
よ
う
に
死
に
も
の

狂
い
で
Ｐ
Ｕ
に
か
じ
り
つ
き
、
取

っ
く
ん
で
い
る
。
二
十
年

前
か
ら
私
が
イ
ツ
モ
ロ
ぐ
せ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
た
事
実
が

正
に
実
現
し
か
け
て
い
る
。
西
欧
人
が
Ｐ
Ｕ
を
把
握
し
た
ら

モ
ー
永
久
に
東
洋
の
青
年
は
追

っ
付
け
な
い
の
だ
＝

私
の
Ｐ
Ｕ
を
全
体
的
に
把
握
し
た
日
本
人
は
マ
ダ
た
だ
の

一
人
も
い
な
い
Щ

（後
略
）

注
射
と
い
う
治
療
法
に
お
い
て
、
ハ
リ
を
刺
す
と
い
う
手

段
を
否
定
す
る
な
ら
、
中
国
医
学
の
鍼
術
も
否
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。
ひ
っ
き
ょ
う
、
注
射
が
悪

い
の
は
、
そ

の
手
技
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
使
用
す
る
薬
剤
に
問
題
が

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

Ｚ
”
＋
は
、
生
体
の
電
解
質
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ

は
全
く
、
水
の
よ
う
な
自
然
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ

を
生
体
に
用
う
る
こ
と
は
、

「気
」
が
不
足
し
て
異
常
を
呈

し
て
い
る
と
こ
ろ
に

（
現
に
イ
タ
ミ
の
あ
る
部
分
は
、
後
述

す
る
が
、
気
が
不
足
、
す
な
わ
ち
、
ｚ
”
＋
が
欠
乏
し
て
、
逆

に

バ
＋
が
増
加
し
て
お
り
、
か
か
る
部
位
に
、
Ｚ
”
＋
を
与
え

る
と
、
相
対
的
に

　

Ｚ
”
＋
∨
パ
＋
　
と
な
り
、
そ
の
部
位
が

正
常
化
す
る
た
め
、
異
常
す
な
わ
ち
イ
タ
ミ
が
消
失
す
る
こ

と
に
な
る
）
用
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
、

空
腹
時
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
の
ど
が
乾
い
た
時
に
水
を
飲

む
の
と
同
じ
よ
う
に
、
き
わ
め
て
生
理
的
な
、
自
然
に
即
応
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し
た
方
法
と
言
え
よ
う
。

現
在
、
世
界
中
で
、
ツ
ボ
に
い
ろ
い
ろ
な
物
質
、
た
と
え

ば
、
局
所
麻
酔
剤
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
、
脳
下
垂
体
ホ
ル

モ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
‐２
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
水
溶
液
等
々
を
注

射
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
通
常
、
そ
の
部
位
に
初
め
か
ら
全

く
存
在
し
な
い
物
質
で
あ
る
以
上
、
こ
う
い
う
物
質
を
注
射

す
る
の
は
、
不
自
然
な
非
生
理
的
な
方
法
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
副
作
用
が
生
ず
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
当
然
、
早
期
に

中
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

イ

タ

ミ

と

は

？

で
は
、
な
ぜ
イ
タ
ミ
が
そ
の
よ
う
に
簡
単
に
と
れ
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
疼
痛
の
発
生
機
転
か
ら
考
究
し
よ
う
。

現
在
、
発
痛
物
質
と
し
て
は
、
パ
＋

の
他
に
、
セ
ロ
ト
ニ

ン
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
、
蛋
自
分
解
酵
素
、
お
よ

び
そ
れ
と
蛋
白
質
と
の
結
合
に
よ

っ
て
生
じ
た
ポ
リ
ペ
プ
チ

ッ
ド
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
通
常
生
理
的
に
細
胞
内
に
存
在
す
べ
き

物
質
が
細
胞
外
に
遊
離
し
て
来
る
時
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
細
胞
膜
の
透
過
性
が
生
理
的
範
囲
を
こ
え
て
、

細
胞
の
平
衡
状
態
が
乱
れ
、
細
胞
に
破
裂
や
損
傷
の
お
こ
る

場
合
で
あ
る
。　
一
般

に
、
細
胞
膜
の
内
外
に
お
け
る
イ
オ
ン

の
フ
ラ
ッ
ク
ス

（
単
位
面
積
あ
た
り
の
細
胞
膜
を
通
過
す
る

単
位
時
間
内
で
の
物
質
移
動
の
量
を

い
う
）
の
平
衡
が
破
ら

れ
る
の
は
、
細
胞
内
の
浸
透
圧
濃
度
が
、
細
胞
外
よ
り
高
く

な
る
時
で
、
こ
れ
は
細
胞
内
に
バ
＋
が
異
常
に
ふ
え
る
か
、

細
胞
外
の
Ｚ
”
＋
が
減
少
す
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
相
対
的

に
細
胞
内
の
パ
＋
に
対
し
て
、
細
胞
外
に
生
理
的
な
範
囲
に

お
い
て
必
要
な
Ｚ
”
＋
が
減
る
場
合
、
本
来
な
ら
ば
、
電
解
質

の
能
動
輸
送
の
働
き
で
、
た
だ
ち
に
正
常
化
が
お
こ
る
は
ず

の
も
の
が
、
な
ん
ら
か
の
原
因

（
０
２
の
欠
乏
や
、
恐
ら
く
は

ア
チ
ド
ー
ジ
ス
＝
酸
血
症
等
）
の
た
め
に
、
能
動
輸
送
が
阻

害
さ
れ
て
細
胞
が
膨
化
し
た
り
、
破
裂
を
来
た
す
。
そ
の
結

果
、
細
胞
内

の
物
質
で
あ
る

パ
＋
な
ど
が
細
胞
外
に
遊
出
し

て
、
か
か
る
発
痛
物
質
が
神
経
末
端
を
刺
激
す
る
結
果
、
イ

タ
ミ
が
発
生
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
タ
ミ
に
つ
い
て
も
、
Ｋ
の
、
モ
ノ
を
拡
大
す
る
作
用
（
▽
）

と
、
Ｚ
”

の
、
モ
ノ
を
収
縮
す
る
作
用

（
△
）
と
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
に
よ
り
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｐ
Ｕ
的
に
見
て
も
、

大
変
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

Ｐ
Ｕ
で
、
Ｚ
ｐ
、
Ｋ
の
措
抗
を
説
く
が
、
少
な
く
と
も
神
経

痛
の
治
療
に
あ
た
り
、
Ｋ
の
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
物
を
敬

遠
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
当
を
得
た
処
置
で
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
と
考
察
す
る
と
、
Ｐ
Ｕ
と
い
う
コ
ン
パ
ス
の

正
当
性
が
、
ま
す
ま
す
認
識
さ
れ
て
く
る
次
第
で
あ
る
。

本
療
法
は
、
ハ
リ
治
療
と
全
く
同
様
に
、
機
能
的
疾
患
の

す
べ
て
に
、
ま
た
、
器
質
的
疾
患
で
も
、
中
等
度
の
も
の
ま

で
応
用
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
工
夫
次
第
で
は
、
糖
尿
病
の

口
渇
、
多
飲
、
多
尿
の
苦
痛
や
、
各
種
の
昏
睡
状
態
に
対
し

て
、
恐
ら
く
劇
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

結
　
語

以
上
、簡
単
に
私
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
、
さ
ら
に
詳
し
く
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
Ｐ

Ｕ
が
指
針
と
な
る
も
の
で
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
Ｐ
Ｕ
の
偉
大

な
力
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
　
Ｆ
ご

と
は
、
そ
れ
は
Ｚ
”
＋
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
学
問
上
、
認
め
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
、
よ
そ
の
誰
で
も

な
く
、
身
内
の
Ｐ
Ｕ
の

一
ド
ク
タ
ー
の
提
唱
で
あ
り
、
Ｐ
Ｕ

の
同
志
の
皆
様
方
も
キ

ッ
ト
よ
ろ
こ
ん
で
下
さ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
、
正
に
Ｐ
Ｕ
の
勝
利
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。
こ
の
治
療
法
が
、
広
く
ド
ク
タ
ー
た
ち
に
利
用
さ
れ
る
な

ら
ば
、
Ｇ
Ｏ
が
、
か

つ
て

「科
学
は
悪
魔
だ
！
」
と
言
わ
れ

た
、
そ
の
科
学
の

一
部
門
で
あ
る
悪
魔
の
申
し
子
の
よ
う
な

現
代
医
学
が
、真
に
人
類
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
も
の
へ
改
善
、

発
展
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

Ｐ
Ｕ
の
ド
ク
タ
ー
の
願
い
と
義
務
は
、
ｃ
一”ｒ
”
８

ヨ
ｏｅ
‐

ｏ
す
ｏ
の
確
立
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ｃ
〓
ヨ
”
お

日
０
饉
０
一３

と
は
、
絶、
朴
―こ、
安
全
で
、
全、
く、
無
害
で
、
そ
し
て
速、
や、
か
―こ、

苦
し
み
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
究
極
の
理
想
と
す
る
、
未
来

の
完
全
な
医
学
の
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
Ｐ
Ｕ
人
は
、
こ
の

ユ
一〓
”
〓

ヨ
ｏ饉
ｏ
一●
Φ
　
の
実
現
に
、
共
に
相
た
ず
さ
え
て
書

進
し
た
い
も
の
で
す
。

私
は
、
か
つ
て

「
Ｇ
Ｏ
と
私
』

〔本
誌
四
人

一
号
〕
の
記

事
の
終
り
に
、
い
つ
か
キ

ッ
ト
Ｇ
Ｏ
に
ご
恩
返
し
の
で
き
る

日
が
―
―
と
書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
う

ち
に
訪
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

Ｐ
Ｕ
の
同
志
の
皆
様
の
応
援
を
期
待
し
て
、
本
稿
を
終
り

ま
す
。
Ｇ
Ｏ
に
最
敬
礼
。
Ｐ
Ｕ
万
才
。

（筆
者
は
、
昭
和
二
九
年
、
長
崎
医
科
大
学
卒
、
〓
一九
年
、

Ｃ
Ｏ
門
下
生
と
な
る
。

『現
在
、
地
方
の
内
科
開
業
医
で
、

保
険
制
度
に
し
ば
ら
れ
た
、
自
称
奴
隷
の
ご
と
き
不
自
由
人
。

目
下
、
自
由
人
を
目
ざ
し
て
努
力
中
』
。栃
木
県
国
分
寺
町
小

金
井
　
一局
瀬
医
院
）
（
４８‐
号
、
送
料
と
も
ｍ
円
）
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高

瀬

先

生

へ

橋

本

政

憲

（
①
ｌ
③
は
略
）

④
た

い
へ
ん
興
味
深
い
ご
研
究
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ｚ
”
＋
を

注
射
し
て
、
具
合
が
よ
く
な
る
と
す
れ
ば
、
▽
性
の
病
気
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
△
性
の
症
状
、
病
気
に
対
し
て
も
、
有
効

な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
と
も
、
何
か
別
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
お
使
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
と
も
、
Ｚ
ｐ
■
の

刺
激
に
よ
り
、

「気
」
の
流
れ
が
正
常
化
し
、
▽
も
△
も
、

共
に
正
常
に
働
き
だ
す
の
で
し
ょ
う
か
？

⑤
生
体
が
食
物
か
ら

つ
く
り
だ
し
た
ｚ
”
＋
と
、
人
工
的
に
作

っ
た
Ｚ
ｐ
＋
と
、
差
異
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

⑥
第
二
節
の
最
終
の
あ
た
り
で
、
「病
気
の
治
療
に
あ
た
り
、

Ｋ
の
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
品
を
敬
遠
さ
せ
る
…
」
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
▽
過
多
で
、
体
を

△
化
す
る
必
要
の
あ
る
、

一
つ
の
場
合
で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
病
気
治
療
の

方
法
で
は
な
い
は
ず
で
す
が
？

⑦
私
の
つ
た
な
い
理
解
で
は
、
病
態
に
は
、

①

△
過
多
、
▽
過
多

③

△
過
多
、
▽
不
足

◎

△
不
足
、
▽
過
多

◎

△
不
足
、
▽
不
足

と
大
き
く
分
け
て
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
、
△

過
多
で
、
こ
れ
を
体
か
ら
抜
き

（古

い
老
化
し
た
動
物
性
の

△
）
新
し
い
、
清
浄
な

△
を
と
り
入
れ
る
必
要
が
あ

・る
の
で

す
か
ら
、
単
純
に
△
を
抜
く
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
わ
け
で
す
。

③
ｚ
，
＋
注
射
に
よ

っ
て
、
発
汗
、
利
尿
、
便
通
促
進
な
ど
の
効

果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
も
し
、
ツ
ボ
を
効
果
的
に
え

ら
ぶ
こ
と
で
、
こ
れ
が
で
き
た
ら
面
白
い
と
思

い
ま
す
が
。

⑨

〓
一３
お
弓
針
ｏ一３
と
し
て
は
、
病
人
が
、
病
ん
だ
自
分
と

い
う
も
の
を
、
ど
う
反
省
し
て
、
判
断
力
を

一
段
で
も
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
メ
ド
に
な
り
ま
し
ょ

う
が
、
ド
ク
タ
ー
に
Ｚ
，
＋
を
注
射
し
て
も
ら
う
だ
け
で
は
、

や
は
り
対
症
療
法
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
？
⑩

い
ろ
い
ろ
素
人
考
え
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
生
姜
シ
ッ

プ
、
芋
パ
ス
タ
ー
を

″や

っ
て
や
る
″
と
い
う
の
で
は
、
こ

れ
も
対
症
療
法
で
す
か
ら
、
要
は
病
人
と
看
護
す
る
人
と
の

問
題
に
な

っ
て
き
ま
し
ょ
う
。
（
死
夫
上
下
三
）

（編
集
長
）

返

信

④
生
理
的
食
塩
水
は
ｚ
，９
の
０
・
９
％
水
溶
液
で
す
が
、
こ
れ
は

少
な
く
と
も
、血
液
の
融
遊
臓
を
像
出
し
な
い
点
（た
だ
し
、

こ
れ
は
ヒ
ト
の
平
均
で
標
準
を
出
し
た
も
の
）
で
は
、
▽
△

的
に
言

っ
て
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
小
生
の
用
う
る
Ｚ
，
＋
の
水
溶
液
は
ｚ
ｏＱ
水
溶
液
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
生
理
的
食
塩
水
よ
り
も
、
は
る
か

に
低
濃
度
の
も
の
で
、
し
か
も

一
局
所
に
約

一
滴
く
ら

い

６
・３
１
ｏ
・８
８
前
後

）
を
用
い
ま
す
の
で
、
そ
の
も
の
自

体
は
、
▽
と
か
△
と
か
単
純
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な

い
、

強

い
て
言
え
ば
中
間
的
な
も
の
、
傘
で
、
使
用
法
次
第
で
、

△
に
対
し
て
も
▽
に
対
し
て
も
応
用
可
能
で
す
。

ご
意
見
の
通
り
に
、
Ｚ
”
＋
を
使

っ
て
具
合
が
よ
く
な
っ
た

か
ら
、
そ
の
病
気
は
▽
で
あ
る
と
す
る
と
、
Ｚ
”
＋
は
▽
の
病
気

に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
の
で
は
？

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
歩
譲

っ
て
、
仮
に
こ
の
論
法
を
正
し
い
と
す
れ
ば
、
△

の
病
気
に
対
し
て
は
ｚ
”
＋
で
は
な
く
、
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
・ス
＋

一品

瀬

公

洋

を
全
く
同
様
な
方
法
で
用
い
れ
ば
、
▽
△
い
ず
れ
の
病
気
に

対
し
て
も
、
自
在
な
治
療
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

事
は
そ
う
単
純
に
は
ゆ
か
な
い
よ
う
で
す
。

パ
＋
は
あ
く
ま
で
、
細
胞
内
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
物
質
で
、

経
絡
を
流
れ
て
い
る
物
質
で
は
な
い
は
ず
で
す
か
ら
、
こ
れ

を
や
た
ら
に
生
体
に
注
入
す
る
こ
と
は
、
非
生
理
的
な
方
法

で
、
不
自
然
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

む
し
ろ
、
別
の
病
気
、
た
と
え
ば
神
経
痛
で
も
な

い
人
に

い
た
み
を
あ
ら
た
に
誘
発
す
る
こ
と
も
起
り
う
る
で
し
ょ
う
。

ご
指
摘
の
通
り
に
、
Ｚ
，
十
は
ｒ
ｒ

の
流
れ
を
正
常
化
し
、

す
な
わ
ち
、

「気
」
の
不
足
し
て
い
る
個
所
に
対
し
て
は
、

そ
の
不
足
を
補
い
、　
一
方

「気
」
が
停
滞
し
て
い
る
個
所
に

対
し
て
は
、
そ
の
流
れ
を
促
進
す
る
働
き
を
な
す
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
仰
せ
の
よ
う
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
上
も
工
夫
次
第
で
、

よ
り
高
等
な
治
療
を
行
な
う
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
治
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療
の
レ
ベ
ル
を
次
の
よ
う
に
細
別
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
初
等

（対
症
治
療
）

現
に
イ
タ
ム
所
や
、
硬
結
の
あ
る
所
、
あ
る
い
は
明
白
に

異
常
を
呈
し
て
い
る
個
所
に
直
接
施
行
す
る
方
法
↑
」
れ
は
、

と
く
に
中
国
医
学
の
鍼
術
の
知
識
が
皆
無
で
あ

っ
て
も
、
ド

ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
応
用
出
来
る
わ
け
で
、
し
か

も
、
理
論
上
も
、
中
国
医
学
の
原
点

「黄
帝
内
経
」
に
、
現

に
イ
タ
ム
個
所
は
気
が
不
足
し
て
い
る
所
で
あ
り
、
そ
こ
に

刺
鍼
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

●
中
等

（病
名
治
療
）

何
病
に
は
何
穴
が
効
く
と
い
う
中
国
医
学
の
理
論
に
従

っ

て
、
特
定
の
経
穴
に
応
用
す
る
方
法
。

●
高
等

（随
証
治
療
）

主
体
と
す
る
脈
診
や
そ
の
他
の
診
断
法
に
よ

っ
て
、
各
経

絡
の
虚
実
を
判
断
し
、
経
絡
を
正
常
化
す
る
方
法

（脈
の
異

常
も
、
即
時
に
正
常
化
す
る
こ
と
が
あ
る
）
。

以
上
の
よ
う
に
、

ハ
リ
と
全
く
同
じ
要
領
で
、
か

つ
操
作

は
い
っ
そ
う
簡
単
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

０
食
物
と
し
て
、
塩
分
を
と
る
と
き
に
は
、
純
度
の
高
い
ｚ
，

９
よ
り
も
自
然
塩
の
ほ
う
が
、
ま
た
、
自
砂
糖
よ
り
も
黒
糖

の
方
が
よ
り
よ
い
よ
う
に
、
食
品
と
し
て
は
、
で
き
る
限
り

自
然
の
も
の
が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
生
体
に
直
接
、
非
経
口

的
に
何
ら
か
の
物
質
を
与
え
る
場
合
は
、
む
し
ろ
純
粋
な
、

対
修
物
の
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
、
か
え

っ
て
有
害
と
な
り
ま
す
。

昔
か
ら
よ
く
、
頭
が

い
た
い
時
や
、
熱
の
あ
る
と
き
に
、

俗
に
云
う
コ
メ
カ
ミ

（
胆
経
の
割
騰
穴
）
に
梅
千
を
ベ
タ
ベ

タ
と
貼
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
Ｚ
，
＋
が
皮
膚
よ
り
吸
収
さ
れ
て

効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
Ｚ
”
＋
の
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ

ば
自
然
な
も
の
を
と
い
う
考
え
か
ら
、
梅
千
、
な
い
し
梅
酢

や
、
牛
乳
等
を
、
何
ら
か
の
処
理
を
行
な
い
、
注
射
薬
と
し

て
用
い
る
と
き
に
は
、
ウ」
れ
は
か
え

っ
て
、種
々
の
副
作
用
を

来
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ブ
ド
ウ
糖
、
ア
ミ

ノ
酸
、
お
よ
び
電
解
質
（
ｚ
”
＋
も
含
ま
れ
る
）を
除
く
、
自
然

界
に
存
在
す
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
物
質
は
、
生
体
に
対
し
て
、

抗
原
と
し
て
の
作
用
を
有
す
る
た
め
、
体
内
に
抗
体
を
産
生

さ
せ
、
抗
原
抗
体
反
応
を
起
す
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。
（
こ

の
点
、
安
全
度
に
お
い
て
は
Ｚ
ｐ
＋
は
最
高
の
も
の
と
い
え
る

で
し
ょ
う
ヽ
ま
た
、
同
じ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
も
、
人
工
的
に
作

ら
れ
た
放
射
性
同
位
元
素
で
あ
る
Ｚ
”
縛
や
Ｚ
●
Ｎ卜
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
は
も
う
大
変
に
危
険
で
す
が
、
こ
れ
は
麻
薬
と
同
等
か

そ
れ
以
上
に
き
び
し
く
管
理
さ
れ
て
、
通
常
容
易
に
大
手
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
全
く
心
配
無
用
で
す
。
な

お
、
並
曰
通
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
由
来
す
る
Ｚ
”
＋
で
あ
れ
ば
、
ラ」
れ

は
元
素
で
あ
り
、
物
質
構
成
の
最
小
単
位
で
す
か
ら
、
生
体

が
食
物
か
ら
得
た
ｚ
ｐ
＋
も
、
人
工
的
に
得
ら
れ
た
Ｚ
”
＋
も
全

く
変
り
な

い
は
ず
で
、
も
し
そ
の
間
に
差
異
が
存
す
る
と
す

れ
ば
、
新
た
な
元
素
と
し
て
別
に
登
録
の
必
要
が
生
じ
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
と
は
呼
べ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑥
確
か
に
こ
れ
は
ご
も

っ
と
も
な
お
話
で
、
こ
れ
は
最
も
誤

解
を
う
け
や
す
い
部
分
で
し
ょ
う
。
説
明
の
不
足
で
す
が
、

こ
の
場
合
は
神
経
痛
の
治
療
を
主
体
に
し
て
い
た
た
め
に
、

か
よ
う
な
表
現
に
な

っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
イ
タ

ミ
の
お
こ
る
と
き
は
、
少
な
く
と
も
▽
の
状
態
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

⑦
確
か
に
こ
れ
は
面
白
い
分
類
で
す
。
小
生
の
感
じ
で
は
、

①
の
タ
イ
プ
の
人
は
、お
お
む
ね
生
来
健
康
と
い
う
よ
り
、

さ
ら
に
頑
健
で
、
億
眈
家
の
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

よ

ンつ

か

，

①

の
タ
イ
プ
の
人
は
、
お
お
む
ね
、
生
来
、
▽
の
人
、
後

天
的
に
△
の
も
の
を
欲
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
？

◎
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
お
お
む
ね
、
生
来
、
△
の
人
、
後

天
的
に
▽
の
も
の
を
欲
求
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
？

◎
こ
の
タ
イ
プ
は
、
子
供
に
は
多

い
が
、
成
人
に
は
少
な

い
の
で
は
？
　
成
人
に
な
る
ま
で
に
、
早
死
に
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

③
鍼
術
の
適
応
症
の
全
て
に
応
用
で
き
る
治
療
法
で
す
。
従

来
、
各
種
の
症
状
に
対
し
て
、
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
特

定
の
経
穴
を
え
ら
ん
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ハ
リ
と

全
く
同
様
の
応
用
が
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
、

ハ
リ
よ
り
も
い
っ
そ
う
強
力
で
確
実
な
効
果
を
、
安
全
に
そ

し
て
短
時
間
で
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

⑨
⑩
こ
れ
こ
そ

「気
」
と
は
何
か
？
　
と
い
う
テ
ー
マ
よ
り

も
は
る
か
に
は
る
か
に
重
要
な
問
題
に
関
連
し
て
来
ま
す
。

題
し
て
、
世
界
へ
の

「
Ｐ
Ｕ
の
証
明
」
と
で
も
し
ま
し
ょ
う
。

●
編
注
―
―

″
▽
△
″と
は
無
双
原
理
で
用
い
る
マ
ー
ク
で
、

▽
は
陰
性
、
△
は
陽
性
。
中
国
医
学
の
陰
陽
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な

い
。
よ
り
即
物
的
な
分
類
で
、
冷

・
拡

・
大

・
昇

・

〔臓
腑
の
〕
腑

・

〔人
体
の
〕
上
、
左
、
体
表

・
カ
リ
ウ

ム
の
多

い
も
の
を
▽
と
し
、
熱

・
縮

・
小

・
降

・
〔臓
腑
の
〕

臓

・

〔人
体
の
〕
下
、
右
、
体
内

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
多
い
も

の
な
ど
を
△
と
す
る
。
０
は
、
陰
陽
和
合
、
中
庸
の
理
想
の

状
態
の
マ
ー
ク
。
詳
し
く
は
、
桜
沢
如

一
著

『
無
双
原
理

・

易
』
ほ
か
の
著
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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世

界

へ

の

『Ｐ

Ｕ

の
証

明
』

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
イ
タ
ミ
に
対
し
て
、
ダ

マ
ッ
テ

Ｚ
，
＋

の
注
射
を
し
て
、
イ
タ
ミ
を
取
る
だ
け
な
ら
、
そ
れ
は
明
ら

か
な
対
症
療
法
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
絶
対
に
安
全
か

つ

全
く
無
害
で
あ
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
を
抜
き
に
す
れ
ば
、
頭

痛
や
発
熱
の
場
合
、
そ
の
原
因
が
細
菌
に
よ
る
と
き
、
そ
の

細
菌
を
阻
止
す
る
抗
生
物
質
の
投
与
と
い
う
、
西
洋
医
学
的

に
い
う
と
こ
ろ
の
原
因
療
法
に
対
し
て
、
単
に
鎮
痛

・
解
熱

作
用
の
み
の
ア
ス
ピ
リ
ン
を
投
与
す
る
対
症
療
法
と
、
五
十

歩
百
歩
の
ち
が

い
で
は
な

い
か
と
い
う
人
も
出
て
来
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

も
と
よ
り
、
こ
の
Ｚ
”
十
の
応
用
は
、
前
述
の
通
り
、
ハ
リ

の
理
論
の
体
得
の
仕
方
に
よ

っ
て
、
病
気
そ
の
も
の
に
対
し

て
は
、
対
症
的
に
も
、
あ
る
い
は
根
本
的
に
も
使
い
分
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
そ
の
病
人
の
病
人
た
る
ゆ
え
ん
の
全

て
、
す
な
わ
ち
、
病
気
で
は
な
く
、
病
人
を
成
立
さ
せ
て
い

る
全
て
の
要
因
を
完
全
に
解
消
さ
せ
る
と
い
う
全
人
的
治
療

を
行
な
う
と
い
う
大
乗
的
立
場
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
と
て
も

対
症
療
法
と
い
わ
れ
て
も
当
然
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

高

瀬

公

洋

「
生
姜
シ
ッ
プ
も
、
芋
パ
ス
タ
ー
も
、
や

っ
て
や
る
と
い
う

の
で
は
、
こ
れ
も
対
症
療
法
で
す
…
…
」
と
、
お

つ
し
や
っ

て
い
ま
す
が
、
正
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

要
は
、
Ｐ
Ｕ
の
理
論
に
し
て
も
、
小
生
の
Ｚ
●
＋
の
応
用
に

し
て
も
、
こ
れ
を
、
い
か
な
る
考
え
の
も
と
で
応
用
す
る
か

，
　
そ
の
施
行
者
の
考
え
方
に
よ

っ
て
、
対
症
的
に
も
な
り
、

根
本
的
に
も
な
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

治
療
家
た
る
も
の
、
そ
れ
も
、
Ｐ
Ｕ
を
体
得
し
た
治
療
家

は
、
常
に
、
単
に
そ
の
人
の
苦
し
み
を
と
る
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
の
人
間
の
改
革
、
人
間
革
命
ま
で
心
が
け
る
べ
き

で
し
ょ
う
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
な
か
な
か
困
難
か
、

時
に
は
不
可
能
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、

「新
し
き
世
界
へ
』
の
４９‐
号
の
編
集
後
記
に
橋

本
編
集
長
が
お
書
き
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
す
の
で

す
。
そ
の
中
で
、
橋
本
編
集
長
は
、　
Γ
…
。３
年
前
に
、
正

食
に
よ

っ
て
ガ
ン
を
治
し
て
も
ら

っ
た
人
が
、
徹
夜

マ
ー
ジ

ャ
ン
を
や

っ
て
、
今
、
危
篤
だ
、
と
い
う
電
話
が
、
正
食
医

学
基
礎
講
座
の
さ
い
ち
ゆ
う
に
か
か

っ
て
き
た
。
ガ
ン
に
な

っ
た
よ
う
な
人
は
、
不
発
爆
弾
を
か
か
え
て
い
る
よ
う
な
も

の
な
の
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
気
を
許
し
て
、
お
か
し
な
も
の

を
飲
み
食

い
す
る
と
、
ま
た
再
発
し
、
命
取
り
に
も
な
る
の

だ
…
…
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

実
際
、
大
森
先
生
か
ら
も
、
せ

っ
か
く
ガ
ン
を
治
し
た
の

に
、
間
も
な
く
再
発
し
て
、
結
局
、
助
か
ら
な
か

っ
た
と
い

う
お
話
も
聞
き
ま
す
。
ガ
ン
は
、
再
発
し
な
い
よ
う
、
根
治

さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
し
、
さ
ら
に
、
治
り
難

い
、

重
い
ガ
ン
を
正
食
で
治
し
て
も
ら

っ
て
感
激
し
て
、
そ
の
後
、

Ｐ
Ｕ
の
発
展
の
た
め
に
不
慢
象
鋼
の
思
い
で
、
ひ
た
す
ら
努

力
し
て
い
る
人
が
、
果
た
し
て
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
？

最
も
重
い
病
気
で
あ
る
ガ
ン
に
か
か
る
よ
う
な
低
判
断
の
人

間
と
取
り
組
ん
で
も
、
そ
れ
は
空
し
い
結
果
に
終
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

再
び
編
集
後
記
を
引
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
…
…
そ
の
病
人
が
反
省
し
て
、
そ
の
反
省
の
生
活
が
長
続

き
し
て
、
そ
の

″天
罰
″
を
期
に
、
人
生
の
ジ
ャ
ン
プ
を

一

段
も
二
段
も
す
る
、
と
い
う
の
で
な
か

っ
た
ら
、
正
食
医
学

と
い
う
最
高
の
医
学

・
技
術
で
、
症
状
を
消
し
て
し
ま
う
こ

と
が
、
い
い
こ
と
な
の
か
、
ど
う
か
分
か
ら
な

い
」
と
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｏ
も
、

「病
気
は
罪
悪
だ
。
病
人

は
罪
人
だ
。
カ
ン
タ
ン
に
治
し
て
や
る
こ
と
が
、
果
し
て
、

そ
の
本
人
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
？
　
自
分
で
苦
し
み
ぬ

き
、
治
す
方
法
を
発
見
す
る
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
、
ま
た
同

じ
あ
や
ま
ち
を
、
お
こ
す
だ
ろ
う
…
…
」
と
述
べ
て
お
ら
れ

ま
し
た
し
、
ま
た
、
私
に
向
か

っ
て
、
「君
た
ぢ
は
い
い
よ
、

ド
ク
タ
ー
だ
か
ら
。
か
り
に
失
敗
し
て
も
責
め
ら
れ
る
こ
と

も
な
け
れ
ば

（注
／
現
在
で
は
、
失
敗
も
許
さ
れ
な
く
な

っ

て
来
て
い
ま
す
が
）
、
報
酬
も
貰
え
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

ド
ク
タ
ー
で
な
い
者
が
病
気
治
療
し
て
、
治
せ
れ
ば
よ
い
が
、
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万

一
、
失
敗
し
た
ら
、
報
酬
は
お
ろ
か
、
医
師
法
違
反
で
追

及
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
ね
。
Ｐ
Ｕ
人
の
病
気
治
療
、

そ
れ
も
重
い
病
気
の
治
療
に
は
、
勇
気
が

い
る
の
だ
…
…
」

と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
私
は
、
Ｐ
Ｕ
人
が
、
病
気
治
じ
と
い
う
、
時
に

は
非
常
に
危
険
な
行
為
を
勇
敢
に
遂
行
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
ア
タ
マ
が
下
が
る
思

い
が
す
る
の
で
す
が
、
病
気
治
し
に

対
し
て
、
よ
り
よ
い
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
と
く
に
こ

れ
か
ら
の
若
い
Ｐ
Ｕ
人
の
た
め
に
、
私
の
病
人
に
対
す
る
考

え
方
を
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
病
人
を
、
Ｐ
Ｕ
の

「判
断
力
の
７
段
階
」
に
対
比
さ

せ
て
分
類
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

病
人
の
判
断
力
の
７
段
階

●
第

一
判
断
力

（苦
痛
か
ら
の
解
放
の
み
を
希
求
す
る
）

そ
の
病
人
が
胃
カ
イ
ヨ
ウ
と
し
ま
す
。
そ
の
さ
い
、
こ
の

ひ
ど
い
痛
み
や
、
吐
血
な
ど
の
苦
し
い
症
状
が
と
れ
さ
え
し

た
ら
い
い
―
―
と
い
う
程
度
の
考
え
。

●
第
二
判
断
力

（持
病
か
ら
の
解
放
を
希
求
す
る
）

も
う
、
こ
ん
な
苦
し
い
病
気
は
し
た
く
な

い
、
何
と
か
し

て
完
全
に
治
り
た
い
。

●
第
二
判
断
力

（健
康

へ
の
希
求
）

こ
ん
な
胃
カ
イ
ヨ
ウ
と
い
う
病
気
ば
か
り
で
な
く
、
ど
ん

な
病
気
に
も
か
か
ら
ぬ
完
全
な
健
康
体
に
な
り
た
い
。

●
第
四
判
断
力

（幸
福
を
希
求
）

身
体
の
健
康
が
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
、

つ
ま
ら
な

い
。
真

に
幸
福
な
人
間
に
な
り
た
い
。

●
第
五
判
断
力

（悩
む
人
を
救
う
た
め
の
個
人
的
な

つ
と
め

を
果
し
た

い
）

自
分
が
健
康
に
な
り
、
幸
福
を

つ
か
む
だ
け
で
は
つ
ま
ら

な

い
。
自
分
の
身
近
の
人
た
ち
、
ま
わ
り
の
人
々
を
救

い
た

●
第
六
判
断
力

（人
間
を
救
う
た
め
の
社
会
運
動
の
展
開
を

希
求
）
自
分
の
周
囲
の
、
ご
く
身
近
の
悩
め
る
人
、
苦
し
む
人
々

を
救
う
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
。
社
会
的
に
強
力
な
運
動
を

す
す
め
て
、
も

っ
と
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
を
東
に
し

て
救

い
た

い
。

●
第
七
判
断
力

（
世
界
平
和
建
設
の
運
動
に
挺
身
し
た
い
）

病
人
や
不
幸
な
人
た
ち
を
救

っ
て
い
て
も
、
い
っ
た
ん
戦

争
が
起
こ
れ
ば
、
全
て
は
ご
破
算
で
あ
る
。
何
よ
り
も
世
界

の
平
和
実
現
に
努
力
し
た
い
。

以
上
の
ご
と
く
分
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
大
別
し
て

第

一
―
第
四
ま
で
は
自
己
中
心
的
人
間
、
第
五
―
第
七
は
奉

仕
的
人
間
と
言
え
ま
す
。
仏
教
的
に
ラ
ン
ク
を

つ
け
て
み
る

と
、
第

一
―
第
二
は
餓
鬼
、
畜
生
の
類
、
第
ニ
ー
第
四
は
声

蹄
、
続
数
の
類
、
第
五
は
小
静
蔭
、
第
六
は
大
菩
薩
、
第
七

は
仏
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

お
お
む
ね
、
普
通
の
病
人
は
、
だ
い
た
い
第

一
か
第
二
程

度
、
第
ニ
ー
第
五
は
時

々
あ
り
ま
す
が
、
当
然
、
第
四
―
第

五
は
非
常
に
少
数
と
な
り
ま
す
。
第
六
、
第
七
に
い
た

っ
て

は
、
め

っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
に
な

っ
て
、
第
五
―
六

―
七
の
考
え
方
が
出
来
る
よ
う
な
人
は
、
初
め
か
ら
、
あ
ま

り
重
い
病
気
を
し
な
い
せ
い
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

医

師

の

役

割

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
病
人
に
接
し
た
場
合
、
は
た
し
て

そ
の
病
人
は
何
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
―
―
と
い

う
自
間
自
答
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
べ
き
で
す
。
た
い
て
い
、

症
状
の
消
失
か
、
病
気
の
治
癒
を
願

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
し
て
、
そ
の
症
状
が
激
烈
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
た

だ
ち
に
そ
の
苦
痛
を
除
去
す
る
応
急
処
置
を
と
る
こ
と
が
必

要
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

（
こ
こ
で
少
し
脱
線
す
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
）
。
特

に
、
病
気
治
し
が
そ
の
職
務
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

病
人
は

一
刻
も
早
く
、
苦
痛
を
止
め
る
こ
と
を
求
め
る
で
し

よ
う
ｏ

か

か

る

場

合

に
、

Ｐ

Ｕ

の
手

当

が

、

よ

り

　

●
”
一ξ

Ｌ

〔自
然
的
〕
と
判

っ
て
い
て
も
、
ド
ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
が
、
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
Ｐ
Ｕ
の
存
在
に
ふ
れ
て
い
な
い

大
多
数
の
人
々
が
、
苦
痛
の
除
去
を
求
め
て
ド
ク
タ
ー
の
も

と
を
訪
れ
た
場
合
、
保
険
制
度
に
よ
り
規
制
さ
れ
た
注
非
や

投
薬
を
用
い
る
現
代
医
学
的
治
療
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
保

険
医
と
し
て
の
資
格
も
成
立
し
な
け
れ
ば
、
経
済
的
に
も
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。

繁
忙
な
日
常
の
診
療
の
中
で
、
多
く
の
患
者
を
待
た
せ
て
、

一
人
の
人
間
を
救
う
た
め
に
、
そ
の
人
が
自
党
す
る
ま
で
、

一
時
間
も
二
時
間
も
か
け
て
説
得
を
続
け
る
こ
と
は
、
時
間

上
も
、
制
度
上
も
不
可
能
で
す
。
た
だ
、
良
心
的
な
ド
ク
タ

タ
ー
で
あ
れ
ば
、
あ
と
に
大
勢
待

っ
て
い
る
他
の
患
者
に
も
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迷
惑
を
か
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
の
で
す
か
ら
、
応
急
に

苦
痛
を
止
め
て
お
い
て
、
そ
の
あ
と
、
別
の
時
間
を
作
り
、

じ
ょ
じ
ょ
に
、
本
格
的
な
治
療
、
な
い
し
指
導
を
行
な
う
と

い
う
方
法
を
と
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

か
つ
て
、牛
尾
博
士
が
、
激
痛
を
訴
え
る
患
者
に
対
し
て
、

応
急
処
置
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
イ
タ
ミ
止
め
の
麻
酔
剤
を

使
う
こ
と
も
や
む
を
え
な

い
、
と
、
正
直
か

つ
率
直
に
申
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
だ

い
ぶ
反
論
が
出
た
こ
と
を

「新
し

き
世
界
へ
』
誌
上
に
て
知
り
ま
し
た
が
、
た
と
え
、
Ｐ
Ｕ
人

で
も
、
ド
ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
か
よ
う
な
方
法
を
と
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
理
解
し
て
頂
き
た
い
の
で

す
。要

す
る
に
、　
一
般
の
人
と
、
医
師
と
で
は
、
明
ら
か
に
異

な

っ
た
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
局
、　
一
般
人

が
勝
手
に
注
射
し
た
り
投
薬
し
た
ら
、
た
だ
ち
に
法
律
違
反

に
な
り
ま
す
が
、　
一
方
、
ド
ク
タ
ー
が
、　
一
般
の
病
人
に
対

し
て
、
社
会
的
通
念
に
し
た
が

っ
た
と
こ
ろ
の
治
療
ら
し
い

治
療
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、
現
代
の
ド
ク
タ
ー
と
し

て
は
、
制
度
上
、
認
め
て
も
ら
え
ぬ
ば
か
り
で
な
く
、
か
り

に
重
症
の
肺
炎
患
者
に
対
し
て
、
鯉
の
生
き
血
を
の
ま
せ
た

り
、
鯉
の
パ
ス
タ
ー
を
は

っ
た
り
し
て
、
立
派
に
Ｐ
Ｕ
の
手

当
を
行
な

っ
て
も
、
不
幸
に
し
て
救
え
な
か

っ
た
時
、
現
行
の

医
学
的
常
識
に
し
た
が

っ
た
治
療
を
行
な
わ
な
か

っ
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
肺
炎
の
起
因
菌
の
撲
滅
を
は
か
る
抗
生
物
質
の

投
与
を
怠
っ
た
と
し
て
、
社
会
的
制
裁
を
受
け
、
場
合
に
よ

っ
て
は
失
脚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

Ｎ

イ

オ

ン

の

効

果

―
―
と
い
っ
て
も
、
私
は
、
現
代
の
西
洋
医
学
を
全
て
、

肯
定
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

い
に
改
革
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
ま
ず
、
そ
れ
は

「イ
タ
ミ
」
の
問
題
か
ら
始
め

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
た
だ
ち
に
イ

タ
ミ
を
止
め
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
が
、
従
来
、
繁
用
さ
れ
て
い
る
鎮
痛
剤
、
麻
酔
剤
に

は
、
危
険
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
私
の
提
唱
す
る
Ｚ
”
＋

の
作
用
は
、
鎮
痛
効
果
の
点
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
な
い

と
し
て
も
、
副
作
用
の
点
で
何
ら
の
不
安
も
な
く
、
絶
対
に

安
全
で
、
か

つ
、
施
行
と
同
時
に
イ
タ
ミ
を
お
こ
す
疾
患
に

対
す
る
治
癒
作
用
ま
で
も
開
始
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

ま

っ
た
く
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
は
る
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の

で
す
。

か
り
に
、
胃
ケ
イ
レ
ン
を
例
に
と
れ
ば
、
私
の
手
法
に
よ

れ
ば
、
ま
ず
、
足
の
三
里
や
、
背
部
の
胃
命
に
Ｚ
ｏ
＋
を
注
射

し
ま
す
。
ま
た
、
脈
診
に
よ
り
、
そ
の
他
、
必
要
を
認
め
る

個
所
に
対
し
て
も
施
行
し
ま
す
。
治
療
か
ら
効
果
を
見
る
ま

で
、
５
分
も
要
し
ま
せ
ん
。
同
時
に
治
癒
作
用
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
も
し
、
胃
内
に
不
要
物
が
あ
れ
ば
、
椰
螢
数
を
の
ま

せ
た
と
同
じ
よ
う
に
催
吐
作
用
も
発
揮
し
ま
す
。
　
↑
」
の
場

合
、
梅
生
番
と
い
う
Ｐ
Ｕ
の
手
当
と
決
し
て
措
抗
す
る
も
の

で
は
な
く
、
梅
生
番
を
も
併
用
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
、
か

え

っ
て
相
乗
さ
れ
、
強
力
な
も
の
と
な
り
ま
す
）。

こ
の
よ
う
な
、
迅
速
、
確
実
そ
し
て
安
全
な
方
法
を
と

っ

て
患
者
の
苦
痛
を
和
げ
た
あ
と
で
、
い
よ
い
よ
、
そ
の
本
人

の
病
気
の
解
決
に
眼
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
現
代
の
ド
ク
タ
ー
が
、
ド
ク
タ
ー
で
あ
れ

ば
、
患
者
が
イ
タ
ミ
で
苦
し
ん
で
い
る
時

に
、
当
然
、
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
も
、
社
会
あ
る
い
は
医
学
界
の

不
文
律
に
よ

っ
て
、
半
強
制
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
よ
う
な

″鎮
痛
剤
の
注
射
″
と
い
う
も
の
が
、
他
に
、
絶
対
に
安
全

で
、
全
く
無
害
で
、
迅
速
に
確
実
な
効
果
を
も
た
ら
す
方
法

が
あ
る
と
し
た
ら
、
当
然
、
か
か
る
方
法
に
改
革
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
が
、
ま
る
で
勇
み
足
の
よ
う
に
軽
々
し
く

‘
〓
ヨ
，
お

ヨ
ｏ
針
ｏ
一お

〔究
極
の
医
学
〕
と
口
に
し
ま
し
た
の
で
、
Ｚ
”
＋

を
用
う
る
治
療
法
、
す
な
わ
ち
　
ｃ
〓
３
●
８

ヨ
＆
ｉ

３

と

い
う
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
　
二
一〓
，
お

ヨ
＆
０
３

と
は
、
そ
の
よ
う
な
単

一
的

な
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
絶
対
に
安
全
で
、
全
く
無
害
で
、

速
や
か
に
確
実
な
効
果
を
現
わ
す
、
そ
し
て
全
人
的
に
人
間

改
革
を
も
行
な
わ
し
め
る
よ
う
な
完
成
さ
れ
た
医
学
を
指
す

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
私
の
主
唱
す
る
治
療
法

が
、
即
、　
〓
一ｒ
，
お

ヨ
ｏ
Ｂ
ｏ
一３

と
は
、
そ
れ
は
正
に
大
そ

れ
た
こ
と
で
す
が
、
少
な
く
と
も
、
　
ｃ
〓
ヨ
，
お

ヨ
＆
０
お

の

一
つ
の
柱
と
な
り
う
る
力
は
有
し
て
い
る
と
確
信
す
る
も

の
で
す
。

中
国
医
学
の
鍼
術
が
、
」
】一〓
ｏ
お

ヨ
＆

２̈
３

の

一
分
野
と

し
て
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
発
展
さ

せ
た
私
の
手
法
も
ま
た
、
当
然
、
同
様
の
評
価
を
な
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
す
。

病

気

治

し

は

？

（
こ
こ
で
、
話
を
元
に
戻
し
ま
し
ょ
う
）

治
療
家
が
、
病
人
に
接
し
た
場
合
、
そ
の
病
人
が
求
め
て

い
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
？
　
こ
れ
を
推
定
し
ま
す
。
そ
し

て
、
病
気
の
軽
重
に
も
よ
る
で
し
ょ
う
が
、
単
な
る
イ
タ
ミ

な
ら
、
簡
単
に
と

っ
て
や
る
、
そ
の
後
、
Ｐ
Ｕ
を
す
す
め
れ

ば
よ
い
。
ま
た
、
ガ
ン
な
ど
の
重
い
病
気
に
対
し
て
は
心
中

で
も
す
る
く
ら
い
の
気
概
や
、
仏
の
ご
と
き
慈
悲
心
が
な
け
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れ
ば
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

こ
と
に
ガ
ン
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
、
せ

っ
か
く
治
し
て

も
、
再
発
の
可
能
性
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
治
療
家
が

一

生
け
ん
め
い
努
力
し
て
も
、
そ
れ
が
報
わ
れ
ず
、
死
亡
し
た

場
合
、
時
に
は
法
律
的
に
問
題
に
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な

空
し
い
こ
と
も
起
り
か
ね
な
い
で
し
ょ
う
。

し
た
が

っ
て
、
か
か
る
不
運
な
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
に
は
、
ど
う
す
る
か
？

そ
れ
に
は
、
″
Ｐ
Ｕ
人
は
な
ぜ
、
病
人
を
治
す
の
か
？
　
病

気
を
治
す
こ
と
が
第

一
義
的
の
も
の
か
？
―
―
″
と
反
問
し

て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｕ
は
、
単
に
病
気
治
し
―
―
で
あ

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

Ｐ
Ｕ
は
病
気
治
し
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
は
な

い
は
ず
で

す
。
あ
く
ま
で
、
Ｐ
Ｕ
は
正
食
の
指
導
原
理
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
か
ら
、
間
違

っ
た
生
活
の
た
め
に
病
気
を
起
し
た
人
に

対
し
て
、
正
し
い
生
活
の
あ
り
方
を
指
導
す
る
。
そ
の
結
果
、

そ
の
人
が
、
Ｐ
Ｕ
に
か
な

っ
た
正
し
い
生
活
を
真
剣
に
行
じ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
人
の
生
活
の
正
常
化
の
程
度
に
応

じ
て
、
身
体
も
ま
た
正
常
化
し
て
、
病
気
は
な
く
な
る
で
し

ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
病
気
の
治
癒
は
、
あ
く
ま
で
、
第

一
義

的
な
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
ず
、
正
食
な
ど
正
し
い
生
活
を

行
ず
る
結
果
の
副
産
物
に
す
ぎ
な

い
の
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
病
気
は
決
し
て
治
し
て
や
る
べ
き
で
は
な

く
、
治
る
方
法
＝
Ｐ
Ｕ
＝
無
双
原
理
を
教
え
て
あ
げ
る
、
同

時
に
、
Ｐ
Ｕ
を
知

っ
た
人
の
存
在
意
義
な
い
し
使
命
を
説
明

し
て
納
得
さ
せ
る
努
力
を
す
べ
き
で
す
。

さ
ら
に
、
前
述
の
病
人
の
判
断
力

（多
く
は

一
―
二
）
を

（三
―
四
）
を
こ
え
て
、
せ
め
て

（五
）
、
出
来
る
こ
と
な

ら
（六
―
七
）
ま
で
高
め
る
助
言
や
工
夫
を
な
す
べ
き
で
す
。

そ
し
て
、
病
気
が
治

っ
た
時
、
そ
の
人
が
大
き
な
自
党
の
上

に
立

っ
て
、
Ｐ
Ｕ
の
発
展
、
人
々
の
自
由
と
幸
福
の
た
め
の

運
動
に
没
頭
、
挺
身
す
る
よ
う
に
で
も
な
れ
た
ら
し
め
た
も

の
、
そ
の
時
に
は
、
病
気
の
再
発
な
ど
と
い
う
こ
と
は
起
り

え
な

い
で
し
ょ
う
。

心
す
べ
き
こ
と
は
、
Ｐ
Ｕ
の
人
た
ち
は
、
心
優
し
い
人
が

多
い
の
で
、
お
う
お
う
に
し
て
、
ト
コ
ト
ン
病
人
に
つ
き
合

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
熱
意

に
対
し
て
、

つ
い
て
こ
な
い
、
否
、
自
ら
積
極
的
に
正
し
い

生
活
を
行
じ
よ
う
と
い
う
努
力
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
な
い
よ

う
な
時
に
は
、
残
念
な
が
ら
、
見
切
り
を

つ
け
る
の
が
賢
明

だ
と
考
え
ま
す
。

や
は
り

『新
し
き
世
界
へ
』
四
九

一
号
の
編
集
後
記
で
、

橋
本
編
集
長
が

「
単
な
る
症
状
を
消
す
だ
け
で
な
く
、
人
間

そ
の
も
の
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
必
要
な
の
だ
。
そ
れ
は
果
し

て
、
誰
か
が

″指
導
″
し
て
出
来
る
こ
と
な
の
か
？
」
と
、

広
く
読
者
の
意
見
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
大
森
先
生
の

生
き
方
が
、
そ
の
解
答
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
森
先
生
は
、
結
核
に
よ
る
３
年
間
の
病
床
生
活
か
ら
立

ち
上
が
ら
れ
て
、
今
で
は
Ｐ
Ｕ
の
普
及
運
動
を
展
開
し
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
Ｇ
Ｏ
の
Ｐ
Ｕ
の
思
想
に
ふ
れ
ら
れ

て
高
い
判
断
力
を
得
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
大

森
先
生
に
Ｐ
Ｕ
を
紹
介
し
た
、
Ｐ
Ｕ
青
年
ピ

エ
ー
ル
の
Ｐ
Ｕ

の
体
得
は
初
歩
的
、
観
念
的
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
大
森
先
生
が
高

い
判
断
力
を
獲
得
さ
れ
た
の
は
「
ひ
と

え
に
、
ご
自
分
の
努
力
に
よ
る
ほ
か
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

た
と
え
ば
、
水
を
の
み
た
く
な
い
馬
を
川
に
つ
れ
て
行

っ

て
も
、
水
を
の
ま
な
い
よ
う
に
、
や
る
気
の
な

い
人
に
、
ど

れ
だ
け
Ｐ
Ｕ
を
す
す
め
て
も
、
結
果
は
空
し

い
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

と
く
に
ガ
ン
の
場
合
は
、病
気
そ
の
も
の
が
重
い
た
め
に
、

そ
の
人
の
意
志
力
も
消
耗
し
つ
く
さ
れ
、
そ
の
う
え
、
低

い

判
断
力
も
加
わ

っ
て
、
結
局
は
、
自
党
し
て
自
分
で
治
し
て

ゆ
く
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
た
だ

一
方
的
に
、
治
し
て
も
ら

う
と
い
う
、
治
療
家
の
独
演
に
終

っ
て
し
ま
う
、
し
た
が

っ

て
、
本
人
の
判
断
力
は
ま

っ
た
く
高
め
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、

病
気
が
治

っ
た
ら
Ｐ
Ｕ
か
ら
去
り
、
ま
た
、
再
発
し
た
ら
、

あ
わ
て
て
Ｐ
Ｕ
人
に
救

い
を
求
め
て
く
る
と
い
う
、
何
の
た

め
に
治
し
た
の
か
、
ま
た
、
治
し
て
も
ら

っ
た
の
か
、
わ
か

ら
な

い
こ
と
が
お
こ
る
。
Ｐ
Ｕ
人
の
努
力
が
、
ま

っ
た
く
徒

労
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、

「ガ
ン
」
の
場
合

に
は
、
ま

ま
あ
る
も
の
で
す
。

Ｐ
Ｕ
の
第

一
線
の
第

一
級
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
た

っ
た

一
人

の
重
病
人
を
、
し
か
も
、
そ
の
人
が
、
治

っ
た
あ
と
、
一
生
、

Ｐ
Ｕ
を
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
何
の
あ
て
さ
え
も
な
い
の
に
、

筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
苦
労
を
し
て
で
も
救
う
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
ほ
ど
、
貴
重
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
す
る
こ
と
が
、

は

た
し
て
、
天
下
国
家
の
た
め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
Ｐ

Ｕ
の
創
始
者
、
我
等
の
師
匠
、
Ｇ
Ｏ
が
、
は
た
し
て
よ
ろ
こ

ば
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

病
気
治
し
も
、
Ｐ
Ｕ
の
威
力
を
た
し
か
め
る
た
め
の
、
い

わ
ゆ
る

「
Ｐ
Ｕ
の
証
明
」
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
決
し

て
無
意
味
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
に
、
Ｐ
Ｕ
の
新

人
に
は
、
多
少
冒
険
で
も

（ま
だ
Ｐ
Ｕ
を
知
ら
な
い
気
の
毒

な
人
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｕ
の
思
想
を
与
え
て
や
る
こ
と
は
）
必

要
な
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
、
Ｐ
Ｕ
に
，
ら
づ
け
ら
れ
た

正
食
を
広
め
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
Ｐ
Ｕ
の
普
及
活
動
の

一

環
と
し
て
行
な
う
こ
と
が
大
事
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
、
病
気
治
し
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
低
次

元
の
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
、
せ

っ
か
く
治
し
て
も
、
ま
た
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病
気
を
お
こ
す
よ
う
な
手
合

い
は
、
Ｐ
Ｕ
の
新
人
か
、
第
二

軍
の
人
た
ち
に
ま
か
せ
る
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
い
や
し

く
も
、
自
他
と
も
に
、
第

一
級
の
Ｐ
Ｕ
の
リ
ー
ダ
ー
と
認
め

る
ほ
ど
の
人
た
ち
は
、
病
気
治
し
は
早
急
に
中
止
し
て
、
も

っ
と
も

っ
と
重
要
な
課
題
に
向
か

っ
て
熱
中
す
る
べ
き
で
す
。

今

こ

そ

平

和

を

Ｇ
Ｏ
は
、
『新
し
き
世
界
へ
』
三
六
〇
号
の
五
ペ
ー
ジ
で
、

「難
病
を
治
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
問
題
じ
ゃ
な
い
。
正
食

と
い
う
も
の
は
、
自
由
と
平
和
を
こ
の
地
上
に
、
全
人
類
に

荘
厳
す
る
も
の
な
の
だ
。
カ
ン
タ
ン
に
、
ガ
ン
が
治

っ
た
ぐ

らヽ
い
で
正
食
に
と
び

つ
い
た
ｏ、
な
ど
と
い
う
人
は
、
オ
ポ
チ

ュ
ニ
ス
ト
の
、
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
、

ソ
ソ
ッ
カ
シ
ヤ
の
見
本
に

す
ぎ
な
い
」
と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

「も
う
僕
は
病
人
は
扱
わ
な

い
。
扱
い
た
く
な
い

…
…
」
と
い
う
の
が
、
晩
年
の
Ｇ
Ｏ
の
口
ぐ
せ
で
し
た
。

Ｐ
Ｕ
の
リ
ー
ダ
ー
の
目
標
が
、
Ｃ
Ｏ
の
理
想
か
ら
少
し
で

も
狂

っ
た
と
し
た
ら
、
Ｇ
Ｏ
は
失
望
、
落
胆
す
る
で
し
ょ
う
。

昇
天
さ
れ
る
そ
の
日
ま
で
も
、
世
界
の
こ
と
を
心
配
さ
れ

て
い
た
Ｃ
Ｏ
の
顔
が
、
今
も
日
の
前
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

当
日
、
私
は
学
習
院
あ
け
は
る
会
で
講
演
し
ま
し
た
が
、

Ｇ
Ｏ
は
、

「
明
日
は
キ
ミ
が
や

っ
て
お
い
て
く
れ
」
と
言

っ

て
お
ら
れ
な
が
ら
、
結
局
、
午
後
か
ら
会
場
に
来
ら
れ
て
、

約

一
時
間
、
講
演
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
、
若
輩
の
私

に
だ
け
講
演
を
ま
か
せ
る
の
は
、
心
も
と
な
い
せ
い
も
あ

っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
日
の
お
話
の
内
容

（
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
こ
と
な
ど
）
か
ら
、
Ｇ
Ｏ
が
悲
願
と
さ
れ
た
世
界

の
恒
久
平
和
確
立
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
協
力
を
求

め
よ
う
と
さ
れ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
泌
い
て
十
有
余
年
、
あ
と
に
残
さ
れ
た
Ｐ
Ｕ
人
は
、

Ｃ
Ｏ
の
遺
志
の
実
現
に
、
な
に
ほ
ど
の
努
力
を
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
？
　
Ｇ
Ｏ
の
ご
存
命
の
時
と
、
現
在
と
を
比
較
し
て

み
る
と
き
、
世
界
情
勢
は
、
そ
の
危
険
度
に
お
い
て
、
幾
分

で
も
減
少
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
　
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
は
、
よ
う
や
く
終
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
新
た
に
、
ベ
ト

ナ
ム
と
中
国
、
中
国
と
ソ
連
、
ソ
連
対
Ｅ
Ｃ
諸
国
、
中
東
、

ア
メ
リ
カ
と
キ
ュ
ー
バ
な
ど
、
至
る
所
に
発
火
点
が
ば
ら
ま

か
れ
て
い
る
感
じ
で
、
ま
た
、
南
北
朝
鮮
、
東
西
二
つ
の
ド

イ
ツ
、
そ
し
て
中
国
本
土
と
台
湾
と
い
う
よ
う
に
、
同

一
民

族
が
、
二
つ
に
裂
か
れ
、
自
由
な
往
来
が
出
来
ぬ
よ
う
な
不

幸
が
、
何
と
三
〇
年
も
続

い
て
い
る
の
で
す
。

か

つ
て
、
中
国

。
ソ
連
間
に
緊
張
が
増
大
し
た
と
き
、
ソ

連
は
中
国
に
対
し
て
核
攻
撃
を
行
な
う
寸
前
に
、
い
ち
早
く
こ

れ
を
察
知
し
た
ア
メ
リ
カ
の
反
対
で
中
止
し
た
と
い
う
事
実
、

万

一
こ
れ
が
実
現
し
て
い
た
ら
、
日
本
全
土
は
放
射
能
に
お

お
わ
れ
て
汚
染
さ
れ
、
日
本
人
は
全
滅
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
た
、
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
の
真
の
恐
ろ
し
さ
は
、
そ
の
核
攻
撃
の
洗
礼
を
受

け
た
国
民
だ
け
し
か
知
り
え
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
た
め
に
、

核
兵
器
を
廃
絶
さ
せ
る
運
動
を
展
開
す
る
義
務
が
、
わ
れ
わ

れ
日
本
人
に
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
は
本
当
に
、
自
分

の

一
人
の
力
で
、
病
人
の

一
命
を
よ
う
や
く
取
り
と
め
る
こ

と
が
で
き
た
―
―
自
分
が
あ
の
場
に
い
な
か

っ
た
ら
、
そ
の

病
人
は
間
違

い
な
く
助
か
ら
な
か

っ
た
―
―
と
い
う
く
ら
い

の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
感
激
的
な
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
、

一
年
に
何
回
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

言
い
か
え
る
と
、
人

一
人
の
生
命
を
本
当
に
救

っ
た
―
―

と
確
実
に
言
え
る
こ
と
が
、
ド
ク
タ
ー
で
さ
え
も
、
そ
う
再

再
あ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

（た
い
て
い

の
病
気
は
、
治
る
べ
く
し
て
治
る
、
大
自
然
が
治
し
て
い
る

軽

い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
…
…
）

と
こ
ろ
が
―
―
で
す
。

も
し
も
、
こ
こ
に
大
戦
争
が
起
き
、
大
国
間
に
、
ま
る
で

花
火
大
会

の
ご
と
く
、
ポ
ン
ポ
ン
と
核
弾
頭
を

つ
け
た

ロ
ケ

ッ
ト
が
と
び
交
う
こ
と
に
で
も
な

っ
た
と
し
た
ら
↑
」
れ
は
、

自
国
の
防
衛
の
た
め
に
、　
一
方
が
た

っ
た
の

一
発
で
も
発
射

し
た
ら
、
必
ず
他
方
も
報
復
的
な
行
動
を
と

っ
て
応
戦
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
）
、
そ
の
災
害
に
よ

っ
て
倒
れ
る
人
の

単
位
は
、　
一
人
、
二
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
万
、
何
十
万
、

何
百
万
と
い
う
人
た
ち
が
、
水
爆
の
た
だ
の

一
発
で
、
い
っ

ぺ
ん
に
地
上
よ
り
抹
殺
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
水
爆
が
何
発
も
何
発
も
、
地
球
上
で
炸
裂
す
る

と
き
に
は
、
巨
大
な
東
京
も
、
小
さ
い
日
本
は
い
と
も
カ
ン

タ
ン
に
、
そ
し
て
、
愛
す
べ
き
日
本
Ｃ
Ｉ
も
、
不
滅
の
真
理

の
Ｐ
Ｕ
で
き
え
も
、
何
も
か
も
オ
シ
マ
イ
。
世
界
の
破
滅
で

す
。そ
し
て
、
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
や
法
華
経
は
、
そ
の
日
が
比

較
的
近
い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
が
危
機
を
迎
え
て
い
る
と
き
に
、
わ
れ

わ
れ
の
機
関
誌

『新
し
き
世
界
へ
』
四
八

一
号
二
四
ペ
ー
ジ

の

「わ
れ
わ
れ
の
課
題

（案
）
』
を
見
て
も
、
平
和
運
動
と

か
、
核
兵
器
廃
絶
運
動
な
ど
と
い
う
、
人
類
に
と
り
最
優
先
、

最
重
要
項
目
が
見
当
り
ま
せ
ん
。
次
元
の
低
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
他
、
平
和
問
題
に
関
す
る
記
事
を
見

つ
け
て
も
、
四

九
二
号
の
阿
部

一
理
氏
、
五
〇
六
号
の
久
司
道
夫
氏
の
記
事

と
い
う
よ
う
に
、

「
平
和
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
お
目
に
か

か
る
こ
と
は
、　
一
年
に

一
回
く
ら
い
、
思
い
出
し
た
よ
う
に

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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危
険
を
は
ら
む
世
界
の
現
状
を
認
識
す
る
と
き
、
我
が
Ｐ

Ｕ
の
リ
ー
ダ
ー
達
は
何
を
な
す
べ
き
か
？

ま
ず
、
Ｐ
Ｕ
の
幹
部
は
、
Ｇ
Ｏ
の

『世
界
恒
久
平
和
案
』

（三
六
三
号
）
を
再
読
、
数
読
す
べ
き
で
す
。

そ
し
て
、
平
和
運
動
を

い
か
に
展
開
し
て
ゆ
く
か
？

過
去
の
平
和
運
動
家
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
は
ら

い
、
そ
し
て
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
？
―
―
な

ど
、

検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
Ｃ
Ｉ

に
お
い
て
も

（新
年
度
か
ら
）
月

一
回
く
ら

い
は
、
平
和
間

題
研
究
会

の
よ
う
な
有
志
の
集

い
を
も
ち
、

い
ず
れ
は
、
具

体
的
な
平
和
運
動
展
開
の
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
チ
ー
ム

を
作
る
必
要
も
出
て
来
る
で
し
ょ
う
。

Ｇ
Ｏ
の
光
栄
を

に
な
う

『新
し
き
世
界
へ
」
が
、
本
当
に

そ
の
名
前
の
ご
と
く
、

「新
し
い
世
界
へ
」
到
達
し
、
こ
の

地
上
に

「新
し
い
世
界
」
が
実
現
す
る
た
め
の
機
関
誌
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、
内
容
の
半
分
以
上
が
、

Ｐ
Ｕ
人
に
よ
る
世
界
各
地
に
お
け
る
、
世
界
中
の
平
和
運
動

の
報
告
や
成
果
の
記
事
で
埋
め

つ
く
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ

っ

て
欲
し
い
気
が
し
ま
す
。

さ
し
あ
た
り
、
せ
め
て
毎
号
、
必
ず
た

っ
た
の

一
ペ
ー
ジ

で
も
よ
ろ
し
い
か
ら
、
世
界
平
和
実
現
に
関
連
し
た
記
事
を

掲
載
せ
ら
れ
て
、
Ｐ
Ｕ
人
の
覚
醒
と
奮
起
を
う
な
が
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
を
た
ず
さ
え
て
／

以
上
、
Ｐ
Ｕ
の
自
他
と
も
に
第

一
級
と
認
め
る
リ
ー
ダ
ー

の
方
々
は
、
も
は
や
病
気
治
し
ば
か
り
し
て
い
る
時
で
は
な

い
―
―
な
ど
と
、
同
志
の
方
々
に
は
、
少
々
お
聞
き
苦
し
い

よ
う
な
大
言
壮
語
じ
み
た
こ
と
を
申
し
ま
し
た
が
、
か
く
申

す
私
自
身
、
ｚ
，
＋
に
よ
る
治
療
な
ど
、
実
際
に
は
全
く
ユ
ニ

ー
ク
な
ス
バ
ラ
シ
イ
治
療
法
に
は
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
平
和
」
問
題
の
次
元
か
ら
い
っ
た
ら
、
こ
ん
な
も
の
、
大

事
の
前
の
小
事
に
す
ぎ
ず
、
大
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
内
心
を
率
直
に
打
ち
明
け
れ
ば
、
こ
の
治
療
法
な
ど
、

「
Ｐ
Ｕ
の
証
明
」
の
た
め
の

一
手
段
に
す
ぎ
ぬ
と
さ
え
思

っ

て
い
ま
す
。
単
な
る

一
ド
ク
タ
ー
が
、
声
を
大
に
し
て
世
界

の
平
和
を
叫
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
世
界
は
お
ろ
か
、
こ
の
ち

っ

ぽ
け
な
日
本
で
さ
え
も
、
反
響
は
ゼ
ロ
で
し
ょ
う
。
結
局
、

私
自
身
、　
一
介
の
ド
ク
タ
ー
に
す
ぎ
ぬ
以
上
、
そ
の
影
響
カ

は
知
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
自
分
の
力
を
よ
り
大

き
く
す
る
と
か
、
同
志
間
の
連
帯
を
は
か
る
と
か
し
な
け
れ

ば
、
こ
の
社
会
や
、　
一
つ
の
大
国
、
は
て
は
広
大
な
世
界
に

ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。

私
自
身
、
今
た
だ
ち
に
で
も
平
和
運
動
展
開
を
開
始
し
た

い
気
持
で
い
っ
ぱ

い
で
す
が
、
世
の

一
般

の
、
家
庭
と
い
う

″
し
が
ら
み
″
か
ら
、
す
ぐ
に
脱
脚
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
の
家
族
ら
が
、
生
活

に
事
欠
か
ぬ
状
態
に
お
け
る

よ
う
に
す
る
ま
で
は
、
平
和
運
動
に
没
頭
で
き
ぬ
こ
と
は
大

変
心
残
り
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
心
の
中
は
、
Ｇ
Ｏ
の
遺
志
を

つ
い
で
、
こ
の
世

界
に
恒
久
平
和
を
実
現
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
気
持
で
い

っ
ぱ

い
で
す
。

Ｐ
Ｕ
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、

た
だ
ち
に
平
和
運
動
を
開
始
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
人
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
好
機
到
来
す
れ
ば
、
い
つ
か
キ

ッ
ト
、

平
和
運
動
を
や
る
と
い
う
気
概
を
抱

い
て
、
そ
れ
ま
で
は
、

や
む
を
え
ず
、
心
な
く
も
病
気
治
し
を
し
て
ゆ
く
―
―
と
い

う
の
で
な
か

っ
た
ら
、
真
に
Ｇ
Ｏ
の
メ
ガ
ネ
に
か
な

っ
た
Ｐ

Ｕ
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
言
え
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
病
気

治
し
に
あ
た

っ
て
は
、
自
分
の
独
り
合
点
で
な
く
、
た
だ
、

あ
く
ま
で
、
広
く
世
界
に
対
す
る

「
Ｐ
Ｕ
の
証
明
」
の
た
め

に
為
す
の
で
あ
る
、
と
い
う
自
党
と
見
識
を
も

っ
て
行
な
う

こ
と
が
、
最
も
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
が
夢
に
ま
で
え
が

い
た
、
世
界
の
恒
久
平
和
実
現
の

日
が
、　
一
日
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｕ
の
同
志
の
皆
様
方

と
と
も
に
、
相
た
ず
さ
え
て
努
力
し
て
ゆ
こ
う
で
は
ぁ
り
ま

せ
ん
か
？

同
志
の
皆
様
方
の
ご
健
間
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

Ｐ
Ｕ
と
平
和
な
世
界
の
た
め
に
乾
盃
″

●
高
瀬
公
洋
先
生
に
は
、
４
月
ま
た
は
５
月
中
に
、
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
本
部
へ
講
演
お
よ
び
懇
談
会
の
た
め
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
後
報
。

●
米
国
ボ
ス
ト
ン
の
久
司
道
夫
、
偕
代
夫
妻
、
ウ
イ
リ
ア
ム

・
ダ
フ
テ
ィ
、
グ

ロ
リ
ア

・
ス
ワ
ン
ソ
ン
夫
妻
は
、
５
月
１２

日
１
２８
日
、
来
日
の
予
定
で
す
。
初
め
の
５
日
間
、
東
京
で

セ
ミ
ナ
ー
、
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
後
報
。

他
の
日
は
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

▲ 折りたたみのイス、1台800円

でお分けします′

ただし取りに来てください。

(日 本CI協会)
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8大 原 理
学

変

の

革 (2)

―― いわゆる千島学説の原理とその応用一―

医博 千 島 喜 久 男

生 命 と 医

■
‐２
月
号
よ
り
つ
づ
く

〔第
２
原
理
〕

血
球
の
可
逆
的
分
化
説
と
そ
の
応
用

Ａ
　
血
球
の
可
逆
的
分
化
説
の
概
要

健
康
で
栄
養
の
良
い
時
に
は
、
赤
血
球
か
ら
生
殖
細
胞
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
体
の
細
胞
や
組
織
へ
分
化
す
る
こ
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
栄
養
不
良
、
絶
食
、
病
気
、
大
量

の
失
血
後
、
発
生
時
な
ど
に
は
、
す
べ
て
の
組
織
や
細
胞
ま

た
は
卵
黄
な
ど
か
ら
、
血
球
へ
逆
も
ど
り

（逆
分
化
）す
る
ｏ

こ
れ
を
表
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

（下
写
真
お
よ

び
次
ペ
ー
ジ
右
上
写
真
参
照
）

①
・　
栄
養
良
好
な
時
…
…
血
球
↓
す
べ
て
の
細
胞
や
組
織

②
一　
栄
養
欠
乏
の
時
…
…
血
球
↑
す
べ
て
の
細
胞
や
組
織

③
・　
健
康
な
メ
ス
ま
た
は
女
性
…
…
血
球
↓
卵
細
胞
お
よ

び
卵
黄
球

胚
子
の
発
生
時
…
…
血
球
と
間
葉
細
胞
↑
卵
細
胞
お

よ
び
卯
黄
球

④
一　
病
的
状
態
…
…
血
球
↓
ガ
ン
細
胞
、
炎
症
部
の
諸
細

胞
、
創
傷
の
治
癒
組
織
、
そ
の
他
の
病
的
組
織
、
再
生

組
織断
食
、
半
飢
餓
、
病
気
回
復
期
、
大
量
失
血
後
…
…

血
球
↑
同
右
の
ほ
か
、
脂
肪
、
筋
肉
、
骨
髄
そ
の
他
の

健
康
組
織
細
胞

上
述

の
第
２
原
理
は
、
従
来
、
学
界
で
は
ま

っ
た
く
知
ら

れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

(■絶食によって骨組織から血球ヘ
の逆分化 (9日 間絶食させたニヮ

トリヒナの股骨骨髄)。 栄養の良

いときは血球および血液から軟骨

組織→硬骨組織へと変わるが、絶

食すると、その逆に分化する。硬

骨中のハーベル氏管 (こ れは始め

の間は血液の通路)が絶食によっ
て著しく拡大し、骨組織は軟骨組

織に変わり、さらに骨髄組織に変

わり、さらに血球へ逆分化する。

骨髄は薄い骨稜によって囲まれ、

骨は多孔性となり、もろくなる。
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今
後
、
健
康
の
保
持
、
増
進
、
病
気
の
予
防
お
よ
び
治
療
に

際
し
、次
に
述
べ
る
よ
う
な
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
。

（文
献

②
７
①
）

Ｂ
　
血
球
の
可
逆
的
分
化
説
の

実
際
的
応
用
面

（
１
）
断
食
療
法
、
減
食
療
法
お
よ
び
若
返
り
法
と
し
て
の

応
用

私
の
新
血
液
理
論
に
よ
れ
ば
、
脂
肪
は
、
余

っ
た
栄
養
分

（過
剰
赤
血
球
）
が
脂
肪
変
性
し
て
、
カ
ロ
リ
ー
の
高

い
脂

肪
と
し
て
菩
積
さ
れ
た
も
の
で
、
従
来
考
え
ら
れ
た
よ
う
な

特
殊
な
脂
肪
細
胞
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
分
裂
増
殖
し
た
も
の

で
は
な
く
、
赤
血
球
の
変
化
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｆ
Ｄ

現
象

（赤
血
球
が
集
ま
り
、
溶
け
合

い
、
変
化
）
の
結
果
（図

Ю
）
で
あ
る
か
ら
、
断
食
そ
の
他
に
よ

っ
て
栄
養
不
足
の
場

合
は
、
ま
ず
脂
肪
か
ら
逆
分
化
を
始
め
、
逐
次
、
各
種
組
織

や
細
胞
が
血
球
へ
逆
も
ど
り
す
る
こ
と
は
、
私
が
岐
大
当
時
、

十
年
あ
ま
り
に
わ
た

っ
て
動
物
の
絶
食
実
験
で
確
か
め
得
た

こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
断
食
、
そ
の
他
栄
養
不
足
の
場
合
、

体
が
や
せ
る
の
は
、
脂
肪
や
筋
肉
が
分
解
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
も

一
部
は
あ
る
が
、
血
球

へ
の
逆
分
化

が
―‐
要
な
原
因
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
骨
髄
脂
肪

（黄
色
骨

髄
）
や
卯
黄
球
の
多
い
鳥
類
や
両
棲
類
の
卵
巣
で
特
に
明
瞭

に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
断
食
や
減
食
は
、
体
内
に
蓄
積
し
て
い
る
過

剰
栄
養
分
や
有
害
老
廃
物
を
体
外

へ
排
出
し
、
ま
た
組
織
を

血
球

へ
逆
分
化
し
て
若
返
ら
せ
る
か
ら
、
体
の
組
織
や
細
胞

を

一
新
し
若
返
り
に
役
立

つ
わ
け
で
あ
る
。
ク
ラ
ゲ
の
逆
成

長
ε
出
８
二
こ
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
あ
る
。
ク
ラ
グ
を
食
物

の
な
い
海
水
中
に
お
け
ば
、
次
第
に
そ
の
触
手
が
な
く
な
り
、

1́ 絶食によって脳細胞が赤血球へ逆分化する様相 (5
週間絶食 したカエルの脳の一部)。明るい細胞質 (こ れ

|ま リポイドの多いことを示す)と 濃染する丸い核をも
った脳細胞が、長い絶食によって赤染する細胞質をも

った赤血球へ逆分化する。各種の移行段階が見える。

グヽ  赤血球の腐敗による細胞内にバクテリアが自然発生
する状態。写真の中央に2個、下方に 1個の赤血球が
あり、内部に細菌の原基ともいうべき液胞顆粒が多数

出現 している。下方のものはすでに細菌に変わりつつ

ある。 (材料′/カ エルの血球 )

1 同上。数個の赤血球塊の腐敗によって多数の細菌が
その内部に自然発生 している。これは外部から細菌が

血球内部へ侵入して、分裂 して生じたものでないこと

は、注意深く連続観察をして確認することができた。
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体
も
萎
縮
し
て
、

つ
い
に
は
比
較
的
少
数
の
細
胞
の
塊
り
、

す
な
わ
ち
発
生
の
初
期
へ
逆
も
ど
り
す
る
が
、
こ
れ
に
食
物

を
与
え
る
と
再
び
成
長
し
て
元
に
戻
る
と
い
う
生
物
学
的
実

験
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
ネ
ズ
ミ
に
つ
い
て
減
食
さ

せ
た
も
の
と
、
飽
食
美
食
さ
せ
た
も
の
と
を
比
較
研
究
し
た

〓
８
バ
Ｑ
教
授
の
実
験
で
は
、
減
食
し
た
も
の
が
飽
食
し
た

も
の
よ
り
２
倍
以
上
長
生
き
し
た
実
例
が
あ
る
。

多
く
の
病
気
は
、
美
食
、大
食
が
原
因
で
あ
る
の
に
反
し
、

断
食
、
半
断
食
、
減
食

（
す
な
わ
ち
断
食
の
な
し
く
ず
し
）

が
、
心
身
の
健
康
、
美
容
、
自
然
良
能
を
助
け
る
事
実
は
、

血
球
の
逆
分
化
説
に
よ

っ
て
説
明
が
で
き
る

（文
献
⑩

署
・

８
Ψ
お
じ
。
″肥
る
こ
と
は
年
よ
る
こ
と
だ
魚
岸
お
Ｐ

ご
一
み

けｏ
明
´
２
一
）と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
肥
満
は
心
臓
や

血
管

系
の
障
害
か
ら
高
血
圧
、
脳
出
血
、
短
命
を
と
も
な
い

や
す

い
。
〔第
３
原
理
〕

Ａ
　
バ

ク
テ
リ

ア
や

ウ
イ

ル
ス
は

自
然

に
発
生
す

る

（
生

命

の

自

然

発

生

説

）

″今
日
の
地
球
上
で
は
、
た
と
え

一
匹
の
バ
ク
テ
リ
ア
と
い

え
ど
も
、
規
細
菌
な
い
し
は
芽
胞
な
し
で
は
発
生
し
な
い
″

と
い
う
の
が
現
代
科
学
の
定
説
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
承
知
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
八
五
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ

バ
ク
テ
リ
ア
の
自
然
発
生
説
と

米
国
で
は
、
肥

っ
た
婦
人
が
、
や
せ
薬
を
飲
ん
で
ス
タ
イ

ル
を
よ
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
を
専
門
に
す

る
ご
一
３
０
ざ
「
が
繁
盛
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
や
せ
薬

を
運
用
し
て
心
臓

マ
ヒ
を
お
こ
し
て
死
亡
す
る
も
の
も
少
な

く
な

い
と
い
う
。
食
事
の
３
Ｓ
主
義
と
、
運
動
の
励
行
こ
そ

肥
満
防
止
の
原
則
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
ガ
ン
、
肝
炎
、
化
膿
性
疾
患
そ
の
他
の
炎
症
の
予
防

こ
れ
に
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
物
の
減
食

（時
に
断

食
）
を
適
切
に
お
こ
な
え
ば
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
血
球
の

可
逆
的
分
化
の
原
理
に

一
致
す
る
。
こ
の
点
、
従
来
の
試
験

管
的
栄
養
学
を
う
の
み
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

（文
献
④
ｌ

①
）な
お
、
ガ
ン
細
胞
と
血
球
と
の
関
係
は
、
重
要
で
あ
る
の

で
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た

い
。

そ
の
応
用
面

デ
ミ
ー
の
公
開
討
論
会
で
パ
ス
ツ
ー
ル
が
プ
ー
シ
ェ
教
授
の

説
を
打
倒
し
て
以
来
、
百
十
年
後
の
今
日
ま
で
医
学
、
生
物

学
の
鉄
則
と
な

っ
て
い
る
。

『生
命
の
起
原
』
で
有
名
な
オ

パ
ー
リ
ン
さ
え
、
こ
の
説
の
信
奉
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
私

は

一
九
五
四
年
に
初
め
て
パ
ス
ツ
ー
ル
以
来
の
定
説
に
反
す

る
事
実
を
見
出
し
た

（文
献
⑮
ｌ
⑩
）。
私
は
赤
血
球
の
腐
敗

過
程
を
研
究
中
、
赤
血
球
内
部
へ
外
か
ら
細
菌
や
芽
胞
が
侵

入
し
な
い
の
に
細
胞
内
に
細
菌
が
発
生
す
る
事
実
を
確
認
し

郵

10

111そ

`:77''

鰤
卿
２３４
・６

８

ｆ

ｍ

翻

Ｆ

一

５

図8 血球の腐敗によるパクテリアの自然発生模式図
(説明)1～ 6は血液中に浮遊するミクロン (蛋白質小塊)か らバクテリアヘの移行過程。
7～■は有核赤血球中に最初に顆粒 (ま たは液月包)が現われ(7ヽ 次第に8-9の順に核酸

(DNA)を 合成して、球菌から梓菌が自然に発生して、外がわのものから離れて泳ぎ去る。

10～11は、小型の自血球力〕腐敗してバクテリアを発生する様相を示す。(千島原図 )
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た
。
こ
れ
は
従
来
、
ま

っ
た
く
気
づ
か
れ
な
か

っ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
理
論
的
に
も
、
応
用
的
に
も
、
生
科

学
界
の
根
本
問
題
で
あ
る
。

そ
の
後
、
私
は
岐
大
に
お
い
て
共
同
研
究
者
と
と
も
に
、

血
液
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
牛
乳
、
大
豆
な
ど
を
材
料
と
し
て
無

菌
状
態
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
基
質
を
母
体
と
し
て
、
腐
敗

菌
、
バ
レ
イ
シ
ョ
菌
、
乳
酸
菌
、
納
豆
菌
が
自
然
発
生
す
る

こ
と
を
知

っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
い
報
告
や
、
オ

パ
ー
リ
ン
と
私
と
の
論
争
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
文

（文
献

⑮
ｌ
⑩
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Ｂ
　
バ
ク
テ
リ
ア
や
ウ
イ
ル
ス
の

自
然
発
生
説
の
応
用
面

（１
）
伝
染
病
と
流
行
病
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い

従
来
、
伝
染
病
は
外
部
か
ら
病
原
菌
が
体
内
に
侵
入
し
て

お
こ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
な
る
ほ
ど
抵
抗

（活
力
）
の

減
退
し
た
身
体
に
病
原
体
が
侵
入
し
て
伝
染
病
を
発
生
す
る

こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
完
全
な
健

康
体
で
は
、た
と
え
、病
原
菌
が
消
化
器
へ
侵
入
し
て
も
胃
液

中
の
塩
酸
で
殺
菌
さ
れ
る
。
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
が
コ
レ

ラ
菌
を
飲
ん
で
も
罹
病
し
な
か
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

皮
膚
、
気
道
そ
の
他
か
ら
の
侵
入
に
対
し
て
も
、
健
康
体

の
血
液
、
体
液
、
細
胞
な
ど
は
防
腐
作
用
を
も
っ
て
い
る
の

で
発
病
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
血
液
を
は

じ
め
、
体
全
体
の
生
活
力
が
衰
え
、
病
的
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
病
原
菌
が
外
部
か
ら
侵
入
し
な
く
と
も
、
生
体
内
で
、

病
原
菌
が
病
的
組
織
を
母
体
と
し
て
発
生
で
き
る

（図
８
）。

ま
た
非
病
原
性
菌
が
毒
性
を
も
つ
病
原
菌
へ
転
化
す
る
可

能
性
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
血
球
の
腐
敗
に
よ
っ
て
血
球
腐

敗
菌
を
自
然
発
生
し
、
バ
レ
イ
シ
ョ
澱
粉
を
母
体
と
し
て
バ

レ
イ
シ
ョ
菌
が
、
牛
乳
を
母
体
と
し
て
乳
酸
菌
が
、
大
豆
澱

粉
を
母
体
と
し
て
納
豆
菌
が
そ
れ
ぞ
れ
自
然
発
生
す
る
事
実

を
、
私
は
岐
大
当
時
、
協
同
研
究
者
た
ち
と
確
か
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
腸
内
容
物
は
体
の
組
織
の
生

命
力
が
衰
退
す
れ
ば
、
そ
れ
を
母
体

（培
養
基
）
と
し
た
、

そ
れ
ぞ
れ
特
有
な
腐
敗
菌
、
病
原
菌
が
自
然
発
生
す
る
こ
と

は
当
然
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ナ
の
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症

に
つ
い
て
、
私
は
そ
れ
を
確
か
め
た
こ
と
も
あ
る
。

（文
献

⑮
ｌ
⑩
）伝

染
病
と
流
行
病
の
混
同

現
代
医
学
で
は
、
夏
季
に
赤
痢
や
疫
痢
が
或
る
地
域
に
多

発
す
る
こ
と
や
、
非
伝
染
性
の
日
射
病
や
熱
射
病
が
夏
に
多

発
す
る
こ
と
も
、
共
に
流
行

↑
ｏ
一辟
ユ
こ
と
呼
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
伝
染
病
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
生
体
の

内
外
環
境
が
悪

い
場
合
に
は
、
伝
染
で
は
な
し
に
流
行
す
る

こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
、
た
と
え
そ
れ
が
伝
染
病
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
実
際
は
気
候
や
生
活
条
件
の
不

備
か
ら
お
こ
っ
た
流
行
病
で
あ
る
と
見
て
よ
い
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
考
え
る
と
、
伝
染
病
と
流
行
病
は
従

来
、
混
同
さ
れ
、
伝
染
病
と
い
う
こ
と
が
過
大
評
価
さ
れ
て

い
る
傾
向
が
強
い
。

生
体
内
で
非
病
原
菌
が
病
原
菌
に
転
化
す
る
ら
し
い
と
い

う
見
解
は
、
細
菌
学
者
で
有
名
な
デ
ュ
ボ
ス
が
、
そ
の
著
書

の
中
で
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
人
間
の
赤
痢
や
疫
痢
に
つ
い
て
私

は
、
夜
間
の
寝
冷
え

（腹
部
か
ら
下
半
身
）
が
、
最
も
重
要

な
発
病
原
因
と
考
え
て
い
る
。
こ
と
に
、
小
児
の
疫
痢
は
、

親
の
不
注
意
に
よ
る
数
日
間
の
寝
冷
え
に
よ
る
自
律
神
経
系

の
失
調
に
よ
る
腸
カ
タ
ー
ル
が
主
要
因
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

感
染
の
経
路
を
探
す
こ
と
な
ど
よ
り
、
腹
巻
き
そ
の
他
で
寝

冷
え
を
防
止
す
る
こ
と
が
疫
痢
予
防
の
第

一
条
件
と
考
え
て

よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
食
物
に
つ
い
て
の
注
意
や
、
強
烈
な
太

陽
光
線
の
直
射
か
ら
子
ど
も
を
守
る
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る

が
…
…
。
腸
内
で
病
原
菌
が
自
然
発
生
し
た
り
、
非
病
原
菌

か
ら
病
原
菌
へ
の
転
化
が
、
消
化
管
内
容
物
の
異
状
発
酵
に

よ

っ
て
お
こ
る
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
、
細
菌
性
消
化
器
伝

染
病
の
対
策
は
、
今
後
こ
の
原
理
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
も
の
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
レ
ー
リ
ー
現

象
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。

（２
）
レ
‥
リ
ー

（”
＆
】し

現
象

フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
レ
ー
リ
ー
は
、
肺
に
分
布
し
て
い
る

自
律
神
経
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
は
さ
み
物
理
的
に
刺
激
し
た
り
、

結
核
菌
毒
素
を
塗

っ
て
化
学
的
に
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

結
核
菌
な
し
に
肺
に
粟
粒
結
核
病
巣
を
発
生
さ
せ
た
り
、
ま

た
、
腸
に
分
布
す
る
自
律
神
経
を
同
時
に
物
理
的
、
化
学
的

に
刺
激
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、赤
痢
菌
や
チ
フ
ス
菌
な
し
に
、

腸
に
赤
痢
や
、
腸
チ
フ
ス
の
病
変
を
お
こ
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
、
こ
れ
を
自
律
神
経
過
剰
刺
激
病
理
説
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
従
来
の
病
理
学
、
細
菌
学
に
対
す
る
革
命
的
新

説
で
あ
る
が
、
私
は
、
理
論
的
に
こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で

あ
る
。
彼
は
こ
の
場
合
、
腸
ま
た
は
肺
の
内
部
の
病
巣
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
原
菌
が
全
く
存
在
し
な
か

っ
た
か
ど
う
か
明

記
し
て
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
自
律
神
経
系
失
調
に
よ

っ
て
、

そ
れ
ら
の
部
に
血
液
の
集
中

（充
血
、
炎
症
）
を
お
こ
し
た

こ
と
は
、
ま
ず
間
違

い
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
血
球
は
腐
敗
崩

壊
す
れ
ば
、
そ
れ
を
母
体
と
し
て
病
原
菌
発
生
の
可
能
性
は

大
き
い
。

疾
病
感
染
や
病
原
菌
の
進
化
や
転
化
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
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拙
著

（文
献
①

３
に
Ｒ
‐
８
９
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（３
）
化
膿
や
敗
血
症
は
細
菌
の
自
然
発
生
で
説
明
で
き
る

外
部
へ
開
日
し
、
ま
た
は
し
な

い
細
菌
性
化
膿
病
巣
で
は
、

膿
球
の
内
部
に
は
化
膿
菌
が
充
満
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
菌

は
、
従
来
の
病
理
学
で
は
、
外
部
か
ら
来
た
菌
が
、
自
血
球

内

へ
侵
入
し
、
内
部
で
分
裂
増
殖
し
た
も
の
、
ま
た
は
白
血

球
が
食
菌
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
、
生
体
で
実
証
し
た
学
者
は
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
で
き
な

い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
細

胞
が
死
滅
崩
壊
す
る
際
は
、
外
部
か
ら
細
菌
が
侵
入
し
な
く

と
も
、
細
胞
の
原
形
質
が
変
質
し
て
、
そ
の
細
胞
、
そ
の
生

物
固
有
の
腐
敗
菌
が
自
然
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。

″膿
球
は
細
菌
と
戦

っ
て
負
け
た
白
血
球
の
残
骸
だ
″
と
い

う
説
は
、
多
分
に
想
像
的
お
と
ぎ
話
的
で
あ
る
。

細
胞
の
死
は
バ
ク
テ
リ
ア
に
解
体
し
、
バ
ク
テ
リ
ア
の
死

は
ウ
イ
ル
ス
（ま
た
は
バ
ク
テ
リ
オ
フ
ァ
ー
ジ
）
に
解
体
し
、

ウ
イ
ル
ス
は
分
子
へ
解
体
す
る
。
こ
れ
は
生
体
の
病
的
解
体

す
な
わ
ち
死
へ
の
過
程
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
逆
Ａ
Ｆ
Ｄ
過

程
と
呼
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
進
化
発
展
の
過
程

（
Ａ
Ｆ
Ｄ
過
程
…
…
集
合

＞
田
う
品
，
一０
一、
融
合

『
‘
∽
一９
、

分
化
発
展
）
「お

９ヽ
一可
一９

の
頭
文
字
を
と

っ
た
も
の
）
の

逆
だ
か
ら
で
あ
る
。
今
後
も
、
病
理
学
や
細
菌
学
の
研
究
者

が
、
こ
の
説
を
率
直
に
承
認
せ
ず
、
依
然
と
し
て
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
の
分
裂
に
よ
る
増
殖
説

一
辺
倒
説
を
固
執
す
る
な
ら
、

そ
の
理
論
も
伝
染
病
対
策
も
自
己
矛
盾
に
よ

っ
て
行
き
づ
ま

る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
学
界
が
そ
れ
に
気
づ
く
前
に
、
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
原
理
を
、
病
気
の
予
防
、
治
療
の
実
際
に
生

か
す
の
が
賢
明
な
策
で
あ
ろ
う
。
（文
献
⑩
も
や
８
Ｙ
〓
３

（４
）
ウ
イ
ル
ス
の
自
然
発
生
説
と
そ
の
予
防

近
頃
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
流
感
ウ
イ
ル
ス
、
ガ
ン
ウ
イ

ル
ス
、
小
児

マ
ヒ
ウ
イ
ル
ス
、
ス
モ
ン
病
ウ
イ
ル
ス
説
等
々
、

原
因
不
明
の
難
病
、
奇
病
を
ウ
イ
ル
ス
説
で
片
づ
け
よ
う
と

す
る
傾
向
が
見
え
る
。
元
来
、
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
は
感
染
に

よ

っ
て
発
生
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
伝
染
病

で
も
な

い
も
の
が
伝
染
病
と
同
類
と
さ
れ
る
矛
盾
も
あ
る
。

理
論
生
医
学
的
に
観
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
は
細
胞
原
形
質
を

構
成
し
て
い
る
蛋
白
質
の
巨
大
分
子
（ｏ
一ｏ
日
８
Ｓ
ａ

ｇ
ξ
）が

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
合
成
し
て
、
病
原
性
を
帯
び
、
細
胞
を
分
解
、
解

体
す
る
逆
Ａ
Ｆ
Ｄ
過
程
、
す
な
わ
ち
後
ろ
向
き
の
進
化
の
産

物
で
あ
る
。
細
菌
が
解
体
し
て
バ
ク
テ
リ
オ
フ
ァ
ー
ジ
に
な

る
の
も
、
細
胞
が
ウ
イ
ル
ス
に
解
体
す
る
の
も
、
ウ
イ
ル
ス

が
、
細
胞
や
バ
ク
テ
リ
ア
の
内
部
へ
侵
入
し
、
内
部
で
分
裂

増
殖
し
た
も
の
だ
と
い
う
証
拠
は
な

い
。
こ
れ
を
実
証
し
た

ウ
イ
ル
ス
学
者
も
い
な

い
。
反
対
に
血
液
、
体
液
な
ど
の
細

胞
環
境
が
病
的
に
な
る
と
、
連
鎖
反
応
的
に
細
胞
原
形
質
が

ウ
イ
ル
ス
に
変
化
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
疑
間
の
余
地
は

な

い
。
ウ
イ
ル
ス
は
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
の
原
因
で
は
な
く
、

む
し
ろ
結
果
で
あ
る
。
だ
か
ら
従
来
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
感

染
説
を
主
体
と
す
る
病
理
学
説
は
根
本
的
に
再
検
討
さ
れ
な

い
限
り
、
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患

の
対
策
は
次
々
と
矛
盾
を
来
た

す
に
ち
が
い
な
い
。

ウ
イ
ル
ス
は
全
身

の
生
命
力

（
生
理
的
機
能
）
の
低
下
に

よ

っ
て
細
胞
が
死
滅
、
崩
壊
に
向
か
う
時
、
細
胞
自
体
が
変

化
し
て
自
然
発
生
的
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
生
体
の

健
康
増
進
の
た
め
の
諸
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
予
防
、

治
療
の
眼
目
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
文
献
①
マ
⑩
ヽ

（５
）
無
菌
飼
育
は
不
自
然
で
あ
る

細
胞
が
地
球
上
に
最
初
に
現
わ
れ
た
の
は
、
バ
ク
テ
リ
ア

の
集
合
、
融
合
、
分
化

（
Ａ
Ｆ
Ｄ
過
程
）
に
よ

っ
た
も
の
だ

と
考
え
る
べ
き
証
拠
は
多

い
。
す
な
わ
ち
、
生
体
の
細
胞
は

病
気
そ
の
他
に
よ

っ
て
死
滅
す
る
と
き
、
そ
れ
は
ふ
た
た
び
、

バ
ク
テ
リ
ア
ヘ
回
帰
し
、
さ
ら
に
は
前
述
の
よ
う
に
ウ
イ
ル

ス
な

い
し
は
リ
ケ
ッ
チ
ア
、
さ
ら
に
は
分
子
へ
と
解
体
す
る

が
、
健
康
体
で
は
、
現
代
で
も
、
人
間
は
最
下
等
の
微
生
物

（主
と
し
て
腸
内
菌
）
と
の
共
生
３
ヽ
３
げ
】９
】∽
）に
よ

っ
て
栄

養
と
健
康
を
保

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ロ
ア
リ
そ
の
他
の

昆
虫
で
は
、
腸
内
微
生
物
な
し
で
は

一
日
で
も
生
き
て
は
行

か
れ
な
い
。
共
生
微
生
物
に
よ

っ
て
本
質
の
セ
ル
ロ
ー
ズ
が

消
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
近
頃
、
大
学
の
研
究

室
な
ど
で
、
無
菌
飼
育
の
研
究
が
盛
ん
で
、
昨
年
は
日
本
で

も
そ
の
国
際
学
会
が
開
催
さ
れ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
モ
ル
モ

ッ
ト
、
そ
の
他
の
実
験
動
物
を
空
気
も
水
も
食
物
そ
の
他
も

消
毒
し
て
、
無
菌
的
に
飼
育
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
人
間
の
健

康
、
長
寿
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
の
が
目
的
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
、
下
等
動
物
は
も
ち
ろ
ん
、
高
等
動
物
や
人
間
は

す
べ
て
腸
内
の
共
生
菌
を
も

っ
て
い
て
、
そ
れ
が
、
生
命
維

持
の
た
め
に
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
腸

内
の
す
べ
て
の
細
菌
を
絶
滅
さ
せ
た
ら
生
き
て
行
か
れ
な

い

の
が
当
然
で
あ
る
。

モ
ル
モ
ッ
ト
で
も
無
菌
飼
育
の
初
め
頃
は
百
１
百
五
十
日

も
生
き
れ
ば
よ
い
方
で
あ

っ
た
が
、
近
頃
は
も
う
少
し
長
く

無
菌
的
飼
育
が
可
能
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
私
の
理
論
か

ら
す
れ
ば
、
た
と
え
無
菌
的
な
空
気
、
水
、
食
物
で
飼
育
し

て
も
、
健
康
体
な
ら
腸
内
で
、
共
生
細
菌
が
自
然
発
生
す
る

は
ず
で
あ
り
、
も
し
発
生
し
な
け
れ
ば
健
康
は
維
持
で
き
な

い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
無
菌
飼
育
の
権
威
、

名
大
宮
川
教
授
の
研
究
室
を
訪
ね
た
時
の
模
様
や
私
見

（文
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献
⑩

３
・
８
Ｈ
ふ
喝
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

無
菌
的
に
飼
育
し
た
動
物
は
、
細
菌
に
対
す
る
抵
抗
性
が

な
い
か
ら
、
普
通
の
大
腸
菌
に
よ

っ
て
も
、
は
げ
し
い
病
的

変
状
を
お
こ
す
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
人
間
で
も
動
物
で

も
無
菌
的
な
生
活
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
病
原
性
菌
を
排
除
し
、
有
用
な
共
生
菌
と
共
生
す
る
方

法
、
す
な
わ
ち
、
牛
乳
、
乳
糖
そ
の
他
の
正
食
に
よ

っ
て
腸

内
で
乳
酸
菌
を
増
殖
さ
せ
、
腐
敗
菌
の
発
生
を
お
さ
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
病
原
菌
を
恐
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

積
極
的
に
そ
れ
に
対
抗
す
る
乳
酸
菌
を
腸
内
で
増
殖
さ
せ
て

抵
抗
力
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。敵
は
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

内
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（６
）
結
核
、
粛

（ラ
イ
）
、
了
フ
リ
ア

こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
原
体
が
侵
入
し
な
け

れ
ば
発
生
し
な
い
と
い
う
の
が
今
日
の
定
説
で
あ
る
。
な
る

ほ
ど
、
抵
抗
力
の
衰
え
た
人
体
に
、
こ
れ
ら
の
病
原
体
が
侵

入
す
れ
ば
発
病
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
否
定
で
き
な

い
。

し

か
し
、
こ
れ
ら
の
病
原
体

（細
菌
ま
た
は
原
虫
）
が
細
胞
内

へ
侵
入
し
て
、
そ
の
内
部
で
分
裂
増
殖
し
て
起
こ
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
は
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。
私
の
自
然
発
生
説
か

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
病
原
体
の
分
泌
す
る
毒
性
に
接
し
、

活
力
の
低
下
し
た
細
胞
原
形
質
が
連
鎖
反
応
に
よ

っ
て
病
原

体
へ
変
化
、
解
体
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
心
身
の

健
康
な
人
は
毎
日
、
結
核
菌
に
接
し
、
ま
た
結
核
患
者
と
同

居
し
て
も
感
染
し
な
い
の
が
事
実
で
あ
る
。
ラ
イ
菌
に
侵
さ

れ
た
細
胞
は
、
タ
バ

コ
ケ
ー
ス
に
巻
き
タ
バ

コ
を

一
杯
に
つ

め
こ
ま
れ
た
よ
う
に
充
満
し
て
い
る
。

了
フ
リ
ア
原
虫
に
侵

さ
れ
た
赤
血
球
内

に
は
、
こ
の
原
虫
が
放
射
状
に
充
満
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
菌
ま
た
は
原
虫
が
、
外
か
ら
細

胞
内
に
侵
入
し
、
中
で
分
裂
増
殖
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
学
者
は
恐
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。
私
は

一
、
二
の
専

門
研
究
者
に
尋
ね
た
が
、
や
は
り
確
認
し
て
は
い
な
か

っ
た
。

た
だ
既
成
説
を
信
じ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

血
液
、
体
液
、
さ
ら
に
は
細
胞
や
組
織
が
病
的
に
な
る
と
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
的
な
細
胞
環
境

（ユ
Ｆ
し

に
侵
さ
れ
た
細
胞

は
、
朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
と
い
う
こ
と
わ
ぎ
の
よ
う
に
、

連
鎖
反
応
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
原
体
に
解
体
す
る
か
ら
で

あ
る
。
進
化
論
的
に
観
れ
ば
、
原
始
人
に
は
今
日
ほ
ど
多
種

類
の
病
原
体
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
明
の

進
歩
と
共
に
、
以
前
に
は
存
在
し
な
か

っ
た
病
原
菌
や
ウ
イ

ル
ス
性
の
奇
病
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味

す
る
か
。
病
原
体
自
然
発
生
説
か
ら
観
れ
ば
、
文
明
と
共
に

環
境
は
悪
化
す
る

一
方
で
あ
り
、
人
間
の
心
身
は
物
理
、
化

学
的
有
害
物
質
に
さ
ら
さ
れ
、
対
社
会
、
対
人
関
係
の
複
雑

化
と
共
に
、
自
律
神
経
系
の
失
調
も
増
加
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
う
し
た
外
部
環
境
と
内
部
環
境
と
の
悪
化
、
不
自
然

化
は
健
康
阻
害
、
す
な
わ
ち
逆
Ａ
Ｆ
Ｄ
過
程
へ
拍
車
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
。
生
体
の
退
化
、
分
解
、
死
へ
の
過
程
は
、

ま
ず
抵
抗
性
の
最
も
弱
い
部
分
の
細
胞
や
組
織
の
崩
壊
に
始

ま
る
。
そ
の
際
、
現
わ
れ
る
病
原
体
は
、
人
種
、
個
体
、
地

域
別
、
季
節
、
気
候
、
年
齢
、
性
、
食
物
、
■
壌
、
水
、
空

気
、
光
、
温
度
、
湿
度
、
等
々
す
べ
て
の
内
外
環
境
条
件
の

相
違
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
異
性
を
も

っ
た
病
原
体
が
現

わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
結
核
、
ラ
イ
、
マ
ラ
リ
ア
に
か
ぎ
ら

ず
ウ
イ
ル
ス
性
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
性
病
原
体
は
さ
ら
に
新
し
く

発
生
す
る
に
ち
が

い
な
い
。
そ
こ
に
私
の
自
然
発
生
原
理
の

応
用
の
必
要
性
が
起
こ
る
わ
け
で
あ
る

（文
献
⑩
）。

（７
）
食
物
防
腐
保
存
と
細
菌
の
自
然
発
生
説

腐
敗
菌
が
自
然
発
生
す
る
た
め
に
は
、
適
当
な
温
度
、
水

分
、
空
気
お
よ
び
有
機
物

（栄
養
素
）
の
四
大
条
件
が
そ
ろ

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
パ
ス
ツ
ー
ル
の
実
験
の
よ
う
に
、
か

ん
づ
め
や
フ
ラ
ス
コ
内
で
空
気
を
遮
断
し
、　
一
人
○
度
Ｃ
の

高
温
で
綿
栓
が
焦
げ
る
ほ
ど
の
熱
処
理
し
て
蛋
自
質
や
栄
養

素
を
熱
変
性
さ
せ
た
り
、
非
常
な
低
温
に
し
た
り
、
乾
燥
し

て
水
分
を
除
去
す
れ
ば
細
菌
は
発
生
し
な
い
か
ら
、
防
腐
、

保
存
の
目
的
は
或
る
程
度
達
成
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
パ

ス
ツ
ー
ル
実
験
は
彼
の
実
験
条
件
の
下
で
は
、
正
し
い
が
、

そ
れ
を
空
気

（
無
菌
の
）
に
触
れ
、
極
端
な
熱
処
理
も
さ
れ

な

い
自
然
条
件
の
下
で
も
、
細
菌
は
自
然
発
生
し
な
い
も
の

だ
と
断
定
し
た
こ
と
は
、
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
行
き
す

ぎ
で
あ
り
、
誤
り
で
あ
る
。
彼
は
、
自
然
と
人
為
的
環
境
と

を
混
同
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
化
学
的
な
防
腐
剤

（時

に
消
毒
剤
）
を
食
品
に
混
入
し
た
り
、
食
品
に
放
射
線
を
照

射
し
て
防
腐
す
る
方
法
ま
で
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
蛋
白
質
や
酵
素
の
機
能
を
破
壊

し
、
生
命
の
発
生
、
生
き
る
力
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
加
工
食
品
の
長
期
に
わ
た
る
食
用
は
、

健
康
を
じ
ょ
じ
ょ
に
む
し
ば
む
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。
食
品
の
防
腐
は
、
細
菌
の
自
然
発
生
の
た
め

の
四
大
条
件
を
人
体
に
有
害
で
な
い
方
法
で
遮
断
し
、
除
去

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（８
）
細
菌
を
恐
れ
る
よ
り
細
菌
を
利
用
し
共
生
す
る
こ
と

細
菌
は
恐
る
べ
き
外
敵
だ
と
い
う
考
え
は
、　
一
般
の
人
々

に
浸
透
し
て
い
る
が
、
有
用
細
菌
や
共
生
菌
が

い
か
に
わ
れ

わ
れ
の
生
活
に
大
き
く
役
立

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
、
あ
ま
り
良
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

た
い
て
い
の
腐
敗
菌
や
病
原
菌
で
さ
え
も
健
康
な
胃
液
で
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殺
菌
で
き
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
恐
れ
る
よ
り
、
人
間
は
腸

内
の
有
用
共
生
菌

（乳
酸
菌
や
大
腸
菌
）
を
牛
乳
や
乳
糖
や

野
菜
の
摂
取
に
よ

っ
て
増
殖
さ
せ
、
血
液
浄
化
に
そ
れ
を
役

立
た
せ
、
常
に
健
全
な
心
身
を
保
持
す
れ
ば
、
外
か
ら
の
感

染
も
、
内
か
ら
の
病
原
体
の
自
然
発
生
も
な

い
。
中
国
人
や

欧
米
人
に
比
べ
て
日
本
人
は
、
細
菌
や
酵
母
に
よ
る
発
酵
食

品
の
利
用
や
工
夫
は
、
ま
だ
足
り
な

い
よ
う
で
あ
る
。
細
菌

く
第
４
原
理
参
考
図

を
敵
視
す
る
代
わ
り
に
、
細
菌
を
利
用
し
、
共
存
共
栄
を
は

か
る
こ
と
は
東
洋
の
和
の
精
神
と
も

一
致
し
、
賢
明
な
策
で

あ
る
。
腸
内
有
用
共
生
菌
で
あ
る
乳
酸
菌
を
腸
内
で
増
殖
さ

せ
る
た
め
に
は
、
牛
乳
や
乳
糖
を
飲
み
、
野
菜
を
と
る
こ
と

で
あ
る
。
乳
糖
に
は
現
代
栄
養
学
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
、

き
わ
め
て
重
要
な
働
き
が
あ
る

（文
献
⑮
ｌ
⑩
）。
（
つ
づ
く
）

蝋 → 誤:~→∬
~→
メ
=細
菌

幸 ―→準―→0~。 間葉性細胞
｀ θ 赤血球

球肪脂
０

。ヽ
、‐‐ノノ̈
／
、

劇

c 瑳町→鍮→鬱 →

b緒→鞣→善→⑬→0千撃巫

d撃鰤→瀑→鴨 篭憂p粘 菌

嗜グ→e傾難→:

〔図10〕

AFD現象 (集合、融合、分化発展)による細菌、血球、細胞、
脂肪などの新生模式図 (千島原図)

a列  有機物から細菌、血球、間葉細胞 (メ センカイム)の新生
b列 細菌集団からアミーバ、ゾーリムシ、コクシジウムのOocystの形成
c列  クロレラ集団から淡水カイメン細胞の新生
d列 粘菌アミーバから粘菌の新生
e列 赤血球 (有核または無核)か ら多核巨大細胞の新生
f列 赤血球から脂肪球の新生

■編集部より/これはあくまでも千島先生の説であつて、日本CI
協会は牛乳を飲むことを勧めておりません。

← 卵黄球から赤血球の細胞新生 (カ エル

幼生、

「

4L当 日の心臓の内部)。約十数個

の赤血球のでき始めのものがある。いず

れも表面から見て20～30個の卵黄球の塊

である。一部のものは核 (ヘマトキシリ

ン染色のDNAを含む)のでき始めも見
られる。数日後にはこれらはすべて完全

な赤malと なる。
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大森英桜先生PU正食医学講習会
① 体 質 と疾 患 別 副 食摂取 法

野菜類、海草類、野草類、球根類、豆類、根菜類、

果物類、飲み もの類等、食生活 に日常密着せ る合計

210種類 に及ぶ副食物を体質、疾患別に応 じての理

想的摂取法 と、その効果作用を懇切に指導する正食

家庭必備の副食宝鑑作成の講習会。

② 公開健康相談 (質疑応答)

③ Pu株式利殖講習会

日時=2月 16日 、17日 、18日
会費=2万円、ただし分害1受講できます。その場合の受講料
は②、③各 3,500円です

PU玄米正食道場
◇

◎短期研修コース

身心改善強化の秘訣を大森英

桜先生講説直伝のPU正食医
学家庭宝鑑の研修と実習で短

日時に修得

◇特別指導
玄米正食を基盤に陰陽の破状

を一者に集約一陰陽病毒素の

解消排毒と体内原 rの転換を

促進速やかに身心を強化する

気の原理法則体演の秘伝の医

方技を伝授する。

◎大森英桜先生個人指導あり(実費を要す )・…別室で大森先生から

1対 1で懇切な指導が受けられる…申込 1月 15日 まで 電話で

日時=入所随意。期間=自 由
会費=5'自 6日間で3万 5千円

輝 く将来…指導者育成

志操堅固な

男女内弟子募集
研心館本部PU正食学園
大阪市阿倍野区西田辺田∫2229(〒 545)電話06・ 691・ 1590

玄米が鉄釜と木の蓋で、圧力
鉄
釜
に

「
木
の
蓋
」
の
天
味
０
は
圧
力
な
し
で
栄
養
価
を
ア

ッ
プ
し
熱
の
状
態
が
最
適
で
玄
米
を
と
て
も
お
い
し
く
炊
き
あ

さ
ら
に
０
の
鉄
分
は
、
ア
ル
ミ
化
時
代
の
今
日
、
貧
血
の
方

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
薬
や
重
金
属
を
心
配
さ
れ
る
方
は
特
に
玄
米
を
め
し
上
り

下
さ

い
。
（桜
木
健
占
苦

「
玄
米
食
の
す
す
め
」
よ
り
）
。
あ
な

た
様
も
こ
の
天
味
金
で
健
康
を
買

っ
て
下
さ
い
。

南
部
製

◎ 15,000円 (1合から7合 まで炊けます)

◎ 13,000円 (1合から3合まで炊けます)

●説明書進呈
●試食会にご招待します。お申込み次第、
日時をお知らせします。

な
し
で
ふ
っ
く
ら
炊
け
る

玄米めしませ運道本部
東 京 都 渋 谷 区 桜 丘 町 4番 24号
電話 (463)2936 振替東京 192655
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婦
人

・
子
供
問
題
分
科
会

壇
上
、
左
か
ら
右
へ
。
久
司
道
夫

⌒米
国
）
、ビ
ル

タ
ラ

⌒英
国
）
、
エ
レ
ー
ヌ
と
マ
テ
オ

・
マ
ガ
リ
ニ

ョ
ス
夫
妻

（フ
ラ
ン
ス
）

第 1回 ヨーロッパ・マクロ

ビオテイック会議開く

■

一
九
七
八
年
十

一
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、

ロ
ン
ド
ン

で
、
第

一
回
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
会
議
が

開
か
れ
た
。

親
愛
な
る
お
友
だ
ち
の
皆
さ
ん
。

私
ど
も
が
準
備
に
た
ず
さ
わ

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
第

一
回

ョ
ー
ロ
ッ
パ

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
会
議
が
、
ロ
ン
ド
ン

に
お
、い
て
、
主
に
北

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
友
人
た
ち
と
の
共
同
に
よ

っ
て
開
か
れ
ま
す
。

会
議
は
、
十

一
月
十
日
に
開
会
し
、
十
四
日
に
閉
会
し
ま

す
。
準
備
委
員
会
は
、
ビ
ル

・
タ
ラ
氏
が
委
員
長
を
勤
め
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
デ
ル
ベ
ル
ト

・
ネ
リ
ッ
セ
ン
氏
、
ベ
ル
ギ
ー

の
マ
ル
ク

・
フ
ァ
ン

・
カ
ウ
エ
ン
ベ
ル
ゲ
氏
ほ
か
の
同
会
議

国
際
顧
間
た
ち
が
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
会
議
に
、
す
べ
て
の
古
参

・
先
輩
の
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
い
て
、
適
切

な
指
導
と
啓
発
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
ク
リ
ム
吉
見
氏
が
幹
事
役
を
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
名
誉
総
裁
は
桜
沢
里
真
先
生
と
な
る

で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
同
先
生
が
実
際
に
出
席
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
、
お
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
お
体
の
調
子
に
よ

っ
て
、
確
実
に
な

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
極
東
な
ど
の
世
界
の
他
の
地
域

か
ら
何
人
か
の
友
人
た
ち
が
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

各
国
の
代
表
の
方
々
と
と
も
に
、
会
議
は
、
い
く
つ
か
の

小
委
員
会
を

つ
く

っ
て
、
上
に
次
の
よ
う
な
項
目
を
討
議
い

た
し
ま
す
。

教
　
育

●

開

催
の

呼
び

か

け

国 際 資料
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食
品
生
産
、
品
質
と
流
通

農
　
業

出
　
版

医
療
お
よ
び
学
術

対
政
府
関
係

婦
人

。
子
供
の
問
題

今
回
の
会
議
は
、
ま
だ
規
模
は
小
さ
い
の
で
す
が
、
こ
れ

は
、
終
極
的
に
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
各
国
、
各
セ
ン
タ
ー
、
各
個
人
の
協
同

を
発
展
さ
せ
る
、
歴
史
的
な

一
歩
で
あ
り
ま
す
。

同
会
議
は
、
他
の
地
域
会
議
と
同
格
に
な
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
北

ア
メ
リ
カ
会
議
、
南
ア
メ
リ
カ
会
議
、
極
東

会
議
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
こ
数
年
の
あ
い

だ
に
発
足
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
ま
た
、
終
極
的
に
は
、
将
来
の
い
つ
か
、
平
和
な

一
つ
の
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
、
世
界
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
会
議
を
創
設
す
る
予
備
段
階
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
社
会
的
経
験
は
、
多
く
の
面
で
未
熟
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
私
た
ち
は
、
会
合
や
話
し
合

い
の
経
験
を
分
け
あ

っ
て
、
私
た
ち
自
身
を
訓
練
し
、
成
長
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
を
未
来
の
世
界
へ
の
協
同
活
動

へ
と
み
ち
び
く
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
あ
な
た
が
、
こ
の

会
議
へ
出
席
さ
れ
、
私
た
ち
の
夢
を
共
に
分
け
あ
う
よ
う
、

心
よ
り
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

久ビ

一
九
七
八
年
九

月
五

日

（準
備
委
員
長
）

ル
司

夕 道

ラ 夫

●
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
会

議

の
開
催

こ
の
会
議
は
、

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

発
展
が
、
ま
す
ま
す
社
会
的
な
動
き
に
入
ろ

う
と
し
て
い
る
た
め
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ

ス
の
各
国
か
ら
百
二
十
名
の
代
表
を
迎
え
ま

し
た
が
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
が
霧
に
お
お
わ

れ
た
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
何
人
か
の
代
表

た
ち
が
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
会

議
に
は
、
桜
沢
如

一
先
生
が

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
を
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
め
た
時

に
直
接
教
え
を
う
け
た
、
先
輩
の
方
々
も
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
桜
沢
先
生
の
未
亡

人
で
あ
る
桜
沢
里
真
先
生
も
、
た
ま
た
ま
訪

欧
中
で
、
こ
の
会
議
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
目
的
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
が
そ
れ
と
な
く
私
た
ち
に
要
求
し
て
い

る

一
定
の

″生
活
方
法
″を
と
ら
し
て
い
る
ヾ

各
個
人
の
動
き
と
し
て
の
私
た
ち
の
社
会
的

表
現
の
範
囲
と
方
向
を
、
公
式
に
集
団
的
に

承
認
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
社
会
的
調
和
は
、
各
人
の
健

康
と
家
庭
の
和
合
と
い
う
土
台
の
上
に
築
か

れ
る
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
な

い
の
で
す
。
社
会
的
な
発
展
と
、
個
人
的
な

発
達
と
は
、
相
補
的
で
あ
り
、
　
″外

へ
″
と

″内

へ
″
で
あ
り
、
同

一
の
運
動
の

″
ウ
ラ

と
オ
モ
テ
″
で
あ
り
ま
す
。

「易
経
』
は
、

「君
子
は
柔
を
知
り
剛
を
知
る
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

会
期
の
う
ち
、
土
曜
と
日
曜
の
午
前
中
は
、

各
国
の
リ
ー
ダ
ー
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し

た
。
午
後
は
、
六

つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て

討
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
月
曜
日

の
昼
間
に
は
、
全
体
会
議
が
開
か
れ
、
各
分

科
会

の
決
め
た
提
議
事
項
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
、
承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
月
曜
の
夕

べ
に
は
、
陰
あ
れ
ば
陽
で
、
欧
州
の
私
た
ち

の
友
た
ち
を
早
く
故
郷
へ
送
る
た
め
に
、
本

物
の
英
国
ビ
ー
ル
が
出
て
、
サ
ヨ
ナ
ラ

・
デ

ィ
ス
コ

・
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
討
議
さ
れ
た
内
容
が
重
々

し
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
た

い
へ
ん
社
交
的
で
友
好
的
な
場
で

あ
り
ま
し
た
。　
一
夕
、
私
た
ち
は
、
か

つ
て

桜
沢
先
生
と
と
も
に
活
動
し
た
人
々
か
ら
、

先
生
の
思
い
出
を
う
か
が

い
ま
し
た
。
あ
る

時
は
、
過
去
の
追
憶
と
未
来
を
、
あ
る
時
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
諸
外
国
の
友
た
ち
と
…
…
。

そ
し
て
、
物
事
が
難
か
し
か

っ
た
り
、
手
に

負
え
な
い
時
は
い
つ
で
も
、
私
た
ち
の
袖
か

ら
、
ミ
チ
オ
の
切
り
礼

″さ
あ
、
ア
ソ
ビ
ま

し
ょ
う
″
を
取
り
出
す
時
な
の
で
す
。

（
ニ
ー
ル

・
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
）

-43-



●
会
議
の
内
容

各
分
科
会
は
、
十

一
月
十

一
日
と
十
二
日

の
二
日
に
わ
た
っ
て
数
時
間
ず

つ
開
か
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
討
議
は
、
ま
ず
、
全
員
が

一
致

し
て
承
認
で
き
る
よ
う
な

一
般
的
な
通
則
か

ら
始
め
ら
れ
、

つ
い
で
、
細
部
の
討
議
に
入

り
、
大
多
数
の
合
意
を
得
た
。
こ
う
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、

つ
ね
に

一
致
と
広
範
な
概
観

か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
概
観
の

範
囲
内
で
、
細
部
の
問
題
は
、
実
際
の
経
験

に
よ

っ
て
、

つ
い
に
解
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
会
議
の
執
行
部
―
―

ヨ
「
ロ
ッ
パ
会

議
事
務
局
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ヘ
ル
ス

・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
会
議
で
は
、
各
国
ご

と
に
、
そ
の
国
の
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す

べ
き
で
あ
る
、
と
決
め
ら
れ
た
。
各
国
の
情

報
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
の

各
分
科
会
の
提
議
し
て
い
る
、
あ
ら
ゆ
る
間

題
に
つ
い
て
、
各
国
内
の
、
お
よ
び
全
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ス
ケ
ー
ル
で
の
情
報
を
集
め
、
整

理
し
、
配
布
す
る
。
各
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

図
書
館
、
文
書
館
を

つ
く
り
、
情
報
通
信
、

雑
誌
の
刊
行
と
情
報
の
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
の
基

礎
を
提
供
す
る
。

生
物
に
よ

っ
て
分
解

口∫
能
な
も
の
が
望
ま
し

（
５
）
食
物
に
関
し
た
、
政
府
お
よ
び
国
際

機
関
に
接
触
す
る
た
め
の
、
明
確
な
政
策
方

向
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ペ
テ
ル

・
ド
ガ
ン
（
ベ

ル
ギ
ー
）お
よ
び
ガ
レ
ス

・
ル
イ
ス

（英
国
）

は
、
そ
の
よ
う
な
機
関
に
対
し
て
、
次
の
よ

う
な
問
題
の
注
意
を
喚
起
し
始
め
る
。

一
、
農
業
で
化
学
薬
品
を
使
用
す
る
た
め

に
起
こ
る
問
題
。

二
、
穀
物
を
人
間
が
直
接
消
費
す
る
こ
と
。

〔編
注
／
飼
料
と
し
て
用
い
て
、
肉
と
し

て
食
べ
る
の
で
な
く
〕

三
、　
″工
場
農
業
″
の
危
険
。

四
、
特
定
地
域
の
極
端
な
専
門
化
。
単
作

農
業
。

五
、
食
品
の
品
質
と
人
間
の
健
康
と
の
関

係
。

（
６
）
各
地
の
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
グ
ル
ー
プ
と

合
同
会
議
を
開
く
よ
う
接
触
す
る
。

（
７
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
品
製
造

者
は
、
技
術
デ
ー
タ
、
生
産
デ
ー
タ
の
交
換

に
関
し
て
、国
際
的
に
協
同
す
べ
き
で
あ
る
。

勤
労

・
学
習
計
画
が

つ
く
ら
れ
、
人
員
の
交

流
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な

生
産
物
の
輸
入
と
流
通
に
つ
い
て
、
い
っ
そ

う
の
協
同
が
望
ま
し
い
。
た
と
え
ば
、
グ
ル

ー
プ
購
入
の
方
法
な
ど
。

（
８
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
口哭
ス
社

は
、
一
般
の
商
業
的
会
社
に
対
し
て
、
人
工
的

な
化
学
薬
品
を
含
ま
な
い
食
品
を
生
産
し
、

か

つ
、
人
間
の
栄
養
と
健
康
の
基
準
を
満
た

す
食
品
を
生
産
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き

で
あ
る
。

（
９
）
営
利
的
な
農
業
の
ほ
か
に
、
家
庭
農

園
や
共
同
農
園
を
開
く
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
リ
ス
ボ
ン
に
は
、
農
業
協

同
組
合
が
あ
る
。

（
１０
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
食
品
を
生
産

し
流
通
す
る
会
社
は
、

つ
ね
に
可
能
な
か
ぎ

り
最
上
の
品
質
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
理

想
的
に
は
、
す
べ
て
有
機
的
に
つ
く
ら
れ
た

食
品
を
用
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
会
社
は
、

他
の
業
者
、
農
家
、
お
よ
び

一
般
に
対
し
て
、

有
機
食
品
と
伝
統
的
な
方
式
で
加
工
さ
れ
た

食
品
の
重
要
性
を
教
育
す
る
責
任
を
も
負

っ

て
い
る
。

お
こ
な
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
す
べ
き
で
あ

る
。
①
教
育

（
一
般
の
た
々
に
対
し
、　
″生

活
の
道
″
を
教
え
、
特
に
、
健
康
を
い
か
に

し
て
改
善
す
る
か
を
教
え
る
）。
②
社
会
（病

各

分

科

会

の
決

議

●
農
業

と

食

品

の
流

通

消
費
者
に
、
食
品
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作

ら
れ
、
加
工
さ
れ
て
い
る
か
を
知
ら
せ
る
た

め
に
、
有
機
お
よ
び

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
品
質
基
準
が

つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
問
題
の
運
営
委
員
会
は
、
ピ

エ
ー

ル

・
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ル
ト

（
ベ
ル
ギ
ー
）
、
ガ

ス
ト
ン

・
マ
ル
テ
ー
ズ

（
フ
ラ
ン
ス
）
、
ピ

ー
タ
ー

・
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

（英
国
）
、

ボ
ブ

・
イ

ェ
ン
セ
ン

（
オ
ラ
ン
ダ
）、
ホ
セ

・

ゴ
メ
ス

・
リ
ベ
イ
ラ

（ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の
諸

氏
で
あ
る
。

（
１
）
委
員
会
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
グ
ル
ー

プ
、
調
査
セ
ン
タ
ー
、
農
業
団
体
と
接
触
す

Ｚυ
。（２
）
食
品
品
質
基
準
が

つ
く
ら
れ
た
場
合

に
は
、
口ｍ
質
保
証
の
シ
ー
ル
が
認
定
さ
れ
る
。

（
３
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
品
小
売

り
店
の
全
リ
ス
ト
が
、
各
国
ご
と
に
つ
く
ら

れ
る
こ
と
。
同
じ
く
、
生
産
者
お
よ
び
製
造

業
者
の
リ
ス
ト
も
。

（
４
）
食
品
の
包
装
に
つ
い
て
は
、
回
収
可

能
な
も
の
で
、
廃
棄
さ
れ
た
場
合
に
は
、
微

②
医
療
お
よ
び
学
術
関
係

公
立
ま
た
は
私
立
の
医
療
お
よ
び
学
術
施

設
と
の
接
触
を
展
開
す
る
努
力
が
な
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
的

・
全
国
的

・
国
際
的
な
規
模
で
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
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人
を
励
ま
し
、
共
同
的
な
援
助
を
与
え
る
）。

③
医
療

（伝
統
的
な
自
然
医
学
に
よ

っ
て
、

よ
り
徹
底
的
で
管
理
さ
れ
た
援
助
と
治
療
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
訓
練
を

へ
た
、
経
験
あ
る

健
康
相
談
員
、
助
産
婦
な
ど
を
準
備
す
る
“

④
学
術

（自
然
治
療
に
お
け
る
研
究
と
経
験

を
発
展
さ
せ
る
）。

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
患
者
を
各
自

の
家
庭
に
お
い
て
、
ま
た
は
、
小
規
模
に
集

中
的
な
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
タ
デ

ィ
・
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
、
短
期

間
、
患
者
を
看
護
す
る
こ
と
の
で
き
る
個
人

の
家
庭
な
ど
に
お
い
て
の
、
ア
フ
タ
ケ
ア

・

サ
ー
ビ
ス
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
各

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
法
律

・
健
康

・
学
術
の
顧

間
部
と
連
係
を
も

つ
べ
き
で
あ
る
。

（
１
）
人
は
誰
で
も
、
そ
の
受
け
た
い
と
思

う
医
療
の
種
類
を
選
ぶ
自
由
を
持

つ
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
予
防
医
学
も
含
ま
れ
る
。

人
々
は
、
自
身
の
生
命
に
た
い
し
て
責
任
を

負
う
機
会
を
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
活
動
の
た

め
に
、
各
国
の
、
お
よ
び
国
際
の
健
康
学
術

顧
問
部
が
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
目
的

／

一
般
、
専
門
家
お
よ
び
政
府
に
た
い
す
る

問
い
合
わ
せ
お
よ
び
デ
ー
タ
の
バ
ン
ク
と
し

て
。

（
３
）
わ
れ
わ
れ
は
、
食
物
を
健
康
改
善

の

主
な
手
段
と
す
る

ヘ
ル
ス

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
お
よ
び
健
康
相
談
員

の
人

々
に
、
良

い
品

質
の
食
品
が
各
地
で
発
達
す
る
の
を
支
持
す

る
よ
う
励
ま
す
。

（
４
）
生
活
法
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

健
康
を

つ
く
り
、
保
持
す
る
こ
と
を
述
べ
た
、

標
準
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

一
般
に
配
布
す

る
た
め
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
適
正
な
栄
養
を
強
調
し
、

か
つ
、
人
体
は
、
も
し
適
当
な
注
意
が
は
ら

わ
れ
れ
ば
、
病
気
に
対
し
て
抵
抗
す
る
生
ま

れ

つ
き
の
能
力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
５
）
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療

・
学

術
資
料
の
部
門
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）

″症
例
報
告
″
が
、
も
し
可
能
な
ら

ば
医
療
デ
ー
タ
を
付
し
て
集
め
ら
れ
、
整
理

さ
れ
、
刊
行
さ
れ
、
各
国
の
間
で
交
換
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
医
療
的

観
点
か
ら
の
み
で
な
く
、
そ
の
人
の
生
活
の

変
換
に
つ
い
て
の
証
言
に
も
強
調
が
お
か
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
諸
記
録
は
、
専
門
家
の
た

め
に
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
学
習
者

の
使
用
の
た
め
に
も
有
用
に
作
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
症
例
報
告
の
刊
行
に
つ
い
て

は
各
患
者
の
了
承
が

つ
ね
に
必
要
で
あ
る
。

（
７
）
特
別
な

″症
例
″
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
を
用
い
て
記
録
す
る
こ
と
。
公
的
な
医
療

。
学
術
専
門
家
に
接
触
す
る
た
め
に
、
特
別

な
講
義
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

（
８
）
わ
れ
わ
れ
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
に
よ
る
治
療
に
か
か
わ

っ
て
い
る
人
々
の

学
術
的
調
査
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
場
合
、
ま
ず
患
者
の
承
認
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

（
９
）
刊
行
さ
れ
た
学
術
デ
ー
タ
は
、
よ
り

自
然
な
方
法
に
よ
る
試
み
を
志
向
し
て
い
る
、

す
ぐ
れ
た
専
門
家
に
接
触
す
る
た
め
に
用
い

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１０
）
久
司
学
院
は
、
伝
統
的
な
自
然
医
学
、

そ
の
技
術
と
思
想
を
専
門
家
に
教
え
る
付
属

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
社
会
的
発
展
を
は
か
る
時
が
き
た
。

世
間
で
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
栄
養

的
観
点
の
み
だ
と
見
て
い
る
け
れ
ど
も
、
今

や
、
人
間
の
活
動
と
表
現
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
そ
の
関
心
を
拡
大
す
る
時
が
き
た
。

（分

科
会
議
長
／

マ
テ
オ

・
マ
ガ
リ
ニ
ョ
ス
）

（
１
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
諸
組
織
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
生
活
法
の
あ
ら
ゆ

る
側
面
を
推
進
す
る
た
め
に
、
政
府
、
各
自

治
体
な
ど
に
接
触
す
べ
き
で
あ
る
。
表
向
き

の
接
触
を
始
め
る
前
に
、
個
人
的
な

つ
な
が

り
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
健
康
お

よ
び
社
会
保
障
の
問
題
が
最
初
の
目
標
と
な

Ｚつ
。（２
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ

は
、
市
民
組
織
、
懇
親
組
織
な
ど
に
、
そ
の

努
力
に
対
し
て
協
力
す
る
た
め
に
接
触
す
べ

学
校
を
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
と

え
ば
、
指
圧
、
鍼
灸
、
手
の
ひ
ら
治
療
、
漢

方

（瀦
潅
）
医
学
な
ど
。

（
ｎ
）
各
個
人
の
健
康
問
題
の
相
談
を
お
こ

な

っ
て
い
く
う
え
で
の
最
上
の
方
法
を
確
立

す
る
た
め
の
協
力
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
健

康
相
談
員
が
経
験
を
交
流
し
あ
う
た
め
の
定

期
的
な
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
運
動
は
、
そ
の
本
当
の
性
格
と
理
想
を

最
も
よ
く
反
映
し
た
、
教
条
主
義
的
で
な
い

イ
メ
ー
ジ
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）
新
聞

・
放
送
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
に
対

し
て
、
ま
ず
初
め
は
個
人
的
接
触
か
ら
始
め

て
、
な
る
べ
く
有
効
な
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

に
つ
い
て
の
、
短

い
、
し
か
し
包
括
的
な
案

内
の
印
刷
物
が
、

マ
ス
コ
ミ
そ
の
他
の
各
種

社
会
団
体
に
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
生

活
法
の
し
っ
か
り
し
た
基
礎
を
示
す
た
め
に
、

つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
は
、

全
欧
州
段
階
で
の
、
栄
養

・
医
療

。
社
会

・

学
術
資
料
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
の
資
料
か
ら
得
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
各
国
ご
と
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
立
。

０
社
会

お
よ
び

政
府
と

の
関
係
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（
５
）
わ
れ
わ
れ
の
社
会
活
動
が
増
大
す
る

に
つ
れ
て
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
グ
ル

ー
プ
は
、
法
律
上
の
助
言
を
求
め
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
な
ん
ら
か
の
大

き
な
危
険
が
生
じ
る
前
に
、
少
な
く
と
も
非

公
式
な
か
た
ち
に
お
い
て
も
受
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
友
人

の
う
ち
の
何
人
か
は
、
事
業
、
貿
易
、
治
療

行
為
な
ど
の
法
律
的
側
面
に
つ
い
て
専
門
的

知
識
を
も

つ
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ

わ
れ
の
主
な
活
動
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
法
律

に
し
た
が

っ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
で

あ
る
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
発
展
は
、

公
然
か

つ
合
法
的
に
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

（
６
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ

は
、
そ
の
国
家
的
協
力
の
活
動
に
関
連
し
て
、

資
金
調
達
の
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
公
的

。
私
的

・
共
同
も
し

く
は
金
融
的
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
借
り
入
れ
、
も
し
く
は
寄
付
の
か
た
ち

に
お
い
て
。
資
金
調
達
の
企
画
と
成
功
例
に

つ
い
て
の
情
報
は
、
そ
の
国
の
段
階
、
お
よ

び
国
際
的
な
段
階
で
交
流
す
る
た
め
に
集
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、

教
育
ま
た
は
治
療
活
動
な
ど
に
供
す
る
た
め

の
家
、
領
地
、
大
寺
院
、
学
校
そ
の
他
の
建

物
な
ど
を
安
く

（ま
た
は
無
料
で
）
利
用
で

き
る
可
能
性
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
わ
れ
わ
れ
は
、
総
合
的
な
家
庭
健
康

教
育
計
画
の
発
展
と
、
す
べ
て
の
人
々
に
対

す
る
、　
一
般
的
な
病
気
と
子
供
の
病
気
を
治

療
す
る
た
め
の
、
自
然
な
療
法
、
伝
統
的
な

療
法
、
お
よ
び
最
近
知
ら
れ
た
家
庭
療
法
が

広
く
知
ら
れ
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。

（
４
）
婦
人
グ
ル
ー
プ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
家

庭
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
経
験
、
ア
イ
デ

ア
、
学
習
計
画
、
方
法
を
交
流
す
る
こ
と
を

発
展
す
べ
き
で
あ
る
。
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
設

立
さ
れ
て
、
母
と
な
る
た
め
の
準
備
、
乳
児

と
子
供
の
し
つ
け
、
家
庭
の
調
和
な
ど
の
事

項
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
わ
れ
わ
れ
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
婦
人
に
た
い
し
て
、
適
当
な
学
習
を

ヘ

て
、
専
門
の
助
産
婦
と
な
る
こ
と
を
考
慮
す

る
よ
う
勧
め
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
婦
人
た

ち
、
お
よ
び
す
べ
て
の
母
親
が
、
自
然
分
娩

と
母
乳
育
児
に
つ
い
て
の
知
識
を
も

つ
よ
う

求
め
る
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
セ
ン
タ

ー
は
、
こ
の
知
識

・
情
報
を
集
め
、
医
師
お

よ
び
専
門
助
産
婦
た
ち

に
送
る
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）
わ
れ
わ
れ
は
、
男
女
双
方
の
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
人
が
、
各
家
庭
に
も
し

必
要
が
あ
れ
ば
出
向
し
て
、
援
助
を
お
こ
な

０

教

育

（
１
）

一
九
八
〇
年
度
、
久
司
国
際
セ
ミ
ナ

ー
。
北
欧
で
二
回
、
南
欧
で
二
回
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
お
よ
び
ド
イ
ツ
で
各

一
回
。

え
る
よ
う
な
訓
練
を
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。

つ
ま
り
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
各
家
庭

は
、
適
当
な
時
に
、
適
当
な
手
当
と
注
意
と

を
受
け
、
病
気
の
治
癒
と
完
全
な
健
康
の
喜

び
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
生
活
の
見
本
を
見
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
７
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
雑
誌
お
よ

び
定
期
刊
行
物
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
、

家
庭
、
子
供
、
婦
人
問
題
を
、
定
期
的
に
取

り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
８
）
わ
れ
わ
れ
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
教
師
た
ち
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
、

と
り
あ
げ
る
よ
う
、
学
習
グ
ル
ー
プ
を
も

つ

場
合

に
イ

ニ
シ
ア
チ
プ
を
し
ば
し
ば
と
る
こ

と
を
要
請
す
る
。
―
―
男
女
関
係
、
男
女
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・パ
タ
ー
ン
の
異
な

っ
た
発
現
、

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
共
に
始
め
た
夫
婦

の
間
の
問
題
、
同
性
愛
の
現
象
、
女
権
拡
張

論
な
ど
の
両
性
の
間
の
問
題
な
ど
。

分
科
会
は
、
以
上
の
勧
告
を
追
求
す
る
た

め
に
、
五
つ
の
運
営
グ
ル
ー
プ
を
選
出
し
た
。

分
科
会
の
会
長
は
、
エ
レ
‥
ヌ

・
マ
ガ
リ
ニ

ョ
ス

（
フ
ラ
ン
ス
）
、
ヴ
ィ
ー
ク

・
ネ
リ
ッ

セ
ン

（オ
ラ
ン
ダ
）

（
２
）
久
司
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
収
入
の
３
パ

ー
セ
ン
ト
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
議
事
務

局
の
運
営
費
の
た
め
に
保
留
さ
れ
る
。

０
婦

人

・
子

供

・
家

庭

問

題

（
１
）
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
家
庭
が
、

つ
ね
に
そ
の
食
事
を
、
自
然
で
、
健
康
に
よ

い
、
精
製
し
な
い
、
有
機
農
法
で
つ
く
ら
れ

た
食
物
を
選
ぶ
よ
う
推
奨
す
る
。
日
常
の
食

事
は
、
穀
物
を
主
に
し
て
、
豆
類
、
生
鮮
野

菜
、
海
草
、
果
物
、
お
よ
び

い
ろ
い
ろ
な
自

然
香
辛
料
と
調
味
料
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
各
家
庭
の
い
ろ
い
ろ
な
必
要

性
に
し
た
が

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
理
法
が

用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
各
家
庭
の
食
事

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
婦
、
母
親
に
よ

っ
て
準

備
さ
れ
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
。

（
２
）
す
べ
て
の
母
親
は
、
自
然
分
娩
、
母

乳
育
児
、
胎
教
に
つ
い
て
知
り
、
実
行
で
き

る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
か

つ

ま
た
、
予
防
接
種
の
危
険
性
に
つ
い
て
知
り
、

そ
の
接
種
に
よ

っ
て
予
防
し
よ
う
と
す
る
病

気
を
防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
知
る
機
会
を
与
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
女
性
に
た
い
し
、

堕
胎
の
危
険
を
警
告
す
る
。
堕
胎
は
、
母
と

な
ろ
う
と
す
る
人
と
、
家
族
全
体
に
対
し
て
、

肉
体
的
、
心
理
的
、
道
徳
的
、
精
神
的
健
康

上
の
真
の
危
険
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
両

者
の
完
全
さ
を
保
持
す
る
と
こ
ろ
の
、
自
然

避
妊
法
と
家
族
計
画
法
を
提
唱
す
る
。
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（
３
）
わ
れ
わ
れ
は
、
　
″イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ

ス
ト

・
セ
ン
タ
ー
″
と
い
う
名
称
が
、　
一
般

公
衆
に
対
し
て
活
発
に
教
育
計
画
を
お
し
進

め
て
い
る
、
す
べ
て
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク

・
セ
ン
タ
ー
に
よ

っ
て
、
も
し
そ
れ
が
望

ま
れ
て
、
か
つ
、
久
司
道
夫
も
し
く
は
久
司

学
院
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
勧
め
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
″久
司
道
夫
学
院
″
と
い
う

名
称
が
、
も
し

〔そ
の
教
育
グ
ル
ー
プ
の
〕

主
要
な
教
師
に
よ

っ
て
望
ま
れ
、
か
つ
、
そ

れ
が
久
司
道
夫
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
、
資
格

あ
る
教
師
陣
を
も
ち
、
ま
た
、
そ
の
学
院
の

計
画
が
ミ
チ
オ
に
よ

っ
て
明
確
に
輪
郭
づ
け

ら
れ
、
承
認
さ
れ
た
場
合

に
は
、
用
い
ら
れ

る
こ
と
を
勧
め
る
。

（
４
）
教
師
お
よ
び

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資

質
を
高
め
る
手
順
。
久
司
道
夫
ま
た
は
久
司

学
院
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
た
教
師
の
ほ
か
に
、

次
の
よ
う
な
手
順
が
勧
め
ら
れ
る
。各
国
は
、

資
格
あ
る
教
師

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
リ
ス

ト
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
あ
る
国
々
で
は
、
欲
し
な
い

し
、
必
要
で
な

い
だ
ろ
う
。
も
し
必
要
な
ら

ば
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
良

い
教
育
経

験
も
し
く
は
そ
の
他
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
経
験
の
あ
る
、
二
、
二
人
の
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
の
友
よ
り
成
る
、
全
国
教
師
推

薦
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際
的
な

規
模
で
活
動
で
き
る
教
師
の
リ
ス
ト
を
、
そ

の
能
力
、
科
日
、
謝
礼
な
ど
を
書
き
そ
え
て

作
成
す
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）
教
育
分
野
そ
れ
自
体
の
勧
告
は
―
―

一
、
人
々
が
、
数
日
ま
た
は
数
週
間
滞
在

し
て
、
簡
素
な
食
生
活
を
す
る
こ
と
の
で

き
る

″
田
園
保
養
所
″
の
設
立
。

二
、
各
教
育
計
画
の
情
報
は
、
各
地
方
新

聞
に
の
せ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二
、
料
理
教
室
は
、
よ
リ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
、
融
通
を
き
か
せ
て
運
営
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
理
想
的
な
条
件
の

と
こ
ろ
だ
け
で
な
し
に
、
各
家
庭
の
台
所

を
利
用
し
て
、
あ
る
場
合

に
は
、
残
り
物

や
品
質
の
劣

っ
た
食
品
に
よ

っ
て
料
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も

開
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
料
理
教

室
は
、
も

っ
と
男
性
が
出
席
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
し
、
男
性
ま
た
は
女
性

の
教
師
に
よ
る
、
男
性
の
た
め
だ
け
の
料

理
教
室
も
企
画
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
子
供
、
病
人
、
母
親
、
老

人
、
教
師
、
専
門
料
理
人
の
た
め
の
実
験

的
料
理
教
室
も
開
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
７
）
総
体
的
に
、
わ
れ
わ
れ
の
教
育
は
、

知
的
活
動
と
、
肉
体
的

・
精
神
的
修
練
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
教

室
で
の
授
業
と
、
戸
外
で
の
訓
練
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た

特
に
、
農
業
教
育
は
、
も

っ
と
発
展
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ミ
チ
オ
の
思
想
と
実
践

に
よ
る
子
供
た
ち
の
ク
ラ
ス
が
、
も

っ
と
ひ

ん
ぱ
ん
に
開
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
理
想
的

に
は
、
そ
れ
ら
は
、
現
行
の
全
日
制
学
校
教

育
と
置
き
換
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
８
）
特
別
な
性
格
の
目
標
計
画
が
、
全
国

的
な
レ
ベ
ル
で
企
画
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
七
九
年
を

″子
ど
も
の
年
″

と
す
る
と
か
、
学
校
給
食
改
善
計
画
な
ど
は

０

雑

誌

と

出

版

わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
雑
誌
お
よ
び
定

期
刊
行
物
が
、
各
出
版
所
間
で
、
お
よ
び
、

各
出
版
所
か
ら
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
会
議
事
務
局
へ
無
料
で
交
換
さ
れ
る

こ
と
を
勧
め
る
。
書
籍
に
関
し
て
は
、
す
べ

て
の
出
版
所
は
、
年
に
少
な
く
と
も
二
回
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
事
務
局
と
各
自
国
の
情
報

セ
ン
タ
ー
ヘ
、
日
録
を
送
り
、
内
容
と
そ
の

特
徴
を
書
き
そ
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
計

画
中
の
本
、
お
よ
び
近
刊
の
本
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。

（分
科
会
議
長
／
フ
ィ
リ
ッ

プ

・
プ
レ
ド
ン
ム
）

（
１
）
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
国
の

全

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
出
版
物
の
包
括
的

な
リ
ス
ト
を
、
そ
の
出
版
要
目
と
と
も
に
保

持
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
わ
れ
わ
れ
は
、
各

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
雑
誌
に
次
の
こ
と
を
推
奨
す
る
。

一
、
年
に
少
な
く
と
も
二
回
は
、
他
の
す

望
ま
し

い
。
老
齢
者
も
、
特
別
な
考
慮

に
値

す
る
。

（
９
）
そ
の
他
の
教
育

。
社
会

・
環
境

。
特

殊
問
題
の
グ
ル
ー
プ
に
た
い
し
て
、

マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
教
え
に
対
す
る
、
活
発
な

招
待
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

分
か
ち
合

い
と
協
同
の
精
神
で
行
な
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

べ
て
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
定
期
刊
行

物
の
リ
ス
ト
を
、
発
行
所
住
所
、
購
読
費

用
、
記
事
要
約
を
付
し
て
発
表
す
る
こ
と
。

二
、
セ
ミ
ナ
ー
、
サ
マ
ー

・
キ
ャ
ン
プ
、

新
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
新
し
い
刊
行
物
な

ど
の
近
い
将
来
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

諸
活
動
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
レ
ベ
ル
、
国

際
レ
ベ
ル
で
定
期
的
に
情
報
を
の
せ
る
こ

レ
し
。

（
３
）
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
に
た
ず
さ
わ
る
、
ま
た
は
同
情

的
な
書
店
、
小
売
り
店
、
出
版
社
、
編
集
者

の
リ
ス
ト
を

つ
く
る
こ
と
。

（
４
）
わ
れ
わ
れ
は
、
人
々
に
、
雑
誌

へ
の

寄
稿
、
論
文
、
書
籍
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
か

た
ち
で
の
経
験
を
分
け
合
う
こ
と
を
勧
め
た

い
と
思
う
。
も
し
、
出
典
が
明
確
に
示
さ
れ

る
な
ら
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
定
期
刊
行
物
の

あ
い
だ
で
は
、
著
作
権
の
制
限
は
な

い
で
あ
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ろ
う
。
書
籍
と
抜
粋
本
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
契
約
書
が
、
著
者
、
出
版
社
、
著
作
権
所

有
者
の
間
で
と
り
か
わ
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
関
し
た
本
を
執
筆

し
よ
う
と
す
る
著
者
は
、
各
国
情
報
セ
ン
タ

ー
と
連
絡
を
と
り
、
労
力
の
重
複
を
さ
け
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、　
一
般
の
新

聞

・
雑
誌
か
ら
、
た
と
え
ば
、
健
康
、

エ
コ

ロ
ジ
ー
、
農
業
と
い
っ
た
項
目
で
の
情
報
切

り
抜
き
を
集
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）
各
出
版
所
は
、
行
動
の
基
盤
と
す
る

た
め
に
、
各
自
の
出
版
物
と
じ
こ
み
を
整
備

し
、
情
報
を
集
め
る
た
め
の
印
刷
サ
ー
ビ
ス

を
育
て
る
べ
き
で
あ
る
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
出
版
社
は
、　
一
般
の
新
聞
、

マ
ス
コ

ミ
と
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
新
聞
の
報
道
に

応
答
し
、
公
開
の
会
合
に
出
席
し
た
り
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
第
５
項
の
よ
う
な
話
題
を

追
う
べ
き
で
あ
る
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
人
々
は
、
そ
の
地
の
ロ
ー
カ
ル

・
セ
ン
タ

ー
と
協
力
し
て
、
新
聞
に
記
事
を
の
せ
さ
せ

る
よ
う
挑
戦
す
べ
き
で
あ
る
。
（た
と
え
ば
、

予
防
接
種
、
環
境
汚
染
そ
の
他
の
問
題
で
）

（
７
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
極
東
の

出
版
社
間
で
、
公
式
の
協
同
の
た
め
の
協
定

が
も
た
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「イ
ー
ス
ト

・

ウ
エ
ス
ト

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
行
事
の
広
告
を
無
料
で
の
せ
る
こ
と
を

申
し
出
て
い
る
。
サ
ム

・
ワ
イ
ス
氏
に
連
絡

さ
れ
た
し
。

（
８
）
各
国
情
報
セ
ン
タ
ー
の
も
と
に
、
三

名
か
ら
な
る
委
員
会
を

つ
く
り
、
こ
れ
が
、

す
べ
て
の
原
稿
、
書
籍
を
翻
訳
の
た
め
に
検

査
し
、
編
集
者
、
著
者
、
翻
訳
者
の
間
の
調

整
に
責
任
を
も

つ
。
　

　

　

（編
集
部
訳
）

■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
事
務
局
の
お
か
れ
た
、

ロ
ン
ド
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ヘ
ル
ス

・
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
Ｏ
ｏ
日
ヨ
‘
ュ
辱

〓
ｏｐ
Ｆ
〓
「
ｏ
ｃ
コ
貯
二
一ｏ
５
ヽ
Ｈ∞
∞　
〇
一“
∽
，
・

日
０
】
月
２
・
０
い
Ｐ
・
卜
〇
ヽ
０

こ
の
会
議
は
、
こ
こ
数
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

エ
作
を
進
め
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ

ｏ
ボ
ス
ト

ン
を
本
拠
と
す
る
久
司
道
夫
氏

（イ
ー
ス
ト

・ウ
エ
ス
ト

・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
会
長
）

の
活
動
の
成
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
桜
沢
先

生
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
教
え
を
う
け
た
人

人
が
運
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、
こ
の
会
議

は
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
顧
間
団
と
い
う
か
た

ち
で
迎
え
、
実
際
の
代
議
員
た
ち
は
、
久
司

道
夫
氏
の
影
響
下
に
あ
る
人
々
で
構
成
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
会
議
に
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
か
ら
、

桜
沢
里
真
会
長
、
田
中
愛
子
氏
、
大
阪
の
正

食
協
会
か
ら
、
岡
田
周
二
会
長
ほ
か
の
人
々

が
出
席
し
た
。
米
国
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
の
ヘ
ル
マ
ン

相
原
氏
も
出
席
し
た
。

フ

ラ

ジ

ル

よ

り

今
年
も
あ
っ
と
言
う
間
も
な
く
過
ぎ
去
り
、

貴
重
な
時
間
は
、　
一
刻
も
待
つ
こ
と
な
く
無

情
に
消
え
て
行
き
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。　
一
九
七
八
年
は

特
に
意
識
的
に
計
画
を
こ
な
し
て
来
た

つ
も

り
で
し
た
が
、
現
実
の
変
転
が
余
り
に
も
空

前
絶
後
で
あ
り
、
人
間
共
の
自
己
不
信
、
自

己
放
棄
、
自
己
不
在
に
よ
る
自
己
破
壊

へ
の

傾
向
が
激
し
く
な
る
ば
か
り
で
、
こ
う
し
た

時
代
の
大
き
な
潮
流
に
悼
さ
す
難
し
さ
を
し

み
じ
み
と
教
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

去
年
も
新
年
早
々
か
ら
病
人
指
導
と
あ
わ

せ
て
、
定
期
講
義
を
連
続
し
て

一
年
間
、
毎

週
欠
か
さ
ず
継
続
し
、
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
も
何

と
か
料
理
教
室
を
続
け
て
、　
一
応
本
年
の
予

定
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
七
月
に
は
、
無

双
学
園
に
ブ
ラ
ジ
ル
全
州
か
ら
選
抜
さ
れ
た

百
余
名
の
代
表
者
が
合
宿
し
て
、
五
日
か
ら

十
二
日
ま
で
の

一
週
間
に
わ
た

っ
て
、
セ
ミ

ナ
リ
ー
が
催
さ
れ
、
東
洋
哲
学

・
医
学
の
原

理
と
生
活
化
、
生
物
学
、
生
理
学
の
再
検
討
、

生
態
学
と
自
然
農
法
、
結
婚
前
後
の
人
間
教

育
、
料
理
教
室
等
に
つ
い
て
有
意
義
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
し
た
。

特
に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
に
は
、
パ
ウ
リ

菊

池

富

美

雄

ス
タ
医
科
大
学
か
ら
二
人
の
生
理
学
と
生
物

学
の
先
生
が
講
師
と
し
て

一
週
間
ぶ

っ
通
し

で
参
加
さ
れ
、
ク
リ
チ
ー
バ
や
サ
ル
バ
ド
ー

ル
、
リ
オ

・
デ

。
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
等
か
ら
も
病

院
副
院
長
や
四
名
の
医
師
が
加
わ
り
、
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら

「人
間
の
行
方
」
に
つ
い

て
語
り
合

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
ピ
ラ
シ
カ
バ
農
科
大
学
か
ら
も
三

人
の
先
生
が
全
面
的
に
参
加
協
力
さ
れ
、
完

全

ヽ
自
然
農
法
へ
の
段
階
と
し
て
の
有
機
農
業

の
理
論
と
実
習
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
に

好
評
で
し
た
。
同
封
の
記
事
は
セ
ミ
ナ
リ
ー

に
参
加
し
た
有
名
な
テ
レ
ビ
女
優
オ
デ
ッ
チ

・
ラ
ー
ラ
女
史
の
レ
ポ
ル
タ
ー
ジ
を
掲
載
し

た
科
学
雑
誌
『プ
ラ
ネ

ッ
タ
』
八
月
号
で
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
直
後
、
私
は
、
ウ
ル
グ

ア
イ
に
飛
び
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア

イ
、
チ
リ
ー
等
の
各
国
か
ら
百
二
十
名
ほ
ど

参
集
し
て
七
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開

講
さ
．れ
た
プ
ン
タ

・
デ
ル

・
エ
ス
テ
市
の
マ

ク
ロ
ビ
オ
チ
コ
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
で
毎
日
八
時

間
、
六
日
間
継
続
し
て
講
義
を
行

い
、
こ
の

間
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
日
本
大
使
館
の
協
賛
で

「
日
本
の
自
然
」

「
日
本
の
料
理
」
の
二
本

の
フ
ィ
ル
ム
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
に

-48-



撥

▲ ゼミナリーの休憩時間に。

中央が菊池氏。

よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
七
月
十
九
日
の

一
般
公
開
講
演
は
、

モ
ン
テ
ヴ
ィ
デ
オ
市
最
大
の
劇
場
テ
ア
ト
ロ

・
デ
ル

・
ノ
タ
リ
ア
ー
ド
で

「東
洋
哲
）７
・

医
学
と
現
代
文
明
病
」
に
つ
い
て
三
時
間
に

わ
た

っ
て
講
演
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

こ
れ
ら
各
国
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
チ
コ
運
動
に
大

き
な
活
力
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
正
食
実
行
と
共
に
不
可
欠
の
自

己
鍛
練
と
し
て
、
合
気
道
を
普
及
さ
せ
る
べ

く
、
昨
年
七
月
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
中
心
街

に
あ
る
私
共
の
住
宅
の
二
部
屋
と
応
接
間
を

一
つ
に
改
造
し
て
こ
れ
を
道
場
と
し
、
こ
こ

で
毎
日
、
谷
正
喜
四
段
か
ら
指
導
を
受
け
て

お
り
ま
す
が
、
突
然
九
月
五
日
か
ら
十
五
日

ま
で
、
日
本
の
本
部
か
ら
、
植
芝
吉
祥
丸
道

主
、
山
口
清
吾
師
範
が
訪
伯
さ
れ
、
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
南
米
に
お
け
る
マ
ク
ロ
ビ
オ

チ
コ
運
動
は
次
第
に
軌
道
に
乗

っ
て
き
て
お

る
訳
で
す
が
、
後
進
国
特
有
の
諸
条
件
か
ら

脱
脚
し
て
、
絶
望
の
文
明
国
に
仲
間
入
り
す

る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
要
す
る
よ

う
で
す
。

▲
下
、
無
双
学
園
の
農
場
で
の
自
然

農
法
の
実
習
。

▲
上
、
学
国
内
の
食
堂
で
料
理
実
習
。

講
師
は
菊
池
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト

（日

本
人
）
。

し
か
し
、
こ
の
南
米
大
陸
に
は
、
か

つ
て

桜
沢
先
生
が
訪
れ
る
べ
く
し
て
果
た
さ
れ
な

か

っ
た
宿
願
が
あ
り
、
画
期
的
な
Ｐ
Ｕ
学
園

も
す
で
に
建
設
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
に
桜
沢
里
真
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

世
界
五
大
大
陸
の

一
つ
で
あ
る
南
米
大
陸
に

お
け
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
チ
コ
運
動
を
じ
か
に
見

と
ど
け
て
頂
く
こ
と
は
、
極
め
て
有
意
義
な

こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
日
伯

マ
ク
ロ
ビ
オ
チ

コ
交
流
を
発
展
さ
せ
る
上
に
、
重
要
な
意
味

を
持

つ
セ
レ
モ
ニ
イ
で
も
あ
る
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
里
真
先
生
も
お
無
理
は
で
き
な

い

と
思
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
子
供
や
孫
達

を
見
に
行

っ
て
来
る
と
言
う
よ
う
な
軽

い
気

持
ち
で
、
七
月
頃

（
そ
ち
ら
の
都
合

に
よ

っ

て
は
別
の
月
で
も
止
む
を
得
な

い
と
思
う
）

ブ
ラ
ジ
ル
訪
間
を
実
現
さ
れ
る
べ
く
緊
急
に

具
体
的
プ
ラ
ン
を
作

っ
て
お
知
ら
せ
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
プ
ラ
ン
に
従

っ
て
こ

ち
ら
の
事
情
を
検
討
し
、
連
絡
を
密
に
し
な

が
ら
最
終
的
な
プ
ラ
ン
を
出
来
る
だ
け
早
く

作
り
、
そ
の
準
備
に
か
か
り
た
い
と
思

い
ま

す
。心
か
ら
日
本
の
皆
々
様
が
よ
き
新
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
祈
り

つ
つ
、
新
し
い
年

こ
そ
は
、
日
伯
、
米
伯
の
Ｐ
Ｕ
運
動
の
交
流

が
よ
り
実
り
多
き
も
の
と
な
る
よ
う
念
願
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七
八
年
十
二
月
十
四
日
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さあ、みんな歩こう/

生 存 へ の 行 進
生命を破減から救う全国縦断 キャラバン

その (1)

●
生
存

へ
の
行
進
は
始
ま

っ
た
。

食
養
道
に
邁
進
す
る
皆
様
、
こ
の
大
宇
宙
の

血
を
分
け
た
真
の
兄
弟
姉
妹
達
、
い
よ
い
よ

死
莞
年
の
幕
が
切

っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

あ
と
き
年
と
こ
力
月
少
々
、
２．
世
紀
に
向
け

て
の
秒
読
み
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
果
し
て
、
私
達
に
、
私
達
の
子
や
孫

達
に
、
そ
し
て
縁
あ
る
全
て
の
生
き
と
し
生

け
る
者
に
と

っ
て
２．
世
紀
は
あ
る
の
か
？

未
来
は
あ
る
の
か
？

こ
の
問
い
を
真
剣
に
、
そ
し
て
何
度
も
何
度

も
自
分
の
奥
深
く
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

「正
食
さ
え
し
て
れ
ば
大
文
夫
サ
」
と
か
「自

分
が
健
康
で
長
生
き
す
れ
ば

い
い
ん
だ
ヨ
」

な
ど
と
言
う
人
に
は
も
う
こ
の
ア
ト
は
読
ん

で
い
た
だ
か
な
く
て
も
結
構
。

我
々
は
メ
シ
だ
け
を
食

っ
て
生
き
て
い
る
訳

で
は
な

い
ん
だ
か
ら
。

そ
し
て
、
我
々
だ
け
が
生
き
て
い
る
の
で
は

な
い
ん
だ
か
ら
。

食
を
は
ぐ
く
む
者
は
、
大
地
で
あ
り
、
水
で

あ
り
、
大
気
で
あ
り
、海
で
あ
り
、
す
べ
て
の

縁
あ
る
生
命
達
で
あ
り
、
こ
の
地
球
で
あ
り
、

こ
の
銀
河
系
で
あ
り
、
こ
の
大
宇
宙
そ
の
も

の
な
の
で
す
。

こ
こ
で
今
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？

そ
し
て
我
々
が
住
む
、
こ
の
地
上
で
、
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
我
々
自
身
が
何
を
考

え
、
ど
の
様
に
し
て
生
き
て
い
る
の
か
？

こ
れ
が
今
、　
一
番
の
問
題
で
す
。

ど
の
様
に
し
て
生
き
て
い
る
の
か
？

子
供
達
に
、
孫
た
ち
に
、
生
き
と
し
生
け
る

全
て
の
縁
あ
る
者
た
ち
の
た
め
に
、

私
達
は
何
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

こ
れ
が
今
、　
一
番
の
問
題
で
す
。

我
々
に
食
養
の
道
を
指
し
示
し
た
故
桜
沢
先

生
が
鋭
く
問
題
に
し
た
核
問
題
に
し
て
も
、

今
や
当
時
の
数
倍
、
数
十
倍
に
ふ
く
れ
上
が

り
、
さ
ら
に
進
む
原
発
問
題
、
日
本
に
至

っ

て
は
全
±
６０
ヵ
所
に
原
発
設
置
の
計
画
が
進

行
し
て
お
り
、
ま
さ
に

一
触
絶
滅

へ
の
危
機

が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
又
全
土
に
広
が
る
農
薬
散
布
、
生
態

系
の
バ
ラ
ン
ス
を
失

っ
て
全
土
に
広
が
り
つ

つ
あ
る
松
く
い
虫
現
象
、
虚
弱
で
老
人
化
し

た
お
び
た
だ
し
い
子
孫
達
。

ふ
く
れ
上
が
る
精
神
病
棟
は
、
人
呼
ん
で
牧

畜
産
業
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。

数
え
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
無
い
ほ
ど
の
問
題
が

起
こ
っ
て
来
て
い
る
の
で
す
。

我
々
が
今
、
子
孫
に
残
そ
う
と
し
て
い
る
も

の
は
、
与
え
続
け
る
こ
の
大
宇
宙
に
捧
げ
よ

う
と
し
て
い
る
も
の
は
、
こ
う
し
た
山
と
積

み
上
げ
ら
れ
た
問
題
、
言
い
換
え
れ
ば
我
々

人
類
の
は
き
出
し
た
ゴ
ミ
以
外

の
何
も
の
で

も
な

い
の
で
す
。

ツ
ケ
は
必
ず
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

人
間
界
の
ツ
ケ
は
踏
み
た
お
す
事
が
出
来
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
宇
宙
に
対
す
る
ツ

ケ
は
、
そ
う
は
行
か
な
い
。
必
ず
返

っ
て
来

る
。
そ
し
て
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で

す
。
今
の
オ
ト
ナ
達
の
し
よ
う
と
し
て
い
る

事
は
散
々
汚
し
て
ま
き
散
ら
し
た
ゴ
ミ
を
子

供
達
に
ひ
ろ
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
。

そ
し
て
自
分
達
は
、
子
供
が
気
づ
く
前
に
、

何
と
か
死
と
い
う
消
滅
点
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

よ
う
と
必
死
の
歩
み
。

「忙
し
い
ん
だ
」

「大
変
な
ん
だ
」
が
合
言
葉
。

や
り

っ
放
し
の
、
ズ
ラ
カ
リ

っ
放
し
、
死
ん

で
し
ま
え
ば
逃
れ
ら
れ
る
な
ど
と
考
え
る
者

達
こ
そ
何
と
ア
サ
ハ
カ
な
オ
メ
デ
タ
イ
人
間

で
あ
る
事
か
／

ツ
ケ
は
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
達
は
今
、
そ
れ
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
父
な
る
、
そ
し
て
母
な
る
宇
宙
に
よ

っ

て
、

ツ
ケ
は
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
、

追
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

昨
年
の
ｎ
月
か
ら
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

●
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
や
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
を
会

場
に
し
て
持
た
れ
た
４
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
参
加
し
た
人
々
は
、
正
食
運
動
、
反
原
発

運
動
、
自
然
塩
運
動
、
自
然
農
運
動
、
差
別

運
動
、
自
主
出
版
物
流
通
運
動
、
共
同
体
運

動
な
ど
非
常
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
す
。

○
○
運
動
と
言
え
ば
何
か
カ
タ
イ
、
イ
カ
メ

シ
イ
も
の
を
感
じ
ま
す
が
、
皆
、
今
、
こ
の
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時
、
こ
の
時
代
に
非
常
な
危
機
感
を
感
じ
、

何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

る
人
々
で
す
。

深
い
と
こ
ろ
で
血
を
分
け
合

っ
た
兄
弟
達
が

集
ま

っ
て
来
た
の
で
す
。

私
達
が
そ
こ
で
出
逢
う
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

ど
れ
だ
け
の
時
間
と
旅
を

へ
て
歩

い
て
来
た

の
か
知
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
出
逢

い
は
じ
め
た
の
で
す
。

私
達
は
こ
の
間
に
考
え
、
話
し
合

い
ま
し
た
。

●
欲
望
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
突
走
り
続
け

た
物
質
文
明
と
い
う
名
の
こ
の
電
車
が
、
今

や
奈
落
の
底
深
く
転
落
し
始
め
た
事
を
。

そ
し
て
今
、
私
達
が
何
か
を
し
始
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
を
で
す
。

４
回
目
の
会
合
で
大
ま
か
な
事
が
決
ま
り
始

め
ま
し
た
。

こ
の
５
月
頃
か
ら
行
進
を
始
め
よ
う
と
言
う

事
を
で
す
。

北
海
道
と
沖
縄
の
２
カ
所
か
ら
、
同
時
に
こ

の
行
進
は
出
発
す
る
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

歩
く
と
言
う
最
も
自
然
な
基
本
的
な
事
を
通

し
て
、
全
国
の
人
々
に
問
題
と
危
機
と
を
訴

え
、
交
流
し
、
問
題
の
あ
る
場
所
を
廻
り
、

生
存

へ
の
知
恵
を
分
か
ち
合

い
、
精
神
の
浄

化
を
は
か
り
な
が
ら
、

こ
の
行
進
は
出
逢
う
べ
く
進
み
ま
す
。

関
東
で
、
こ
の
２
方
向
か
ら
の
行
進
は
合
流

し
東
京

へ
と
向
か
い
ま
す
。

様
々
な
問
題
の
根
源
、
病
根
の
巣
喰
う
都
市
、

東
京
で
よ
り
多
く
の
人
々
に
訴
え
か
け
る
予

定
で
す
。
徹
底
的
に
や
る
で
し
ょ
う
。
様
々

な
問
題
を
引
き
起
こ
す
中
心
の
機
構
が
そ
こ

に
は
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
関
東
近
郊
に
あ
る
自
然
の
中
で
（富

士
山
麓
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）
大
き
な

キ
ャ
ン
プ
を
張
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
達
が
さ
ら
に
力
強
く
手
を
た
ず
さ
え
て
、

未
来
に
進
む
た
め
の
交
流
と
話
し
合

い
を
進

め
た
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
私
達
を
は
ぐ
く
む
大
自
然
、
大
宇
宙

へ
の
合

一
と
帰
依
を
さ
ら
に
深
め
た

い
か
ら

で
す
。

こ
の
行
進
に
は
日
本
に
住
む
人
全
員
が
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

共
に
分
か
ち
合
う
為
に
、
全
員
が
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
地
球
号
の
乗
組
員
全
員
が
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
も

モ
チ
ロ
ン
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
達
は
そ
れ
で
も
ご
く
限
ら
れ
た
人
数
で
、

こ
こ
ま
で
や

っ
て
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
確
実
な
導
き
に
よ

っ
て
、
大
き
な
力

に
引
か
れ
て
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

あ
な
た
と
出
逢
う
為
に
私
達
は
こ
こ
ま
で
歩

い
て
来
た
の
で
す
。

計
画
は
さ
ら
に
詳
し
く
立
て
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
σ

何
処
に
泊
ま
る
か
、
何
処
を
廻
る

コ
ー
ス
に

と
る
か
？
　
食
事
は
ど
う
す
る
か
？
　
赤
ん

坊
や
子
供
の
休
息
場
は
ど
う
す
る
か
　
金
は

ど
う
す
る
か
？
　
歩
く
事
だ
け
を
取

っ
て
も

沢
山
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
行
進
は
大
体

一
日
２０
キ
ロ
ず

っ
、
約
６

カ
月
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

た
と
え

一
日
で
も
い
い
、　
一
緒
に
歩
き
ま
し

よ
う
ｏ

そ
し
て
何
処
を
廻

っ
た
ら
よ
い
か
？

教
え
て
下
さ
い
。

沢
山
の
う
ず
も
れ
た
、
未
知
の
事
柄
と
人
々

が

い
る
事
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
交
の
歩
み
で
あ
り
、
生
命
を
破
滅
か

ら
救
う
歩
み
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
行
進
を
出
来
得
る
限
り
、
無

農
薬
の
玄
米
と
野
菜
に
よ

っ
て
、
正
食
で
通

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
力
し
て
下
さ
い
。

各
地
で
映
画
会
、
講
演
会
も
催
せ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

提
案
、
情
報
、
カ
ン
パ
、
協
力
な
ど
、
ど
ん

ど
ん
Ｃ
Ｉ
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

な
お

「生
存

へ
の
行
進
」
の
進
行
状
況
は
、

「新
し
き
世
界
へ
』
に
毎
号
連
載
い
た
し
ま

す
。

皆
様
の
精
進
と
世
界
の
平
和
を
祈

っ
て
。

合
掌

「生
存

へ
の
行
進
準
備
会
」

大
友
映
男

（
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
内
）

●
全
国
の
会
員
の
皆
様

へ
お
願
い

こ
の

「生
存

へ
の
行
進
」
は
、
地
球
＝
環

境
＝
人
類
の
危
機
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち
が

集
ま

っ
て
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
メ
ン
バ
ー
も
部
分
的
に

で
す
が
、
こ
の
行
進
に
参
加
し
ま
す
。

そ
こ
で
皆
様
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
共

に
行
進
に
参
加

（
一
日
だ
け
で
も
）
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。
ま
た
、
行
進
の
た
め

の
資
金
、
食
糧
、
資
材
や
宿
な
ど
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
特
に
食
事
は
、

で
き
れ
ば
全
面
的
に
玄
米
正
食
で
や
り
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
現
金
を
カ
ン
パ
し
て

く
だ
さ
れ
ば
、
玄
米
や
純
正
食
品
に
替
え
て

行
進
国
に
供
給
し
ま
す
。　
一
昨
年
夏
の

「平

和
行
進
」
同
様
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

準
備
会
は
、
ど
の
コ
ー
ス
で
、
ど
の
よ
う

な
催
し
を
行
な
う
か
企
画
中
で
す
。
２
月
は
、

９
日
（金
）、
２４
日
（土
）
の
午
後
７
時
か
ら
日

本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
行
な
い
ま
す
。
歩
き
た
い
人
、

ア
イ
デ
ア
の
あ
る
方
、
ど
ん
ど
ん
ご
参
加
下

さ
い
。
実
ム
場
費
鰤
円
頂
き
ま
す
。
）

行
進
の
進
展
状
況
は
通
信
を
発
行
し
て
お

知
ら
せ
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
ご
希
望
の

方
は
当
面
の
費
用
と
し
て
千
円
お
送
り
下
さ

い
。
行
進
の
連
絡
先
、
カ
ン
パ
の
申
込
先
は

ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
●
０
４
２
２
１
５
３
１
６

４
８
３

（〒
硼
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
５
１

４
１
１７
）
か
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

・
山
県
ま
で
。
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あ

る

報

告

Ξ

橋

本

政

憲

●
会
館
の
開
設
に
と
も
な
う
仕
事
も
、
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
、

編
集
長
も
名
目
的
に
も
や
め
た
阿
部
氏
が
次
に
見
出
し
た
仕

事
は
、
電
話
に
よ
る
健
康
相
談
で
あ
る
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、

狭
い
事
務
室
の
中
に
大
声
が
ひ
び
く
。
私
は
ず
る
い
か
ら
、

仕
事
を
か
か
え
て
、〈
バ
館
の
中
を
あ
ち
こ
ち
避
難
し
て
い
た
。

阿
部
氏
の
気
持
の
中
に
は
、
健
康
相
談
と
は
こ
う
い
う
よ
う

に
す
る
も
の
だ
、
と
若

い
研
究
生
た
ち
に
教
え
た
い
、
と
い

う
面
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

電
話
に
よ
る
健
康
相
談
の
次
は
、
会
館
で
の
健
康
相
談
講

習
会
、
そ
の
次
は
、
各
地
へ
の
出
張
講
演
旅
行
と
、
阿
部
氏

の
す
る
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
変
わ

っ
て
い
っ
た
。

つ
い
に
は
、

ひ
と
月
の
う
ち
に
、
会
館
に
出
て
く
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
く
ら
い
の
全
国
巡
演
を
展
開
し
た
の
は
、
ご
存
知
の
通
り

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
当
然
、
本
部
で
の

〃事
務
局
長
″
の
仕

事
は
放
棄
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

●
こ
の

「あ
る
報
告
』
も
、
あ
ま
り
に
長
く
な

っ
た
。
結
論

を
急
ぎ
た
い
。
こ
の
報
告
の
目
的
は
、
こ
こ
数
年
の
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会

の
歩
ん
で
き
た
経
過
を
お
知
ら
せ
し
、
阿
部
氏
の
行

動
の
軌
跡
を
、
あ
る
程
度
、
会
員
の
皆
様
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
以
上
、
こ
と
細
か
に
、
た
と
え
ば
、
あ
る

時
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
原
稿

（病
気
の
治
し
方
に
つ
い
て
）

を
書
い
て
き
て
、
そ
う
い
う
書
き
方
で
は
雑
誌
に
発
表
で
き

な
い
、
と
い
っ
て
私
が
断
わ

っ
た
と
か
、
物
事
を
決
め
る
の
に

協
議
し
な
く
な

っ
た
と
か
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
の
は
控
え
た
い
。

し
か
し
、
少
々
付
け
加
え
て
お
く
と
、
河
内
省

一
氏
が
綜

合
医
学
会

の
席
上
で
阿
部
氏
を
批
判
し
た
の
は
、
何
も
そ
の

時
、
急
に
思
い
立

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
一
年
も
前
の
熊
本
で

の
有
機
農
業
研
究
会

の
大
会
で
の
阿
部
氏
の
行
動
そ
の
他
、

い
ろ
い
ろ
の
情
報
を
も
と
に
し
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
、
と
私

は
聞
い
た
。

た
だ
、
ど
う
し
て
も
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼

が
協
会

の
正
規
の
職
員
で
あ
り
な
が
ら
、

「
手
当
法
基
礎
』

と
か

『奇
蹟
の
玄
米
療
法
』
と
か
、
ご
く
少
部
数
で
は
あ

っ

た
が

「新
新
食
養
療
法
』
と
い
っ
た
印
刷
物
を
私
的
に
つ
く

り
、
こ
の
組
織
を
利
用
し
て
頒
布
し
た
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
あ
る
会
社
の
職
員
が
、
そ
こ
で
得
た
知
識
と

技
術
を
も
と
に
新
製
品
を
個
人
的
に
つ
く
り
、
か
つ
、
そ
の

会
社
の
販
売
ル
ー
ト
で
売
る
、
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
？

『奇
蹟
の
玄
米
療
法
』
と
い
う
本
は
、
も
と
も
と
、
ラ
イ
フ

社
と
い
う
小
さ
な
出
版
社
が
、
あ
る
事
情
で
出
版
点
数
を
そ

ろ
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
牛
尾
盛
保
先
生
に

『便
秘
の
本
』

と
い
う
企
画
を
も
ち
こ
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
。
こ
の
『便

秘
の
本
』
が
、
ど
う
し
て
、
阿
部

一
理
著
の
別
の
本
に
な

っ

た
の
か
は
、
私
は
詳
し
く
知
ら
な

い
が
、
事
実
は
そ
う
な
の

で
あ
る
。

「
手
当
法
基
礎
」
に
し
て
も
、

「奇
蹟
の
玄
米
療
法
』
に
し

て
も
、
彼
は
自
身
で
文
章
を
書
い
て
い
な
い
。
ア
ベ
教
育
セ

ン
タ
ー
以
来
の
協
力
者
た
ち
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
他

人
に
ま
と
め
さ
せ
た
も
の
に
自
分
の
名
前
を
冠
し
て
世
に
出

す
な
ど
と
い
う
の
は
、
ま
じ
め
な
言
論
を
し
よ
う
と
す
る
人

の
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
、
彼
は
校
正
刷
り
さ
え
、

て
い
ね
い
に
見
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
先
月
号
の
本

誌
の
訂
正
に
よ

っ
て

一
部
お
知
ら
せ
し
た
通
り
で
あ
る
し
、

印
刷
物
と
い
う
、
長
く
残

っ
て
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
も

の
を
公
に
す
る
う
え
で
の
慎
重
さ
を
欠

い
て
い
る
、
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
藤
昌
益
に
な
ら

っ
て
、
″直
耕
″
を

説
い
て
い
る
彼
が
、
な
ぜ

″直
筆
″
を
し
な

い
の
か
、
理
解

で
き
な

い
。

新
し
い
、
適
当
な
本
を

つ
く

っ
て
い
く
の
は
良

い
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
点
で
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
例
の
借
り
入
れ
金
の
間

題
か
ら
尾
を
引
く
財
政
の
問
題
も
あ

っ
た
し
、
彼
が
放
棄
し

た
雑
誌
の
再
建
の
問
題
も
あ

っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
当
然
、

出
版
部
長
で
あ
る
、
私
の
怠
慢
を
責
め
ら
れ
て
も
や
む
を
得

な

い
し
、
私
は
弁
解
し
な
い
。

新
し
い
も
の
を
出
す
な
ら
出
す
で
、
そ
れ
な
り
の
正
し
い

手
順
を
ふ
ん
で
世
に
出
す
べ
き
で
あ
る
。
食
養
会
＝
桜
沢
先

生
以
来
の
、
そ
の
他
の
多
く
の
人
々
の
、
ま
た
特
に
大
森
先

生
の
長
年
に
わ
た
る
生
命
が
け
の
追
証
の
成
果
そ
の
も
の
を

組
み
合
わ
せ
て
、
手
軽
に
本
を

つ
く
り
、
そ
れ
に
自
己
の
名

を
冠
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
る
べ
き
で
は

な
い
。

●
も
う

一
つ
の
違
反
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
会
員
名
簿
を
利

用
し
て
、
出
版
広
告
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。　
一
九
七
五
年
五

月
、
私
た
ち
は
、
会
員
名
簿
の
万

一
の
焼
失
を
お
そ
れ
て
、

コ
ピ
ー
を

つ
く
り
、
私
、
高
祖
氏
、
阿
部
氏
の
三
名
が
自
宅

に
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。
彼
が
こ
の
コ
ピ
ー
を
利
用
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
、
さ
ら
に
新
し
い
名
簿
ま
で
持

っ
て
い
る

の
か
は
知
ら
な

い
。
彼
は
、
会
議
の
席
上
で
、

「
ラ
イ
フ
社

の
人
が
来
た
か
ら
、
家
に
あ

っ
た
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
持

っ
て

い
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
言
い
の
が
れ
を
し
た
。

小
細
工
の
言
い
の
が
れ
を
す
る
と
い
う
の
は
、
常
識
に
お
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い
て
も
許
さ
れ
な
い
し
、
特
に
Ｐ
Ｕ
人
た
ろ
う
と
す
る
人
に

は
許
さ
れ
な

い
。

●
彼
の
講
演
を
ゆ

っ
く
り
聞
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
細

か
く
指
摘
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
彼
は
、
自
分
の
好
み
に

合

っ
た
と
こ
ろ
だ
け
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。

江
戸
期
の
特
異
な
思
想
家
、
安
藤
昌
益
の
こ
と
を
言
う
の

は
い
い
が
、

「米
の
精
、
変
じ
て
人
と
な
る
」
と
い
う
く
だ

り
の
み
を
強
調
し
、
昌
益
が
力
説
し
て
い
る
孔
孟
な
ど
聖
人

批
判
の

「人
の
上
に
立
た
ん
が
た
め
に
妄
説
を
立
て
」
を
言

わ
な
い
。
ま
た
、
医
者
の
批
判
を
す
る
わ
り
に
は
、
Ｇ
Ｏ
先

生
が
あ
れ
ほ
ど
強
調
し
た
、
教
育
者

へ
の
批
判
を
し
な
い
。

人
相
は
説
く
が
、
手
相
の
こ
と
は
言
わ
な
い
よ
う
だ
。

９
月
１５
日
の
綜
合
医
学
会
で
の
阿
部
氏
の
講
演
の
録
音
を

送

っ
て
く
れ
た
人
が
あ

っ
て
、
聞
い
た
。
力
の
こ
も

っ
た
話

ぶ
り
で
あ
る
が
、
彼
は

「病
気
の
原
因
は
無
知
で
あ
る
」
と

言

っ
て
い
る
。
″無
知
″
が
原
因
な
ら
ば
、
知
識
が
あ
れ
ば
病

気
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
知
識
を
与
え
る
の
が
い
い
こ

と
に
な
る
。

桜
沢
先
生
は

『病
気
を
治
す
術
、
病
人
を
治
す
法
』
で
、

人
間
に
病
気
の
多
い
わ
け
を
、
「
ソ
レ
は
、
人
間
の
判
断
力
、

ト
ク
ニ
最
高
判
断
力
に
ク
モ
リ
か
ク
ル
イ
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
共
同
書
１２
ぺ
‐
ジ
）
と
言

っ
て
い
る
。
桜
沢
先
生
は

″無

知
″
と
は
言

っ
て
い
な

い
。
自
然
の
動
物
は
、
Ｐ
Ｕ
医
学
な

ど
を
知
識
と
し
て
は
知
ら
な
い
が
、
最
高
判
断
力
が
ク
モ
ら

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
能
に
し
た
が

っ
て
生
き
る
だ
け
で
、

病
む
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
阿
部
氏
は
す
べ
て
承
知
の
上

で

″無
知
″
と
言

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

●
人
は
誰
で
も
、
自
分
の
得
意
な
能
力
を
発
揮
し
、
そ
れ
で

も
っ
て
世
に
認
め
ら
れ
、
喫
策
を
受
け
た
い
、
と
い
う
強
い

欲
望
が
あ
る
。
私
も
、
な
い
、
と
い
っ
た
ら
ウ
ソ
に
な
る
。

た
だ
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
が
問
題
だ
ろ
う
。

阿
部
氏
は
、
Ｃ
Ｉ
に
来
た
こ
ろ
、

「近
い
う
ち
、
選
挙
は

な

い
だ
ろ
う
か
、
新
宿
の
駅
頭
で
車
の
上
か
ら

マ
イ
ク
を
持

っ
て
叫
ん
で
み
た
い
」
と
言

っ
て
い
た
。
現
に
、
彼
は
、
今

度
の
東
京
都
知
事
選
挙
に
出
よ
う
か
と
、
去
年
の
夏
ご
ろ
、

真
剣
に
考
え
、
い
ろ
ん
な
人
に
相
談
し
た
り
、
Ｃ
Ｉ
の
会
議

の
席
上
で
も
言

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

彼
は
、
自
分
の
説
得
で
、
人
が
動
き
、
感
心
す
る
の
が
、

た
ま
ら
な
く
好
き
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
分
の
話
に
感

心
し
な
い
人
を
き
ら
う
。

●

〃
い
ろ
い
ろ
欠
点
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で

も
、
や

っ
て
い
く
目
的
が
よ
け
れ
ば

い
い
で
は
な
い
か
、
と

に
か
く
阿
部
氏
は
や

っ
て
き
た
し
、
今
も
や

っ
て
い
る
″
と

い
う
評
価
を
す
る
人
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の

″目
的
が
よ
け
れ
ば
何
を
し
て
も
い
い
、

目
的
の
た
め
に
、
努
力
す
る
の
が
善
で
、
努
力
し
な
い
の
が

悪
だ
″
と
い
う
考
え
は
、
大
変
な
危
険
を
生
ず
る
場
合
が
あ

る
か
ら
、
ぜ
ひ
述
べ
て
お
き
た
い
。

前
に
も
述
べ
た
通
り
、
阿
部
氏
は
昭
和
１９
年
生
ま
れ
で
あ

る
。
当
前
、
戦
前
の
日
本
、
敗
戦
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
司
令

官
と
す
る
連
合
軍
の
日
本
占
領
、
そ
れ
に
と
も
な
う
日
本
の

激
変
を
、
直
接
的
体
験
と
し
て
は
知
ら
な
い
。
彼
が
直
接
知

っ
て
い
る
日
本
と
い
う
の
は
、
民
間
放
送
、
テ
レ
ビ
の
発
達
、

週
刊
誌
の
乱
立
、
家
庭
電
化
ブ
ー
ム
、
高
度
経
済
成
長
に
入

っ
た
日
本
で
あ
る
。

な
ん
の
た
め
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
言

い
だ
し
た
か
と
い
う

と
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
激
動
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
そ
の
日
本

の
歩
ん
で
き
た
道
を
知

っ
て
い
る
人
々
で
も
、
そ
れ
が
ど
う

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
の
か
、
あ
ま
り
若
い
人
た
ち
に
言
わ
な

い
し
、
若
い
人
た
ち
も
聞
き
た
が
ら
な
い
。
本
を
読
ん
で
も

ピ
ン
と
こ
な
い
し
、
け

っ
き
ょ
く
、
こ
の
時
期
の
体
験
と
い

う
も
の
は
、
日
本
人
の
間
で
は
、
急
速
に
風
化
し
つ
つ
あ
る

の
だ
。

●

『現
代
の
魔
女
狩
り
」
と
い
う
面
白

い
本
が
あ
る
。

（
グ

ル
ー
プ

一
九
八
四
年
著
、
国
際
商
業
出
版
、
昭
和
５‐
年
刊
）

も
と
も
と

『文
芸
春
秋
』
に
の
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
世

末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
吹
き
荒
れ

た

″魔
女
狩
り
″と
い
う
社
会
的
な
疫
病
の
正
体
を
解
明
し
、

つ
い
で
、
近
年
、
日
本
に
見
ら
れ
る
、　
″社
会
悪
″
を
摘
発

す
る
動
き
を

″魔
女
狩
り
″
に
な
ぞ
ら
え
、
健
全
な
思
考
を

と
り
も
ど
す
必
要
を
論
じ
て
い
る
。

そ
の
巻
頭
に
、
オ
ス
カ
ー

・
ワ
イ
ル
ド
の
警
句
が
出

て
い

２つ
。「も

っ
と
も
害
を
与
え
る
人
は
、
も

っ
と
も
善

い
こ
と
を
し

よ
う
と
努
め
る
人
だ
」

オ
ス
カ
ー

・
ワ
イ
ル
ド
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
、

こ
う
言

っ
た
の
か
分
か
ら
な

い
が
、
な
か
な
か
意
味
深
長
な

言
葉
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
か
つ
て

″東
亜
の
新
秩
序
″
を
叫
ん
で
戦
争

へ
走

っ
た
日
本
も
、　
″国
際
ユ
ダ
ヤ
勢
力
、
赤
色
勢
力
の
脅

威
を
排
除
す
る
″
と
い
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
火
の
手
を
あ

げ
た
独

・
伊
も
、
″世
界
人
民
の
解
放
″
を
唱
え
た

ソ
連
も
、

″自
由
と
民
主
主
義
″
の
た
め
と
い
う
旗
印
を
か
か
げ
た
米

国
も
、
そ
の
米
国
に
抵
抗
し
た
ベ
ト
ナ
ム
も
、
み
な
、
主
観

的
に
は

″も

っ
と
も
善
い
こ
と
″
を
し
よ
う
と
努
め
た
の
だ

っ
た
。

″
も

っ
と
も
善

い
こ
と
″
を
実
現
す
る
こ
と
が

″善
″
な
ら

ば
、
そ
れ

の
た
め
に
は
、
ど
ん
な
行
為

に
出

て
も

い
い
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
が
、
ナ
チ
ス

・
ド
イ

ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど

の
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虐
殺
と
な
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
＝
ベ
リ
ヤ
の

″粛
正
″
と
な
り
、

ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の

″
み
な
殺
し
戦
争
″
と
な
る
の

だ
。
し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
か
ら

″解

放
″
さ
れ
た
は
ず
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
、
今
や
、
助
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
の
あ
て
も
な
く
、
小
舟

に
乗

っ
て
海
へ
脱
出
す
る

人
が
何
万
人
と
い
る
と
い
う
事
実
が
生
じ
て
い
る
。
現
に
、

そ
の
半
数
は
難
破
し
て
海
に
消
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ほ

ど
の
危
険
を
お
か
し
て
ま
で
も
脱
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

″解
放
″
と
は
、
い
っ
た

い
何
な
の
か
？

″魔
女
狩
り
″
に
は
、
悪
魔
の
使
い
で
あ
る

″魔
女
″
が
必

要
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
場
合
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、

共
産
主
義
者
で
あ
り
、
自
由
主
義
者
だ

っ
た
。
阿
部
氏
は
、

『あ
な
た
は
医
者
に
殺
さ
れ
る
』
と
い
う
本
を
出
す
、
と
言

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
、
医
師
た
ち
を

い
た
ず
ら
に

″魔
女
″

に
仕
立
て
、
人
々
の
排
他
心
を
あ
お
る
こ
と
に
な
ら
な
い
こ

と
を
望
む
。

人
は
誰
で
も
、
自
分
で
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
、
飲
ん
で
、

そ
れ
が
原
因
で
病
気
に
な

っ
て
、
死
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
他
殺
と
い
う
も
の
は
な
い
、
す
べ
て
自
殺

だ
、
と
桜
沢
先
生
が
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
す
べ
て
、
根
本
は

自
分
が
悪
い
の
だ
。
医
学
の
手
当
を
選
ん
だ
の
も
本
人
だ
。

阿
部
氏
も
こ
の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

●

「私
た
ち
に
は
、
善
悪
、
正
邪
と
い
う
も
の
は
な
い
。
あ

る
の
は
陰
陽
の
み
」
と
桜
沢
先
生
は
言

っ
て
い
る
。

（本
誌

駆
号
４８
ぺ
‐
ジ
）
こ
の
意
味
を
、
よ
く
味
わ

っ
て
み
た
い
。

こ
の
考
え
に
立
た
な
い
か
ぎ
り
、
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
人

人
が

″絶
対
″
の
大
所
高
所
か
ら
の
判
断
に
よ
る
自
己
の
立

場
を
忘
れ
、
小
さ
な
範
囲
で
、
善
悪
、
正
邪
の
決
着
を

つ
け

よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
世
に
争
い
は
つ
づ
き
、
世
界
は
戦
争

の
危
険
に
お
の
の
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

″唯

一
、
無
双
″
の
原
理
、
Ｐ
Ｕ
を
ひ
ろ
め
、
最
高
の
健
康

と
幸
福
の
道
で
あ
る
正
食
を
ひ
ろ
め
∫
う
と
す
る
こ
と
が
、

Ｐ
Ｕ
、
正
食
を
技
術
と
し
て
の
み
、
と
ら
え
、
そ
の
精
神
を

忘
れ
た
場
合
、
意
外

に
も
、
既
成
の
二
元
論
の
土
俵
の
上
で

相
撲
を
と

っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。

●
阿
部
氏
は
、
あ
る
意
味
で
の
行
動
力
の
あ
る
人
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
報
告
を
出
し
て
警
告
す
る
必
要

は
な
い
。
彼
の
活
動
が
、
良

い
結
果
を
生
む
な
ら
、
喜
ば
し

い
こ
と
だ
し
、
歓
迎
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
彼

は
人
を
ど
こ
へ
導
く
の
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
、
私

の
率
直
な
意
見
で
あ
る
。

・こ
れ
は
、
何
も
彼
が
必
ず
ヒ
ト
ラ
ー
の
よ
う
な
行
動
を
す

る
よ
う
に
な
る
、
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
青
年
ヒ
ト
ラ

ー
も
有
能
な
ア
ジ
テ
ー
タ
ー

（煽
動
者
）
で
あ

っ
た
。
人
々

は
酔

っ
た
。
彼
を
押
し
上
げ
た
。
あ
れ
よ
、
あ
れ
よ
と
い
う

間
に
、
彼
は
最
高
の
権
力
を
に
ぎ
り
、
ド
イ
ツ
を
あ
の
戦
争

へ
と
導

い
た
。
物
事
は
、
い
っ
た
ん
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
自

己
運
動
を
始
め
る
。
渦
中
の
人
間
が
セ
ー
ブ
し
た
い
、
と
か
、

も
う
止
め
た
い
、
と
思

っ
た
と
し
て
も
、
行
き
つ
く
と
こ
ろ

ま
で
行
か
な
け
れ
ば
止
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
え

ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
菜
食
主
義

（
チ
ー
ズ
、
卵
は
入

っ
て
い
た

そ
う
だ
）
で
少
食
で
あ

っ
た
。

だ
か
ら
、
安
易
に

″有
能
″
な
人
間
を
押
し
上
げ
る
こ
と

は
、
非
常
な
危
険
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
ん
な
歴
史

の
話
を
も
ち
だ
す
こ
と
が
、
ま

っ
た
く
ム
ダ
に
な
る
こ
と
を

望
み
た
い
。

●
阿
部
氏
が
、
優
秀
な
記
憶
力
と
、　
一
本
気
な
情
熱
と
、
抜

群
の
説
得
力
と
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
素
質
を
持

っ
て
い

る
だ
け
に
、
今
後
の
い
っ
そ
う
の
精
進
と
自
重
を
期
待
し
た

い
。
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
問
戸
は
、
彼
に
対
し
て
も
、
い
つ
も

開
か
れ
て
い
る
、
と
川
嶋
正
治
氏
は
先
日
も
言

っ
た
。
た
だ
、

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
会
員
名
簿
の
コ
ピ
ー
、

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
金
と
便
宜
に
よ

っ
て
作

っ
た
録
音
テ
ー
プ
、

会
員
た
ち
に
起
こ
さ
せ
た
大
森
先
生
な
ど
の
講
義
録
、
そ
の

他
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
職
員
と
し
て
の
立
場
で
得
た
も
の
、

資
料
な
ど
を
協
会
に
返
す
の
が
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も

の
を
私
物
化
す
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

か
り
に
、
私
が
Ｃ
Ｉ
を
退
職
し
た
場
合
、
本
誌
に
の
っ
た

大
森
講
義
録
は
私
が
つ
く

っ
た
も
の
だ
か
ら
、
私
が
出
版

し

て
も
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
常
識
の

問
題
で
あ
る
。

●
こ
こ
で
も
う

一
つ
、
阿
部
氏
が
、
″
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
が
桜
沢

先
生
の
ぼ
う
大
な
著
作
の
刊
行
計
画
の
見
通
し
を
持

っ
て
い

な
い
の
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
誰
か
が
桜
沢
先
生
を
忘

れ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
″
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
、
〃
こ
の

Ｐ
Ｕ
関
係
で
の
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
い
て
、
著
作
権
を
主

張
す
べ
き
で
な
い
。
組
織
が
権
利
を
主
張
す
る
よ
う
に
な

っ

た
時
、
腐
敗
が
始
ま
る

″

（
『食
養
通
信
』
創
刊
号
）
と
言

っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ
て
お
き
た

い
。

第

一
、
桜
沢
先
生
の
著
作
刊
行
の
問
題
。
こ
れ
に
は
、
主

に
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。　
一
つ
は
、
協
会

の
財
政
の
問
題
で

あ

っ
て
、
こ
の
会
館
移
転
に
と
も
な
う
費
用
の
清
算
さ
え
つ

い
て
い
な
い
現
在
、
こ
れ
以
上
の
事
業
拡
大
に
踏
み
切
れ
な

か

っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
事
の
跡
始
末
を

つ

け
ず
に
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
進
ん
で
行
く
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
し
か
し
、
今
年
か
ら
は
、
大
勢
の
人
々
の
ご
協
力
を
得

て
、
こ
の
課
題
に
前
進
し
た
い
。
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し
か
し
、
つ
い
で
に
書
き
そ
え
て
お
け
ば
、
桜
沢
先
生
は
、

″私
の
書
い
た
も
の
を
よ
く
読
め
″
と
も
書
い
て
い
る
が
、

「四
十
年
間
の
私
の
カ
キ
モ
ノ
は
ミ
ナ
焚

い
て
し
ま
う
方
が

正
し
い
の
だ
し
、　
一
冊
も
な
く

っ
て
も
、
自
由
人
、
幸
せ
人
、

正
義
人
の
出
る
の
は

一
寸
も
変
ら
な
い
コ
ト
な
の
だ
」
官
病

気
を
治
す
術
、
病
人
を
治
す
法
』
１５
ぺ
‐
ジ
）
と
も
言

っ
て

い
る
。
桜
沢
先
生
は
、
桜
沢
先
生
の
本
を
読
ん
で
、
桜
沢
先

生
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

二
つ
目
の
問
題
は
、
ぼ
う
大
な
桜
沢
先
生
の
著
作
の
中
に

は
、
今
日
、
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｕ
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

発
展
の
た
め
に
、
ま
た
、
桜
沢
先
生
の
名
誉
の
た
め
に
も
、

必
ず
し
も
発
表
す
べ
き
で
は
な

い
文
章
も
、
い
く

つ
も
含
ま

れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
り
に
、
Ｐ
Ｕ
ま
た
は

桜
沢
先
生
に
悪
意
を
も

っ
た
人
が
、
ぼ
う
大
な
著
作
の
中
か

ら
勝
手
に
抜
き
書
き
し
て

一
書
を

つ
く

っ
た
場
合
、
信
じ
ら

れ
な

い
よ
う
な
本
を

つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
い
う
こ
と

を
私
は
あ
え
て
言
う
。

も
し
、
今
、
桜
沢
先
生
が
生
き
て
お
ら
れ
た
ら
、　
″そ
こ

は
変
え
て
お
け
″
と
か
、
　
〃そ
れ
は
出
さ
な

い
で
お
け
″
と

い
っ
た
処
置
を
必
ず
と
ら
れ
る
に
ち
が

い
な
い
。
桜
沢
先
生

の
お
ら
れ
な
い
今
日
、
誰
が
そ
の
判
断
を
す
る
か
、
非
常
に

む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
無
原
則
的
に

何
で
も
刊
行
す
べ
き
で
は
な

い
、
と
私
は
主
張
し
、
桜
沢
先

生
著
作
刊
行
委
員
会
に
提
議
し
た
い
。

″そ
の
よ
う
な
面
も
、
す
べ
て
桜
沢
先
生
の
も

っ
て
い
た
も

の
な
の
だ
か
ら
、
下
手
に
細
工
せ
ず
に
、
す
べ
て
資
料
と
し

て
刊
行
す
べ
き
だ
″
と
い
う
意
見
も
当
然
、
出
て
こ
よ
う
。

私
も
、
原
則
的
に
は
、
そ
れ
に
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
少
な

く
と
も
、
今
は
ま
だ
そ
の
時
機
で
は
な
い
。
桜
沢
先
生
と
い

う
人
物
を
、
も

っ
と
冷
静
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
時

が
来
る
ま
で
待

つ
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
処
置
を
と

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
Ｐ
Ｕ
や
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
発
展
に
、
な
に
も
さ
ま
た
げ
に
な
る

わ
け
で
は
な

い
。

●
も
し
、
よ
け
れ
ば
、
桜
沢
先
生
編
の

『食
養
講
義
録
』
復

刻
版
に
付
し
た
、
私
の

″解
説
″
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と

幸

い
で
あ
る
。
（本
誌
硼
号
に
も
掲
載
）

そ
の
中
で
私
は
、
　
″桜
沢
先
生
は
詩
人
で
あ
る
″
と
い
う

説
を
出
し
て
い
る
。
桜
沢
先
生
自
身
、

「
（私
は
）
人
生
を

オ
モ
シ
ロ
イ
冒
険
談
や
童
話
を
か
く
た
め
の
材
料
と
心
得
て

い
る
モ
ノ
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。

（本
誌
瑯
号
５４
ペ
ー

いン
）と
こ
ろ
が
、
現
代
は
、
詩
や
オ
ト
ギ
話
の
は
や
ら
な
い
時

代
で
あ
る
。
何
事
も
即
物
的
に
理
解
し
た
が
る
。
そ
う
い
う

日
で
桜
沢
先
生
の
文
章
を
読
む
と
、
あ
る
種
の
混
乱
が
生
ず

る
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
身
の
ほ
ど
も
知
ら
ず
に

あ
え
て
言
う
と
、
桜
沢
先
生
の
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
く

ま
で

″桜
沢
先
生
の
表
現
し
て
い
る
Ｐ
Ｕ
で
あ
り
、

マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
な
の
で
あ
る
。

●
第
二
、
著
作
権
の
問
題
。

現
在
、
桜
沢
先
生
の
著
作
物
、
録
音
テ
ー
プ
な
ど
の
著
作

権
は
、
桜
沢
先
生
の
未
亡
人
で
あ
る
、
桜
沢
里
真
先
生
か
ら

委
譲
を
う
け
て
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
が
保
有
し
て
い
る
。
と
い

っ
て
も
、
協
会

の
会
長
は
桜
沢
里
真
先
生
な
の
で
あ
る
か
ら
、

実
際
に
は
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
個
人
で
は
な
く
、

法
人
格
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

桜
沢
先
生
の
著
作
は
、
Ｃ
Ｉ
の
み
で
な
く
、
誰
が
、
ど
ん

な
団
体
が
出
し
て
も
か
ま
わ
な

い
、
出
す
べ
き
だ
、
と
い
う

主
張
が
あ
る
。
こ
れ
に
も
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
に
は
、

誰
が
出
し
て
も
よ
く
な

っ
た
場
合
、
投
じ
る
資
本
の
大
小
で

決
着
を

つ
け
よ
う
と
す
る
、
混
乱
の
事
態
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
刊
行
に
あ
た

っ
て
の
冷
静
な
用
意
が
保
証
さ
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
誤
植
が
あ

っ
た
り
、

脱
落
が
生
じ
た
り
、
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
場
合
に
、
正

し
い
テ
キ
ス
ト
を
ど
う
決
め
る
か
、
テ
キ
ス
ト
の
明
ら
か
な

誤
記
、
誤
植
を
ど
う
処
置
す
る
か
と
い
う
う
え
で
の
慎
重
さ

が
欠
か
れ
た
り
、
桜
沢
先
生
の
著
作
を
刊
行
す
る
、　
一
貫
し

た
ポ
リ
シ
ー
が
忘
れ
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
は
、
単
な
る
取
り
越
し
苦
労
で
は
な
く
、

つ
い
最
近
、

あ
や
う
く
危
険
を
回
避
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
の
だ
。

こ
れ
は
、
何
も
私
が
今
日
、
出
版
部
長
と
し
て
主
と
し
て

担
当
し
て
い
る
が
た
め
に
言
う
こ
と
で
は
な

い
。
誰
が
担
当

す
る
に
し
て
も
、
必
ず
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
い
う
、
桜
沢
先
生

が
創
立
さ
れ
、
桜
沢
里
真
先
生
が
会
長

・を
勤
め
て
お
ら
れ
る
、

こ
の
組
織
で

一
本
化
し
て
行
な
う
べ
き
事
業
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
桜
沢
里
真
先
生
の
非
常
に
強
い
ご
意
向
で
あ
る
こ
と
も

申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
こ
こ
ろ
ざ

す
人
々
に
は
、
ま

っ
た
く
開
か
れ
た
組
織
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
志
あ
る
人
々
が
大
同
団
結
し
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で

刊
行
の
事
業
を
す
す
め
る
こ
と
が
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
発
展
に
役
立

つ
こ
と
で
あ
る
し
、
桜
沢
先
生
の
ご
遺
志
に

も
そ
う
こ
と
に
な
る
と
信
ず
る
。

桜
沢
里
真
先
生
の
本
や
講
義
、
大
森
先
生
な
ど
の
講
義
に

つ
い
て
も
、
同
じ
で
あ
る
。
か

つ
て
、
桜
沢
里
真
先
生
の
本

の

一
部
が
、
あ
る
本
に
無
断
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
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ま
た
、
人
森
先
生
の
講
義
を
テ
ー
フ
か
ら
起
こ
し
て
、
簡
単

な
印
刷
で
配
り
だ
し
た
人
も
あ

っ
た
が
、
あ
ま
り
の
誤
記
の

ひ
ど
さ
に
、
人
森
た
生
が
続
行
を
や
め
さ
せ
た
と
か
聞
く
ら

つ
い
で
に
言
え
ば
、
Ｌ
年
ほ
ど
前
、
私
は
大
森
先
生
の
講

義
を
テ
ー
プ
起
こ
し
し
て
、
い
く

つ
か
本
誌
に
の
せ
た
が
、

こ
れ
は
、
す
べ
て
原
稿
を
大
森
先
生
に
鬼
せ
、
若
千
の
訂
正

を
加
え
て
発
表
さ
れ
た
．
そ
の
う
ち
、
人
森
先
生
は
、
　
″ど

う
も
、
話
し
た
こ
と
を
字
に
し
た
の
で
は
意
に
満
た
な

い
。

私
は
、
直
接
、
相
１
と
会

っ
て
Ｐ
Ｕ
を
語
る
と
い
う
か
た
ち

で
運
動
を
し
た
い
し
、
本
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
そ

の
う
ち
吉
く
か
ら
″
と
い
う
意
味
の
１
紙
を
私
に
ド
さ

っ
た

の
で
、
本
誌
で
の
大
森
先
生
の
講
義
録
掲
載
は
中
断
し
た
。

昨
年
か
ら
の
講
義
録
の
連
載
は
、
私
が
新
た
に
お
願

い
し
て
、

先
生
の
了
承
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ

●
阿
部
氏
に
言

い
た
い
の
は
、
―‐‐∫
か
批
判
さ
れ
る
と
、
　
″若

い
う
ち
は
叩
か
れ
る
の
が
当
り
前
だ
″
と
答
え
る
よ
う
な
、

思
い
上
が

っ
た
態
度
を
改
め
、
人
の
言
う
こ
と
に
虚
心
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
で
あ
る
．
米
国
の
久
司
道
夫
先
生
は
、
菅
本

フ
ジ
ー
先
生

に

「
私
に
つ
い
て
気
の
つ
い
た
こ
と
は
何
で
も

一́占
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
言

っ
た
そ
う
だ
。
　
″あ
の
人
に
は
何

を
言

っ
て
も
ダ
メ
だ

″
と
な

っ
た
ら
、
誰
も
何
も
言

っ
て
く

れ
な
く
な
る
。

要
す
る
に
、
　
″
人
の
道
″
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
　
″宇
宙

の
秩
序
″
と

い
う
の
は
、
人
間
と
自
然
と
の
間
の
秩
序
、
自

然

の
法
則
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

は
ず
な

の
だ
。

●
こ
の
報
■

の
日
的
は
、

い
っ
た

い
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

あ

っ
た

の
か
、
何
が
問
題
で
あ

っ
た
の
か
を
、
Ｐ
Ｕ
の
友
で

あ
る
会
員
諸
兄
姉

に
、
あ
り
の
ま
ま
を
申
し
述
べ
、
ご
批
判

を
あ
お
ぎ
、
今
後

の
い
っ
そ
う
の
前
進
を
は
か
り
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
誤
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
し
た

い
か
ら
に

他
な
ら
な

い
。

私
た
ち
は
、
気
分
を
新
た
に
し
、
多
く
の
人

々
と
共

に
大

き
く
前
進
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

（
一
九
七
九

・
一
。
一
〇
）

シ

ュ

ガ

ー

，
ブ

ル

ー

ス

Ｗ
ｏダ

フ
テ
ィ
著
／
田
村
源
二
訳

砂
糖
は
、
阿
片
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
ヘ
ロ
イ
ン
と
同
様
に
恐
る
べ
き
麻
薬
で

あ
り
、
人
体
を
廃
疾
に
誘
う
家
庭
常
備
薬
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
喫

煙
に
よ
り
、
コ
ー
ク
に
よ
り
、毎
日
食
卓
に
添
え
ら
れ
る
バ
ン
に
よ
つ
て

無
意
識
の
う
ち
に
糖
害
の
中
毒
に
な
っ
て
い
る
。
魅
惑
的
な
砂
糖
の
裏

に
か
＜
さ
れ
た
恐
る
べ
き
位
掛
人
と
し
て
の
姿
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
身
体
を
か
け
て
問
い
つ
め
た
衝
撃
の
記
録
で
あ
り
、

前
糖
尿
病
症
状
を
示
し
て
い
る
現
代
社
会
に
対
す
る
警
告
の
書
で
あ
る
。

四
六
判
／
三
〇
四
頁
／
定
価

一
、
五
〇
〇
円
（〒
獅
円
）

」APAN PUBLICAT10NS,INC
〒 101東京都千代HllX猿 楽田j121
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マクロビオティック クッキング サロン

食|1養 基本 料理|("
桜 沢 里 真

＊
５
例
＊

●
材
料
＝
玄
米

（
カ
ツ
プ
３
）、
水

（カ

ッ
プ

６
）、
塩

（小
ハ
じ
％
）

米
を
洗
い
、
ざ
る
に
Ｌ
げ
て
水
を
切
る
。

厚
手
の
鍋
か
釜
に
入
れ
、
水
、
塩
を
入
れ
、

布
巾
３
枚
く
ら
い
を
重
ね
て
上
に
の
せ
、
蓋

を
す
る
。
軽
い
重
石
を
の
せ
、
弱
火
で
約
５

分
し
た
ら
中
火
に
し
、
ふ
い
て
き
た
ら
、
ふ

た
た
び
弱
火
に
し
て
約
５０
分
炊
く
。
（鍋
の
ド

に
あ
み
を
敷
く
と
こ
げ
ま
せ
ん
。
）蒸
気
が
ビ

「
―
と
強
く
ふ
し、
て
き
た
弓
、
バ

ッ
と
強
火

に
し
て
５
秒
し
た
ら
火
を
止
め
、
５
分
く
弓

い
む
ら
し
て
、
蓋
を
取
る
。

※
今
回
は
、
圧
力
を
使
わ
ず
、
普
通
の
鍋
で

炊
い
て
み
ま
し
た
。
圧
力
の
か
か

っ
た
、
も

ら
１，
ら
し
た
御
飯
を
好
ま
な
い
人
、
老
人
、

少
々
陽
性
に
か
た
む
い
た
方
々
に
は
、
時
に

は
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
こ
の
炊
き
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
Ｆ
の
分
量
で
炊
い
て
、
や
わ
６

か
す
ぎ
る
と
思
う
方
は
、
水
を
減
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

●
材
料
＝
ひ
じ
き

（
２０
グ
ラ
ム
）、
運
根

（
３０

グ
ラ
ム
）、
油
揚
げ

（
２
枚
）、
讐
油
、
油

（
少

少
）

①
ひ
じ
き
は
ご
み
を
取
り
除
き
、
水
で
き

っ

と
洗

っ
て
ざ
る
に
上
げ
、
水
を
切
る
。
蓮
根

は
、
た
て
４
つ
切
り
に
し
て
、
う
よ
く
小
日

切
り
に
す
る
。

②
鍋
に
油
小
さ
じ
２
を
あ
た
た
め
、
蓮
根
を

入
れ
て
さ

っ
と
炒
め
る
。
ひ
じ
き
を
入
れ
、

よ
く
よ
ぜ
な
が
ら
炒
め
る
。
材
料
ひ
た
ひ
た

に
水
を
入
れ
、
蓋
を
し
て
煮
込
む
。
水
が
少

①
小
松
菜
は
よ
く
洗
い
、
根
を
切
る
。
熱
湯

に
塩
大
さ
じ
１
を
人
れ
、
す
ぐ
小
松
菜
の
根

元
の
方
か
ら
入
れ
、
ひ
と
煮
立
ら
し
た
ら
葉

の
部
分
も
入
れ
、　
一
度
上
下
を
返
し
て
ぎ
る

に
ひ
き
上
げ
る
。
冷
よ
し
て
、
２
セ
ン
チ
く

６
い
に
切
る
。

②
人
参
は
細
く
線
切
り
に
す
る
。
鍋
に
油
小

さ
じ
１
を
あ
た
た
め
、
小
松
菜
、
人
参
を
入

れ
て
炒
め
る
。
醤
油
小
さ
じ
２
、
水
小
さ
じ

な
く
な
り
、
ひ
じ
き
が
や
わ
ら
か
く
な

っ
た

ら
、
醤
油
大
さ
じ
１
と
％
を
加
え
、
汁
が
な

く
な
る
ま
で
煮
付
け
る
。

③
油
揚
げ
は

〓
一方
に
包
丁
目
を
入
れ
て
開
き
、

元
の
よ
う
に
ふ
せ
る
。
鍋
に
出
し
汁
カ
ッ
プ

％
と
書
油
大
さ
じ
％
を
入
れ
、
油
揚
げ
を
入

れ
て
、
よ
く
火
を
通
す
。
や
や
水
が
な
く
な

り
か
け
た
時
、
人
を
止
め
て
味
を
よ
く
ふ
く

ま
せ
る
。

④
す
だ
れ
の
上
に
③
を
置
き
、
そ
の
上
に
②

を
う
す
く
の
り
巻
の
ご
は
ん
の
よ
う
に
の
せ

る
。
（
■
前
は
は
し
ま
で
ぴ

っ
た
り
の
せ
、
向

う
側
は
４
セ
ン
チ
く
ら
い
残
し
て
の
せ
る
）

手
前
か
６
ぐ
る
ぐ
る
か
た
く
巻
き
、
適
宜
に

切
っ
て
供
す
。

２
を
加
え
て
蓋
を
し
、
１
、
２
分
し
て
か
ら

人
を
止
め
、
汁
と
と
も
に
器
に
盛
る
。

９
対
１
の
ゴ

マ
塩
を
小
さ
じ
１

（
作
り
方

は
１
月
号
を
参
照
）と
自
菜
漬
け
を
添
え
る
。

白
菜
漬
け
は
、
自
菜
を
８
つ
に
切
り

（
根

元
に
５
セ
ン
チ
く
ら
い
の
包
丁
目
を
入
れ
て

か
ら
、
■
で
さ
い
て
４
つ
切
り
に
し
、
さ
ら

に
８
つ
に
切
る
）、
よ
く
洗
い
、
塩
カ

ッ
プ
％

小
松
菜
と
人
参
の
煮
び
一‐１た，
一ｔ
ｉ
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く
ら
い
を
平
均
に
ふ
り
、
重
石
を
し
て
、
４

５
日
し
て
か
ら
頂
く
。

＊
６
例
＊

●
材
料
＝
玄
米
御
飯

（
カ

ッ
プ
３
）、
水
ま
た

は
出
し
汁

（
カ
ッ
プ
９
）、
塩

（
小
さ
じ
％
）

玄
米
御
飯
に
出
し
汁
を
入
れ
て
、
煮
立

っ

た
ら
と
ろ
火
に
し
、
上
に
水
が
な
く
な

っ
た

●
材
料
＝
長
ね
ぎ

（
１
本
）、
味
暗

（長
ね
ぎ

の
％
の
量
）、
油

（
小
さ
じ
２
）、
平
ゆ
ば
、
三

つ
葉

①
ね
ぎ
は
５
ミ
リ
く
ら
い
の
小
日
切
り
に
す

る
。
白
い
部
分
と
青
い
部
分
を
別
々
に
し
て

お
く
。

②
鍋
に
油
を
あ
た
た
め
、
ね
ぎ
の
青
い
部
分

を
先
に
入
れ
て
炒
め
る
。
色
よ
く
な
っ
た
ら
、

自
い
部
分
を
入
れ
て
、
２
、
３
分
炒
め
、
味

晴
と
そ
の
同
量
の
水
を
入
れ
、
蓋
を
し
て
弱

火
で
煮
る
。
２０
７
３０
分
し
た
ら
蓋
を
と
り
、

ら
、
水
カ
ッ
プ
ー
を
は
し
か
ら
そ
ろ
り
と
入

れ
、
塩
を
加
え
て
さ
ら
に
煮
る
。
上
に
水
が

な
く
な

っ
た
ら
出
来
上
が
り
。

※
玄
米
を
生
米
か
ら
炊
く
時
は
、
米
の
約
１０

倍
の
水
を
加
え
、煮
立

っ
た
ら
と
ろ
火
に
し
、

塩
を
入
れ
て
、
約
４
、
５
時
間
煮
る
。
途
中

で
水
が
な
く
な

っ
て
、
ま
だ
か
た
い
時
は
、

水
カ
ッ
プ
ー
を
加
え
る
。
そ
の
間
、
け
っ
し

て
か
き
ま
ぜ
な
い
こ
と
。

圧
力
を
用
い
る
場
合
は
、
米
の
５
倍
の
水

で
炊
き
あ
げ
た
も
の
に
、
水
を
約
２
、
３
カ

ッ
プ
加
え
て
、
も
う

一
度
と
ろ
と
ろ
と
煮
る
。

ま
ぜ
て
水
分
を
と
ば
す
。
（
あ
ま
り
か
き
ま
ぜ

る
と
ね
ば
り
が
で
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
）

②
平
ゆ
ば
を
ぬ
る
ま
湯
で
し
め
し
、
し
ん
な

り
さ
せ
、
１０
セ
ン
チ
角
に
切
る
。

③
②
の
上
に
①
を
少
々
入
れ
、
ふ
ろ
し
き
包

み
の
よ
う
に
包
み
、
熱
湯
で
し
ん
な
り
さ
せ

た
二
つ
葉
で
結
ぶ
。
そ
れ
を
、
油
で
か
ら
リ

と
揚
げ
る
。

９
対
１
の
ゴ
マ
塩
を
小
さ
じ
１
、
自
菜
漬

け
、
っ
ば
漬
け
を
添
え
ま
し
た
が
、
た
く
わ

ん
が
あ
れ
ば
、
２
切
れ
つ
け
ま
し
ょ
う
。

`秘

≧

,々鬱セ

;綽   〔

▲ 5例 玄米御飯 (左 )、 ひじき蓮根しのだ巻 (後ろ中央)、 自菜漬け(前中央)
小松菜と人参の煮びたし(右 )
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＊
７
例
＊

●
材
料
＝
玄
米

（カ
ッ
プ
３
）、
麦

（カ
ッ
プ

％
）、
塩

（小
さ
じ
％
）、
水
（
カ
ッ
プ
４
と
％
）

玄
米
、
麦
を
洗
い
、
圧
力
釜
に
入
れ
、
煮

た
っ
て
圧
力
が
か
か
っ
た
ら
、
弱
火
に
し
、

約
２７
‐
２８
分
し
た
ら
火
を
止
め
、
約
５
分
む

ら
す
。

●
材
料
＝
蓮
根

（
５
切
れ
）、
人
参
（
５
切
れ
、

花
型
に
す
る
）、
地
粉

（カ
ッ
プ
２
）、
水

（力

ツ
プ
ー
と
％
）、
塩

（小
さ
じ
％
）

①
地
粉
を
水
で
と
き
、
静
か
に
ま
ぜ
る
。

②
蓮
根
は
、
中
く
ら
い
の
も
の
を
１
セ
ン
チ

く
ら
い
に
切
る
。
人
参
は
花
型
に
抜
く
が
、

残
っ
た
輪
の
部
分
も
用
い
る
。

③
材
社
に
①
の
衣
を
つ
け
、
油
で
か
ら
り
と

揚
げ
る
。

④
天
根
を
よ
く
洗
い
、
静
か
に
下
ろ
し
金
で

下
ろ
し
、
大
さ
じ
２
く
ら
い
を
添
え
る
。

●
材
料
＝
長
ね
ぎ

（％
本
）、
ワ
カ
メ

（
２
１

３
グ
ラ
ム
）、
大
根

（
３０
グ
ラ
ム
）、
味
噌

（
７５

グ
ラ
ム
）、
油

（少
々
）

①
長
ね
ぎ
は
１
セ
ン
チ
く
ら
い
の
小
口
切
り

に
す
る
。
大
根
は
線
切
り
に
す
る
。

②
鍋
に
油
小
さ
じ
１
を
あ
た
た
め
、
長
ね
ぎ

の
青
い
部
分
を
先
に
入
れ
て
炒
め
る
。
し
ん

な
り
し
た
ら
、
白
い
部
分
も
入
れ
て
よ
く
炒

め
、
水
カ
ッ
プ
５
、
コ
ン
ブ
ー０
セ
ン
チ
を
入

れ
、
材
料
が
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

水
に
も
ど
し
た
ワ
カ
メ
を
適
当
な
大
き
さ
に

切
っ
て
入
れ
、
味
噌
を
鍋
の
汁
で
と
い
て
、

流
し
入
れ
る
。
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
椀
に
つ

い
で
供
す
。

＊
８
例
＊

●
材
料
＝
玄
米
御
飯
（カ
ッ
プ
５
）、
蓮
根
（小

口
う
す
切
り
、
カ
ッ
プ
ー
）、
人
参
（細
切
り
、

カ
ッ
プ
ー
）、
塩
、
醤
油
、
油

①
御
飯
を
ふ
っ
く
ら
と
炊
く
。

▲ 6傾1 玄米おじゃ (左 )、 ねぎみそゆば包み揚げ(後ろ中央)、 ゴマ塩 (前中央)

自菜漬け(右 )
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②
鍋
に
油
小
さ
じ
％
を
あ
た
た
め
、
蓮
根
を

炒
め
、
醤
油
小
さ
ビ
ー
Ｌ
水
を
適
量
入
れ
、

よ
く
煮
て
味
を
つ
け
る
ｃ

Ｏ
入
参
は
、
ひ
Ｌ
つ
ま
み
の
塩
を
ふ

っ
て
力

ノ
妙
り
し
、
蓋
を
し
て
３０
秒
く
６
い
お
い
て

よ
ぜ
る
。

（④
御
飯
に
②
③^
を
よ
ぜ
る
。

一蓮
∴根
一一一一小

●
材
料
＝
蓮
根
（
１
節
）、
小
豆
（
カ

ッ
プ
％
）、

地
粉

（
カ
ッ
プ
％
）

①
小
豆
は
約
３
倍
の
水
で
洗
っ
て
、
す
ぐ
煮

る
。
煮
立
っ
て
き
た
ら
弱
火
に
し
、
Ｌ
に
水

が
な
く
な

っ
た
ら
、
水
カ

ッ
フ
ー
を
は
し
か

わ
静
か
に
入
れ
る
。
こ
れ
を
４
、
５
回
く
り

か
え
し
て
、
Ｌ
の
豆
が
指
で
つ
ぶ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
水
が
な
く
な

っ
て
き
た
ら
、
塩
小

さ
じ
％
を
加
え
、
こ
の
時
初
め
て
か
さ
ま
ぜ

一ｃ
、蓋
を
し
て
１
、
２
分
煮

て
火
を
止
め
る
。

②
蓮
根
は
両
端
を
明
り
、
塩
少
々
を
入
れ
た

熱
湯
で
２
、
３
分
ゆ
で
る
。
鍋
に
醤
油
人
さ

じ
１
、
水
大
さ
じ
１
を
入
れ
、
そ
の
中
に
蓮

根
を
入
れ
て
、
こ
ろ
が
し
な
が
ら
味
を
つ
け

て
煮
付
け
る
。

Ｏ
蓮
根
を
小
豆
の
あ
ん
に
お
し
つ
け
る
よ
う

に
―
フ
て
し
め
る
。
地
粉
を
天
ぶ
ら
の
衣
よ
り

▲ 7例 麦入り玄米御飯 (左 )、 蓮根と人参の天ぷら(後ろ中央 )、 大根下し(前中央 )、

みそ汁 (右 )

少
々
か
た
め
に
と
い
て
、
蓮
根
の
全
面
に
つ

け
、
熱
し
た
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
る
。
冷
め

て
か
６
、
８
ミ
リ
く
ら
い
に
切
り
、
２
切
れ

ず
つ
器
に
盛
る
。

一■
一■
フ
一‐‥‐‐‐…‐‥‐‐‥‐ボ
■
ル
吸
物
＝

●
材
料
＝
コ
ー
フ
ー

（
８０
グ
ラ
ム
）、
玉
ね
ぎ

（％
個
）、
地
粉

（
少
々
）、
二
つ
葉

（
少
々
ヽ

ゆ
ば

（少
々
）、
醤
油
、
塩
、
油

①
コ
ー
フ
ー
は
、
う
す
く
切

っ
て
油
で
揚
げ

た
も
の
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
出
し
汁
力

ッ
プ
％
と
醤
油
大
さ
じ
％
で
よ
く
煮
て
味
を

つ
け
る
。

②
玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に
し
、
油
小
さ
じ

１
で
炒
め
て
、
コ
ー
ノ
ー
と
ま
ぜ
る
。
地
粉

少
々
を
入
れ
て
つ
な
ぎ
に
し
、
２
セ
ン
チ
大

に
ま
る
め
、
油
で
揚
げ
る
。

③
出
し
汁
カ
ッ
プ
５
を
鍋
に
入
れ
、
塩
小
さ

じ
％
、
警
油
小
さ
じ
２
で
味
を
つ
け
る
。

④
椀
に
②
を
４
個
、
ゆ
ば
１
個
を
入
れ
て
③

を
そ
そ
ぎ
、
二
つ
葉
を
２
セ
ン
チ
に
き

っ
て

入
れ
、
ゆ
ず
の
皮
の
小
片
を
吸
国
に
添
え
る
。

※
残

っ
た
レ
ン
コ
ン
ボ
ー
ル
は
、
楊
枝
に
さ

し
て
添
え
る
。
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轟一鶴
一１

●
材
料
＝
春
菊

（％
東
）、
白
ゴ
マ

（大
さ
じ

２
）、
醤
油

（大
き
じ
１
）、
出
し
汁

（大
さ
じ

１
）

①
春
菊
は
色
よ
く
ゆ
で
、
２
セ
ン
チ
く
ら
い

に
切

る

ｃ

②
白
ゴ
マ
は
ほ
ど
よ
く
炒
り
、
よ
く
す
り
、

醤
油
、
出
し
汁
を
加
え
て
の
ば
す
。

③
②
で
①
を
和
え
る
。

以
１１
１
月
号
と
合
わ
せ
て
、
８
つ
の
例
を

占
い
て
み
よ
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
第
二
期
く

ら
い
の
病
気
治
し
に
お
作
り
く
だ
さ
い
。

第

一
期
食
は
、
玄
米
御
飯
と
み
そ
汁
、
ゴ

マ
塩
く
ら
い
を
１
２
２
週
間
と
り
、
調
子
が

よ
い
よ
う
な
６
、
１
、
２
月
号
に
発
表
し
た

も
の
を
作

っ
て
召
し
Ｌ
が

っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
テ
ッ
カ
味
噛
、
金
平
、
ゴ
マ
塩
、
ひ
じ

き
蓮
根
な
ど
は
常
に
作

っ
て
お
い
て
、
毎
食

少
し
ず

つ
付
け
合
わ
せ
る
と
、
た
の
し
み
な

が
ら
い
つ
の
間
に
か
病
気
ｂ
治

っ
て
、
元
気

に
な
る
で
し
よ
う
。

今
回
の
料
理
は
、
ど
ん
な
病
気
の
人
に
も

よ
く
、
病
気
で
な
い
と
思

っ
て
お
ら
れ
る
方

で
も
、
こ
れ
ら
を
く
り
返
し
、
く
り
返
し
摂

っ
て
い
る
と
、　
一
カ
月
く
ら
い
す
れ
ば
、
ま

る
で
夜
が
明
け
た
よ
う
に
明
る
い
気
分
に
な

り
、
足
腰
が
か
る
く
な
り
ま
す
。
自
然
に
働

き
た
く
な
り
、
家
の
中
は
さ
れ
い
に
整
頓
さ

れ
る
で
し
よ
う
。

な
る
べ
く
腹
八
分
目
、
時
に
は
六
、
七
分

曰
く
ら
い
に
し
て
、
い
つ
も
お
腹
を
す
か
せ

て
い
る
時
が
多
い
と
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
、

し、
っ
そ
う
元
気
に
な
る
で
し
よ
う
。

よ
く
噛
む
こ
と
を
、
い
つ
も
心
に
か
た
く

誓

っ
て
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
子
供
さ
ん

に
も
、
噛
む
く
せ
を
つ
け
る
と
た
い
へ
ん
よ

ろ
し
い
で
す
。

二
月
は
梅
月
、
梅
見
月
、
雪
消
月
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
北
風
は
冷
た
く
、

手
足
が
こ
ご
え
る
日
も
多
い
の
で
す
か
ら
、

飲
み
物
は
な
る
べ
く
少
な
く
し
、
食
べ
す
ぎ

な
い
よ
う
注
意
す
れ
ば
、
け

っ
し
て
、
三
度

病
む
よ
う
な
こ
と
も
、
風
邪
を
ひ
く
こ
と
も

な
く
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
々
、
熱
心
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
を

実
行
し
て
、
花
咲
き
、
鳥
歌
う
、
明
る
い
春

を
迎
え
る
用
意
を
し、
た
し
ま
し
よ
う
。

▲ 8例 野菜まぜ御飯 (後ろ左 )、 春菊コマ和え(後ろ中央 )、 コーフーだんご吸い物 (後ろ右 )、
コーフーボール串さし(前左)、 蓮根いんろう(前右)
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保健美肌料

リル⑪
l箱 (39入 ×30袋 )750円

サ ルノ
サ ルノリ ルは,肌にふれるすべての衣料が,皮膚を清潔に保護するだ
けでなく,汗や脂肪その他の分泌物の汚れも,悪臭やカピが出ないよう
にする防ばい力と, 白い物の黄褐変を防止するなどの特性をもつ保健美
肌料で,美容の基礎づ くりには欠かせない要素の一つであります。

Oサ ルノリンの使用方法
1)1袋の 3gは , プラウス5枚 と下着類10枚分であります。
2)洗面器に約 1リ ットルの水を汲み,サ ンノリン1袋 をバラバラ振りこみな
がらかきまぜると,す ぐ分散溶解して透明液になります。
3)よ く燿いだ洗濯物を絞って1サ ンノリン液に浸して軽 く絞って干します。
4)干すときは,竿やヒモに直接ふれないようにして物千パサミで吊します。
5)絞 り液は何回も使用できるのでなるべく手絞 りにします。
6)残液は次回に利用するか, または,家具・台所・戸・障子・4■など手lk―の
汚れを拭 き取るのに活用します。

7)バ ンティやオムッは乾いてから手揉みすると柔軟になります。

サルノリルは,誤って口に入れても,害のない食品添加原料から製造し
たもので,螢光染料その他の薬品は一切使用しておりません。

★ リマ リップクリーム 1本 800円 純植物性クリーム

★ リマ ハンドクリーム 1個 5`00円 植物性無臭クリーム

★ 純綿草木染めうぶ着、肌着、予約受け付けます (染料:き はだ、あかね)

価格、寸法、色合い等は直接当社にお申し付け下さい。

★ その他当社では藍染めのはと麦枕を発売の予定です
人生の4分の 1は床の中で過 します。快適な眠りとともに明日の活力のために、

ぜひこの枕をおf吏い下さい。

★ “玄米内鍋"近 日発売予定 最高の玄米の炊き方を求めて
だれでもおいしく炊ける方法を開発しました。ご期待下さい。

オ ー サ ワ ジ ャ パ ン 0=℃ :.1魔撃誌£三杏
山町Hも
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（有
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

旧

目
黒
区
三
田

〒

奮
〇
二

・
七

０

健

一鳳
■
■
驚
傷
一．．一■
■
丼
」

一帯
■
■
驚
撚
一一・■
一■
０
０
書

如

月

会

昼
間
連
絡
先

●
〇
四
七
三

・
二
二

・
〇
人

一
〇

日
本
健
康
セ
ン
タ
ー

４４２
愛
知
県
豊
川
市
市
田
町
大
道
下
１７

一Ｔ
　
　
　
　
　
（市
田
ロ
バ
ス
停
前
）

●
〇
五
三
二
人

・
六

・
五
六
七
九

愛
媛
純
正
食
品
セ
ン
タ
ー

菅

本

フ
ジ
子

翻

愛
媛
県
松
山
市
湯
渡
町

一
〇
―
・
一
一

一Ｔ

，
　
〇
八
九
九

・
四
〓
．
・
六
四
六
四

●
新
年
号
広
告
訂
正

確かな商品を選ぶ目。4′
よい品をより安く提供する………・

チ子Lfフル (株 )はそれだけを考えています。
健康食品。自然fヒll品・無公害性洗剤etc.
良い品はlllfで も低価格で揃いま l‐ .間店ご希
望のかた、又、すでに販売さ11て ぃるかたも

お気軽に声をかけてください ,

ブ
ー
チ ュ
」
ラ フレオ朱式 会 ネ土 〒547大 阪市平野区喜連東卜210

T E L ∞  (709) l163(lt)

ヘ
フ
、間
わ

れ

て

い
る

美 術 印 刷 一般
製 造

販 売

れ 樹 社
「ケ 山 量 尉 知

草 橋 4丁 目 !6番 8号 〒 111
電 言舌 東 京  (862)代 表  1  6 2 7 -- 9 番

轟雀?孝 i(轟総2操「赤穂の天塩」
◆「り らヽ塩がf4:ら れていた塩 :‖ は、 口召和
46年全面廃 11さ れ、工場大量生産方式

(イ オン交換膜製塩法)にかわりました。

◆その結果、塩は、NaC1 99%以 11の精製
されたものになりました。

◆自然塩復活を願う日本 CIは じめ各界
のご協力により生れた「赤穂の人塩」
は、食生活の原点としての灯をともし
つづけております。

製 馴自然塩普及協会
東京都新宿区百人町2丁目24番6号 〒160
803 ・364 ・2721

海水が自然にもつ成分

ミネラリレ等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分は

食品の仕上りや味に

決定的な役割りを

果たします
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自然食品の店 と`んまミ0583羽 曳野市古市14-20(ス ーパー
トリオト前)●0729・ 56・ 0166 *1014～20 *①  *健康講
座月 11」 ヨーガ指導(毎 水・本1涅 )、 お好み焼

堺自然食品センター「康目」0590堺市竜神橋田J12-6(南 海本
線駅前)●研2232・ 3357 *8～ 20 *①  *料理教室、健
康相談、漢方薬|う、振替 大阪304407

いはらはら刀根山薬局 0560豊中市刀根山4351 806・ 854・ 2
541*8～22 *元旦を除き年中無休 *代 表取締役上西義直
山本祥口 (ソ フイー)0573枚方市高田2-2-2PU学園 ●0720
・53・ 2200 *福園、水・金曜。健康相談、マクロビオティンク料
f電教室、PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝屋川市三井ケ丘4-13
al1720 22・ 4555 *9～ 19 *関西一円に宅配 (無料)整体指
圧とJ:食 料理教室

く近畿地方〉

京都マクロビオティックセンター 0606京 都市左京区高野蓼原
町77 ●075・ 7n・ 4551 *24時 憎l営業 *無 *正食品、料理
器具、書籍、料理講習、折詰弁当 (予約tl)英語版書籍販売

京都自然食品センター 0604京都市中京区,可原田r通夷川角 8
075・ 221・ 7890、 231・ 0348*平 日夏季 9～ 18半、冬季 9～ 18 *
①祝13～ 18

いエンチーム三丹 じ620福知山市堀内田町1953-2 3ン 73・ 22・
9508 *8半 ～20 *不定期の① *食品、厨房器具、酵素化

_構 品、天塩、マクロビオティンク書籍、その他

天粒マクロビオティックセンター 0624舞 鶴市北 ul辺 126-16本
田Jバ ス停前 80773・ 767126 *9～ 19 *無  *食 養村1談、
自然化粧品、食品書籍取扱い

南紀自然食品センターシャロン勝浦本店 0649-53和歌山県那智

郡勝浦町4018解355・ 2・ 1107 *10～ 19 *①  *正 食料理講
習会、健康講座

但馬健康学口 0668Юl兵庫県出石郡出石町宮内1544 8"965・ 2
・3931 *無  *自 由人の故郷、ワークキャンプ (サ マーキャ
ンブ)自 然農園、足′しヽ道、竹細上、わらじづくり

神戸ヘルスフーズ 0658神戸市東灘区住吉田I室の内237井上ビ
ル(国鉄住吉駅北100m)8解 8822・ 2600 *10～ 19 *⑥ *
食養相談、毎月第二 I:曜美容村1談

く中国・四国地方〉

岡本そば店 o683
11～24 *無  *
あります。

鳥取県米 r市旗ケ崎5238∝ 59・ 32・ 1491 *
岡本幸 F、 PUの普及、はぶ茶、よもぎ茶

ビバ健康ハウス本部 0733広島市槙田r223 80822・ 93・ 8321(代 )

ホ9～19 *東洋医学研究会 (毎月第3日 曜 )、 自然食料理教室
(毎月第3本曜)、毎年夏休みに入って最初の金・土・日曜 (2

,自 3日 )健康合宿
皆実C1 0734広島市皆実町4-1-12 ●

“

22・ 55・ 2846 ネ平賀

佐和 F、 毎月第4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会)
明治製粉0 0726広 島県府中市中町5364ヽ り|1清  *め ん類製造
人間医学社府中支局 0健康医学社広島総特約店 ●726府中市
下辻田1 80847・ 41・ 7668 *特 に定めず ホ食品、ライスピネ
ガー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導

西日本自然食品センター 0722尾 道市新浜1-6-21国道 2号線沿
80848・ 22・ 5577 *9～ 6 *①祝 *自 然食品販売、普及
活動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ)
岩国自然食品センター 0740山口県岩国市今津田」15-980827
・21・ 5975 摯9～18 *①祝 *正食研究会 (月 1回 )
ビオチーム健康社 0740岩国市車町2-721 00827・ 21・ 2049
*ピ オチーム健康清涼飲料卸、電子治療器販売リース、健康食

品、健康食養相談

鶴島食品 0747山 口県防府市南松崎町5-4●∝35・ 22・ 0347 *
例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料配布 )にて催しも

のを i告 します。

山口健康生活センター 0753山 国市大市町2-2●∝392・ 3・ 1842
*10～ 18 *①  *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西日本
健康自然食品協会
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アズマヤ 0760香川県高松市紺屋町3■ ■Ю878・ 21・7665 *9
-21
彙健自然食品センター 0690愛媛県松江市雑賀本町65 ●0852
・25・ 3635 *10～ 19 ホ① *民間療法指導
愛燿純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡町1022● 0899
・436464 (松山東高東300m)ホ 8～20 4① *菅本フジ
子、健康相談 料理講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日 曜 )

く九州地方〉

八幡自然食品センター 0805福岡県北九州市八幡西区八千代町
6-22 8093・ 621・ 4184*9半～18 *1・ 3① *料理講習(月
1回 )健康相談(月 1～ 2回 )勉強会(月 1回 )
上原商店 0837福岡県大牟田市字平野山1807-4"(平 野山病院
前)809445・ 5・8721*9半～18半  *①  ホ健康指導
未来を考える会・販売部 じ87902大分県宇佐市南敷田250本 多
公子方 809783・ 2・ 0808 中特に定めず *正 食料理教室、自
然農法研究会、健康・美容相談

般若日本自然薇能研究所 0857佐 世保市京坪田r7(3"56・ 25・
0369

・ 中・ キ軽ナチュラル下通店0“0熊本市下通1-4-8●
∞63・ 54・

9161 *10～ 19*第 1第 3① *福山奎輔、体質別食養村1談、オ

リープ自然美容法相談   *1・ 3①
十粧ナチュラル子飼店 0860熊本市東子飼町3-58∞ 63・ 4340
43 *無  *福 山千春、体質別食養相談、オリープ自然美容法
菊池自然食品センター 086113 熊本県菊池市切明305●0968
2・ 5・ 0720 *8～ 20 *① *配達口∫、豆腐販売
自然食品の店ととろき 0861Ю5熊本県山鹿市鍋田134809684・ 3
・6021*① 祝 *勉強会 (月 1回 )、配達口r、 体質別食養相談、
料理講習会

0創美健社 0862負 t本市新Jll-36-ll(水 辺動物園より東300
m)3Э96369・ 1502 *8～ 20 *無体を原則 *配達口∫、体
質別食養・美容相談、有機里チ菜販売、沖縄自然塩販売

黒田栄子 0867熊本県水俣市古賀町1-2-180%“ :3・ 0108 *
9半～17半  *純正食品販売、食事 。健康相談、美容相談
あさひ健康自然食品センター 0895-18鹿 児島県薩摩郡宮之城田∫

舟本44“ (屋地駅前)*健康自然食品販売、手塚機久郎 (自 )
3・0704

いずみ自然健康食品センター o89902 出水市昭和町10-288
09966・ 2・ 4828 *8～21 *無 *健康講演会、料理講習、食
養指導、配達口r(市民薬た0と なり)
出水健康センター o899112出 水市沖田出水市役所通り ●09966
・2・4865 *H～ 午前 1 *無  *ミ ネラル温泉、男性 。女性
サウナ、健康サロン、玄米食堂

く沖 縄〉
石嶺正食品センター 0902那覇市首里石嶺田13121日

"88・

87・ 3

801・3434 *9半 ～20 *か―サワジャパン純正食品、食養
相談、CO普籍 PUテ ープ販売、卸・小売
よもぎ自然食品店 0903那覇市首里赤平田122(赤平バス停向 )
●0988・ 53・0795 *11～ 21 *① *食養相談、PU勉強会、
書籍販売

自然食品センター鵬報 (よ うほう)0900那覇市久茂地3-n5
o0988・ 61・7195 *9半～19 *①  *食養相談、正食料理教
室、書籍販売、純正食品、リマ化粧品卸、小売

味口0900那覇市泉崎19-11琉球新報社向 80988・ 66・ 5366*9
～19 *①祝 *自 然食品、玄米レス トラン、陽報。泉崎店
沖縄陰■研究会 0902那覇市安里444-2喜納アパートC棟302号
室 8∞88・ 53・ 7745 *料理教室 (毎週火曜)姓名判断、改
名:旨導

子供の健康を守る母親の会 o903那覇市首里石嶺田r4-56 ●09
88・ 87・ 3801 *9半 ～20 *①祝 *正 食とPU勉強会、正食
料理研究会、野草摘みピクニノク

自然食品店サンリヴ 0900那覇市久茂地213-14-銀サービス
内 申食品、化粧品、その他、正食普及、配達可
比嘉健康食品センター 0900那覇市安謝51 8∞ 88・ 68・ 3090
正食品店 万然 0902那覇市寄宮156 80988・ y.0296*n～
20 *①  *食養相談、書籍販売、純正食品、リマ化粧品、

く新 入 会〉
東京シード0支店 01844ヽ金井市本田丁6-5シ ャトー小金井 l階

●∝23・ 84・ 4600 *10～18 *①  *食品・書籍・器具販売、
美容・健康‖1談



横浜健康食品滝田口 0240横浜市保上ケ谷区岩間町1-107 ●
045・ 341・6876 *10半 ～18半 *①祝も体むことあり *自 宅
8 045・ 335・ 3083 

‐

自然食品センター弘明寺店 0233横浜市南区中島町4-81 8“
5・ 712・ 3339 *9半～19 *渋 谷自然食品センター姉妹店
菊屋百貨店・健康自然食品センター o244横 浜市戸塚区″i塚田I
44 3M5・ 881・ 7636 *9半 ～19  *第 3④  *健康村1談
サンエイ相模自然食品 022811模原市旭町9-16 8M27・ 46・ 6
314、 457401 *9～ 20 *①  *毎 月 l LJ食品研究会
相模湖自然食品センター o19901神 奈 ||1県津久井郡村l模湖田」
与瀬8181 a∝ 268・ 4・ 2956 *無  *食品、ホシノバン種、
農産物等販売、近県配達

習志野健康食品おおくば京愛堂 o275習 志野市本大久保5324
al1474・ 73・2957 *10半～19平 日、13～ 19①・祝 *⑥  *
食品販売、食事相談、

平和堂高砂自然食品支店 0272市川市真間3-1112 3M73・
22・ 0810 *10～ 19 *① *料理講習 (パ ン作・豆腐作他)、
マルチレーターによる健康、美容相談(無料 )
北習志野自然食品センター初穂 0274船 橋市西習志野2287
80474・ 64・9130 *電話で健康相談に応 じます。
アンダーソン慢性難病研究所 0292本更津市牛込390 ●

“

38
・41・8058内房線袖ケ浦駅、タクシー8分  *8～ 22 *無
電話予約雀1 *食品販売、フレッシャー実技指導無料、3～ 7
月汐千狩名所、ll～ 3月 海苔の産地、静養宿泊歓迎
溝口醤油 o29922千葉県君津郡袖ケ浦横田989 80438,75・ 20
03 *天 然醸造瞥油「金明」製造、オーサワジャパン取扱
内田繁商店自然食品部 030012茨城県キ久町牛久3475*0298
7・20135 *9～ 19 *④  *食品、書籍、器具
茨城・大宮はりきゅう療院 031922茨城県那f・」郡大宮町中富10
87 ●02955・ 3・ 0264 *8半～19 *①・① *健康指導、
催眠講習会 (常陸大宮駅歩5分 )

そば処無双長寿庵 o332月 1国 市上占本西1-3-25翻 M82・ 51・ 70
01 *11～ 20 *①  *「アマテラス会」食品、書籍販売
桜井商店 (埼玉東部プロック)0343越 谷市大沢41053M89
・62・ 3479 *8～21 *無  *オ ーサワジャバン食品、書籍
大田屋本店自然食品部 o346久喜市南181880480・ 21・ 0102
*9～ 19 *①  *食養相談、健康指導、食品、図書販売、 リ
マ化粧品、玄米試食会、CI定期講習会
けいらく操法普及会 o336浦 和市常盤9-32-21 8∝ 88・ 31・ 78
19 *千日米子、正食とけいうく健康法、於熱海長寿会館 (随
時 )予約市1
自然食品の店コレクトo350サ |1越市霞ケ関Jヒ3-25 8併92・ 31・ 1
897 *10～19 *3(D
霞正食会 o350川 1越市的場2153-28 8049231・ 0153 *8～
19 *⑥  *本間健滋、毎月第3上曜日、正食、無双原理勉強
会、健康相談
自然 。健康食品の店 玄米の宿 o277柏 市南増尾2229-61804
71・ 73・ 1468 *9～ 19 *無  *配達可、体質別食養・美容相
談、ヨガ、

く東海地方〉

催眠、氏間療法等指導

日本健康センター磐田店 (ケ ンコー社モリモ ト)0438静岡県磐
田市中央町12215磐 田商工会議所前 日距383・ 2・ 3016 *9半
～21 *無 *治療器無料開放、自然食品、健康食品、料理教
室

イマミネ健康食品 o460名古屋市中区新栄2-4216イ マミネビ
ル 3F 8052・ 263・ 0806 *9～ 17*①  *食品販売
自然の家

ミ
玄ミo451名 古屋市西区上名古屋田Jl-82 862・ 524

・0289*9～19 *①祝 *PU研 究会 (毎金曜日PM7～料
理教室 (出張に応ず)

東海食養友の会い加藤商店 o453名 古屋市中村区則武1-193
卸 52451・ 4195 *8～ 20 *無  *正 食普及、海水バンツ、
毛100%ニ ット製品製造販売
ヘルスガイド美健 頓 66名古屋市昭和区小坂町3-21 8ω 2・ 7
33・ 1283ばい *9～20  ④のみ9～18 *①祝 *自 然食品
販売、無料健康本H談、出張自然料理講習会、隔月健康相談、
会員募集中′

健食の富森島 o482愛 知県岩倉市中本町古市場48-2 3跡 87・ 3
7・ 2479、 66・ 61103 *8～ 20半 *無  *日 本 CI正食料理教室
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月2回 、自然食品コーナー、指導教室、健康相談、玄米弁当・

胚芽ご飯 (会合注文応 じます)

愛知陰陽会 (長生堂) o485愛 知県小牧市大|″寺浦2943 805
68・ 76・2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に1度位 )
無料食養健康相談、CI書籍、テーフ、自然食品、り了化粧占ll
販売

春日井自然食品センター o486愛 知l県春日井市瑞穂通7-1-11
却 568・ 82・ 7661 *9～20 *①  *食 養料理教室 (月 2い 1)
豊橋自然食品センター o440豊橋市松葉田∫3■5 8距 32・ 54・ 5
876市 民病院前 *9～ 18半 *① *食品全般、化粧品、健
康相談

日本健康センター (ケ ンコー社) o442愛知県豊川市市田町大
道 ド17市 じ|ロバス停前 ●∞338・ 6・ 5679*10～18 *①  *各
種治療器、健康 食品、自然食品、書籍、健康サロン無料開放

‐

ごとう自然食品 (美顔教室)o500岐 阜市吉野田12 ●0582・ 6
3・ 5894,7032*9～ 20 *書 籍、食養相談、正食講座、料理教
室、化粧品、無料健康体操教室、無料美顔相談 (に きび、 しみ
黒皮症 )

岐阜健康自然食品センター o502岐 阜市長良崇福寺町 2丁 目
3b82・ 32・ 0631 *9～20 ① *健康食品、書籍、化粧品、
正食講座、料理教室

高山自然食品センター o5“ 岐阜県高山市錦町12-6 80577・ 3
2・ 2997 *9～20 *無  *川 上高賢、自然食品、CI書籍、
リマ化粧品、食養相談

く北陸・甲信地方〉
福井健康学国 o910福 井市照手1-ll-2 8077621・ 3811 *ヨ
ガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場 (予約)。 自然農園、
植林。自然食 1111セ ンター(市内)

健康食品の店大和 (や まと)o910福 井市加茂河原2-19128
0776・ 36・ 6747 *8～ 19 *料理教室 (第 2土曜 1時、第4日
曜11時 )足 心道指導 (予約枷1)三 島貫信
正食の店 。和や o930富山市中|1原 17 80764・ 251448 *8
～20 *無  *第 2日 曜日、おしものの集い
丸の内薬局 0930富 山市丸の内211■ ]Э 764・ 24・ 0891 *9～
19 *① *漢 方村1談、健康相談
酒井須三子 0380長 野市上松1-5-35 80262・ 343824 *リ マ
化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

清水騰堂 o399-13長野県下伊那郡南信濃村大学八重河内字此Ll
l192-2

南佐久C!く らぶ o384-14長 野県南佐久郡川上村大深山673●
0267972709 *     正食研究会
長野正食センター付属ポリオ研究所 (小児マヒ研究所) 0380
長里子市三輪6-9-17 8"62・ 345349 *7～ 19 *無 体を原
則 十年刊「ポリオ」発行、小児マヒの方募集

く大阪地区〉
正食友の会本店 0540大阪市東区大手通251806・ 945・ 0827
*9～18 *①  *料理教室 (毎火・本曜日)定例会 (第 1日 曜 )
正食友の会谷町店 0543大 阪市天王寺区谷町928 806・ 771・ 7
545*10～ 18半  *①
ナチュラルい o547大阪市平野区喜連東1210 3%・ 709・ ll
63、 1183 *9～ 17 *①半休① *純正食品、製造、卸、小

研心館本部食養道場 0545大阪市阿倍野区西田辺町2-229 8
06・ 691・ 1590*9～ 21 *無  *無 双原理研修、食養道場、気
の研究会、心身統一合気道

堀江自然食品店 0550大 阪市西区南堀江25(丸 新ビルA-102
号 ●∞・538・ 2225*10～ 18 *①  *食品、リマ化粧品、書
籍、器具

健康普及会粉浜店 o559大阪市住之江区粉浜1‐21-5 8節・673
・6473*10～19 *①祝 *自 然食品販売、食養指導、玄米試
食会

まるよし健康食品店 o561豊 中市小曽根1823 8“・334・ 0088
*7半～19 *2・ 4① *料理、健康講習会 (月 2回 )松岡四郎
先生ほか



く北海道〉

北海道健康学苑 0078Ю2旭川市永山町H-52-6 8■ 66・ 48・
4107 *8～20 *①  *食 養相談、足心道指導、食品・書
籍小売

自然・健康食品のデパートサンケン 0064札幌市中央区南18
条西7-3(第 5コ ーポ)3趾 1・ 511・ 8232 *9～ 19 *①祝
*玄米試食会、健康相談、指圧、卸小売配達、料理講習会
0ウ リ薬局 0073Ю l砂川市西 1条北 1丁 目9 8帆 255・ 243
86 *漢方調剤

く東北地方〉
青山自然食品センター 0020-01岩手県岩手郡滝沢村穴口436
4801968・ 4・3420*特に定めず *海の学校、山の学校、食
品雑穀、農産物通信販売、予約販売、料理研究会

味穂 (みほ)自 然食粗供給センター雑穀普及協会 じ027岩 手
県宮古市大通34-25 8∝ 936・ 3・6310 *10～ 18 *① *
岩手の自然農・海産物、加工品の卸・小売、日本CI協会宮
古支部

北上正食センター 0悦 4岩 ■県北上市新穀町135 8Ю 197
6・ 4・ 7048 *無  *堀込幸雄、食品、図書販売、出張講演に
応ず、試食会 (無料)

みちのく自然食品センター o980仙 台市中央3-10-7 ヨ
"22・62・ 7677 *9半 ～19 *1～ 3①  *料理講習、食品、ど「

籍販売、食養村1談

く東京23区〉

オーサワジャバン 0151渋谷区大山町11‐ 5イ ンターマ ンク 1
階 ●03・ 465・ 5021*10～ 18 *① *樹

`内

配達、国内発送

(小田急線東北沢1分半)

い自然食品センター本店 o150渋 谷区桜ケ丘町4-38“・461
7988*9半 ～19半 *3⑤  *レ ストラン「天味」併設、
食品、器具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室その他あり

〔営業所〕横浜市緑区美しが丘5-13-8 ョ75・ 901・ 5111*
①祝

都立大自然食品センター初穂 0152日黒区中根1-2-16 3路
723・ 9202 *11～ 18半  *①祝  *ヨ ガ体操 (毎週金、P
M6半～ 8半 )純正食品、農産物、器具、リマ化粧品
高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂813-5 803・ 6001
412 *9～ 19 *無  *料理講習・美容相談、マルチレタ
ーによる健康相談 (無料)
六合堂 o123足立区西ツ7井本町1-2-1(西新井小学校横通)
●03・ 854・283*9～19 *① *食品、化粧品、書籍、医
療器具、漢方薬、敏灸、健康美容相談

不二自然食品 Oll16港 区麻布十番2-21-4 803・ 451・ 8966*
9半～19 *① *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (一
の橋交差点バス停前)
ふるさとや自然食品センター 0135江 東区白河4-3-71Ю 3・ 6
43・ 5247 *9～ 19 *①  *食養相談、整体指圧治療 (1
系,市 1)

サンライト自然食品センター九品仏 (く ほんぶつ)駅前店 0
158世 ul谷区奥沢7-20-15 EЮ 3・ 704・ 5191*10～ 20 *3①
*食品、農産物、器具、化粧品等600余種IIX扱、料理教室 (毎
火曜日・金曜日、春季・秋季年二期コース)

0野原商会 o150渋 谷区鴬谷町57●
“

・496・ 0656*9～ *

①祝 *赤穂の天塩取扱、その他、天塩使用食品 (天塩味噌・
天塩梅干等)  ・
ホビット村 0167杉並区西荻南3-15-3 8“・332・ 1187(大 代)

-66-

■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入 して、お申し込みください。4行以上になる場合は、 1行に

つき5,000円 増しになります。★ IⅢ ′印の数は法人会11申込み|1数です。

■内容は、太字が名称、次が郵使番号、住所、電話、営業時間 (8～ 18は 、午前 8時から午後 6時のこと。19半は 7時30分のこと、次
は休日 (①は毎日曜休日、 3⑥は第3水曜日、祝は祝日休み、無は年中無休 )、 その次は代表者及び備考です。

(プ ラサード書店) *マ クロピオティンク図書取扱、各種講
座、無農薬野菜 (ナモ商会8331・ 3599)

いゲダツ商事 01∞ 新宿区荒本町4 a∝・357・ 1161 *代 表
取締賀岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法の図書販売

いそうけん健康食品センター 0121足 立区東伊興町3322● 03
853・ 1724*9～ 19半  *④  *月 一回料理教室、食養相談
味穂 (み ほ)o176練 ,馬区栄町20江古田3分  803・ 948・ 5701*
10～21 *古 川剛章、無農薬野菜、海産物、食品、健康相談、
料理講習、美容相談

く東京都下〉
l■lケ ンコー 0182調布市布田127-2 80424・ 84・ 0376 *9～
17 *③祝 *食品卸、配達、発送承ります
みずほ健康食品 0182狛江市西野サ|11-20-5 8“・480・ 3240*
9～20 *① *食 品販売、玄米食運動の宣伝と料理法の普及
いむさしの自然食品 o180武蔵野市中町1-231780422・ 51・ 29
58 *10～19 *①  *代 表取締役高岡敏行、正食品、本、野
菜、料理教室 (第 2・ 4_t曜、13～ 16)

はじめ健康食品店 o180武蔵野市中町129-5 80422・ 54・ 7716
*8半～20 ホ無 *食 品全般、化粧品・洗剤、書籍
命救鍼法創始所 0188保 谷市富士町5-7-22 8γ 24・ 61・ 3785
*9～ 18 *① *痛みなく痕つかぬ、はり、灸、白道 (ハ ク
ドウ)

自然食品センター上水店 o190七川市柏町4-514 8042537
・3051*9半 ～19半  *無  *大量展示車によるりき売りも致
しております。

味穂 (み ほ)多摩営業所 0192つ3八王子市下柚本1801 804
26・ 76・ 1258 *9～20 *①  ホ食品、化粧品、書籍、農産
物、季節の山菜の販売、配達専門、 (旧八王子工食センター)

0マ ナ自然食センター 0196昭島市昭和町5-5-580425・ 4488
66(夜 41・ 6068)*10～ 19 *①  *健康食品・自然食品・電
r治療器総合専門店、毎月最終木曜、料理教室、配達

ヤマ ト食養友の会 0192八 王 F市南町3-11美 山ビル 37262
6・ 7261 *9～18 *料理教室、健康相談、講演、健康学園、
医学講座、食養全国大会、出版、機関誌 (ヤ マ ト食養の道 )

く関東地方〉

群馬マクロビオティックセンター o370高 崎市和田町7-13 8
0273・ 22・ 5484,25・ 55FXl *9～ 19 *無 *図 書、食品販売、
月例無双原理と正食の勉強会・健康相談

高崎自然食品センター o370高崎市新町10180273・ 25・ 2605
*9～ 19 *無 *食品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康
指導

=

鈴木述子 037012高崎市山名町乙6118銘 73・ 46・ 4921 *自然
農法の玄米・野菜、農産物カロエ、料理教室、群馬県安全農法研
究会
七庸会 o370高崎市小塙町樋越35-1 3273・ 43・ 8181 *田中
ふじ枝、第2・ 4① l～ 3時=料理教室、第3① l～ 4時=①
勉強会 (テ キスト、桜沢・大森)②研究発表会、毎③10～ 4時
=健康相談会、食品・書籍

里味 (さ とみ)0370高 崎市石原町493-880273・ 25・ 8057
*10～ 19 *①祝 *マ クロピオティック・フーズ販売、ポ
ンセン・玄米パン・各種黒焼。参泉製造、自然農園あり

井上自然食品センター 0371前橋市本田rl-12-1380272・ 24・ 18
13代)*8～ 191' *①  *自然食講習、美容講習、食事‖1談
八争i相談
般若苑じ221横浜市神奈||1区広台太‖1旧 121 8045・ 321・ 0499 *
9～ 19 *l① *市内配達承ります。東洋文化を深く研究す
る同志を求む
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日本C!協会への入会案内

財団 日本 CI協 会 入会申込書
私は日本CI協会の会員になりたく,次の通り申 し込みます。(会員別の符号を○でかこんで下さい。)

年   月号から    年間分

A.誌友  B.普 通   C.参 与   D.特 別参与  口   E.法 人(店舗 ) 日
(4,000円 ) (12,000円 ) (30,000円 ) (3万 円1日 ,4日以上 ) (20,000円 を1日何日でも)

種  別 年 会 費 徴特

A 誌  友 4,000Fl
「新しき世界へ」配布 無農薬玄米カムカムクラブ入会贅格,会員証発行,各種相談を受け
られる

B 普  通
12,000Pq

(2分割可)
誌友会員に加えて,万病必治・健康増進「食物療法の道じるべ」 (非売品進里)。 無双塔パッジ
進呈,日 本CI協会発行書籍・テープ各5%引 き (値引き金額相当の図書テープ券進呈)

E
法 人
(店舗 )

20,000Fl

を1日以上
誌友会員に同じ,本誌巻末に毎号,店 名・住所・電話・営業時間・申し込み回数・その他を
広告「新しき世界へ」 5部配布  日本CI友 の店シール配布

●下記の用紙に記入し,会費を添えて,〒 151東京都渋谷区大山町11-5日 本Cl協会会員係 に御送付下さい。

フリガナ

氏  名
職 業 (       りl
男。女   生年月日ぬ

)

年 月 日 生

住 (〒    )
所 TEL

ご家族 ①独身 ②既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴    年 備 考

昭和   年   月   日付

食物による健康法,玄米自然食料理
ニューライフの物の見方,考え方の情報誌
●カゼ、肩こり、胃腸病から、人間の頭の病気まで治す法がわかる雑誌

新しい生活、新しい医学、新しい学問、新しい技術、新しい人間への世界の動きを創る

桜沢如一先生創刊の ヽ 一部  350円
(送料こみ)

一年会費  4,000円
普通会員 12,000円
(特典あり)

日本CI協会機関誌 (月 刊)

申込先/日本Cl協会 〒151東京都渋谷区大山町n-5 803・ 469・ 7631



少デ
=秦

|

日時 /昭和 54年 2月 10日 (土 )～ 2月 12日 (月

主催 。会場 /日 本 C:協 会 (イ ンターマ ック

玄米御飯の炊き方、ごま塩の作 り方、金平、

ひ じきれんこん、てっかみそ、ね ぎみそ、七

草がゆ、おめで とう、フロフキ大根、ゴボー

みそ煮…など、食養基本料理の実習がありま

・ 祝 ) 2泊 3日 (%12時受付開始、%15時解散 )

)本部  〒151 東京都渋谷区大山町11-5 ● (03)469-7631

す。授業は、毎週日本CI協会本部でおこな
われている初級の料理講習と同じカリキュラ

ムでおこなわれます。料理実習のほかに、食

養の考え方や実際についての講義もあります。

●講師/桜沢里真、大森一慧、浮津宏子、
橋本政憲、吉成知江子ほか

●特典/前・後期を合わせて修了された

方にリマ・クッキングアカデミーの初

級免状を授与します。

●受講料/25,000円 (材料費、テキス ト

代を含む)寝袋持参者24,000円、外泊

者23,000円

●申込み/申込書に記入 し、受講料を添
えて日本CI協会ヘ
●締切り/1月 31日 (水 )必着。ただし、
定員 (35名 )に なり次第、締切ります。
●取消 し/1月 31日 までは、手数料2,000
円をを引いて返還。 2月 1日 以降は会

の運営上、半額返還となります。

※初級後期の講座は、4月 28・ 29・ 30日

に開催いたします。

キ リ ト リ 線

正食料理基礎講座 初級前期(%～%) 申込書ル,

||=舞11轟1韓) 2月11日〈颯) 2E12a lEl

6:00起床・掃除

7:00実習 (浮津宏子)

1 食養基本料理Ⅱ
10:00

11:00

' 
懇 談 会

12:00

6:00起床・掃除

7:00実習(吉成知江子 )

7  食養基本料理Ⅳ
10:00

11:00実 習 (桜沢里真 )

1 食養基本料理V
14:00

14:30閉 会式

15:00解  散

12:00受 付開始
12:00実 習 (桜沢里真 )

,食養基本料理Ⅲ
16:00

13:00講義(桜沢里真)
| 「食養基礎理論」
15:00

15:00実習 (桜沢里真 )

1食養基本料理 I

18:00

16:00

,  自 由 時 間
18:30

18:30講義 (橋本政憲 )

|「無双原理の話」

21:30

18:30講義 (大森一慧)

, 「食箋料L
21:30

1.寝袋借ります=25,000円  2.寝 袋持参します=24,000円  3.外 泊 します=23,000円  4.部 分参加
ふりがを

男

・
女

( )才

日
生

月年
明
大

昭

未 婚 ・ 既 婚

会員 (の家族)です
会員番号 (    )
会員ではありません口 .

氏 名

ふリカ`な

(〒 )

住 所 都道
府県

宅

話

自

電

市外局番

)

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (  )

円を添 えて申込みます。

日本 CI協会御中  1979年   月  日

※遅れて参加したり、早 く帰る人は記入 し

てください。

① ( )日 ( )時より参加します。
② (  )日 (  )時に帰ります。



12:00 受付開始
13:00 開会式

13:30～ 15:00《 講義①》 大森一慧

食 養 とは 。 基 本 食 ,陰 陽 の 物 の 見 方 "宇 宙 の秩 序 。
15:15～17:30《 料理実習》 桜沢里真

玄米・ゴマ塩・金平など食養基本料理の実習。

―
夕 食
―

18:45～20:15《 講義②》 大森一慧

食養による身心改造。食べ方,心構え。
20:30～22:00《講義③》 橋本政憲

無双原理の考え方, とらえ方。食養史解説。

7:00～ 9:15《 料J里実習》 吉成知江子

食 養家庭 料理 の 実 際。

―
朝 食一一
10:30～12:00《 講義④》 橋本政憲

顔 か た ち ,体な ど で み る体 質 0健康 診 断 法 (望診 法 )
12:15～14:15《講義⑤》 大森一慧

食養手当法。醤油番茶,芋パスターなど内用品 ,

外用品の一般的なもの。 (実習つき)

一―軽 食一―
14:45～16:00 質疑応答
16:30 解 散



玄米食は大宇宙

を体感する道

玄米はいいというが、なかなか踏み込めない。食養とい

うものがまだよく理解できない。食養の基本的なことを

しっかり学びたい。自ら健康を確立したい……などなど

わかりやすい、内容豊富な講習です。

■日時/昭和54年 3月 24日 (土 )～ 25日 (日 )24日 12時受付開始～25日 16時半解散
■会場/日 本CI協会本部 (イ ンターマック)東京都渋谷区大山町11-5 ●03469-7631

会館に寝袋で宿泊 します (外泊も可 )。 朝は
/1・

員で掃除をします。

■講師/桜沢里真=桜沢如一先生とともに欧米を回り、食養料理を指導。現在、日本 CI協会会
長として、各地で講習に活躍。

大森一慧=6人の玄米児の母。糸屯正正食20年の大森英桜夫人として、健康指導の料理づ

くりに豊富な経験をもつ。

橋本政憲=日 本 C″ I協会機関誌『新しき世界へ』の編集長。分かりやすい陰陽の話をし
。
ま

す。

吉成知江子=日 本CI協会料理師範。長年、健康学園の台所を担当した実績で指導。
■講習費/14,000円 (寝袋を借 りる人は 500円 増し。夕

'自

する人は13,000円 )

■定員/50名

■締切/3月 19日 (月 )た だし、定員になり次第、締め切ります。
■持参品/食器一式 (茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾2枚 )、 学習用具、雑巾、洗面用具、寝

間着、寝袋

玄米食養入門講座 (3月 24・ 25日 ) 申込書 N,

キ リ ト リ キ泉

1.寝袋借ります =14,500円  2.寝 袋持参します=14,000円  3.外 泊 します=13,000円
;リ カ'を

男

・
女

( )才

日
生

明
人
昭 よ螢‡[1%[11脚婚氏 名

,、 りかな

tFナリ「
一Ｔ )

者|`)ll
府県

宅

話

由

電

市外局番

)

職 業
勤務先

勤務先 市外りl↓番
lt i舌 (    )   一

れ中
ittlJ I言晋諮11駆喜事



②
%(本 )/定員人健康相談 (要予約)/会場一観音寺 (名 古屋駅12

分駐車場なし)●052-451-8005/会費、問合せ 2月

11日 小牧と同 じ/2月 11日 宿泊希望者 (素泊3000円 、
食事も用意)至急愛知陰陽会へ連絡下さい。

●3月 11日 (日 )岐阜 。大森英桜講演会/①10時～ 12
時半「肝臓病の治し方」、② l時 半～ 4時半「クセに

よる健康診断」、③ 6時半～ 9時「個人健康相談 (要
予約)/会場 =岐阜商工会議所/会費=%小牧と同
じ//ヒ催 =岐阜正食友の会‐0582-320631千葉桂子

●2月 11日 (日 )、 12日 (月・祝 )宇治健康学園

問合せ =06-582-2557マ クロビオティックエコロジー

《世界正食協会 2月 の行事予定》
●1日 (本 )阿部一理健康相談講習会/12時 半～ 4時

千円

●3日 (土 )足心道講習会 /1～4時 /石田幸風/3千円

●4日 (日 )健康講座/10～ 4時/1000円 (昼 食つ き)
●10日 (土 )11日 (日 )イ りヽllみ ち特別料理講座 /各 10～4

時、会場 一大阪市 立婦人会館/両 日で1万円/定員60名

●12日 (月 )正食入門基礎講座 /10～ 4時/2000円 (昼

食付 )

●16日 (金 )～ 18日 (日 )第 16回 正食コンサルタント(後

期講座 (2泊 3日 )/会 費-3万 円/定 員-30名
●24曰 (上 )第 2回有害食品特別研修会/11～ 5時/
2千円 (昼食つき)/締 切 り=%(金 )/定 員 -70名
●25日 (日 )家庭手技療法講習会/12時 半～ 5時/守

孝、5000円 (テ キス ト代含む)/締切り

404Z

●正食料理教室/毎週火、本曜 1～ 4時/2000円
●健康指導/火、水、本、金曜 -10～ 4時、L曜 -10～

12、 初 回5000円 、2回 以降3000円 、月謝 3千円
●合気道稽古/火金曜夜 7～ 9時/入会金 3千円
●PU木 曜研究会/6時 半～ 8時 半/500円
以上 問合せ=世界正食協会 ●06-941-7506～ 8
(〒 540大阪市東区大手通2-5-1)

●2月 16日 (金 )～18日 (日 )大阪 。研心館月例講座

大森英桜/問合せ=‐069411590(41ペ ージ参照 )

●3月 31日 (土 )～ 4月 2日 (月 )・ 2泊 3日

第 13回・ 山口健康講座/講師 =守孝、阿部一理/会
場一岩国市錦帯橋そば旅館「深川」/会費、大人=
20,000円 、子供-15,000円/申込み=鶴島‐0835-22
-0347(T747 防イ子司F肩日本公■奇田丁5-4)

●2月 22日 (木 )23日 (金 )熊本 。大森英桜先生講演会

会場 =手取カ トリ ンク教会、信徒会館 (熊本鶴屋デ
パー ト前 )/問 合せ =福 山奎輔●0963-43-4043
●2月 24日 (土 )大牟田 。大森英桜先生講演会

問合せ =砥上和 ■‐09445-2-3815
●2月 25日 (日 )北九州 。大森英桜先生講演会

問合せ =守 田勧二‐093-612-3240

カラー印刷、絵入り、1979年カレンダーつき
(カ レンダーなしもあります )

定価 200円 (送料 140円 )

穀物、野菜、海草、豆類、調味料、飲み物、動物性食品など、

日常の食物を 〈陰性)か ら (中庸)、 く陽性)の順に並べ、常用

品と避けるべきものの区別をした、美しい表ができました。

茶の間に、台所に、はってご利用くだ さい。各センター、自然

食品店の宣伝・講習会用に最適です。 多部数のご注文はご相談

ください。



●2月 25日 (日 )宮古・ 自然食料理教室/9時 半～ 12
時/料金未定(300円 くらい)/会場 =宮古市・働 く
婦人の家 (生協西町店隣 り)/主 催一日本 CI協 会
宮古支部‐01936-3-6310味 穂  ※ 1月 号に予告の 2
月11日 (日 )は都合により中止 します。

高崎市・七店会の予定

●2月 10日 (土 )、 2月 24日 (土 )食養料理教室

『早春の料理』 1～ 3時/1500円 (材料費 とも )
●2月 17日 (土)PU勉強会/1時 ～ 5時『食養講義
録』をテキス トに。5時～夜中まで楽 しい話 し合い。
料金1000円 、軽食付 き。

●2月 19日 (月 )働 く人の料理教室/10～ 12時、1500円

●毎金曜 日/10ん 4時/病気・健康相談会 (要予約 )
※以上会場 。申込み先=七庸会●027343-8181田 中
ふ じ枝 (高崎市小塙町樋越35-1)

●2月 17日 (土 )千葉県市川・食養料理講習会
11～ 3時/講師=浮津宏子/1000円 /主催 。会場 =
平和堂00473-22-0810 (市 り‖市真間3-11-12)

●2月 18日 (木)横浜・サニークラブ月例会/1時 ～
/1000円 (食事付)/大森一慧『幼児のおやつ』/会
場・問合せ =山県良江‐045711-7019(南区大岡3-

41-14、 京浜急行上大岡駅下車、バス万福寺下車 )

●2月 20日 (火 )横浜・食養健康相談会  1時 ～
2000円/会場、問合せ=田 中久夫●045-821-2255
(横浜市戸塚区舞岡町253776)要 予約
●2月 21日 (水 )横浜・食養料理 紅乃会 『食養料理
の基礎』 11～ 3時/講師一田中ふ じ枝/2000円 、要
予約/会場 =ア i塚センター奮 045-862-9314(戸 塚区
戸塚町127)料理教室/問合せ=上 記%田中久夫

●本庄食養会 毎週木曜日 1時～ 4時 半『神道 と無
双原理・ lL食』さしあたり病気相談が主になります。

料金無料//会場・問合せ一船戸鏡聖00495-21-0523

(本庄市栄2-521、 高崎線本庄駅より児玉行バ ス西

富田 下車徒歩10分 )参加希望者はお電話下 さい。

●2月 6日 (火 )・ 13日 (火 )。 20日 (火 )食養料理教室

小川みち に玄米正食の実習 と講義』/11～ 2時/1
期 3カ 月間 /会費-3カ 月前納11,000円 、 1カ 月分
納4300円 /会場 。申 し込み先―は じめ健康食品店 2
階●0422-54-7716(武 蔵野市中田rl-29-5)

●2月 3日 (土 )・ 17日 (土 )食養理論講座と健康相談

佐々井譲/12～ 3時/1回 1000円/会場 。問合せ=

上記は じめ健康食品店 (毎 月第 1・ 3土曜 日)
●2月 5日 (月 )。 12日 (月 )・ 19日 (月 )指 圧教室
岩瀬敏江/1～ 3時半/3カ 月で 1万円/持参品=
トレーニングパンツ・ タオリンまたは 手ぬ ぐい/問合
せ =上記はじめ健康 食品店 (毎月第1・ 2・ 3月 曜日)
●毎月 5日 /常 岡一郎講演会/6時 ～/200円/問
合せ =上記は じめ健康 食品店

●2月 14日 (水 )日黒・ 健康講演会/1時 ～/講師=
常岡一郎、牛尾盛保/会費=200円/会場 =中 心健康
セ ンター●03-449-5001(品 川区上大崎3-3-6長峰 ビ
ル 3階講堂 )(毎 月14日 定例 )

●2月 19日 (月 )府中・講演会/2時 ～/『読書と健
康』/講師=牛尾盛保/入場無料/会場 =府中市立
呻コリに[]雇事食自、 3陽ξ言え口事Jき80423-62-8647

●2月 24日 (土 )レデ ィース・ フリースクール/1～
5時/大森一慧『田村式受胎調節法一最高の確率を
誇る方法の PU的解明』/聴講料、ロー ドクラブ会
員 =1000円 (聴講料の一部 として500円 を 3カ 月分前

納のこと)、 一般 -1700円 (ロ ー ドクラブ入会金2000

円)会場一万世橋区民会館、区民集会室 (秋葉原駅
3分‐ 251-4691)//主催 =ロ ー ドクラブ奮866-1020
盛谷

●常設健康学園 自然農場 。小原園/農業体験、農
村生活 をしながら自己を見つめ、心身の改造、生活

の向上 をめざします。「 自然農法研究・・正食料理実

修・カロエ食品、生活用品、人形等の手作 り等」会費

=一泊 (食事つき)1000円 より2500円 まで。食事の
み=一食 500円 、/〒 470-05愛 知県西加茂郡小原村
北42‐ 0565652869(呈 案内書、来園の方は連絡 を)

●2月 11日 (日 )岡崎 。矢作市民センター/講師 =牛
尾盛保/問合せ=伊奈義観●0564-31-3846

●2月 11日 (日 )小牧 。大森英桜講演会/① 10時～12
時半「体質別入浴法」、② l時 半～ 4時 半「呼吸器疾

患の治 し方」、③ 5時半～ 8時 半「公FIB個 人健康相談
(要 予約 )」 /会場一本津用水会館 (小牧駅 3分 )●
0568-72-3911/会 費=①②各1000円 (通 し1500円 )、
③健康相談は5000円 、聴講は1000円 /主催・問合せ
一愛知陰陽会奮0568-76-2731伊 藤誠、東海食養友の

`ヽ

■,052-451-4195カ l囃や事

●2月 12日 (月・祝)名古屋・大森英桜講演会/①10
時～12時 半「′心臓病の治 し方」、② l時半～ 4時半「文
明社会と人類の行くえJ、③ 5時 半～ 8時半「公開個



至
小
田
原 ●会員でなくても参加歓迎です

●録音はご遠慮 ください

日 本 CI協 会
〒 :5:東 京都渋谷区大山町‖-5

803・ 469。 7631 0
小田急線 。東北 沢駅下車2分

2月 3日 (土 )11時～ 2時/健康相談講習会
担当一大森英桜  正 しい食べ物、食べ方、生活法に
よる健康確立、体質改善、性格改造、病気指導の公

開講習会です。性格、病気など、心 と体の悩み、問

題に大森先生が食養の面からア ドバ イス します。

会費/相談を受ける人-5,000円 (会員に限 ります )
聴講者=2,300円 (会員2,000円 )

●相談希望の人は必ず予約して下さい。 当日は、簡

単 な食歴、相談内容 などを所定の用紙 に書いていた

だ きますので、10時 までに会場へ来て ください。相

談時間は一人約30分です。

●聴講のみの人は予約はいりません。質問は相談者

に限 ります。

2月 3日 (土)3時～ 7時/月 例講演会 /大森英桜
『黒焼きの効用― 台所にある手近な材料を使った黒

焼 きの効用と、その実践的使用法』

会費/1,500円 (会員1,200円 )

2月 4日 (日 )11時～ 2時 /健康相談講習会

担当一大森英桜  2月 3日 の項に同 じです。
2月 4日 (日 )3時～ 7時/如 月会/大森英桜
『 PUか ら見た心理学批判』一般 =1,800円

無双原理と正食研究の同好会。人会の問い合せは奮

03 ・600・ 1412か 0473・ 22・ 0810巧許り‖́ 。ヽ

2月 7日 (水 )2時半～4時半/マ クロビオテ ィック

座談会/大森一懸/正食をして生ずる様々な問題―
男女別食事の工夫、学校給食、生 き方など一一 を、

座談会形式で、大森一慧先生をま じえて討論 します。

気軽にご参加 くだ さい。会費/800円 (会員500円 )

毎月、第 1と 第 3水曜の 2時半～ 4時半に開きます。

2月 8日 (木)安藤昌益研究会/午後 6時半～ 9時

テキス ト『統道真伝』昌益の 米`、の解釈から勉強

します。会費/300円  毎月第 2木曜 に開きます。

2月 10日 (土 )～12日 (月・祝)正 食料理講座
初級前期 詳細は別ページをご覧 ください。

2月 15日 (木)手作 |リ バン講習/11時～ 3時 鍋で焼
く天然酵母バ ンです。横田和敏/800円 (500円 の天然

酵母つき)要 升約‐465-5021ま で。

2月 17日 (土)特別料理講習 2～ 5時/吉成知江子

『豆の調理法』五 日豆、黒豆煮つ け、大豆炒 りみそ

煮、玄米と炊 く時の水加減など。小豆、大豆、黒豆、

うずら豆、 とら豆、黒えんどうを使った豆の調理法

の講習です。会費/1,800円 (会員1,500円 )要予約

2月 18日 (日 )特別講演会/岡田周三 (世界正食協会
会長)1～ 5時/『食養四方山噺』 すばらしいい赤
ちゃんを生む法、恋愛論、蒙古の砂漠 にバイカル湖

の水を引いて沃野 にする計画など。会費/1,000円
2月 21日 (水)2時半～4時半/マクロビオテ イック
座談会/大森一懇  2月 7日 の項 をご覧ください。
2月 22日 (木)PU研 究会/午後 6時 半～ 9時 テキ
ス ト=カ レル著『人間― この未知なるもの』やがて

CO研究に取 り組みます。/300円 (毎月第 4木曜 )
2月 25日 (日 )手作 りみそ講習会/1時 ～ 4時 浮津
宏子/麦みそ、径山寺みそ、納豆みそを講習。当日
大豆、麦、米糀 を販売 します。1,500円 (会員1,200円 )

3月 3日 (土 )11時 ～ 2時 健康相談講習会
担当一大森英桜  2月 3日 の項に同 じです。
3月 3日て土)3時～7時 月例会/大森英桜
『観相法の実際―政治家、芸能人などを素材に、顔

かたちによる体質、性格、健康状態の診断の実際 と

その原理』会費/1,500円 (会員1,200円 )

3月 4日 (日 )11時 ～ 2時/健康相談講習会/大森英
桜。今回は個別相談ですので、聴講はできません。

3月 4日 (日 )3時～ 7時 /如月会 /大森英桜
3月 10日 (土 )食養おやつ教室/1時 ～ 4時 /石河里

枝子。楽 しい食養のおかしを実習 します。500円

3月 11日 (日 )特別講漬会/1～ 4時/竹之内診佐夫
『皮膚温による東洋医学の望診』 氏は日本鍼灸医
学会学術部長。顔面の皮膚温の変化をカラー写真に

とり望診する。会費1,000円 (会員 700円 )

3月 18日 (日 )足心道講習会/1～ 4時/清水みよ子
清水先生は足心道の祖、柴田和通氏の直弟子。

動きやすい服装のこと。各自 、足 をふ くための手拭

ぃかタオル持参のこと。会費1,000円 (会員700円 )

3月 21日 (水・祝 )特別講演会/3時 ～ 6時
三木成夫 (東京芸術大学助教授 )/『 造血の歴史』
動物の個体体制の中で、血液系 と脈管系がどのよう

にして生まれ、 どのような分化を遂 げるかという間

題を、宗族発生の視野から眺める。会費/1,000円
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●
新
年
号
の
付
録

″食
物
の
陰
陽
表
″
が
好

評
で
あ
る
。
大
勢
の
方
々
に
お
す
す
め
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
の
表
に
つ
い
て
お
気
づ
き

の
こ
と
が
あ

っ
た
ら
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

た
だ
、
こ
の
表
に
も
書
き
こ
ん
で
お
い
た

け
れ
ど
も
、
食
品
の
陰
陽
の
序
列
と
い
う
も

の
は
、
こ
こ
に
示
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で

一

つ
の
目
安
で
あ

っ
て
、
こ
の
表
で
真
ん
中
か

ら
計

っ
て
何
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
書
い
て
あ

る
か
ら
ど
う
だ
と
か
い
う
ふ
う
に
見
て
ほ
し

く
な
い
。
陰
陽
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な

尺
度
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
た
と
え

ば
、
塩
に
つ
い
て
も
、　
一
般
的
に
い
え
ば
陽

性
で
あ
る
が
、
カ
ロ
リ
ー
が
な

い
と
い
う
点

で
見
れ
ば
陰
性
と
も

い
え
る
。

●
ま
た
、
米
な
ら
米
に
し
て
も
、
産
地
に
よ

り
、
品
種
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

る
の
は
ご
承
知
の
通
り
。
脂
気
の
多
い
、
粘

る
米
、
パ
サ
パ
サ
の
米
、
九

い
米
、
長
い
米

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
を
生
で
摂
る
の

と
、
千
し
た
り
、
塩
漬
け
、
味
暗
漬
け
に
し

た
り
、
塩
を
加
え
、
醤
油
を
加
え
、
熱
を
加

え
、
時
間

（陽
性
）
を
加
え
て
調
理
し
た
も

の
と
で
は
、
陰
陽
が
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る

の
は
、
皆
様
す
で
に
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る

は
ず
で
あ
る
。

●
ま
た
、
大
森
先
生
が
講
義
で
つ
ね
に
言
わ

れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
体
に
健
全
な
血
液
を

つ
く

っ
て
い
く
の
が
、
真

の
健
康
、
最
上
の

陽
性

（０
）
で
あ

っ
て
、
体
が
陰
性
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
塩
気
の
も
の
、
体
を
締
め
る
も

の
ば
か
り
摂
れ
ば
陽
性
に
な
れ
る
、
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
初
め
て

の
方
々
は
誤
解
し
や
す
い
か
ら
、
ご
注
意
を

お
願
い
し
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
陽
性
と
い
っ
て
も
、
塩
気
が

多
い

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い
）
と
い
う
陽
性

も
あ
る
し
、
苦
い
味

（炭
素
が
多

い
）
と
い

う
陽
性
も
あ
る
し
、
水
分
が
少
な

い
、
と
い

う
陽
性
も
あ
る
。
同
じ
く
、
陰
性
と
い
っ
て

も
、
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
、
水
分
が
多
い
、
酸

っ
ぱ

い
味
で
あ
る
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
あ
る
、

辛
い
味
で
あ
る
、
砂
糖
類
が
入

っ
て
い
る
、

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

け

っ
し
て
陰
性

・
陽
性
、
そ
れ
ぞ
れ
単

一

の
性
質
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
自
分
に
必
要

な
も
の
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
、
よ
く
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
、
単
純
に
、
こ
の
表
の
右

側
の
も
の
だ
け
食
べ
れ
ば

い
い
、
と
か
、
こ

の
範
囲
の
も
の
だ
け
食
べ
れ
ば

い
い
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

●
そ
し
て
、
正
食
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と

は
、
陰
陽
の
取
り
合
わ
せ
、
″抱
き
合
わ
せ
″

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
正
食
の
療
法
品
や

食
箋
料
理
に
し
て
も
、
陰
性
だ
け
、
陽
性
だ

け
の
単
純
な
も
の
は
な

い
。

体
に
陽
性
な
塩
気
を
入
れ
、
血
を
ア
ル
カ

リ
化
し
、
気
つ
け
の
役
を
す
る

″梅
生
番
″

に
し
て
も
、
醤
油
、
梅
千
と
い
っ
た
陽
性
な

も
の
を
、
番
茶
で
う
す
め
、
ご
く
陰
性
な
シ

ョ
ウ
ガ
を
少
量
加
え
て
あ
る
。

大
森
先
生
が
よ
く
講
義
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
体
を
支
配
し
て
い
る
自
律

神
経
の
う
ち
の
、
副
交
感
神
経

（陽
性
）
と

交
感
神
経

（陰
性
）
の

一
方
だ
け
を
刺
激
す

る
と
い
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
必

ず
、
陽
性
な
も
の
に
は
、
反
対
の
陰
性
な
も

の
を
少
量
添
え
、
陰
性
な
も
の
に
は
、
反
対

の
陽
性
な
も
の
を
配
し
て
い
る
ｏ

だ
か
ら
、
こ
れ
で
、な
ぜ
テ
ッ
カ
ミ
ソ
に
シ

ョ
ウ
ガ
を
少
々
加
え
る
か
が
分
か
る
は
ず
で

あ
る
。
ま
た
、
第

一
大
根
湯
に
は
警
油
を
少

少
加
え
て
あ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

●
こ
う
い
う
目
で
、
食
養
的
な
料
理
、
日
本

の
伝
統
的
な
良

い
料
理
を
分
析
し
て
考
え
て

み
た
ら
、
先
人
の
深
い
知
恵
に
改
め
て
驚
か

さ
れ
る
。

●
ま
た
、
ま
だ
あ
ま
り
正
食
の
こ
と
を
ご
存

じ
な
い
方
の
中
に
は
、
植
物
性
の
も
の
な
ら

何
で
も
い
い
の
だ
ろ
う
と
、
毎
日
、
ト
ウ
フ

を
食
べ
て
い
る
、
と
か
、
キ
ナ
コ
を
ご
飯
に

か
け
て
い
る
と
か
い
う
方
が
あ
る
。
こ
れ
で

は
陰
性
過
多
に
な
る
。
大
豆
か
ら
植
物
性
の

蛋
白
質
を
と
る
、
と
い
う
考
え
方
な
の
だ
ろ

う
が
、
蛋
白
質
を

一
日
何
グ
ラ
ム
摂
ら
な
け

れ
ば
い
け
な

い
、
と
い
う

の
は
、
今
の
栄
養

学
の
考
え
方
で
あ

っ
て
、
胃
腸
が
健
全
で
あ

っ
て
、
よ
く
か
め
ば
、
玄
米
だ
け
で
十
分
で

あ
る
こ
と
は
、
実
験
し
て
み
れ
ば
、
す
ぐ
分

か
る
こ
と
だ
。

ま
た
、
か
り
に
自
米
ご
飯
だ
け
食
べ
て
い

て
も
、
お
な
か
に
脂
肪
が

つ
い
て
く
る
こ
と

で
も
分
か
る
よ
う
に
、
澱
粉

（糖
質
）
、
脂

肪
、
蛋
白
質
の
間
で
相
互
転
換
す
る
わ
け
で

あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
千
島
学
説
に
よ
れ

ば
、
食
物
が
元
に
な

っ
て
赤
血
球
が

つ
く
ら

れ
、
そ
れ
が
体
の
中
で
き
ま
ざ
ま
に
変
化
し

て
い
る
わ
け
だ
ろ
う
。

●
そ
れ
か
ら
、
ピ
ー
ナ
ツ
を
よ
く
食
べ
て
い

る
、
と
い
う
人
も
あ
る
。
ピ
ー
ナ
ツ
の
油
は

い
ち
ば
ん
酸
化
し
や
す
い
。
血
を
酸
性
化
す

る
。
正
食
で
は
、
ゴ

マ
油
、
な
た
ね
油
を
使

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
だ
。
ま
た
、
植

物
性
の
グ
ル
テ
ン
で
も
、
正
食
で
は
小
麦
か

ら
作

っ
た
も
の
を
す
す
め
て
い
る
。
大
豆
製

の
も
の
は
使
わ
な
い
。
外
国
の
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
で
は
、
い
っ
た
い
に
豆
類
を
よ
く

摂
る
よ
う
だ
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
カ
リ
ウ
ム

の
比
率
か
ら
言

っ
て
も
、
蛋
白
過
剰
の
点
か

ら
も
、
問
題
に
な
る
。
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生命は自然のなれこ
リマ化粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油・紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植物1生イヒ粧品…

それが

リマの生命。

皮脂の少ない

女1生の肌には

やさし<なじむ

植物llt化粧品こそ

最適です。
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※リマネオ・メーキャップシリーズ (全 27種)も発売しております。各自然食小売店、

有名デパートでどうぞ″

●リマコールドクリーム

●リマバニシングクリーム

=リ
マ栄養クリーム

|● リマネオクレンジング

■リマ洗顔クリーム

=|リ
マフェイトスキンローション弱酸性

=|リ
マフエイトスキンローションH

=■

リマフェイトスキンローションQ

■リマパール乳瀬

11リマヘフークリーム

●リマシヤンフー

●リマグルーリンス

11リマリップスティック123号

■リマねり紅123号
■リマサボンプランシュ

●リマピューティソープ

東日本販売担当 (新潟 。長野・静岡以東)     西日本販売担当 (富山・岐阜 。愛知以西 )
リマ化粧 品 販 売 株 式 会 社    リマ化粧品西日本販売株式会社
〒 175 東京都板橋区西台2-6-19            〒 540 大阪市東区大手通2-5-1
電 話(03)9376644(代 表)              電 話(06)9438101(代表 )
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